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平成３０年第４回玉名市議会定例会会期日程表 
（会期 ９月３日から２７日までの２５日間） 

 
月 日 曜 開議時刻 会議別 摘       要 

９ ３ 月 午前 10 時 本会議 

開会宣告 

会議録署名議員の指名 

会期の決定 

市長あいさつ 

市長提出議案上程 

提案理由の説明 

報告 

請願・陳情の報告 

議員提出議案上程 

議員提出議案審議 

９ ４ 火  休 会 （一般質問発言通告締切 正午） 

９ ５ 水  休 会  

９ ６ 木  休 会  

９ ７ 金  休 会  

９ ８ 土  休 会 （市の休日） 

９ ９ 日  休 会 （市の休日） 

９ １０ 月  休 会  

９ １１ 火 午前 10 時 本会議 一般質問 

９ １２ 水 午前 10 時 本会議 一般質問 

９ １３ 木 午前 10 時 本会議 
一般質問 

議案及び請願・陳情の委員会付託 

９ １４ 金  休 会  

９ １５ 土  休 会 （市の休日） 

９ １６ 日  休 会 （市の休日） 

９ １７ 月  休 会 （市の休日） 

９ １８ 火 午前 10 時 委員会 総務委員会 

９ １９ 水 午前 10 時 委員会 建設経済委員会 

９ ２０ 木 午前 10 時 委員会 文教厚生委員会 

９ ２１ 金  休 会  

９ ２２ 土  休 会 （市の休日） 

９ ２３ 日  休 会 （市の休日） 

９ ２４ 月  休 会 （市の休日） 

９ ２５ 火  休 会  

９ ２６ 水  休 会  

９ ２７ 木 午前 10 時 本会議 

委員長報告 

質疑・議員間討議・討論・採決 

閉会宣告  



 

 

第 １ 号 

９月３日（月） 
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平成３０年第４回玉名市議会定例会会議録（第１号） 

 議事日程（第１号） 

平成３０年９月３日（月曜日）午前１０時００分開会 

        開 会 宣 告 

日程第１  会議録署名議員の指名 

日程第２  会期の決定 

日程第３  市長あいさつ 

日程第４  市長提出議案上程 

（議第９３号から議第１１７号まで） 

 議第９３号  専決処分事項の承認について   専決第１０号 

平成３０年度玉名市一般会計補正予算（第３号） 

 議第９４号  平成２９年度玉名市一般会計歳入歳出決算 

 議第９５号  平成２９年度玉名市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算 

 議第９６号  平成２９年度玉名市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算 

 議第９７号  平成２９年度玉名市介護保険事業特別会計歳入歳出決算 

 議第９８号  平成２９年度玉名市浄化槽整備事業特別会計歳入歳出決算 

 議第９９号  平成２９年度玉名市九州新幹線渇水等被害対策事業特別会計歳入歳出決

算 

 議第１００号 平成２９年度玉名市水道事業会計決算 

 議第１０１号 平成２９年度玉名市公共下水道事業会計決算 

 議第１０２号 平成２９年度玉名市農業集落排水事業会計決算 

 議第１０３号 平成３０年度玉名市一般会計補正予算（第４号） 

 議第１０４号 平成３０年度玉名市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 

 議第１０５号 平成３０年度玉名市介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 

 議第１０６号 平成３０年度玉名市九州新幹線渇水等被害対策事業特別会計補正予算

（第２号） 

 議第１０７号 玉名市長等の給与の特例に関する条例の制定について 

 議第１０８号 玉名市附属機関の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定につ

いて 

 議第１０９号 玉名市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の

一部を改正する条例の制定について 

 議第１１０号 玉名市家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関する条例の一部を改

正する条例の制定について 

 議第１１１号 玉名市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支
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援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法の基準に関する条例の

一部を改正する条例の制定について 

 議第１１２号 玉名市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営の基準に関

する条例の一部を改正する条例の制定について 

 議第１１３号 玉名市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営の

基準等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

 議第１１４号 地方独立行政法人くまもと県北病院機構設立組合規約の一部変更につい

て 

 議第１１５号 熊本県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更について 

 議第１１６号 工事請負契約の変更について 

 議第１１７号 教育委員会委員の任命について 

日程第５  提案理由の説明 

日程第６  報告（２件） 

 報告第１０号 健全化判断比率及び資金不足比率の報告について 

 報告第１１号 専決処分の報告について   専決第９号 

日程第７  請願・陳情の報告 

      （請第２号から請第４号まで、陳第２号） 

 請第２号 家庭教育支援法の制定を求める意見書の提出に関する請願 

 請第３号 玉名中学校体育館並びに技術室整備に関する請願 

 請第４号 玉名小学校跡地の譲渡に関する請願 

 陳第２号 本格的な憲法改正論議を国会に求める意見書の提出に関する陳情 

日程第８  議員提出議案上程 

      （議員提出第２号） 

 議員提出第２号 決算特別委員会の設置について 

日程第９  議員提出議案審議（質疑・議員間討議・討論・採決） 

      （議員提出第２号） 

 議員提出第２号 決算特別委員会の設置について 

        散 会 宣 告 

‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ 

 本日の会議に付した事件 

        開 会 宣 告 

日程第１  会議録署名議員の指名 

日程第２  会期の決定 

日程第３  市長あいさつ 
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日程第４  市長提出議案上程 

（議第９３号から議第１１７号まで） 

 議第９３号  専決処分事項の承認について   専決第１０号 

平成３０年度玉名市一般会計補正予算（第３号） 

 議第９４号  平成２９年度玉名市一般会計歳入歳出決算 

 議第９５号  平成２９年度玉名市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算 

 議第９６号  平成２９年度玉名市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算 

 議第９７号  平成２９年度玉名市介護保険事業特別会計歳入歳出決算 

 議第９８号  平成２９年度玉名市浄化槽整備事業特別会計歳入歳出決算 

 議第９９号  平成２９年度玉名市九州新幹線渇水等被害対策事業特別会計歳入歳出決

算 

 議第１００号 平成２９年度玉名市水道事業会計決算 

 議第１０１号 平成２９年度玉名市公共下水道事業会計決算 

 議第１０２号 平成２９年度玉名市農業集落排水事業会計決算 

 議第１０３号 平成３０年度玉名市一般会計補正予算（第４号） 

 議第１０４号 平成３０年度玉名市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 

 議第１０５号 平成３０年度玉名市介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 

 議第１０６号 平成３０年度玉名市九州新幹線渇水等被害対策事業特別会計補正予算

（第２号） 

 議第１０７号 玉名市長等の給与の特例に関する条例の制定について 

 議第１０８号 玉名市附属機関の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定につ

いて 

 議第１０９号 玉名市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の

一部を改正する条例の制定について 

 議第１１０号 玉名市家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関する条例の一部を改

正する条例の制定について 

 議第１１１号 玉名市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支

援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法の基準に関する条例の

一部を改正する条例の制定について 

 議第１１２号 玉名市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営の基準に関

する条例の一部を改正する条例の制定について 

 議第１１３号 玉名市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営の

基準等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

 議第１１４号 地方独立行政法人くまもと県北病院機構設立組合規約の一部変更につい
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て 

 議第１１５号 熊本県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更について 

 議第１１６号 工事請負契約の変更について 

 議第１１７号 教育委員会委員の任命について 

日程第５  提案理由の説明 

日程第６  報告（２件） 

 報告第１０号 健全化判断比率及び資金不足比率の報告について 

 報告第１１号 専決処分の報告について   専決第９号 

日程第７  請願・陳情の報告 

      （請第２号から請第４号まで、陳第２号） 

 請第２号 家庭教育支援法の制定を求める意見書の提出に関する請願 

 請第３号 玉名中学校体育館並びに技術室整備に関する請願 

 請第４号 玉名小学校跡地の譲渡に関する請願 

 陳第２号 本格的な憲法改正論議を国会に求める意見書の提出に関する陳情 

日程第８  議員提出議案上程 

      （議員提出第２号） 

 議員提出第２号 決算特別委員会の設置について 

日程第９  議員提出議案審議（質疑・議員間討議・討論・採決） 

      （議員提出第２号） 
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日程第１１ 決算特別委員会正副委員長互選結果報告 

日程第１２ 委員会の中間報告 

      １ 決算特別委員長報告 

日程第１３ 閉会中の継続審査の件 

        散 会 宣 告 

‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ 
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‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ 
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‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ 
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説明のため出席した者 

市 長  藏 原 隆 浩 君    副 市 長  村 上 隆 之 君 

総 務 部 長  西 山 俊 信 君    企画経営部長  水 本 明 子 さん 

市民生活部長  村 﨑 信 介 君    健康福祉部長  松 野 信 生 君 

産業経済部長  松 本 忠 光 君    建 設 部 長  前 田 愼一郎 君 

企 業 局 長  松 本 優 一 君    教 育 長  池 田 誠 一 君 

教 育 部 長  戸 嵜 孝 司 君    監 査 委 員  元 田 充 洋 君 

会 計管理者  竹 村 昌 記 君 
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午前１０時０２分 開会 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

○議長（中尾嘉男君） おはようございます。 

 ただいまから、平成３０年第４回玉名市議会定例会を開会いたします。 

 これより、本日の会議を開きます。 

 なお、今期定例会への説明員の出席につきましては、地方自治法第１２１条の規定に

より、お手元に配付しております報告書のとおり、あらかじめ出席を要請しておきまし

たので、御了承願います。 

 日程に入ります前に申し上げます。 

 本市の名誉市民で「日本マラソンの父」と称される故金栗四三氏を主人公とした２０

１９年大河ドラマ「いだてん 東京オリムピック噺」の放送まで、残すところ４カ月と

なりました。この放送開始に向けたさらなる機運の醸成と、本市で現在取り組まれてい

る金栗四三ＰＲ推進事業を議会も後押しすべく、今期定例会は特別に「開会日」と「閉

会日」の両日、金栗四三氏のＰＲポロシャツを本会議の出席者全員で着用し、会議に臨

むことといたしました。 

 「日本マラソンの父のふるさと玉名」のＰＲ、そして、金栗四三氏を基軸とした地域

振興とまちづくりを、全市一丸となって盛り上げてまいりたいと思いますので、どうぞ、

よろしくお願い申し上げます。 

 それでは、これより議事に入ります。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（中尾嘉男君） 日程第１、「会議録署名議員の指名」を行ないます。 

 会議録署名議員は、会議規則第８８条の規定により、議長において指名いたします。 

 城戸淳君、西川裕文君、以上の両君を指名いたします。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

日程第２ 会期の決定 

○議長（中尾嘉男君） 日程第２、「会期の決定」を議題といたします。 

 お諮りいたします。このたびの定例会の会期については、８月２７日の議会運営委員

会の結論に基づき、本日から２７日までの２５日間にいたしたいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（中尾嘉男君） 御異議なしと認めます。よって、会期は、本日から２７日まで

の２５日間に決定いたしました。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
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日程第３ 市長あいさつ 

○議長（中尾嘉男君） 日程第３、「市長あいさつ」を行ないます。 

 市長より発言の申し出があっておりますので、これを許可いたします。 

 市長 藏原隆浩君。 

［市長 藏原隆浩君 登壇］ 

○市長（藏原隆浩君） 皆様、おはようございます。 

本日は、平成３０年第４回玉名市議会定例会を招集しましたところ、議員の皆様に

おかれましては、御出席をいただきまして、審議を進めていただきますことに対し、厚

く御礼を申し上げます。 

開会に当たりまして、一言ごあいさつを申し上げます。 

この夏は、日本列島各地を猛暑が襲い、４１度を超える気温を記録するなど、まさ

に酷暑という言葉が当てはまる夏でありました。朝晩は幾分涼しさを感じるようになっ

てまいりましたが、日中はまだまだ暑さが続いております。議員各位並びに市民の皆様

には、健康に十分注意をしていただきたいと思うところでございます。 

さて、７月に発生しました西日本豪雨災害におきましては、死者・行方不明者２３

０名、重軽傷者３８７名、家屋の全壊・半壊も１万５,０００棟を超える大規模な被害

が発生しておりまして、この場をお借りし、改めてお亡くなりになった方や御家族へ心

よりお悔やみを申し上げますとともに、被害に遭われた皆様に御見舞いを申し上げさせ

ていただきたいというふうに存じます。本市といたしましても災害発生後、７月９日か

ら２１日まで広島県呉市に給水活動に向かい、８月１２日から１９日まで愛媛県宇和島

市へチーム熊本の一員として職員を派遣しており、１日も早い復旧を願うばかりでござ

います。 

また、先日発生しました台風２０号では、四国徳島県に上陸し、近畿や中国地方を

通過して、西日本豪雨被災地を含む広い範囲で６７万世帯、約１４６万人に避難勧告、

避難指示が出されております。多くの自治体では、早めの段階で避難準備、高齢者等避

難開始の情報を出すなどの対応をとられ、昨今の災害での教訓が生かされた対応であろ

うというふうに思っております。しかしながら、今回の台風も大雨や暴風雨による被害

をもたらし、総務省、消防庁のまとめでは、兵庫県や滋賀県など７府県で１３人が負傷、

住宅被害は熊野川の氾濫があった和歌山県や福井県など、５府県で床上・床下浸水と一

部損壊をあわせ、１２棟に上ったとのことであります。台風の発生も時期を早くしてお

りまして、連日のように新たな台風が発生し、現在も台風２１号が関東、関西、中国地

方を中心に被害をもたらそうとしております。今後の気象状況にも、細心の注意を払い

ながら、防災への意識をさらに高めていかなくてはならないというふうに思っておりま

す。 
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また、県内では熊本地震の発生からまもなく２年半が経過し、本市からも益城町へ

の職員派遣も行なっており、少しずつ復旧作業も進んでいる状況ではありますが、県内

の企業に対する調査において、人手不足や人件費の上昇などが熊本地震による県内経済

への影響について復興の制約になっているとの調査結果が出ております。表に見えない

部分での課題もまだ多く残されているというふうに感じております。市といたしまして

も被災地域への職員派遣はもとより、県や他市町村としっかりと連携をしながら、県全

体の復興、そして県外の被災地への協力も惜しまず、市政を推進する所存でございます。 

さて、先の６月議会の冒頭でも御説明させていただいておりました市民会館の建設

でございますが、８月１日に安全祈願祭を執り行ない、いよいよ本格的に工事に着工す

る運びとなりました。工事期間中は、福祉センターの利用者や職員の皆様などに駐車場

など、御不便をおかけする状況にありますが、市職員の駐車場を削って利用いただくな

どと御理解を得ながら工事を進めてまいりたいというふうに思っております。また、市

民会館の建設だけではなく、現在の市政の現場においては、箱物に限らず、ソフト的な

事柄にも少しずつではありますが、力強く動き出しているように感じております。 

その筆頭にありますのが、いだてんを核としたさまざまなＰＲ活動や情報発信、そ

して新たな事業の創設などであり、議会の特別委員会の設置をはじめ、市役所内部でも

金栗四三ＰＲ推進室、ふるさとセールス課、地域振興課などの各事業において、それぞ

れに職員が自覚を持ち、アイディアを出し合いＰＲしていこうという動きが見えてまい

りました。また、熊本県もいだてんの放送を機に金栗先生、そして玉名市をはじめとす

る、玉名・荒尾地域の振興に力を入れていただいており、大変心強く感じているところ

でもあります。さらには、金栗先生の出身校であります筑波大学、ゆかりの地である東

京都文京区からも交流や連携協定のお話をいただいており、さまざまな方面からチャン

スをいただいて、今後のさらなる展開が楽しみな状況となっております。 

そして、チャンスをいただいたということに関して申し上げますならば、九州観光

推進機構の全国プロモーションにおきまして、九州観光素材説明会・相談会が大手旅行

会社などを招き、東京、名古屋、大阪、福岡にて開催されます。その説明会に単独自治

体として大変珍しく、玉名市の観光ＰＲの時間をいただいておりましてプレゼンをさせ

ていただけることとなっており、金栗四三ＰＲ推進室、ふるさとセールス課、そして観

光協会もあわせて、「全国からよみがえった金栗さんと絡む」というストーリーでプロ

モーションを行なうことといたしております。初回の説明会には私も参加し、ごあいさ

つをさせていただくことというふうにしております。このように動き出したチャンスを

無駄にすることなく、市政の発展にしっかりとつなげてまいりたいというふうに思って

おります。 

最後に、昨今、障がい者の法定雇用率について、国や地方公共団体、企業が障害者
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手帳などを確認せずに雇用率に算定していたとの問題がございますけれども、本市の状

況を申し上げますと、厚生労働省のガイドラインを遵守し、障害者手帳を確認して報告

をしっかりとしており、平成３０年６月１日法定雇用率２.５％に対しまして、実雇用

率２.６７％と上回っているところでございます。 

以上、最近における市政の動きの一端について申し上げましたけれども、今定例市

議会に提案しておりますのは、補正予算関係では専決処分１件、予算案といたしまして

平成３０年度一般会計及び特別会計補正予算３件、報告案件といたしまして健全化判断

比率及び資金不足比率の報告について提案をいたしております。 

初めに、平成３０年度一般会計補正予算（第３号）の専決処分でございますが、７

月６日、７日の豪雨により市道、農道の法面崩壊、土砂崩れや倒木による道路寸断、あ

るいは河川の護岸破損など、多く災害が発生をいたしております。幸いにも人的被害は

ございませんでしたけれども、災害が発生した農地、農業用施設及び道路、河川の早急

な復旧に必要な経費について、予算計上を行なったところでございます。この補正予算

につきましては、地方自治法第１７９条第１項の規定により、専決処分を行ないました

ので、同条第３項の規定によりましてこれを報告し、議会の承認を求めるものでござい

ます。 

次に、平成３０年度玉名市一般会計補正予算（第４号）の主なものでございますが、

本年６月１８日に大阪府北部地域を中心に発生しました地震におきまして、倒壊したブ

ロック塀の下敷きになり、小学４年生の女の子を含む２名の方がお亡くなりになる痛ま

しい被害が発生しました。そこで、本市におきましても公共施設、通学路や小中学校敷

地内の危険ブロック塀などの緊急調査を行なったところでございます。今回の補正では、

特に緊急性のある小中学校などの９カ所の危険ブロック塀の安全対策費を計上をいたし

ております。また、来年１月より放送されますＮＨＫ大河ドラマ「いだてん」にむけま

して、新玉名駅から旧庁舎跡地に建設を進めておりますドラマ館などを経由し、金栗氏

ゆかりの小田地区を巡回するバスの運行でありますとか、金栗氏住家を含めた周辺整備

を行ない、あわせて市内外へのＰＲに注力し、さらなる気運を盛り上げ、地域活性化を

図ってまいります。 

以上、主なものにつきまして申し上げましたが、詳しくは総務部長から提案理由の

説明の中で申し上げますので、これらの提案につきまして、よろしく御審議をいただき、

いずれも原案のとおり御承認賜りますようお願いを申し上げ、開会に当たりましてのご

あいさつにかえさせていただきます。 

どうぞよろしくお願い申し上げます。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

日程第４ 市長提出議案上程（議第９３号から議第１１７号まで） 
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○議長（中尾嘉男君） 日程第４、「市長提出議案上程」を行ないます。 

 これより、市長提出議案を上程いたします。 

 議第９３号専決処分事項の承認について、専決第１０号、平成３０年度玉名市一般会

計補正予算（第３号）から、議第１１７号教育委員会委員の任命についてまでの市長提

出議案２５件を一括議題といたします。 

 お手元に配付しております議案の朗読は、これを省略いたします。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

日程第５ 提案理由の説明 

○議長（中尾嘉男君） 日程第５、「提案理由の説明」を行ないます。 

 ただいまの各議案について、提案理由の説明を求めます。 

 会計管理者 竹村昌記君。 

［会計管理者 竹村昌記君 登壇］ 

○会計管理者（竹村昌記君） おはようございます。 

 私のほうから議第９４号平成２９年度玉名市一般会計歳入歳出決算から、議第９９号

平成２９年度玉名市九州新幹線渇水等被害対策事業特別会計歳入歳出決算までの、議案

６件につきまして、提案理由の御説明を申し上げます。 

 これら６件の決算につきましては、監査委員の審査に付しておりましたが、去る８月

２３日付で、歳入歳出決算及び基金運用状況の審査意見書の送付を受けましたので、地

方自治法第２３３条第３項の規定により、議会の認定に付するため、御提案するもので

ございます。 

お手元に、平成２９年度玉名市歳入歳出決算の会計別収支をお配りしておりますの

で、御参照いただきたいと存じます。 

 一般会計歳入歳出決算ほか５件の特別会計歳入歳出決算を合わせた収支状況につきま

しては、歳入決算額５６９億９,０５７万９,９２８円、歳出決算額５４９億１８０万３

２３円で、歳入歳出差引額２０億８,８７７万９,６０５円の形式収支額となっておりま

す。 

 まず、議第９４号平成２９年度玉名市一般会計歳入歳出決算でございますが、歳入決

算額３７０億６,７９２万２,５７２円、歳出決算額３５９億１,４１５万１,４０２円で、

歳入歳出差引額は１１億５,３７７万１,１７０円となり、翌年度繰越額１億１,７４６

万３,２４１円を差し引いた実質収支額は１０億３,６３０万７,９２９円となっており

ます。先ほど申し上げました歳入決算額３７０億６,７９２万２,５７２円を各款ごとに

構成比率の大きいほうから申し上げますと、地方交付税２６.２２％、市税１８.９９％、

市債１５.７２％、国庫支出金１３.４９％、県支出金１１.２９％などとなっておりま

す。また、歳出決算額３５９億１,４１５万１,４０２円の構成比率は各款ごとに、民生
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費３４.２１％、教育費１５.９３％、農林水産業費１０.２３％、総務費１０.０４％、

公債費９.５７％、土木費８.０３％、衛生費６.２１％、消防費３.６３％、商工費１.

２２％、議会費０.７％、災害復旧費０.２３％となっております。前年度に比べ、収入

支出ともに増加しておりますのは、玉陵中校区学校規模適正化事業や玉名町小学校校舎

等改築事業、防災行政無線デジタル化工事及び天水支所周辺施設集約化事業などの普通

建設事業費の増加などが主な要因でございます。 

 次に、議第９５号平成２９年度玉名市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算でござ

いますが、歳入決算額１０８億６,３４９万２,９７４円、歳出決算額１０３億３,１９

１万９,００４円で、歳入歳出差引額及び実質収支額は５億３,１５７万３,９７０円と

なっております。前年度に比べ、収入支出ともに増加しております。その主な要因は、

収入で保険給付費の増加に伴います国庫支出金の増加によるもので、支出は保険給付費

の増加によるものでございます。 

 次に、議第９６号平成２９年度玉名市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算でござい

ますが、歳入決算額８億４,４１２万１,０３０円、歳出決算額８億４,２７１万２２２

円で、歳入歳出差引額及び実質収支額は１４１万８０８円となっております。前年度に

比べ、収入支出ともに増加しております。その主な要因は、収入で保険料の増加による

もので、支出は後期高齢者医療広域連合納付金の増加によるものでございます。 

 次に、議第９７号平成２９年度玉名市介護保険事業特別会計歳入歳出決算でございま

すが、歳入決算額７７億８３８万６,３８６円、歳出決算額７３億２,５１７万４,２０

０円で、歳入歳出差引額及び実質収支額は３億８,３２１万２,１８６円となっておりま

す。前年度に比べ収入支出ともに増加しております。その主な要因は、収入で高齢者の

人口の伸びによります保険料の増加及び前年度繰越金収入の増によるもので、支出は介

護給付費準備基金積立金の増によるものでございます。 

 次に、議第９８号平成２９年度玉名市浄化槽整備事業特別会計歳入歳出決算でござい

ますが、歳入決算額３,１１１万５,８４３円、歳出決算額２,９０４万１,７８６円で、

歳入歳出差引額及び実質収支額は、２０７万４,０５７円となっております。前年度に

比べ収入支出ともに増加しております。その主な要因は、収入で国庫補助金の増による

もので、支出は浄化槽整備費に係る工事請負費の増加によるものでございます。 

 次に、議第９９号平成２９年度玉名市九州新幹線渇水等被害対策事業特別会計歳入歳

出決算でございますが、歳入決算額４億７,５５４万１,１２３円、歳出決算額４億５,

８８０万３,７０９円で、歳入歳出差引額及び実質収支額は１,６７３万７,４１４円と

なっております。その主な要因は、収入で建設事業費の増加に伴います基金繰入金の増

によるもので、支出は、ため池からの配管工事や管理用道路の舗装工事などを行なった

ものによるものでございます。 
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 以上、御提案申し上げました平成２９年度一般会計歳入歳出決算ほか５件の議案の詳

細につきましては、委員会におきまして御説明申し上げますので、いずれも原案どおり、

御認定賜りますようお願いいたします。提案理由の説明といたします。 

○議長（中尾嘉男君） 企業局長 松本優一君。 

［企業局長 松本優一君 登壇］ 

○企業局長（松本優一君） おはようございます。 

 続きまして、議第１００号平成２９年度玉名市水道事業会計決算、議第１０１号平成

２９年度玉名市公共下水道事業会計決算及び議第１０２号平成２９年度玉名市農業集落

排水事業会計決算の認定につきまして、提案理由の御説明を申し上げます。 

 これら３件の決算につきましては、一般会計、特別会計と同様に、監査委員の審査に

付し、８月１０日付で、決算の審査、意見書の送付を受けましたので、地方公営企業法

第３０条第４項の規定により、議会の認定に付すため、提案するものでございます。 

 お手元に平成２９年度公営企業会計別決算収支をお配りしておりますので、御参照い

ただきたいと思います。 

 最初に、議第１００号平成２９年度玉名市水道事業会計決算でございますが、収益的

収支及び資本的収支につきましては、収益的収入は８億８,６０９万５,２９９円、収益

的支出は８億８２０万４,３７３円で、資本的収入は２,８３５万７,４４３円、資本的

支出は４億２,６８５万４,２５３円でございます。 

 平成２９年度の主な事業といたしましては、水道管拡張工事及び、老朽管布設替工事

等を実施し、配水管の整備を行ない、水道水の安定供給の向上を図りました。また、業

務状況につきましては、給水戸数が２万１,０５５戸、年間総配水量６０５万２,４６３

立方メートルで、有収率は８０.３４％でございました。 

 次に、議第１０１号平成２９年度玉名市公共下水道事業会計決算でございますが、収

益的収支及び資本的収支につきましては、収益的収入は１４億８,６６２万６,２７９円、

収益的支出は１４億２,１８５万９,７８３円で、資本的収入は５億７,７７９万１,０８

０円、資本的支出は１１億７,９３８万２,７２６円でございます。 

 平成２９年度の主な事業といたしましては、汚水管渠施設整備工事及び処理場の改築

更新事業に取り組み、都市環境の整備、公衆衛生の向上及び公共用水域の水質保全に努

めました。また、業務状況につきましては、年度末の公共下水道の処理区域内人口は３

万５,８１８人で、玉名市の総人口６万６,８５０人から見た公共下水道の普及率につき

ましては、５３.５８％でございました。 

 次に、議第１０２号平成２９年度玉名市農業集落排水事業会計決算でございますが、

収益的収支及び資本的収支につきましては、収益的収入は４億２,６８４万５,７６６円、

収益的支出は４億５２３万７,５９１円で、資本的収入は１億９,８８８万３,０００円、
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資本的支出は２億９,１１３万８,０６１円でございます。 

 平成２９年度の主な事業といたしましては、横島町地区機能強化事業として、真空弁

改修工事等を実施し、農集地域の生活環境保全に努めました。また、業務状況につきま

しては、年度末の農業集落排水の処理区域内人口は７,２５６人で、玉名市の総人口６

万６,８５０人から見た農業集落排水の普及率につきましては１０.８５％でございまし

た。 

 以上、御提案申し上げました３件の議案の詳細につきましては、委員会にて御説明申

し上げますので、いずれも原案どおり御認定賜りますようお願いいたしまして、提案理

由の説明といたします。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 

［総務部長 西山俊信君 登壇］ 

○総務部長（西山俊信君） おはようございます。 

 私のほうからは議第９３号及び議第１０３号から議第１０６号までの補正予算関係５

件につきまして提案理由の御説明を申し上げます。 

 お手元にお配りしております予算関係資料の１ページをお願いいたします。 

 まず初めに、議第９３号専決処分事項の承認について、専決第１０号、平成３０年度

玉名市一般会計補正予算（第３号）につきまして御説明申し上げます。 

 この補正予算は、７月６日、７日の豪雨被害に対し、迅速かつ円滑な復旧作業を行な

うために必要な経費について、地方自治法第１７９条第１項の規定により、７月２０日

付で専決処分を行ないましたので、同条第３項の規定により議会の承認を求めるもので

ございます。 

 第１表歳入歳出予算補正につきましては、歳入歳出それぞれ１億４７８万円を追加し、

総額を３２５億４,１７７万１,０００円とするものでございます。 

 まず、歳入を申し上げますと、１９款繰越金は、１億４７８万円の追加で、今回の歳

入歳出の財源調整分でございます。歳出につきましては、１１款災害復旧費は１億４７

８万円の追加で、７月６日、７日の豪雨により被害を受けた農業用施設、道路、河川等

の早急な復旧のために経費を予算計上いたしたところでございます。 

 次に、議第１０３号から議第１０６号までの補正予算関係４件につきまして提案理由

の御説明を申し上げます。 

 今回御提案いたします補正予算は、現計予算計上後の事情の変化によりまして、補正

を行なう必要が生じましたので、御提案いたすものでございます。 

 まず、議第１０３号平成３０年度玉名市一般会計補正予算（第４号）について御説明

を申し上げます。 
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 第１表歳入歳出予算補正につきましては、歳入歳出それぞれ７億７,０７４万円を追

加し、総額を３３３億１,２５１万１,０００円とするものでございます。 

 まず、歳入の主なものを申し上げますと、１２款分担金及び負担金は２４５万円の追

加で、農地農業用施設災害復旧事業費に係る農業用施設１０％、農地５０％の受益者負

担金でございます。１４款国庫支出金は３,１３５万１,０００円の追加で、大河ドラマ

を契機として行なう循環バス運行やイベントに対する経費の２分の１が補助される地方

創生推進交付金、また、７月６日、７日の豪雨被害に伴う林道東部小岱山線の災害復旧

に係る現年発生林業施設災害復旧事業補助金などでございます。１５款県支出金は４,

０８４万８,０００円の追加で、農業水利施設の長寿命化などの取り組みに対し支援さ

れるもので、横島新栄排水機場の補修工事並びに新栄排水路工事の２分の１が補助され

る農業水路等長寿命化・防災減災事業補助金、また、金栗四三ＰＲ推進事業で、観光誌

への広告掲載などに対し補助される、地域づくり夢チャレンジ推進補助金などでござい

ます。 

 ２ページでございます。 

 １６款財産収入は、財政調整基金の利子収入の増などで、１９４万４,０００円の追

加、１９款繰越金は６億７,１６９万１,０００円の追加でございます。２０款諸収入は

３４５万６,０００円の追加で、サマージャンボ宝くじの収益金を原資として設立され

ました公益財団法人熊本県市町村振興協会より交付される市町村振興事業補助金などで

ございます。２１款市債は１,９００万円の追加で、土地改良施設整備事業債の限度額

変更による増額などでございます。 

 次に、歳出につきましては、６月１８日の大阪府北部地震に伴う緊急調査による市有

施設などの危険ブロック塀について、旧庁舎南側ほか８件の安全対策費として、総務費、

民生費、教育費の総額で７６７万１,０００円を計上いたしております。２款総務費は

５億２,５０９万８,０００円の追加で、玉名市歌制定に係るＣＤ作成業務や平成２９年

度決算に伴う剰余金処分に係る財政調整基金積立金などでございます。３款民生費は８

９８万５,０００円の追加で、放課後児童育成事業に係る児童数が定員を超えているた

め、学童クラブを２クラブ追加し、定員確保を行なう放課後児童健全育成事業委託料の

追加、また、母子家庭の母、又は父子家庭の父が看護師や介護福祉士等の資格取得のた

め、修業期間中の生活の負担軽減のために支給される母子家庭等高等職業訓練促進給付

金の追加などでございます。６款農林水産業費は６,０１７万４,０００円の追加で、横

島新栄排水機場の吐出弁及びフラップ弁補修工事並びに新栄排水路工事などでございま

す。７款商工費は５,９４５万８,０００円の追加で、金栗四三ＰＲ事業で、いだてんＰ

Ｒ推進業務委託料及び新玉名駅からドラマ館などを経由し、金栗氏ゆかりの小田地区を

巡る循環バス運行委託料などでございます。８款土木費は３６２万８,０００円の減額
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で、平成２９年度から平成３０年度までの２カ年で市道山部田奥野線改良工事を予定し

ておりましたが、７月６日、７日の豪雨により本年度予定しておりました事業の着工が

不可能となったため、事業費の減額を行なうものでございます。また、以前市道の新設

改良により、用地買収した土地が、現在も未登記となっている部分の登記業務委託料な

どでございます。９款消防費は８９７万円の追加で、横島町外平地区防火水槽新設工事

費の追加などでございます。１０款教育費は１,６２７万８,０００円の追加で、玉陵中

学校区６小学校のうち、玉名小学校を除く５小学校につきまして、閉校後の跡地活用を

進める上で、必要となる不動産鑑定業務委託、フルマラソン大会の開催に向けた運営の

研修旅費などや国際スポーツ大会キャンプ誘致等推進事業として東京２０２０オリンピ

ック・パラリンピック競技大会に向けたアンゴラ共和国女子ハンドボール選手団のキャ

ンプ誘致に係る旅費などでございます。 

 ３ページをお願いいたします。 

 １１款災害復旧費は９,５４０万５,０００円の追加で、６月２０日、７月６日、７日

の豪雨被害に係る農業用施設、市道、河川などの復旧費でございます。 

 第２表債務負担行為補正につきましては、地域おこし協力隊事業ほか４件の期間及び

限度額を設定いたすものでございます。 

 また、第３表地方債補正につきましては、現年発生農林水産施設災害復旧事業ほか１

件の追加、及び土地改良施設整備事業ほか１件の限度額を変更するものでございます。 

 以上が一般会計の補正予算（第４号）の説明でございます。 

 続きまして、４ページをお願いいたします。 

 次に、議第１０４号平成３０年度玉名市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２

号）について御説明を申し上げます。 

 第１表歳入歳出予算補正につきましては、歳入歳出それぞれ１,３０９万２,０００円

を追加し、総額を９２億５５９万９,０００円とするもので、平成２９年度の療養給付

費等交付金の超過交付に係る返還金でございます。 

 次に、議第１０５号平成３０年度玉名市介護保険事業特別会計補正予算（第２号）に

ついて御説明を申し上げます。 

 第１表歳入歳出予算補正につきましては、歳入歳出それぞれ１２５万７,０００円を

追加し、総額を７８億４,２９５万４,０００円とするもので、熊本県からの権限委譲に

伴う介護保険指定事業者等管理システム導入費などでございます。 

 ５ページをお願いいたします。 

 最後に、議第１０６号平成３０年度玉名市九州新幹線渇水等被害対策事業特別会計補

正予算（第２号）について御説明を申し上げます。 

 第１表歳入歳出予算補正につきましては、歳入歳出それぞれ１４２万５,０００円を
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追加し、総額を５億２,６２４万７,０００円とするもので、繰越金の確定に伴う財源調

整及び基金利子の増に伴う積立金の追加を行なうものでございます。 

 以上、主な内容等につきまして御説明を申し上げましたが、詳細につきましては、所

管の各委員会において御説明を申し上げますので、御審議の上、原案どおり御承認賜り

ますようよろしくお願いいたします。 

○議長（中尾嘉男君） 副市長 村上隆之君。 

［副市長 村上隆之君 登壇］ 

○副市長（村上隆之君） おはようございます。 

 続きまして、私のほうからは条例に関する議第１０７号から議第１１６号までの提案

理由につきまして御説明申し上げます。 

 議案書の２ページをお願いいたします。 

 議第１０７号玉名市長等の給与の特例に関する条例の制定についてでございますが、

これは職員の不祥事に伴い、平成３０年１０月１日から同月３１日までの間、市長及び

副市長の給料月額を１０％削減するため条例を制定するものでございます。 

 なお、附則といたしまして、この条例は、平成３０年１０月１日から施行し、同月３

１日でその効力を失うものでございます。 

 ３ページをお願いいたします。 

 議第１０８号玉名市附属機関の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定につ

いてでございますが、これは玉名市玉陵中学校区旧小学校跡地等活用事業者選定委員会

を設置するため、条例の整備を図るものでございます。 

 内容といたしましては、玉陵中学校区旧小学校跡地等活用事業者の選定について審査

するために、選定委員会を設置し、所掌事項、事務の内容、委員の定数、委員の構成及

び委員の任期につきまして、必要な事項を定めるものでございます。 

 なお、附則といたしまして、この条例は、公布の日から施行するものでございます。 

 ４ページをお願いいたします。 

 議第１０９号玉名市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の

一部を改正する条例の制定についてでございますが、これは玉名市玉陵中学校区旧小学

校跡地等活用事業者選定委員会委員の報酬について、条例の整備を図るものでございま

す。 

 内容といたしましては、選定委員会委員の支給額を日額、５,８００円と定めるもの

でございます。 

 なお、附則といたしまして、この条例は、公布の日から施行するものでございます。 

 ５ページをお願いいたします。 
 議第１１０号玉名市家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関する条例の一部を改



 － 21 －

正する条例の制定についてでございますが、これは家庭的保育事業等の設備及び運営に

関する基準の一部改正に伴い、条例の整備を図るものでございます。 

 内容といたしましては、この条例で定めております小規模保育事業、事業所内保育事

業及び家庭的保育事業の認可、運営する際の基準につきまして、代替保育の提供に係る

連携施設の確保義務の緩和、食事の提供の特例に係る外部搬入施設の拡大、自園調理に

関する規定の適用を猶予する期間の延長等について、所要の整備を行なうものでござい

ます。 
 なお、附則といたしまして、この条例は、公布の日から施行するものでございます。 

 ８ページをお願いいたします。 
 議第１１１号玉名市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支

援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法の基準に関する条例の一部を改正する

条例の制定についてでございますが、これは指定介護予防支援等の事業の人員及び運営

並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準の

一部改正に伴い、条例の整備を図るものでございます。 

 内容といたしましては、指定介護予防支援の具体的取扱方針等につきまして、国が定

める基準の改正を踏まえた規定の整備を行なうものでございます。 
 なお、附則といたしまして、この条例は、公布の日から施行するものでございます。 

 １１ページをお願いいたします。 

 議第１１２号玉名市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営の基準に関

する条例の一部を改正する条例の制定についてでございますが、これは、指定地域密着

型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準の一部改正に伴い、条例の整備を

図るものでございます。 

 内容といたしましては、高齢者や障がい者がともに利用できる共生型サービスが、地

域密着型通所介護に導入されたことに伴う基準の整備、介護保険施設の新たな類型とし

て介護医療院が創設されたことに伴う所要の整備等、国が定める基準の改正を踏まえた

規定の整備を行なうものでございます。 
 なお、附則といたしまして、この条例は、公布の日から施行するものでございます。 

 ２１ページをお願いいたします。 
 議第１１３号玉名市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営の

基準等に関する条例の一部を改正する条例の制定についてでございますが、これは指定

地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予

防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準の一部改正に伴い、

条例の整備を図るものでございます。 

 内容といたしましては、介護医療院の創設及び介護保険法における認知症の定義の改
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正に伴う所要の整備等、国が定める基準の改正を踏まえた規定の整備を行なうものでご

ざいます。 
 なお、附則といたしまして、この条例は、公布の日から施行するものでございます。 

 ２３ページをお願いいたします。 
 議第１１４号地方独立行政法人くまもと県北病院機構設立組合規約の一部変更につい

てでございますが、これは一部事務組合の規約を変更しようとするときは、地方自治法

第２９０条の規定により、議会の議決を経る必要がありますので、提案するものでござ

います。 

 内容といたしましては、地方独立行政法人くまもと県北病院機構設立組合の名称を、

くまもと県北病院機構設立組合に変更するため、規約の一部を変更するものでございま

す。 
 なお、附則といたしまして、この規約は、平成３０年１０月１日から施行するもので

ございます。 

 ２４ページをお願いいたします。 
 議第１１５号熊本県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更についてでございますが、

これは広域連合の規約を変更しようとするときは、地方自治法第２９１条の１１の規定

により、議会の議決を経る必要がありますので、提案するものでございます。 

 内容といたしましては、熊本県後期高齢者医療広域連合の議会につきまして、すべて

の構成市町村から１人ずつ議員が選出されるよう、その定数を現行の３２人から４５人

に改めますとともに、所要の整備を行なうものでございます。 
 なお、附則といたしまして、この規約は、規約の変更についての熊本県知事の許可の

あった日から施行するものでございます。 

 また、附則第２項から第４項におきまして、議員定数の変更に伴う経過措置について

規定するものでございます。 

 ２６ページをお願いいたします。 
 議第１１６号工事請負契約の変更についてでございますが、これは平成２９年１２月

２５日議決の工事請負契約の締結についての一部を変更するものでございます。 

 主な変更の理由といたしましては、岱明玉名線道路改良工事におきまして、地盤改良

に係る現地の土の配合試験の結果、想定配合量より少なく、また、安価な配合材料での

施工が可能であることに伴いまして、当初契約金額４億１７６万円に対しまして、６９

６万１,８５１円の減額となりますことから、議決事件の変更を行なうものでございま

す。 

 なお、減額分につきましては、現在契約の相手方であります土本・久保特定建設工事

共同企業体と変更の仮契約を締結しており、本議会で御承認をいただきました後に、本
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契約の締結とするものでございます。 

 以上、条例案件等につきまして、提案理由の御説明を申し上げましたが、詳細につき

ましては、所管の各委員会で御説明申し上げますので、御審議の上、原案どおり御承認

いただきますようお願い申し上げます。 
 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 市長 藏原隆浩君。 

［市長 藏原隆浩君 登壇］ 

○市長（藏原隆浩君） 本議会に提案しております人事案件の提案理由について、御説

明申し上げます。 

 ２７ページをお願いいたします。 

 議第１１７号教育委員会委員の任命についてでございますが、現委員の笠久美子氏が

本年１１月２９日をもちまして任期満了となるため、引き続き、同氏を任命いたしたく、

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第２項の規定によりまして、議会の同

意を求めるものでございます。 

 どうぞよろしくお願い申し上げます。 

○議長（中尾嘉男君） 以上で、提案理由の説明は終わりました。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

日程第６ 報告（２件） 

○議長（中尾嘉男君） 日程第６、「報告」を行ないます。 

 報告第１０号健全化判断比率及び資金不足比率の報告について、ほか１件の報告があ

ります。 

 総務部長 西山俊信君。 

［総務部長 西山俊信君 登壇］ 

○総務部長（西山俊信君） 議案書の２８ページをお願いいたします。 

 報告第１０号健全化判断比率及び資金不足比率の報告について御説明を申し上げます。 

 これは、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び第２２条第１項

の規定によりまして、監査委員の意見をつけて、議会に報告いたすものでございます。 

 初めに、本市の健全化判断比率について御説明いたします。 

 実質赤字比率は、一般会計と九州新幹線渇水等被害対策事業特別会計を統合してまと

めた普通会計のみを対象とし、実質赤字が標準財政規模に占める割合を示すものであり

ます。本市の場合、実質赤字額がございませんので、実質赤字比率の数値はございませ

ん。 

 次に、連結実質赤字比率は、普通会計に特別会計、企業会計を加えた全会計が対象と

なり、全会計を合わせた連結実質赤字が標準財政規模に占める割合を示すものでござい
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ます。本市の場合、本市の連結実質赤字額がございませんので、連結実質赤字比率の数

値はございません。 

 次に、実質公債費比率は、普通会計、特別会計、企業会計に本市が加入いたします一

部事務組合の有明広域行政事務組合、地方独立行政法人くまもと県北病院機構、熊本県

市町村総合事務組合、熊本県後期高齢者医療広域連合を加えたものが対象となります。

本市が負担いたします公債費が標準財政規模に占める割合を示すもので、本市の比率は

８.２％でございます。 

 次に、将来負担比率は、さらに地方公社や第三セクターでございます一般財団法人玉

名市自治振興公社、有限会社横島町特産物振興協会を加えたものが対象となり、将来負

担すべき債務が標準財政規模に占める割合を示すもので、本市の比率は８.４％でござ

います。 

 最後に、資金不足比率は、浄化槽整備事業特別会計と公営企業会計のみを対象とし、

資金不足額が事業規模に占める割合を示すものでございます。本市の場合、両会計とも

資金不足がないため数値はございません。 

 このように５つの指標とも資料に参考表記いたしております国が示す早期健全化基準

及び経営健全化基準を下回っており、現在のところ適正な財政運営がなされている状況

でございます。 

 なお、赤字比率がなく数値がないと表現いたしております指標につきましても、参考

までに黒字の数値を括弧書きで記載をいたしております。 

 続きまして、議案書の３０ページをお願いいたします。 

 報告第１１号専決処分の報告についてでございますが、これは地方自治法第１８０条

第１項の規定により、専決処分した損害賠償の額の決定について、同条第２項の規定に

より報告いたすものでございます。 

 内容といたしましては、平成３０年５月２日、午前１０時ごろ、おおくらの森保育園

におきまして、玉名市民図書館の公用車が、同園の屋根に接触し、雨樋を破損させたも

のでございます。相手方への損害賠償額といたしまして、市は１００％に当たる８万６,

４００円を支払うものでございます。 

 なお、損害賠償金につきましては、公益社団法人全国市有物件災害共済会の自動車共

済より全額給付をされます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 以上で、報告の説明は終わりました。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

日程第７ 請願・陳情の報告（請第２号から請第４号まで、陳第２号） 

○議長（中尾嘉男君） 日程第７、「請願・陳情の報告」を行ないます。 
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 請第２号 家庭教育支援法の制定を求める意見書の提出に関する請願 

 請第３号 玉名中学校体育館並びに技術室整備に関する請願 

 請第４号 玉名小学校跡地の譲渡に関する請願 

 陳第２号 本格的な憲法改正論議を国会に求める意見書の提出に関する陳情 

 以上、請願３件、陳情１件が今回提出されております。内容については、お手元にそ

の要旨を配付しておりますので、説明を省略いたします。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

日程第８ 議員提出議案上程（議員提出第２号） 

○議長（中尾嘉男君） 日程第８、「議員提出議案上程」を行ないます。 

 これより、議員提出議案を上程いたします。 

 議員提出第２号 決算特別委員会の設置について 

 以上、議員提出議案１件を議題といたします。 

 お手元に配付しております議案の朗読は、これを省略いたします。 

 お諮りいたします。ただいま議題となっております議員提出第２号については、議事

の都合により、会議規則第３７条第３項の規定に基づき、提案理由の説明及び委員会付

託を省略いたしたいと思います。これに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（中尾嘉男君） 御異議なしと認めます。よって、議員提出第２号については、

提案理由の説明及び委員会付託を省略することに決定いたしました。 

 議員提出第２号の提案理由の説明及び委員会付託を省略いたします。 

 議員提出第２号については、日程に従い、引き続き、会議にて直接審議を行ないます。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

日程第９ 議員提出議案審議（質疑・議員間討議・討論・採決） 

○議長（中尾嘉男君） 日程第９、「議員提出議案審議」を行ないます。 

 改めて、議員提出第２号 決算特別委員会の設置について 

 以上、議員提出議案１件を議題といたします。 

 これより、ただいま議題となっております、議員提出第２号の審議に入ります。 

 審議の方法は、質疑、議員間討議、討論の後、採決いたします。 

 これより、質疑に入ります。議員提出第２号について、質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（中尾嘉男君） 質疑なしと認めます。 

 これより、議員間討議に入ります。議員提出第２号について、議員間討議はありませ

んか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 
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○議長（中尾嘉男君） 議員間討議なしと認めます。 

 これより、討論に入ります。議員提出第２号について、討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（中尾嘉男君） 討論なしと認めます。 

 これより、採決に入ります。 

 議員提出第２号決算特別委員会の設置について、採決いたします。 

 議員提出第２号については、原案のとおり１０人の委員をもって構成する決算特別委

員会を設置し、議第９４号平成２９年度玉名市一般会計歳入歳出決算から、議第１０２

号平成２９年度玉名市農業集落排水事業会計決算までの、平成２９年度玉名市決算議案

９件を付託の上、審査することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（中尾嘉男君） 御異議なしと認めます。よって、議員提出第２号については、

原案のとおり、１０人の委員をもって構成する決算特別委員会を設置に対し、議第９４

号から議第１０２号までの決算議案９件を付託の上、審査することに決定いたしました。 

 ここで、日程追加についてお諮りいたします。 

 ただいま、決算特別委員会が設置されました。 

よって、この際、 

日程第１０ 「決算特別委員会委員の選任」 

日程第１１ 「決算特別委員会正副委員長互選結果報告」 
以上、日程に追加いたしたいと思います。これに御異議ありませんか。 
［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（中尾嘉男君） 御異議なしと認めます。よって、日程を追加することに決定いた

しました。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

日程第１０ 決算特別委員会委員の選任 

○議長（中尾嘉男君） 日程第１０、「決算特別委員会委員の選任」を行ないます。 

 先ほど設置されました決算特別委員会の委員の選任については、委員会条例第８条第

１項の規定により、議長が指名することになっております。 

 よって、決算特別委員会委員に坂本公司君、田真樹子さん、一瀬重隆君、赤松英康

君、北本将幸君、松本憲二君、德村登志郎君、西川裕文君、前田正治君、田畑久吉君、

以上１０名の諸君を指名いたします。 

 よって、ただいま指名いたしましたとおり、決算特別委員会委員が選任されました。 

 決算特別委員会委員が選任されましたので、この際、決算特別委員会の正副委員長の

互選のため休憩し、議長において委員会を第１委員会室に招集いたしますので御了承願
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います。 

 決算特別委員会におかれましては、委員会を開会の上、正副委員長を互選し、その結

果を議長まで報告願います。 

 それでは、決算特別委員会の正副委員長の互選のため、休憩いたします。 

午前１１時１１分 休憩 

―――――――――――――――――――――― 

午前１１時５０分 開議 

○議長（中尾嘉男君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

日程第１１ 決算特別委員会正副委員長互選結果報告 

○議長（中尾嘉男君） 日程第１１、「決算特別委員会正副委員長互選結果報告」を行な

います。 

 決算特別委員長、北本将幸君。決算特別副委員長、田真樹子さん。以上のとおり、

それぞれ就任されましたので報告いたします。 

 これにて、決算特別委員会正副委員長互選結果報告を終わります。 

 ここで日程の追加についてお諮りいたします。 

 先ほど決算特別委員会から委員会の中間報告の申し出が、また、決算特別委員長から

閉会中の継続審査の申し出がありました。 

よって、この際、 

日程第１２ 「委員会の中間報告」 

日程第１３ 「閉会中の継続審査の件」 

以上、日程に追加いたしたいと思います。これに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（中尾嘉男君） 御異議なしと認めます。よって、日程を追加することに決定いた

しました。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

日程第１２ 委員会の中間報告 

○議長（中尾嘉男君） 日程第１２、「委員会の中間報告」を行ないます。 

 決算特別委員会に付託中の議第９４号平成２９年度玉名市一般会計歳入歳出決算から

議第１０２号平成２９年度玉名市農業集落排水事業会計決算までの決算議案９件につい

ては、会議規則第４５条第２項の規定により、同委員会より中間報告を行ないたいとの

申し出がありますので、この際これを許します。 

 決算特別委員長 北本将幸君。 

［決算特別委員長 北本将幸君 登壇］ 
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○決算特別委員長（北本将幸君） 決算特別委員会に付託されました案件の審査の経過

について、御報告申し上げます。 

 付託されました案件は、議第９４号平成２９年度玉名市一般会計歳入歳出決算から議

第１０２号平成２９年度玉名市農業集落排水事業会計決算までの決算議案９件でありま

す。 

 決算議案は内容が膨大であり、かつ複雑多岐にわたっており、その審査には幅広い検

討が望まれること、また、事案の重要性からも慎重審査を期す必要があることから、あ

らかじめ相当の期間を設け、議案に対する調査研究を十分に重ねた上で委員会に臨むべ

く、委員長より閉会中の継続審査を発議いたしました。 

 採決の結果、議第９４号から議第１０２号までの決算議案９件については、全員異議

なく、それぞれ閉会中の継続審査とすることに決しました。 

 また、次回の委員会の開催日につきましても、あわせて協議を行ない、決算議案に対

する調査研究に必要な期間を考慮した上で、閉会中であります１０月２２日、２３日、

２４日の３日間とすることに決し、次回の委員会まで、各自、議案の調査研究に十分尽

くすこととし、委員会を閉会いたしました。 

 以上で、決算特別委員長の報告を終わります。 

○議長（中尾嘉男君） 以上で、決算特別委員会の中間報告は終わりました。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

日程第１３ 閉会中の継続審査の件 

○議長（中尾嘉男君） 日程第１３、「閉会中の継続審査の件」を議題といたします。 

 決算特別委員長より、目下、決算特別委員会において審査中の議第９４号平成２９年

度玉名市一般会計歳入歳出決算から議第１０２号平成２９年度玉名市農業集落排水事業

会計決算までの、決算議案９件について、会議規則第１１１条の規定により、お手元に

配付いたしました申出書のとおり、閉会中の継続審査の申し出があります。 

お諮りいたします。委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査に付することに

御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（中尾嘉男君） 御異議なしと認めます。よって、議第９４号から議第１０２号

までの決算議案９件については、委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続審査に付

することに決定いたしました。 

以上で、本日の日程は終了いたしました。 

 この際、お諮りいたします。議事の都合により、明４日から１０日までの７日間休会

いたしたいと思います。これに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 
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○議長（中尾嘉男君） 御異議なしと認めます。よって、明４日から１０日までの７日

間休会することに決定いたしました。 

 １１日は、定刻より会議を開き、一般質問を行ないます。 

 一般質問を希望しておられる方は、発言通告書に質問の要旨を具体的に記載し、明４

日の正午までに事務局にお届けください。 

 本日は、これにて散会いたします。 

午前１１時５８分 散会 



 

 

第 ２ 号 

９月１１日（火） 
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平成３０年第４回玉名市議会定例会会議録（第２号） 

 議事日程（第２号） 

平成３０年９月１１日（火曜日）午前１０時０１分開議 

        開 議 宣 告 

日程第１ 一般質問 

    １  １番 坂本 公司 議員（新生クラブ） 

    ２  ８番 多田隈 啓二 議員（創政未来） 

    ３ １２番 西川 裕文 議員（新生クラブ） 

    ４  ９番 松本 憲二 議員（自友クラブ） 

    ５ １６番 近松 惠美子 議員（新生クラブ） 

        散 会 宣 告 

‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ 

 本日の会議に付した事件 

        開 議 宣 告 

日程第１ 一般質問 

１ １番 坂本 公司 議員（新生クラブ） 

１ 幼児及び児童の虐待問題について 

（１）県内の児童相談所の対応状況は 

（２）玉名市の現状は 

（３）これからの課題は 

２ 発達障がい者への支援について 

（１）障がい児通所施設等の整備状況について 

（２）支援の現状と補助員の資格について 

３ 松原海岸について 

（１）イベントの開催状況及び集客の状況について 

（２）今後の改善点について 

２ ８番 多田隈 啓二 議員（創政未来） 

１ 教育行政について 

（１）玉陵校区小学校跡地利用計画の考えは 

（２）学校施設におけるブロック塀等の調査結果及び今後の安全対策に

ついて 

（３）小学校の部活動の廃止に対し、どれくらいの児童に影響するの

か、また、今後の各団体との協議・対策は 

（４）総合型地域スポーツクラブ「いだてん玉名」の状況は 
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（５）国際スポーツ大会キャンプ誘致等の取り組みについて 

２ 本市の防災行政について 

（１）熊本地震からの教訓・各課の課題は、また、教訓・課題を今後ど

のように生かしていくのか 

（２）災害対策・防災対策について 

（３）危機管理について 

（４）減災対策について 

３ １２番 西川 裕文 議員（新生クラブ） 

１ 金栗四三氏のＰＲ状況について 

（１）玉名市おもてなしスタッフの応募状況について 

（２）玉名市公式観光案内サイト「タマてバコ」の活用の拡大について 

（３）ＮＨＫとのコンタクト及び今後の現地ロケ計画について 

（４）市民の方々への伝達について 

２ 西日本豪雨災害後の避難計画について 

３ 障がい者雇用の現状について 

４ ９番 松本 憲二 議員（自友クラブ） 

１ 有明海の再生への取り組みについて 

（１）現在の状況について 

（２）玉名市独自の取り組みについて 

２ 新玉名駅周辺の整備について 

（１）インフラ整備について 

（２）財源について 

３ 市職員の研修・派遣について 

（１）現在の状況について 

（２）今後の取り組みについて 

５ １６番 近松 惠美子 議員（新生クラブ） 

１ 定住促進について 

（１）事業の成果をどのように考えているか 

（２）今後の方向性と目標について 

（３）魅力あるまちづくりのための取り組みについて 

２ 各種イベントの費用対効果について 

（１）各種イベントの経済効果と算出法について 

（２）観光政策での経済効果の経年変化について 

（３）いだてん放映を機に観光客の集客に努力されているが、宿泊先の
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対策はどう考えているか 

        散 会 宣 告 

‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ 

出席議員（２１名） 

  １番 坂 本 公 司 君  ２番  田 真樹子 さん 

  ３番 吉 田 憲 司 君  ４番 一 瀬 重 隆 君 

  ５番 赤 松 英 康 君  ６番 古 奥 俊 男 君 

  ７番 北 本 将 幸 君  ８番 多田隈 啓 二 君 

  ９番 松 本 憲 二 君 １０番 德 村 登志郎 君 

 １１番 城 戸   淳 君 １２番 西 川 裕 文 君 

 １３番 嶋 村   徹 君 １４番 内 田 靖 信 君 

 １５番 江 田 計 司 君 １６番 近 松 惠美子 さん 

 １８番 前 田 正 治 君 １９番 作 本 幸 男 君 

 ２０番 森 川 和 博 君 ２１番 中 尾 嘉 男 君 

 ２２番 田 畑 久 吉 君 

‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ 

欠席議員（１人） 

 １７番 福 嶋 讓 治 君  

‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ 

事務局職員出席者 

事 務 局 長  堀 内 政 信 君    事 務局次長  荒 木   勇 君 

次 長 補 佐  松 野 和 博 君    書 記  松 尾 和 俊 君 

書 記  古 閑 俊 彦 君 

‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ 

説明のため出席した者 

市 長  藏 原 隆 浩 君    副 市 長  村 上 隆 之 君 

総 務 部 長  西 山 俊 信 君    企画経営部長  水 本 明 子 さん 

市民生活部長  村 﨑 信 介 君    健康福祉部長  松 野 信 生 君 

産業経済部長  松 本 忠 光 君    建 設 部 長  前 田 愼一郎 君 

企 業 局 長  松 本 優 一 君    教 育 長  池 田 誠 一 君 

教 育 部 長  戸 嵜 孝 司 君    監 査 委 員  元 田 充 洋 君 

会 計管理者  竹 村 昌 記 君 
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午前１０時０１分 開議 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

○議長（中尾嘉男君） ただいまから、本日の会議を開きます。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

日程第１ 一般質問 

○議長（中尾嘉男君） 日程第１、「一般質問」を行ないます。質問は、通告順によって

許すことにいたします。 

 １番 坂本公司君。 

［１番 坂本公司君 登壇］ 

○１番（坂本公司君） 皆さんおはようございます。 

 今回初めてトップバッターを務めさせていただきます新生クラブ、坂本公司です。 

 傍聴にお越しの皆さんいつもありがとうございます。 

 まず初めに、先日北海道で発生した最大震度７の地震により犠牲になられた皆さんに

謹んでお悔やみを申し上げるとともに、現在も不自由な生活を余儀なくされている多く

の北海道民の皆様に対し、心よりお見舞い申し上げる次第であります。 

 思い起こせば２年前、熊本地震の際には、各地方からたくさんの支援をいただきまし

た。今回は私たちも北海道の方々にお返しをする番だと思います。県や市に対しては早

急な対応をお願いしたいと思います。 

 では、早速、通告に従い一般質問をさせていただきます。 

 １、幼児及び児童の虐待問題について。毎日のように悲惨なニュースが飛び込んでき

ています。今年は特に、今も申し上げました北海道のほかにも、大阪での大きな地震や

九州山口地方での大雨などのさまざまな自然災害も発生しました。災害以外にも無謀な

運転、飲酒による交通事故、だれでもいいから殺したかったといって無差別に他人を傷

つける若者。とにかくさまざまな事件や事故が起こっております。前回の議会でも発表

させていただいたように、だれを信用していいかわからないこの時代、本当に信用でき

るのは家族だけと言っても過言ではないかもしれません。しかし、中にはその家族に傷

を負わされ、命を奪われるケースがあります。なぜこんなことが起きるのでしょうか。

今年の６月、東京の目黒でいたたまれない事件が起きました。殺害されたその女の子の

両親に宛てた手紙は、私には声に出して読み上げることはできません。この事件のよう

に、どちらかの連れ子を殺害するケースは非常に多く耳にします。しかし、中には実の

親が実の子を虐待、さらに殺害するケースも少なくありません。本当なら我が子を守る

べき実の親が。であれば、だれがその子を守ってあげられるのでしょうか。親戚、学

校、学校の先生、友だち、近所の方、だれかの目の届くところであれば被害に遭わずに

すむ子どもたちがふえるはずです。そこで児童相談所といわれる施設がありますが、そ
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こで（１）県内の児童相談所の対応状況は。まずはそれについて説明をお願いします。 

○議長（中尾嘉男君） 健康福祉部長 松野信生君。 

［健康福祉部長 松野信生君 登壇］ 

○健康福祉部長（松野信生君） おはようございます。 

 坂本議員の県内の児童相談所の対応状況はの御質問にお答えいたします。 

 まず、児童相談所は、児童福祉法において都道府県に設置義務、また、政令指定都市

に設置できるとされていることから、熊本県内には県北部や宇城、天草地域を管轄する

熊本県中央児童相談所、県南部を管轄する熊本県八代児童相談所、また、政令指定都市

である熊本市が設置する熊本市児童相談所の３カ所がございます。 

 その主な業務内容としましては４つあり、１つ目に、さまざまな相談のうち、専門的

な知識及び技術を必要とするものに適切に応じること。２つ目に、児童及びその家庭に

つき必要な調査並びに医学的、心理学的、教育学的、社会学的及び精神保健上の判定を

行なうこと。３つ目に、その調査又は判定に基づき、必要な指導を行なうこと。４つ目

に、児童の一時保護を行なうこと。とされております。 

 次に、県内の虐待件数、相談件数ですが、平成２９年度は１,２４８件で、これは１

０年前の平成１９年度３２０件の約４倍、５年前の平成２４年度６６３件の約２倍と右

肩上がりの伸びとなっており、県内においても児童虐待がとても身近な問題となってい

る状況でございます。 

 以上です。 

○議長（中尾嘉男君） 坂本公司君。 

○１番（坂本公司君） 答弁いただきました。 

 熊本県内には３カ所ということですが、県北のほうにないのが少し気になるところで

はありますが、ここで１つ再質問をさせていただきます。 

 ４つ目に児童の一時保護を行なうこと。と答弁いただきましたが、この一時保護とは

どのくらいの期間、どういう対応をとられているかについてお答えをお願いします。 

○議長（中尾嘉男君） 健康福祉部長 松野信生君。 

○健康福祉部長（松野信生君） 坂本議員の一時保育はどれくらいの期間でどのように

対応されているかの再質問にお答えします。 

 まず、一時保護の目的としましては、児童の安全を確保し、今後の生活についての見

立てをすることにあります。従って、一時保護中の対応としましては、虐待を受けた児

童を児童相談所が一時保護所に保護した後に、必要に応じて児童の健康診断及び通院、

児童福祉士による家庭環境や生活状況等の調査、精神的ケアのための児童心理士による

カウンセリング等を実施いたします。また、保護者とも面談を重ね、今後の子どもの安

全性が図られるか、また、子どもの養育や生活環境等の改善が望めるか否かについて判
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断を行ないます。その結果、子どもの心身の回復、安定が見られ、あわせて家庭環境が

改善したと判断される場合は、保護者の元へ戻すことになります。逆に家庭復帰できる

状況にないと判断される場合には、親族等による養育や児童養護施設入所、里親の元で

の生活など、新たな生活の場を一時保護中に探っていくことになります。 

 次に、一時保育の期間ですが、児童福祉法では、保護を開始した日から２カ月を超え

てはならないと規定しています。また、２カ月を超える場合、児童相談所が家庭裁判所

に一時保護の継続を申し立て、妥当性を審査した上で期間の延長となる場合もあります。

しかしながら、実際の一時保護の期間は一律のものではなく、児童と保護者それぞれに

対し、カウンセリングや調査等を行ない判断をしていくため、数週間の場合から、まれ

ではありますが数カ月にわたる場合など、さまざまな状況となっているようでございま

す。 

 以上です。 

○議長（中尾嘉男君） 坂本公司君。 

○１番（坂本公司君） 答弁いただきました。 

 家に帰れない、親にも友だちにも会えない、帰るとまた虐待されるかもしれない。そ

の子のことを思うと本当に胸が痛みます。 

 先ほど答弁いただいた状況、数字は県内のものを答弁いただきましたが、この玉名市

でもこういう状況が起きていると聞いておりますので、続いて（２）玉名市の現状は、

についてお伺いします。お願いします。 

○議長（中尾嘉男君） 健康福祉部長 松野信生君。 

○健康福祉部長（松野信生君） 坂本議員の玉名市の現状はの御質問にお答えします。 

 まず、本市の虐待相談件数は、平成２９年度は９８件あり、１０年前の平成１９年度

２４件の約４倍、５年前の平成２４年度５４件の約１.８倍で推移しており、先ほど答

弁いたしました県内の虐待相談件数の推移とほぼ同じとなっております。 

 虐待の種別としましては、殴る、蹴る、やけどを負わせるなどの身体的虐待。暴言を

吐く、無視する、兄弟間で差をつけるなどの心理的虐待。性的関係の強要などの性的虐

待。家に閉じ込める、食事を与えない、病院に連れて行かないなどのネグレクトに分け

られ、平成２９年度の９８件中、身体的虐待が１３件、心理的虐待が３０件、性的虐待

が５件、ネグレクト５０件となっており、平成２４年度までは身体的虐待とネグレクト

がほぼ同じ割合で推移しておりましたが、平成２５年度以降はネグレクトの割合が突出

している状況です。 

 なお、実際には心理的虐待とネグレクトというように虐待種別が混在しているケース

も多く見受けられます。 

 次に、市への相談がどこからあったかという相談経路別の内訳としましては、先ほど
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の９３件で申しますと、学校や教育委員会からが最も多く約３７％、本市を管轄する県

中央児童相談所からが約１８％、保健センターなど、市福祉事務所からが約１７％とな

っており、平成２９年度には児童自ら保護してほしいと児童相談所に電話で連絡し、一

時保護された事例も発生いたしております。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 坂本公司君。 

○１番（坂本公司君） 答弁いただきました。 

 復唱になりますが、皆さんもよく聞いてください。 

 平成２９年度相談件数が９８件、５年前の１.８倍、１０年前の約４倍。これは全国

でもなく、熊本県でもなく、昨年度の玉名市の実情です。虐待の種類が殴る、蹴る、や

けどを負わせる、暴言を吐く、兄弟間で差をつける、性的関係の強要やポルノグラフテ

ィの被写体などの性的虐待、家に閉じ込める、食事を与えない、病院に連れて行かない

などのネグレクト。私が聞いた話によると、子どもが毎日同じ服を着ている。ほかにも

ファーストフードがお弁当だけというのもやはり子どもに関心がないという虐待になる

そうです。 

 今挙げた事例はすべての事柄に関して連れ子だけではなく、実の子どもにも行なわれ

た行為です。もう一度言います。殴る、蹴る、やけどを負わせる、暴言を吐く、性的虐

待、関心のないネグレクト。その子どもたちは先ほど申したように、児童相談所に保護

され、親にも友だちにも会えないのです。この相談がどこからあったかというと、経路

別ではやはり学校や教育委員会、公共の施設などからが多いみたいです。しかし、答弁

にありましたように、児童自ら保護されたケースもあるそうです。本当に心苦しい限り

です。 

 そこで、（３）これからの課題について答弁よろしくお願いします。 

○議長（中尾嘉男君） 健康福祉部長 松野信生君。 

○健康福祉部長（松野信生君） 次に、これからの課題はの御質問にお答えします。 

 児童虐待事案、あるいは虐待が疑われる事案がさまざまな経路から市に通告された際

には、児童の安全を４８時間以内に目視確認し、その際、又はその後の経過観察時にお

いて、身体的虐待や重度のネグレクトによる身体的変調並びに心的ダメージが大きい性

的虐待を発見した場合には、児童相談所と連携し、一時保護の実施や必要に応じた警察

への通報などを行なっているところです。 

 しかしながら、虐待を受ける児童が虐待の事実を隠す傾向にあり、ごく身近でも児童

虐待が起こっていると推察されることから、虐待の早期発見が課題の一つとなっており

ます。これまでも児童相談所や警察を初めとし、学校や保育所、民生委員や主任児童員、

医師会など、約２０機関で構成する玉名市要保護児童対策及びＤＶ防止対策等地域協議
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会におきまして状況把握や情報共有を行なっておりますが、地域を初めとしたより多く

の目で、子どもたちを見守りながら、これまで以上に関係機関の連携強化が必要である

と考えております。その１つとしまして、平成２９年１０月から開設した母子健康包括

支援センターでは、妊産婦、乳幼児家庭訪問や定期検診、相談において虐待の情報収集

や早期発見に取り組んでいるところでございます。さらには、児童相談所等の連携強化

や児童虐待を初め、それぞれの家庭が抱える問題に対応できる体制整備を進めるために、

子ども家庭総合支援拠点の設置を検討いたしております。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 坂本公司君。 

○１番（坂本公司君） 答弁いただきました。 

 半年ほど前ですが、私が近所の道ばたで、私の子どもが泣きじゃくり困っていたとこ

ろ、近所の奥様が出てこられ「どうなさいましたか。」と言ってこられました。私はそ

こで、一般の方にも危機管理の意識が高まっているのだと感心しました。もちろんその

ときには虐待をしていたわけではなく、子どもが勘違いして、うちのおばあちゃんち

は、こっちだよと言っているのに、うちの子どもはこっちだとそういう言い合いでし

た。ちょっとぐらい騒いだだけ、ちょっとぐらい叱っただけ、そういうこともあるかも

しれません。しかし、手遅れになるよりは、少しの情報でも与えていけば、残酷な事件

につながらないかもしれません。私も含め、皆さんも友人や知人、近所の方、みんなで

地域の子どもたちを守っていかなければならないのではないでしょうか。 

 そして、県内に３つあるとはいえ、やはり玉名市からでは熊本市内は距離的にも遠

く、そして存在的にも遠く感じるのかもしれません。上手な言い方が見つかりません

が、例えば、警察が家の真横にあれば騒いだり暴れたりすることはないでしょう。そう

いう観点から言えば、児童相談所のような施設もいろんなところにあれば、虐待を抑圧

できるかもしれません。とにかく我々にできることは、小さなことでも見逃さない、そ

れにつきると思いますので、対応をよろしくお願いします。 

 では、次の質問に移らせていただきます。 

［１番 坂本公司君 登壇］ 

○１番（坂本公司君） 続きまして、２、発達障がいの教育状況について。 

 昨年の１２月議会で発達障がいや障害のある子どもたちを受け入れる施設について質

問させていただきました。あれから１年近くになりますが、本市における障がい者を受

け入れる通所施設などの整備状況について答弁お願いします。 

○議長（中尾嘉男君） 健康福祉部長 松野信生君。 

［健康福祉部長 松野信生君 登壇］ 

○健康福祉部長（松野信生君） 坂本議員の本市における障がい者通所施設等の整備状
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況についてお答えいたします。 

 玉名市と荒尾市、玉名郡４町で構成する有明圏域内の障がい者通所施設等の状況につ

いてでございますが、サービス支援の主なものに、児童発達支援と放課後等デイサービ

スがあります。児童発達支援につきましては、玉名市内に１事業所、玉名市以外に５事

業所ございます。また、放課後等デイサービスにつきましては、玉名市内に６事業所、

玉名市以外に１１事業所ございます。どちらの支援事業におきましても、住所地の事業

所に限らず利用できますよう圏域内で連携を図っておりまして、最適な、本人や保護者

の利便性にあった最適な事業所を利用いただいているところでございます。また、重度

の障害のある児童の受け入れにつきましては、医療行為を必要とする場合や看護師の資

格を持つ人材の雇用など条件もあり、サービス事業所としましては、対応が困難なとこ

ろもございました。そのような中、社会福祉法人天水福祉事業会におきましては、重度

心身障がい児対応の施設を有明圏域で初めて開設され、今年９月１日より子どもたち一

人一人にあった放課後等デイサービスの提供が行なわれております。また、今年１２月

には社会福祉法人「玉医会」において、新たに重度心身障がい児対応の放課後等デイサ

ービスが開設される予定でございます。 

 以上です。 

○議長（中尾嘉男君） 坂本公司君。 

［１番 坂本公司君 登壇］ 

○１番（坂本公司君） 答弁いただきました。 

 恥ずかしながら、この２つの新しい施設について、全く情報を得ていませんでした。

しかし、今まで玉名市にこういった重度の障害の方を受け入れる施設が足りない状況で

したので、大変うれしく思います。遅ればせながら、今回の議会が終わってからでも施

設に足を運んで見学してきたいと思っております。 

 続きまして、本市の小中学校における支援の状況、現状と補助員の資格について答弁

お願いします。 

○議長（中尾嘉男君） 教育部長 戸嵜孝司君。 

○教育部長（戸嵜孝司君） おはようございます。 

 坂本議員の支援の現状と補助員の資格等についてということでお答えいたします。 

 まず、本市の小中学校の通常学校における特別な教育的な支援を必要とする児童生徒

は、平成２９年１０月の調査では、小学校３２９名、中学校１２１名、計４５０名とな

っております。そのうち発達障がいの診断を受けている児童生徒数は小学校９４名、中

学校５５名、計の１４９名となっております。また、障がいを有する児童生徒の在籍す

る通常学級の担任数は、小学校１５１名、中学校５１名、合計の２０２名でした。 

 次に、特別支援学級に在籍する児童生徒数は、平成３０年５月の調査によりますと、
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小学校で９８名、中学校で３８名、合計の１３６名です。また、特別支援学級担当の教

職員は、小学校４２名、中学校１５名、合計の５７名です。一方、教諭資格を持ってい

ることを条件、採用の条件とする玉名市独自で配置している特別支援教育支援員は、小

学校３３名、中学校１１名、合計の４４名となっており、さらに医療行為の支援を必要

とする児童生徒に対する看護師支援員は小学校１名、中学校１名、合計の２名を配置し

ております。 

 次に、２点目の通級指導教室についてですが、通級指導教室とは通常学級に在籍する

比較的軽度の障害のある児童生徒に対して、障がいの内容、程度に応じて通常学級以外

で学級外で特別の指導を行なう教室のことで、本市では現在、玉名町小学校、築山小学

校、玉名中学校の３校の通級指導教室が設置されております。本市の通級指導教室で

は、言語の障害、情緒障害、学習障害、注意欠陥・多動性障がいを有する児童生徒に対

して、その改善を図るための学習活動が実施されております。在籍の現状といたしまし

ては、玉名町小学校で現在７名の児童が言語障害の改善を目標に通級の指導を受けてお

ります。７名のうち自校通級児童が４名、他校からの受け入れをやっている児童が３名

となっております。次に、築山小学校では、現在９名の児童が通級指導を受けており、

内訳といたしましては、言語障害が１名、学習障害、注意欠陥・多動性障がいを有する

８名の児童が、保護の指導計画のもとに学んでおる状態でございます。玉名中学校にお

いては、情緒障害４名、学習障害、注意欠陥・多動性障がいを有する３名の計７名が改

善のために学んでいる状況でございます。 

 以上です。 

○議長（中尾嘉男君） 坂本公司君。 

○１番（坂本公司君） 答弁いただきました。 

 一昔前までは、自閉症、発達障がい、学習障害、アスペルガー、ＡＤＨＤ、そのよう

な言葉はほとんど耳にしませんでした。もしかしたら私たちの周りにも同年代の周りに

もそういった障害を抱える人がおられたかもしれません。しかし、今からそういう言葉

を耳にした親御さんたちが早いうちから診断を受け、養育を受けさせて、将来の生活に

支障のないよう努力をされております。先ほどの質問にもありましたように、放課後デ

イサービスなどの施設もふえ、よりよい環境で児童や生徒が、本人にあった指導を受け

ていることはとてもいいことだと思います。 

 ここで１つ質問させてください。現在配置されている特別支援教育支援員の数は、小

中学校合わせて４４名となっておりますが、この数はふやすことはできないでしょう

か、よろしくお願いします。 

○議長（中尾嘉男君） 教育部長 戸嵜孝司君。 

○教育部長（戸嵜孝司君） 特別支援教育支援員のこれ以上ふやすことができないかと
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いう御質問でございますけれども、特別支援教育支援員の増員につきましては、平成２

９年度に３名、今年平成３０年度におきましては、７名を増員しているところです。こ

れからもその必要性の認識、それから要望等の増加に伴い、ますます必要になってくる

ものと考えております。教育委員会といたしましては、今後とも学校のニーズに応じて、

予算当局とも協議しながら増員の努力をしてまいりたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（中尾嘉男君） 坂本公司君。 

○１番（坂本公司君） 答弁いただきました。 

 とある学校の支援学級の先生の話によると、やはりもう少し補助員の数がふえればと

のことでした。今はどの会社や業種も人手不足でありますし、予算の都合もあるでしょ

うが、増員の必要が認められるのであれば、募集採用などの対応をよろしくお願いしま

す。 

 では、次の質問に移らせていただきます。 

［１番 坂本公司君 登壇］ 

○１番（坂本公司君） 本日最後の質問に移らせていただきます。 

 松原海岸について質問をさせていただきます。現在、松原海岸はとても気になる場所

でございます。なぜなら、あのタマにゃんの指揮棒が隠されているかもしれないからで

す。皆さん御存じでしょうが、いま、タマにゃんは指揮棒がなくて大変困っておられま

す。みんなでタマにゃんの指揮棒を探しましょうということで、本題に移りますが、松

原海岸は皆さん御存じのように、岱明町にある県北唯一の海水浴場であります。夏はも

ちろん泳いだりすることもできますが、春には潮干狩りなど、いろいろな活用ができた

りします。特に私は岱明町出身ですので、この松原海岸に対して当たり前のような存在

でありますが、若かりしころ深夜遅くに山鹿あたりで遊んでいたところ、今から松原海

岸に行かないかと、山鹿出身の方ははしゃいでらっしゃいました。岱明町出身の私たち

からすれば、松原海岸に行くのにそんなにはしゃがなくてもと思いましたが、やはり海

のない土地の方からすると松原海岸は非常にありがたい存在なのかもしれません。しか

し、いろんな状況下の中、活用するのに難しい点もあると思いますが、まずは、ここ近

年の松原海岸の利用状況などを教えていただけませんか。よろしくお願いします。 

○議長（中尾嘉男君） 産業経済部長 松本忠光君。 

［産業経済部長 松本忠光君 登壇］ 

○産業経済部長（松本忠光君） おはようございます。 

 坂本議員御質問の松原海岸についてお答えいたします。 

 まず、イベントの開催状況及び集客の状況についてですが、初めに海水浴につきまし

ては、毎年７月中旬から８月末にかけて海水浴場を開設しております。来場者はここ数
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年、約６,０００人から７,０００人前後で推移しております。 

 次に、本市が行なっている松原海岸でのイベントの状況につきましては、平成２８年

度から海水浴期間以外の利活用の推進と市外からの誘客を目的として県北３市１町、菊

池市、山鹿市、和水町、玉名市が連携した北熊アウトドアフェスを実施しており、本市

ではビーチを利用したアクティビティとして、ウォーターサバイバルゲーム大会とビー

チサッカーフェスタを行なっております。昨年度はウォーターサバイバルが２８チーム、

１３５名、ビーチサッカーが２４チーム、３６０名、合計４９５名が参加されておりま

す。そのうちウォーターサバイバルは２８チーム中２３チームが市外、ビーチサッカー

は２４チームすべてが市外から参加されております。今年度は９月３０日に開催いたし

ますが、本大会の認知度も向上してきており、参加者の申し込み状況はすでに定員を大

幅に超え、ウォーターサバイバルのみで６０チーム、３００名の申し込みがあっており

ます。また、その９割が市外からの参加となっており、松原海岸の利活用及び市外から

の誘客に大きくつながっております。また、ビーチサッカーにつきましては、キタクマ

×アウトドアフェスのほかにも九州各県を代表する社会人チーム９チームで、年間を

通して競われるビーチサッカー九州リーグの会場の１つとして誘致に成功しており、今

後、スポーツツーリズムを推進する上でも、さらなる市外からの誘客に期待をしており

ます。また、民間主体のビーチバレーボール大会として九州サンカップ岱明大会や玉名

市バレーボール協会ビーチでバレーなども開催されており、それぞれサンカップが１８

チーム８０名、ビーチでバレーが６８チーム、約３５０名の参加があっております。今

後は年々参加者がふえてきているウォーターサバイバルとビーチサッカーの別日程での

開催や予選の前日開催など、宿泊につながるような仕組みづくりを検討してまいりたい

と考えております。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 坂本公司君。 

○１番（坂本公司君） 答弁いただきました。 

 ビーチサッカーのことは知っておりましたが、ウォーターサバイバル、これは水鉄砲

で相手の的を射貫く競技みたいですが、参加人数が玉名市以外からも多いようで、大変

すばらしいことだと思います。しかもビーチサッカーは九州リーグの会場の１つという

ことで、まさにビーチでしかできないイベントの誘致に成功なさっていると思います。 

 ちなみに、９月３０日にビーチサッカーがあるということですので、私も見学に行っ

てみたいと思っております。 

 続いて、海水浴場における今後の改善点についてですが、やはり海といえば、どこの

海に行っても海の家があって、夏にあったＢＧＭなどが流れているイメージがありま

す。また、松原海岸に行こうと思っている方は、今では車内に搭載されているナビがな



 － 45 －

くてもスマホで簡単に道がわかりますが、普段、国道５０１号線を走ってらっしゃる

方々にも松原海岸を周知していただけるような看板等の整備など、問題は多くあると思

いますので、それについて答弁よろしくお願いします。 

○議長（中尾嘉男君） 産業経済部長 松本忠光君。 

○産業経済部長（松本忠光君） 海水浴場における今後の改善点についてですが、御指

摘のように海の家はなく、また、ＢＧＭ等も流れておりません。このことにつきまして

は、海水浴場としての雰囲気づくりや来場者の満足度向上のためのさらなる工夫が必要

と考えており、今後、磯の里や潮湯を管理運営する指定管理者や地元住民等とも協議し、

検討してまいりたいと思います。 

 また、国道への案内看板についてですが、国道に常設されている誘導サイン看板のほ

か、海水浴期間は国道沿いに鍋松原海水浴場を案内する立て看板を指定管理者が設置し、

周知を図っております。今後も引き続き、鍋松原海岸の利活用を推進するため、県北唯

一の海水浴場としての認知度向上はもとより、ビーチを活用した方策を検討し、実施に

向けて努力してまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 坂本公司君。 

○１番（坂本公司君） 答弁いただきました。 

 やはりどう考えても海イコール夏。夏イコール海ということですので、湘南や鎌倉み

たいな海というわけにはいかないでしょうが、少しでも夏を感じさせるような海岸整備

をよろしくお願いします。 

 本当は浜辺に大きなプールをつくっていただければなおいいかと思いましたが、もち

ろんこれには予算もかかりますし、もちろん夏以外の活用は難しいので提案をしません

でしたが、なぜ、海にプールがあればいいかというと、皆さんも御存じのように松原海

岸はずっと海ではないんですよね。潮の満ち引きで全然泳げないときがあります。今は

玉名市のホームページにも潮見表が載せてあるのですが、なかなか行きたい日と海のタ

イミングが合わないかもしれません。海に来た人がプールに入って満足するのかと思わ

れるでしょうが、もちろんそういう人だけではないでしょうが、要は、夏は水着ではし

ゃぎたいのです。大人も子どもも。逆をいえば、冬は雪に飛び込みたいのです。そうい

う意味ではこの玉名市は海も雪もない地域ということになります。担当の方に聞いたと

ころ、先ほど申し上げられましたウォーターサバイバルは子どもより大人のほうがはし

ゃいでらっしゃったそうです。そう考えると、この玉名市に足りないものは、子どもは

もちろん大人でも無邪気にはしゃげるところではないのでしょうか。この松原海岸に限

らず、大人も子どもも、親子でも楽しめるようなイベントなどをこれから検討して、実

施していただければと思います。冬はもちろん難しいと思いますが、少し暖かい春や秋
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でも、何かしらのイベントが松原海岸でもできるかもしれません。特に来年から始まる

大河ドラマいだてんですが、放送中の来客も気になるところですが、いわゆる一過性に

ならないようにという問題があります。松原海岸だけではなく、ほかにも知恵を出し合

えばもっと楽しくはしゃげるポイントがあるかもしれません。例えば、長洲町の的ばか

いなどは現在はインターネットなどで祭りの参加者を募って全国から集まって来られて

いるみたいです。祭りやイベントでストレスを発散しているのだと思います。今後の玉

名市のために御検討よろしくお願いします。 

 ということで、今回の私の一般質問を終わらせていただきますが、最後に今日はちら

ほら皆さん見えてたかもしれませんが、今日はタブレットでちょっと挑戦してみまし

た。議会もペーパーレス、タブレットの時代に突入されてるところもありますし、実は

これ、これに普通にスマホみたいにうちもできますし、パソコンのキーボードを借りは

したのですが、この今日のこの文章は９割以上がボタンを押してしゃべるとほぼ間違い

なく文字にあげてくれましたので、すごく楽に答弁書がつくれることができました。皆

さんも使ってみてはいかがでしょうか。 

 では、終わらせていただきます。傍聴の皆さんも御静聴ありがとうございました。 

○議長（中尾嘉男君） 以上で、坂本公司君の質問は終わりました。 

 議事の都合により、暫時休憩いたします。 

午前１０時４４分 休憩 

―――――――――――――――――――――― 

午前１１時０１分 開議 

○議長（中尾嘉男君） 休憩前に引き続き、会議を開き、一般質問を行ないます。 

 ８番 多田隈啓二君。 

［８番 多田隈啓二君 登壇］ 

○８番（多田隈啓二君） 皆さんこんにちは。８番、創政未来の多田隈啓二です。 

 傍聴の皆様、いつもありがとうございます。 

 通告の前に、私たち創政未来会派は、視察研修に行ってまいりました。その中で藏原

市長がフルマラソンと強く言っておられるんで、私たちもフルマラソンの視察研修に出

水市と指宿市のほうにお世話になりました。その中で、本当にフルマラソンには時間が

かかるんだなというのを改めて感じたとこでもあります。やはり１年半から２年かかる

と言われました。ただ、その中で本当にいろんな課題もあるということも勉強にもなり

ました。今回、その視察でお世話になった出水市の出水ツルマラソンってありまして、

その出水ツルマラソンに吉田憲司さんがフルマラソンでエントリーをされました。そし

て北本将幸議員が初めてフルマラソンに挑戦すると、そして田真樹子議員が初めて１

０キロメートル走ると、そして私も初めて１０キロメートルを走らせていただきます。
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本当に金栗先生のＰＲを兼ねて、私たちはしっかり走ってまいります。金栗先生の思い

である「体力・気力・努力」を胸に、最後まであきらめることなく走り抜いていきたい

と思います。 

 話は、それましたけど、それでは、通告により一般質問を始めさせていただきます。 

 １、教育行政について。本市で初めて統廃合による小中一貫校がスタートし、本年４

月に玉陵小学校が開校された。それに伴う小学校の再編実施で、６校の小学校が閉校を

いたしました。また、全国的にも毎年約５００校前後の廃校施設が生じており、文部科

学省で実施した統廃合施設等活用状況実態調査によると、既存する廃校施設のうち約７

割がさまざまな用途に活用されています。廃校については地方公共団体にとって重要な

財産であることから、地域の実情や人数により有効活用することが求められている。こ

のような状態のもと、文部科学省では未来につなごうみんなの廃校プロジェクトを立ち

上げられており、地方公共団体から希望があった未活用の廃校等の情報について集約、

公表することにより、廃校の活用促進に取り組んでおられます。近年企業の工場やオフ

ィスなど、廃校を活用した企業の取り組みがふえている中、廃校活用について地域から

の要望がない自治体については、企業誘致をすることで雇用促進、人口流入など、地域

の活性化につながっている事例があります。 

 そこで質問いたします。（１）玉陵校区６小学校の跡地計画の考えをお伺いします。 

○議長（中尾嘉男君） 教育部長 戸嵜孝司君。 

［教育部長 戸嵜孝司君 登壇］ 

○教育部長（戸嵜孝司君） 多田隈議員の玉陵小学校跡地の利用計画の考えについて、

お答えいたします。 

 教育委員会としましては、今後の予定についてですけれども、今年３月に閉校した玉

陵小学校の６つの小学校、梅林小学校、月瀬小学校、玉名小学校、石貫小学校、三ツ川

小学校、小田小学校の跡地につきましては、これまで玉陵中学校区の新しい学校づくり

委員会保存継承跡地利用部会で、その利活用方法について検討してまいりました。その

中で、新病院の建設が予定されている旧玉名小学校以外の５つの小学校区の地域の方々

から体育館やグラウンドについては、閉校後も引き続き利用したいとの御要望があり、

現在、社会体育施設として地域の方々に開放しているところでございます。また、体育

館やグラウンド以外の校舎等につきましては、それぞれの地域で取り巻く環境や状況が

違うために、小学校区単位で跡地の活用方法を検討したい旨の御要望がありましたので、

教育委員会職員が各校区に出向いて地域の方々と跡地の利活用方法について検討を行な

ってきたところでございます。しかしながら、結果として玉名市で公募を行なってほし

いという方向性を示していただいた三ツ川小学校区以外の４つの小学校区では、小学校

跡地の利活用方法について結論がまとまらなかった状況でございます。ところが今年に
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入りまして、閉校した小学校を活用したいとの事業所等からの問い合わせが寄せられた

ことから、現在、関係各課である教育総務課、企画経営課、管財課、秘書課、商工政策

課と協力しながら、提案型の公募による有効な跡地の利活用の方向性を決定いたしまし

た。 

 なお、これまでも新しい学校づくり委員会保存継承跡地利用部会で検討を重ねてきた

経緯を踏まえ、教育委員会といたしましては、梅林、月瀬、石貫、小田校区に出向き、

区長さんや支館長さん方に提案型の公募による跡地利活用を計画していること、それか

ら公募の学校の利用についての説明、意見交換等を行ない、跡地利活用計画の方向性に

ついては、おおかた御理解をいただいたものと感じております。また、今月下旬からは、

具体的な公募内容や手続き等について各校区に出向き、説明する予定でございます。今

後とも小学校跡地利用に係る進捗状況等の情報提供には努めてまいりたいと考えており

ます。 

 以上です。 

○議長（中尾嘉男君） 企画経営部長 水本明子さん。 

［企画経営部長 水本明子さん 登壇］ 

○企画経営部長（水本明子さん） 続きまして、旧小学校跡地の利用計画の考えについ

てお答えいたします。 

 ただいま教育部長が申しましたとおり、民間事業者の提案による公募型のプロポーザ

ルを実施しての有効な跡地の利活用を計画いたしております。この公募型プロポーザル

の実施に関しましては、現在、町内の関係各課で検討を重ねておりますが、民間事業者

の選定基準として重視をしておりますのは、地域の活性化、雇用の創出、地域貢献など

でございます。民間の事業者の活力やノウハウ、創意工夫を生かした提案が魅力ある跡

地の活用になると期待をしているところでございます。また、選定委員といたしまして

は、外部の有識者や校区の代表者、市職員の７名程度を考えております。このような情

報等につきましては、内容が決定したあとに市のホームページ等により周知をするとと

もに、各校区においては説明会又はチラシ等によるお知らせを行なってまいりたいと考

えております。おおよそのスケジュールといたしましては、本年１１月に公募を始めま

して、来年の２月ごろの買い受け候補者が決定し、そして国への学校の財産処分申請な

どの手続きを経て、６月議会には御報告と議会の御承認をいただきたいと考えていると

ころでございます。全国的にも少子化による児童生徒数の減少などにより、毎年５００

校前後の閉校が発生する中、地域などから要望がない又は活用を検討しているが活用先

が見つからないといったことで閉校になってからも活用が図られず、遊休施設のままと

なってしまっているものも多く存在しております。本市におきましては、現在興味を示

していただいている事業者がいらっしゃいますので、この機会を逸することなく、市に
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とりましても、又、もちろん地域にとりましても有益となり得るあらゆる可能性を求め、

迅速な対応に努めてまいりたいと考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 多田隈啓二君。 

○８番（多田隈啓二君） 答弁いただきました。 

 公募型のプロポーザルによる民間企業による跡地活用を考えているという答弁だった

ろうと思います。１１月又は２月に業者選定して６月議会で説明をするという答弁があ

りました。いろんな民間業者がおられますんで、ぜひ、いろんな業者に周知ができるよ

うに、インターネット等で配信をしていただきたいと思います。 

 また、先ほどの答弁の中では、当初は大体、玉陵地区の要望書がさっき教育部長の答

弁にもありましたけど、地域からやっぱり残してくれという要望があって、まだ何カ

月、閉校して何カ月でですね、こうちょっと施策変換というのはちょっと私たちもちょ

っとびっくりしたところでもありますけど、ただ、今そういう業者がいるときにプロポ

ーザルを行なうというのも活用としては大切じゃなかろうかなと思っております。 

 そこで、３年めどに地域の方に維持管理をお願いするという、まだ１年目の年なの

で、ぜひ、その辺は地元玉陵校区の皆さんに周知のほどをよろしくお願いいたします。 

 閉校した学校を企業誘致支援と打ち出された企業誘致することで、もちろん市長がよ

く言っておられます雇用促進、また、人口流入などは生まれてくるのも確かでもありま

す。ぜひ、地域の活性化につながるように、期待しております。ただその反面、やはり

どうしても地域で今まで避難所にもなっておりました。また、選挙の投票所にもなって

おります。敬老会や、また、各校区で町のスポーツ大会、また、レクレーション等も多

数行なわれていた背景もあります。ぜひ、その辺も配慮をしてもらいながら、そしてい

かに地域の皆さんに周知していくかが問題だと思います。またその代替案として行政の

ほうからも提示していただければと思っております。特に玉陵地区は、あとで災害のほ

うで出てきますけど、災害の一番多い地区でもありますんで、ぜひ、月瀬小学校あたり

避難所としての変わる施設も考えていただければと思っております。 

 地元に丁寧な説明をしていただくことをお願いし、次の質問に移ります。 

 （２）学校施設におけるブロック塀等の調査結果、また、今後の安全対策についてお

伺いいたします。 

○議長（中尾嘉男君） 教育部長 戸嵜孝司君。 

○教育部長（戸嵜孝司君） 学校施設におけるブロック塀についてお答えいたします。 

 ３０年６月１８日に発生しました大阪府北部地震によりまして、小学校のプールのブ

ロック塀が倒壊し、登校中の女子児童が死亡するという痛ましい事故が発生しておりま

す。これを受けまして、本市におきましても小学校１６校、中学校６校、全２２校の調
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査を行ないました。調査内容につきましては、６月２５、２６日の２日間で現地ブロッ

ク等の目視検査、寸法等の確認を行ない、７月９日に適法だったブロック塀の基礎部分

の再度確認、それから７月１８日には鉄筋が入っているかどうかについて専門機器を用

いまして探査調査を行なっております。調査結果といたしましては、小学校７校、中学

校４校にブロック塀等がありますが、そのうち３つの小学校で４カ所、４つの中学校で

各１カ所ずつに現行建築基準法の基準を満たさないもの及び老朽化が見られるものを確

認しております。今後の安全対策といたしましては、現行の建築基準法の基準を満たさ

ないもの及び老朽化が見られるものについては、今年度中に撤去を行なう予定でありま

す。撤去後、再設置が必要な塀等につきましては、再度ブロック塀を設置するのではな

く、フェンス等やコンクリート壁等の代替えで設置したいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（中尾嘉男君） 多田隈啓二君。 

○８番（多田隈啓二君） 答弁いただきました。 

 小学校で箇所的にいきますと４カ所、中学校で４カ所という答弁じゃなかったかなと

思います。このほかに、実は玉名小学校あたりも本当は入っていたんじゃなかろうかな

と思っております。ただ、病院建設に関しまして、早めの解体ということで、これに入

っておりませんけど、私も以前、玉名小学校何回か行って、あれ何メートルあるとです

かね、やっぱり７、８メートルの４メートルぐらいの大きなサッカーゴールをライン引

いてシュート練習されている壁もありました。確かに私も、今こうなって初めて建築基

準法違反だったなと思うんですけど、その当時はあんまり私も危ないという意識はなか

ったんですけど、やっぱり今回の大阪の北部地震において、初めてこう明かされた事実

でもありますし、私たちももう少し勉強していかなければいけなかったなと思うところ

でもございます。部長の答弁では、今年度中にまず終わらせるということではあります

けど、ぜひ、学校施設、また、子どもたちがどういう使い方をするかわかりませんの

で、ぜひ、早急に撤去をお願いしたいと思います。また、よその自治体が通学路の一応

点検されている自治体もあります。その中でテレビで話しておられたのは、そういう通

学路に対しての民間の土地になるんで、なかなか厳しいと思いますけど、行政の補助を

出しながらの撤去も行なわれているところもあります。ぜひ、学校施設だけじゃなく

て、もちろん公共施設も調べられたと思いますけど、それ以外、通学路に関してもいろ

んな撤去はなくても、危険な地域をあぶり出して、そこを注意して通学していただくと

かですね、そういう教育委員会とも学校とも連携をして取り組んでいただければと思い

ます。 

 再質問に移ります。 

 建築基準に適合しない構造物が存在しているが、学校施設の管理、把握はどのように
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行なっておられるのか、お伺いしたいと思います。 

○議長（中尾嘉男君） 教育部長 戸嵜孝司君。 

○教育部長（戸嵜孝司君） 学校施設の管理についてお答えいたします。 

 現在、学校の施設管理につきましては、敷地と建物については施設台帳を、毎年度作

成して配置や建物の規模等を管理しております。しかしながら、工作物につきましては、

施設台帳への記載の必要がなく、過去に設置された工作物等については、市が設置した

ものなのか、あるいは当時のＰＴＡ等で設置されたものであるのか、また、設置年度に

ついても把握できない状況でございます。そこで現在は、学校施設の適切な管理、把握

が必要であることから、これらの工作物についても市有財産台帳への登録を行なってい

るところでございます。今後、教育委員会といたしましては、学校施設の適切な管理を

行なう責務がありますので、既存の工作物については、定期的な目視調査による安全確

認を行ない、維持管理上の瑕疵を防止し、新しく設置要望のある工作物については、学

校等からの設置相談を受け、その必要性の有無を協議し、設置の必要が認められた場合

には安全を第一に念頭に置きながら、適切な設置を行ない継続的な状況把握ができるよ

う維持管理に努めてまいりたいと思っております。 

 先ほど、通学路のブロック塀等の安全確認ということでございましたけれども、この

調査も合わせて各学校の周囲等につきましては、特に周囲等につきましては、民間の施

設でありましても一応の確認はしております。詳細についての確認はできない状況です

けれども、目視等で確認は一応しております。 

 以上です。 

○議長（中尾嘉男君） 多田隈啓二君。 

○８番（多田隈啓二君） 答弁いただきました。ありがとうございます。 

 通学路に関しても先ほど話の中だったんですけど、目視による確認は行なっていると

いうことなんで、少し安心しました。また、過去に今の答弁の中で設置されていた工作

物については、本市、あるいは当時のＰＴＡにより設置されたのか、ものなのかわから

ない。不明であり、また、設置年度についても把握されていないことが問題だと、私は

思います。教育施設のそういう管理は、行政が担うものでありますし、そこがわからな

いというのは、やはり今後なくしていっていただければと思っております。今後、今答

弁の中で、市有財産台帳への確実な登録を行なっていくという答弁もいただきました。

ぜひ、しっかりとした台帳への登録を行なっていただいて、だれが、どのように、い

つ、設置したのかというのを明確にしていただければと思います。 

 次の質問に移ります。 

 （３）小学校部活動の廃止に対し、どれくらいの児童に影響するのか、また、今後の

各団体との協議・対策についてお伺いします。 
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○議長（中尾嘉男君） 教育部長 戸嵜孝司君。 

○教育部長（戸嵜孝司君） 小学校の部活動の廃止に対して、どれくらいの児童が影響

するのかということにお答えいたします。 

 玉名市立小学校１６校における平成３０年度の部活動の加入児童数は６９６名で、３

年生以上の児童総数２,２９６名の約３０％に当たります。このうち４つの小学校にお

いては、すでに部活動を引き継いだ組織を立ち上げる方向で進められております。その

加入児童数を除くと４００名ほどが影響すると見込んでおります。現在の小学校の部活

動総数３３部、うち２６部は週２日間の活動を行なっております。１日の活動時間約１.

５時間程度、２７部が１日のその１.５時間、２７部が行なっているという状況です。

練習がない週５日間は、別のことを子どもたちは過ごして日常の活動を行なっていると

いうことでございます。さらに部活動の加入率は３０％ほどでございますが、社会体育

クラブの加入率は約４０％までに高まっていることからも、社会体育移行が進んできた

ととらえております。来年度はさらに社会体育移行が進むと考えられますので、影響は

ますます少なくなると推測しているところでございます。 

○議長（中尾嘉男君） 多田隈啓二君。 

○８番（多田隈啓二君） 答弁いただきました。 

 答弁では、４つの小学校、６団体、約３００名ぐらいが部活動から移行支援を行なっ

ていくと、いただくとの答弁でした。また、影響は４００名近く出るんじゃなかろうか

なと思っております。やはり子どもたちの小学校の時のスポーツ活動は大人になっても

大変ためになる。また、人を思う気持ちだったり、人の痛さだったり習う機会でもあり

ます。ぜひ、この４００名に影響する児童たちが少しでも少なくなるように、最後の最

後までの移行支援にしっかり教育委員会としても取り組んでいただけることをお願い

し、次の再質問に移ります。 

 部活動の組織を引き継いで新たに立ち上げる各団体について、何らかの補助はできな

いのかお伺いします。 

○議長（中尾嘉男君） 教育部長 戸嵜孝司君。 

○教育部長（戸嵜孝司君） 引き続きまして、各団体との協議・対策はということでお

答えいたします。 

 先ほども申し上げましたとおり、その小学校で６団体が現在部活動を引き継いで、新

たな組織の立ち上げに向けて取り組んでおられます。他の小学校においても教育委員会

所属の社会体育移行支援コーディネーターが定期的に学校を訪問し、移行に向けた受け

皿として期待される既存のクラブや総合型地域スポーツクラブ等の情報提供を行なって

いるところでございます。 

 １つの例として、立ち上げ予定の４つの小学校の６団体に対して、玉名市社会体育移
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行検討委員会において、組織づくりや規約についてのアドバイスを行なったり、用具や

活動場所の取り決め等を行なったり、課題に応じた検討をしておるところでございます。

一方、個別に対応が必要な場合は、社会体育移行支援コーディネーターが別途話し合い

の場を設けて、それぞれの団体と協議を行なっており、今後とも可能な限りの移行支援

を行なっていきたいと考えているところでございます。 

 以上です。 

○議長（中尾嘉男君） 多田隈啓二君。 

○８番（多田隈啓二君） 答弁いただきました。 

 ぜひ、可能な限り移行支援を行なっていただきたいと思います。 

 そこで、藏原市長に、藏原市長の見解はどうなのか、お伺いしたいと思います。 

○議長（中尾嘉男君） 市長 藏原隆浩君。 

○市長（藏原隆浩君） 多田隈議員再質問になりますけれども、何らかの補助ができな

いかという再質問かというふうに思います。議員も御存じのとおり、現在、玉名市にお

きましては民間の各種スポーツクラブでありますとか、各種団体が主催するクラブチー

ムなど、既存のスポーツクラブが多数ありまして、多くの児童の活動の場となっており

ます。先ほども冒頭の答弁でもありましたけど、約４０％の児童がさまざまな社会体育

クラブに今、加入をしております。さらにはピアノでありますとか習字など、文化系の

習い事に通っておられる児童もたくさんおります。どのクラブにおきましても、保護者

が送迎をされながら、そして費用を負担をされて運営をされているということです。議

員御質問の学校部活動から移行した、今回新たに立ち上げる団体に対しても補助はでき

ないかということでありますけれども、一部の団体に限定された補助につきましては、

児童が活動しているさまざまなクラブがある現状を踏まえますと、平等性の観点からも

なかなか難しい状況であるのではないかというふうに考えております。これは、きわめ

て慎重に検討してまいらなければならない案件ではないかというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 多田隈啓二君。 

○８番（多田隈啓二君） 答弁いただきました。ありがとうございます。 

 なかなか厳しいということの答弁だったのかなと思いますけど、市長は今、答弁の中

で一部団体に限定された補助金につきましては、平等性の観点からもなかなか厳しい状

態にあるという答弁だったと思います。その中で、地域総合型スポーツクラブも一応、

その民間団体ではあるんですよね、その市長はそういう地域総合型スポーツクラブに対

する、今、玉名市として地域総合型スポーツクラブにｔｏｔｏの助成が３１５万円、玉

名市から１９１万円で運営をされております。会員は１０２名のうち小学生が５１人

で、１９１万円の補助が市から出ております。平等性の観点からも私はそういう１クラ
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ブには１９１万円という高額なお金を出しながら、今の答弁では３００人の子どもの受

け皿もあるのに、１円も出さないというやっぱりこれは行政としてそういう方向性では

やっぱり子どもたちのスポーツ振興、また、スポーツを体験する期間をこれ奪うことに

なるんじゃなかろうかなと思っております。 

 市長、ぜひ、そういう今市長がおっしゃいます１団体というんであれば、総合型にこ

の１９０万円、何年出されるかわかりませんけど、出し続けるというのは、そこも平等

性はどうなのかなと思っております。そして小学生は５１人しか入っていない。クラブ

なのに１９１万円。これがもう一回検討していただければと思っております。県下で、

熊本県に聞きますと、県下で４５市町村で、今、県が把握しているだけで１０市町村は

もう社会体育に、もう移行されております。ただ、おっしゃっておりましたけど、社会

体育移行に関しては、やっぱり行政の後押しあたりがどうしても必要な団体もあるとい

うことなんで、市長、これから例えば、総合型もなかなか厳しい運営の中、期間、移行

期間を設けられて、もう来年から移行するんですけど、２、３年ぐらいは、今、１部活

動に５万円補助が出てるんですよね、教育総務課のほうから。その５万円を違う形で補

助していただけるような、なんかこう措置をとってもらえれば、まずはもうすぐ秋ぐら

いになれば、会員の勧誘をしなければいけません。やっぱりそのお金がまず減るという

ところからスタートになりますんで、ぜひ、移行期間を設けていただければなと思って

おります。私が総合型の批判ではないんですけど、やっぱり今の答弁とはどうしても矛

盾する件じゃないのかなと思いますんで、ぜひ、藏原市長、もう１回考えていただい

て、いろんな平等性を保った中で移行に期間を設けた補助金の考え方も柔軟に対応して

いただくことをお願いし、お願いし、次の質問に移ります。 

 （４）総合型スポーツクラブ「いだてん玉名」の現状はどうなのかお伺いいたします。 

○議長（中尾嘉男君） 教育部長 戸嵜孝司君。 

○教育部長（戸嵜孝司君） 総合型地域スポーツクラブ「いだてん玉名」の状況につい

てお答えいたします。 

 本市における総合型地域スポーツクラブである「いだてん玉名」は、本年３月１５日

に設立されて、今年度から自立すべき活動を行なっております。今年７月に事務所を構

え、徐々にではありますけれど、会員数もふえております。現在、１０２名となってお

りますが、そのうち小学生が５１名、約５０％を占めております。また、定期的な教室

につきましては、９教室を開催する予定です。種目がバレーボール２教室、バドミント

ン、ダンススポーツ、ワンバウンドふらばーるボールバレーボール、ローリーボール、

パルクール、スポーツ吹矢、７時間目の体育など、８種目がございます。４月から８月

の期間で述べ参加人数が１,０１９人となっております。会の設立以降８月までの運営

会議を３回開催し、会員募集や周知方法、指導者のマニュアル、体験教室の取り組み、
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企画などの協議がなされております。会員の募集につきましては、近日中に市内の小学

校を対象に会員募集のチラシの配布を予定しております。その後、市内の中学校、一般

へと徐々ではありますが、会員募集を行ない、加入促進を図っていこうと考えておると

ころでございます。昨年度末に「いだてん玉名」の設立までこぎ着けたことはできまし

たけれども、現在も運営母体の基盤づくりの協議に終始しているのが現状でございます。

まだまだ市民の皆様に認知されていない状況でもありましょうけれども、一歩一歩、会

が成長していけるように、市としましてもできる限りの支援を行なってまいりたいと考

えております。 

 以上です。 

○議長（中尾嘉男君） 多田隈啓二君。 

○８番（多田隈啓二君） 答弁いただきました。 

 前回、私の３月議会の３月９日に定例会の一般質問で質問したときには、４月から始

まるんですけど、あと１カ月しかない中で、１３種目、会員数２００人と答弁があって

おります。今回の答弁では８種目１０２人に、この１カ月ぐらいで、１カ月というか、

今までで変更になったわけですけど、また、なぜ変更になったのか。また、ｔｏｔｏか

らの助成金がなくなった場合、何人の会員があれば自主運営ができるのかをお伺いした

いと思います。 

○議長（中尾嘉男君） 教育部長 戸嵜孝司君。 

○教育部長（戸嵜孝司君） 再質問にお答えいたします。 

 まずは、平成３０年３月の一般質問等でお答えしてます１３種目というふうにお答え

しております。設立後、９種目となっているものの理由ということでございますが、今

年３月の設立までの間、各種目の指導者に対して、教室参加以降の聞き取りを行なって

おります。当時、実施可能なものといたしまして、１３種目を計画しておりましたけれ

ども、正式プログラムにする際に、指導体制を整えることができないなどの理由でござ

いますけれども、いだてんの発足後、現在の８種目９教室でのスタートということにな

っております。 

 次に、平成３０年度の予定会員数を２００名ほど見込んでおりましたけれども、現在

で１０２名と、予定人員に達していないのではないかということでございますけれども、

平成３０年度の予定会員数は見込みといたしましては２００名を見込んでおりますが、

いだてん玉名の発足はしたものの、運営に携わる専従スタッフ等もいないことから、会

員募集を積極的に行なえていないのが実情で、現在、８月末の会員が１０２名と５カ月

を経過して目標の半分程度ということでございます。 

 先ほども述べたとおり、近日中に市内小学校を対象に会員の募集チラシ等を配布させ

ていただきたいというふうに考えております。その後に、中学校、一般へと徐々にでは
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ありますけれども、会員募集を広げていき、加入促進を図っていこうと考えております。 

 それから、ｔｏｔｏから自立支援の補助金を数年間支給がありますけれども、補助金

を受け取っております。その補助金がなくなった場合、何人の会員があれば自主的な運

営ができるのかということについてお答えいたします。 

 ｔｏｔｏからの自立支援事業補助金は、今年から５カ年の支給が予定されています。

今年度は自立支援事業補助金として、ｔｏｔｏから３１５万円、本市から１９１万円の

合計５０６万円が支給されております。年会費については、中学校までと６５歳以上が

年間４,０００円、高校生から６４歳までが年間６,０００円となっております。また、

教室参加ごとに、１回当たり２００円程度の参加費を徴収することとしておりますので、

今年度の予算額は８００名で計画されておりますので、会費の収入等を考慮しますと、

８００名程度の会員が必要になってくるのではと予想しているところでございます。 

 以上です。 

○議長（中尾嘉男君） 多田隈啓二君。 

○８番（多田隈啓二君） 答弁いただきました。 

 ３月から、もう４月に始まったんですけど、１カ月もたたない間に指導体制ができな

かったからということで、もう会員数も半分程度のスタートになったということです。

また、ｔｏｔｏの助成が５年間続くと、今答弁ありましたけど、なくなった場合８００

人程度の今の会員の金額でいけば、いないと自主運営ができないというのが現状であり

ます。やはり、この問題は８００名に、今１００名ですけど、毎年ふやしていって、５

年間で８００名になったときに初めて運営が、自主運営ができるということになってお

りますので、それができなかった場合は、市の補助金を吸い込みでいくしか道が、残す

んであればないということもありますんで、やはりその辺の検討もしていただきたい

と。また、よければ、会員の本当にもうふやすしかありません。しっかり、また、行政

が一丸となって、会員募集を行なっていただきたいと思います。と同時に、毎年の検証

をお願いしたいと思います。 

 先ほどもありましたけど、この莫大な１９１万円を毎年出し続けていくという問題が

ありますので、その辺もいろいろ検討していっていただきたいとお願いし、次の質問に

移ります。 

 （５）国際スポーツ大会キャンプ誘致の取り組みについてお伺いいたします。 

○議長（中尾嘉男君） 教育部長 戸嵜孝司君。 

○教育部長（戸嵜孝司君） 国際スポーツ大会キャンプ誘致の取り組みについてお答え

いたします。 

 開催まで２年を切った東京２０２０オリンピック・パラリンピック大会は、夏の大会

として日本国内の開催としては、１９６４年の東京オリンピック以来、実に５６年ぶり
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の開催となります。全国各地でオリンピック・パラリンピックの機運が高まってきてお

ります。昨年度に引き続き、今年度に入ってもオリンピック・パラリンピック競技大会

の機運醸成を図ることを目的として、玉名市におきまして、たまな２ｄａｙｓ’オリン

ピアン交流会と題しまして、４月１４日に女子レスリング個人で世界大会１６連覇、個

人戦２０６連勝を記録されている吉田沙保里選手をお招きし、トークショーの開催、そ

れから翌日４月１５日には元バレーボール全日本代表リベロの佐野優子選手をお招きい

たしまして、市内の小中学生を対象としたバレーボール教室を開催し、合わせて約６０

０名の多くの市民の方々に参加していただくことができました。ほかにも、昨年に引き

続き１１月に市内の小中学校５校を対象に、シドニーパラリンピック、車いすバスケッ

トボール競技の日本代表キャプテンを務められました根木慎志様を講師にお迎えし、

「あすチャレ！スクール」を計画しております。東京２０２０オリンピック・パラリン

ピック大会のパラリンピック競技に向けてのますますの機運情勢の活動を計画している

ところでございます。 

 一方、事前キャンプ誘致活動につきましては、平成２９年度に公益財団法人東京オリ

ンピック・パラリンピック競技大会組織委員会が世界各国のオリンピック委員会及びパ

ラリンピック委員会に向けにトレーニング環境を紹介するために作成されたホームペー

ジ、事前トレーニングキャンプ候補地ガイドへ、玉名市といたしましてレスリング競技

及びバドミントン競技の２種目の競技を登録し、掲載されたことにより世界に情報が発

信されているところでございます。事前合宿のキャンプ誘致の進捗状況といたしまして

は、今年の６月にアフリカの南西部に位置するアンゴラ共和国の在アンゴラ日本大使よ

り熊本県国際スポーツ大会推進事務局を通じて本市に女子ハンドボールのチームの受け

入れについて打診があったところでございます。アンゴラ共和国の女子ハンドボールチ

ームは、来年の熊本で開催される２０１９熊本ハンドボール世界選手権大会にも出場が

期待されているアフリカの強豪国であり、本市といたしましてもこの機運に東京２０２

０オリンピック・パラリンピック大会を共感できる絶好のチャンスと捉え、本格的に誘

致活動に入っていきたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（中尾嘉男君） 多田隈啓二君。 

○８番（多田隈啓二君） 答弁いただきました。 

 ４月に吉田沙保里さんのトークショー、私もいきましたけど、その中で１点、レスリ

ング協会の方が「もっと私たちに働きかけをしていただければ、もっともっと多くの市

民の皆さんに声かけできたのにな。」ということをおっしゃっておりました。ぜひ、そ

ういうオリンピアンをいろいろ呼ぶときあれば、ぜひ、各協会と連携をお願いしたいと

思います。 
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 また、１９９７年に熊本で開催されました男子ハンドボール世界選手権大会では、観

客は２０万人を超える盛り上がりで、外国人宿泊者数は、熊本はメインだったんですけ

ど、１２万人あったとお聞きしております。来年、今答弁にもありましたけど、アンゴ

ラ共和国女子ハンドボールチームのキャンプ誘致の受け入れになれば、玉名市はもっと

もっと盛り上がっていくんじゃなかろうかなと思っております。今後も本当に大変忙し

い中ですけど、誘致活動に積極的に取り組んでいただくことをお願いし、次の質問に移

ります。 

［８番 多田隈啓二君 登壇］ 

○８番（多田隈啓二君） ２、本市の防災行政について。近年では、大規模災害を始

め、地震、局地的な豪雨等による災害が各地で発生している。平成２８年熊本地震の検

証の結果、多くの自治体で避難所運営マニュアルが作成されていなかったり、マニュア

ルが作成されていても活用されていない事例があり、避難者に寄り添った支援等に課題

があった。また、消防団員は仕事を持ちながら、自らの地域は自らで守るという精神の

もとに、活動を行なっている。消防団が活動しやすい環境づくりが行政に求められてい

る。 

 そこで質問いたします。（１）熊本地震からの教訓・各課の課題は今後どのように生

かすのかお伺いいたします。 

○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 

［総務部長 西山俊信君 登壇］ 

○総務部長（西山俊信君） こんにちは。 

 多田隈議員の熊本地震からの教訓・各課の課題は。また、教訓課題を今後どのように

生かしていくのかについてお答えをいたします。 

 熊本地震発生後、最大で４０カ所の開設を行ないました避難所運営業務や罹災証明書

の発行業務、被災者再建支援業務、廃棄物処理業務、給水業務、公共施設の災害復旧な

どの多くの職員が災害応急業務に従事いたしまして、通常業務に上乗せした形での過酷

な勤務形態となった上に、災害応急業務と通常業務のいずれも大事であるとの認識から、

その優先度の調整が大きな課題となったところでございます。そのような課題を受けま

して、大規模災害時であってもとり行なう通常業務の優先度を３時間以内、１日以内、

３日以内、２週間以内、１カ月以内、休止業務の６段階に優先順位を設定しまして、災

害応急業務と合わせての業務が適切かつ迅速に実施可能となるよう、現在、玉名市業務

継続計画を作成しているところでございます。 

 また、この計画の中で、大規模災害が発生した際に、通常業務、災害応急業務とそれ

ぞれの業務ごとにあらかじめ必要な職員数を調査しまして、職員数が不足する業務、例

えば、罹災証明書の発行業務、支援物資の配送などにつきましては、ほかの自治体に速
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やかに派遣要請できるよう、玉名市事前マニュアルの作成を合わせて進めているところ

でございます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 多田隈啓二君。 

○８番（多田隈啓二君） 答弁いただきました。 

 国は防災政策として、住宅被災地の判定の簡素化を進められており、自治体は家屋調

査に基づき全壊、大規模半壊等の避難の程度判定を行ない、災害者は罹災証明を元に支

援金や税金の減額を受けられ、また、仮設住宅の入居にも必要になるため、早急な罹災

証明が発行が求められていると思います。その中、被災者の心配や負担軽減につながる

取り組みといたしまして、京都市、また、大阪府では大阪北部地震で被災した人に発行

する罹災証明書について職員による現地調査を省かれました。すぐに発行ができるよう

市民の方がスマホやデジカメで撮った写真を行政に持ってきてもらって判定を行なう方

式を導入されております。今の答弁では、玉名市は罹災証明の発行業務を他の自治体に

派遣要請するとの答弁でしたが、実際、先進地ではもう自分たちでそういう市民の力を

借りながら、罹災証明の早急な発行に対して御尽力をしておられます。ぜひ、京都市の

ような自己判定方式の取り組みを検討していただくことをお願いし、次の質問に移りま

す。 

 再質問。大規模災害時の本市の備蓄状況についてお伺いいたします。 

○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 

○総務部長（西山俊信君） 多田隈議員の再質問にお答えいたします。 

 現在、市の備蓄計画につきましては、人口の５％をめどに乾パンなどの非常食や水な

どの飲料水につきまして備蓄を行なっており、市の博物館前の旧情報管理課の倉庫、そ

れから岱明支所、横島支所、天水支所の計４カ所に分散いたしまして備蓄をいたしてい

るところでございます。また、流通備蓄といたしまして、飲料水メーカー４社、それか

ら市内２社の大型量販店による災害協定を締結いたしており、不足する非常食や飲料水

などの物資につきまして、速やかに供給できるよう体制を構築いたしておるところでご

ざいます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 多田隈啓二君。 

○８番（多田隈啓二君） 答弁いただきました。 

 本市は、バルーン付発電機を２台しか保有しておらず、地震、台風、豪雨等での災害

時にはやはり停電になることが多いです。市の指定避難所の３カ所においても電気がな

い状態では危険であり、早急な検討が必要でないかと、私は思います。また、今後小学

校も避難所であるため、藏原市長には本当に避難防災対策として、あとマンホールトイ
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レ、また、バルーン付発電機の配備検討をしっかり行なってもらいたいと思います。 

 また、そのほかによその自治体は協定を結んでおられます。災害時に仮設トイレだっ

たり、パーテーション、段ボールベッド等のいろいろなそういう協定もありますので、

ぜひ、協定をたくさん結んでいただけるように努力していただきたいと思います。 

 また、やはりこの発電機というのは、もちろん明かり、避難所は明るくなければなか

なか市民の方が避難して不安に思われることがすごくあります。ぜひ、早急に配備して

いただきたいと思いますけど、北海道地震では札幌市役所が設けた無料充電コーナーに

は長蛇の列ができて、６日には退庁時間までに終わらないとみて昼過ぎには受け付けを

終了されております。やはり今本当にスマホ社会となっておりました。やっぱりこれが

なければ、避難情報あたりもなかなか市民の方がわからないということもありますの

で、ぜひ、今後は行政が電源を確保する必要があると思います。多くの人は一度に充電

できる非常用の高圧の大型バッテリー等もやはり配備していく、いかなければならない

時代になったんじゃなかろうかなと思っております。ぜひ、その辺も検討をしていただ

きたいと思います。 

○議長（中尾嘉男君） 多田隈議員の一般質問の途中ですが、議事の都合により、午後

１時まで休憩いたします。 

午後 ０時００分 休憩 

―――――――――――――――――――――― 

午後 １時０１分 開議 

○議長（中尾嘉男君） 休憩前に引き続き、会議を開き、一般質問を行ないます。 

 ８番 多田隈啓二君 

○総務部長（西山俊信君） 議長、よろしいですか。 

○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 

○総務部長（西山俊信君） 先ほど、多田隈議員からの御質問の中で、バルーン付きの

発電機の必要性について御質問がございました。確かに、避難所におけるバルーン付き

の発電機というのは、照明環境を通しましても必要であるというふうに認識をいたして

いるところでございます。今現在、横島支所に２台保有をいたしている状況でございま

して、避難所でございます小中学校の配備につきましては、今後検討をいたしてまいり

たいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 多田隈啓二君。 

○８番（多田隈啓二君） 答弁いただきました。 

 小学校等にも、今後、その前に指定避難所には絶対、早急に置いていただきたいと思

います。また、ぜひ、小学校等にもライフライン等発電機の検討をするということなん
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で、ぜひ、検討していただきたいと思います。 

 次の質問に移ります。 

 （２）災害対策・防災対策について。熊本地震からの防災計画の改定の状況について

お伺いいたします。 

○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 

○総務部長（西山俊信君） 多田隈議員の災害対策・防災対策についてお答えいたしま

す。 

 防災計画の改定状況につきましては、熊本地震を受けまして、平成２９年度、平成３

０年度の２カ年にかけまして、玉名市地域防災計画書の全面的な見直しを策定しており

ます。策定中でございます。 

 見直しの主な方針といたしまして、東日本大震災、熊本地震、昨年の九州北部豪雨災

害など、近年の災害教訓を踏まえた修正を始め、大規模災害時には行政による公序の支

援には限界があるということを背景に、自助、共助に重きをおいた計画書の見直しを行

なっております。来年５月に開催予定の玉名市防災会議の承認をもちまして、新たな玉

名市地域防災計画書の策定を現在進めているところでございます。また、この防災計画

がより実効性のあるものとなるように先ほど答弁いたしました事務継続の計画、それか

ら職員初動体制マニュアル、避難勧告マニュアル、避難所運営マニュアルなどの各種マ

ニュアルの整備を本年度中に合わせて進めていきたいというふうに考えているところで

ございます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 多田隈啓二君。 

○８番（多田隈啓二君） 答弁いただきました。 

 玉名市はまだ策定中ということで、２カ年の計画の中に策定するという答弁じゃなか

ったのかなと思います。熊本市さんはもう避難所運営マニュアルもつくっております。

もう１年で、もう５月にはこのマニュアル出されております。玉名市より、そうやって

被害の大きい自治体でも、もう早急にこれ必要だと、いつ災害が起こるかわからないと

いう中できちっと出されております。その内容が、やはり検証をされております。熊本

地震において多数の家屋倒壊により、多くの住民が市町村の設置した避難場所へ避難を

余儀なくされたと、また、たび重なる余震の警戒等から多くの指定避難所以外の避難所

及び車中への避難者が多くおり、市町村においては避難者の実態把握が困難を極めたと

いうことを書いておられます。その中で、また、大規模災害の発生時の混乱もあって、

住民等の協力、連携のもと、円滑に避難所運営、運営を行うために、熊本地震から３カ

月間の対応にかかる検証結果をまとめられて、このマニュアルをつくっておられます。

もう震災して３カ月後で、もう早いうちに吸い上げてもらって、この避難所マニュアル
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に、計画に入れ込むというのが一番のやり方じゃなかったのかなと思います。長くだら

だら検証したからいいマニュアルができるんでなくて、やっぱりこう実践にあった、そ

して避難所がどうだったのかという検証を本当に早めにしていただきたかったというこ

とで、熊本地震から２年５カ月もたつ中で、熊本市は地震後の検証を踏まえ、翌年には

避難所運営マニュアルが作成されているのに対し、玉名市ではまだマニュアルができて

ないのは問題である。災害はいつ起こるかわからないので、ぜひ、マニュアルは、特に

いろんなマニュアルありますけど、この避難所というマニュアルは市民に直結するマニ

ュアルであります。ぜひ、早急に取り組みをお願いし、次の質問に移ります。 

 ２、豪雨災害による復旧状況を伺う。 

○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 

○総務部長（西山俊信君） 多田隈議員の再質問にお答えいたします。 

 まず、先の７月６日、７日に発生をいたしました西日本豪雨における市の対応でござ

いますが、６日の昼過ぎに梅雨前線の停滞に伴う大雨が予報されたために、当日の午後

３時に総務部長を本部長といたします災害警戒本部を設置いたしまして、午後５時３０

分から、明るいうちの予防的避難措置としまして、自主避難所を玉名市福祉センター、

岱明ふれあい健康センター、横島町公民館、天水市民センターの市内４カ所に開設をい

たしたところでございます。 

 次に、午後７時５０分に土砂災害の警戒情報が発令発表されましたので、その後も雨

が降り続き、土砂災害の発生の懸念と河川においては菊池川の水位はそんなに高くはな

かったものの繁根木川の水位が急上昇いたしたために避難判断水位に達したということ

で、避難判断水位に到達する予想であったことから、当日の午後１０時に市内全域に避

難勧告を発令いたしたところでございます。その後も市を、当市を含む菊池川流域であ

ります菊池市、山鹿市内に雨が降り続きまして、よく７月７日未明に菊池川が氾濫危険

水位に到達する予想であったために、避難指示を発令しまして、新たに玉名中学校、そ

れから玉陵中学校、玉名市総合体育館、そして旧月瀬小学校を避難所として開設をいた

し、玉陵中学校体育館におきましては、最大１１６名の方が避難をされたところでござ

います。 

 議員御質問にありますとおり、今のところ最大１１６名の方が玉陵中学校には避難さ

れたという状況でございます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 多田隈啓二君。 

○８番（多田隈啓二君） 答弁いただきました。 

 今、経緯を述べられておりました。午後５時３０分から自主避難所を開設されて、４

カ所で開設されて、また午後７時５０分頃に災害情報が発令され、そして午後１０時に
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避難勧告、また、午前２時ぐらいじゃないんですかね、避難指示も出されておるという

答弁じゃなかったのかなと思っております。 

 そこでもう１点、被害についてもよかですかね。 

○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 

○総務部長（西山俊信君） それでは、避難の態勢について御説明を申し上げます。 

 先ほど申しましたとおり、玉陵中学校を避難所として指定をいたしましたところです

けれども、なぜ、そこを避難所として指定したかということでございます。１番目に、

国土交通省が最新の計画高水位、いわゆる１００年に１度クラスの雨量によります浸水

想定予想では、浸水する可能性が少なく、また、午前２時２６分の潮位を、満潮を皮切

りに水位が低下するということが予想されたこと、それから体育館の収容スペース及び

駐車場も広く完備されていることなど、総合的に判断しまして避難所として、玉陵中学

校体育館を指定いたしたところでございます。 

 なお、梅林、小田校区の住民の中には、玉名橋を渡っての避難は非常に危険であると

の御指摘をいただいているところでもございますので、これからは住民の皆様の避難行

動を開始するタイミング、危険が懸念されるということもございます。そういうことに

よりまして早めに避難行動を開始していただくということも必要でございます。もしく

は、避難行動が遅くなりまして校区内の避難所に逃げるのがかえって危険であるという

場合もございますので、そういう場合などには自宅などの２階以上の高い場所に移動し

ていただく垂直避難、それから安全な高台の軒先に避難していただく軒先避難、また、

避難ルート上、校区内の避難所に行くよりも安全である場合は隣接する玉名市総合体育

館などに避難していただきたく、そういうことで今後、これまでの事例を参考にしまし

て、避難に対するあり方につきまして住民の皆様方に普及啓発を図ってまいりたいと考

えているところにございます。 

 いずれにいたしましても、今後は本市といたしまして、積極的に予防的避難の推進に

努めてまいりたいと考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 多田隈啓二君。 

○８番（多田隈啓二君） 答弁いただきました。 

 あとは被害の、農業施設等の状況はどうだったのか、お伺いします。 

○議長（中尾嘉男君） 産業経済部長 松本忠光君。 

○産業経済部長（松本忠光君） 初めに、産業経済部所管の各施設につきましては、ま

ず、農業用施設としまして合計９４件の被害が発生しております。内訳につきましては、

農道２２件、用排水路６５件、農地２件、ため池等５件になります。被災内容といたし

ましては、水路や農道の法面崩壊や洗掘、陥没、土砂流出等でございます。今回の豪雨
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では、玉名市の北西部に被害が多く、特に玉陵校区におきまして５７件と全体の６割の

被害が発生しております。また、復旧状況につきましては、早急な復旧が必要な被災箇

所は３５件、補正第３号の専決予算で対応しており、ほぼ完了しておりますが、残り５

９件は補正第４号の補正予算で対応予定でございます。議会承認後に稲刈り等も考慮し

ながら、適時復旧を進めてまいりたいと思っております。 

 次に、林道施設につきまして申し上げます。睦合地区林道、開田線の法面崩壊２カ

所、築山地区林道小岱山線の法面崩落６カ所、石貫三ツ川地区防火林道東部小岱山線の

法面崩落２カ所、三ツ川地区林道石尾線の法面崩落１カ所、月瀬地区林道箱谷線の道路

損壊１カ所で、計５路線、１２カ所で被害が発生しております。また、これらの復旧状

況につきましては、東部小岱山線１カ所を除く１１カ所は、専決処分による補正第３号

により崩落土砂撤去等の復旧作業が終了しております。終了していない東部小岱山線１

カ所につきましては、補正第４号に関係予算を上程しておりますが、国庫補助事業の災

害復旧事業による復旧工事を計画しており、今月末の災害査定終了後、復旧工事を発注

しまして、来年３月末までには復旧を終えたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 建設部長 前田愼一郎君。 

［建設部長 前田愼一郎君 登壇］ 

○建設部長（前田愼一郎君） 議員の御質問の建設部所管の被害についてでございます

けれども、道路関係が６２件の被害が発生しております。被害の内訳を申し上げますと、

市内全域における市道等の法面の土砂崩れや側溝の土砂詰まり及び倒木等によるもので

ございます。道路災害復旧工事の中で、一番被害が大きいものといたしましては、現在、

道路改良工事を行なっております山部田奥野線において大量の雨水が盛り土内の入り込

み、盛り土下部のブロック積みが押し出るように崩壊し、その上部の盛り土が陥没して

おります。河川の被害状況につきましては、２３件発生しております。準用河川の山口

川や境川で護岸の崩壊が多く見られ、河川の復旧工事の中で被害が大きいものといたし

ましては、築地川において延長２１メートル河川の護岸が崩壊し流出しております。そ

れに公園の被害についてでございますけれども、公園においては６件の被害が発生して

おります。各公園内の土砂崩れによるもので、これの公園の被害が大きいものといたし

ましては、やはり菊池川沿いの永徳寺地区の鶴の河原河川緑地に、大雨による土砂が堆

積しまして撤去するものでございます。復旧状況におきましては、先ほど松本経済部長

がお話しはしましたように７月２０日付で専決処分を行なっておりますので、その対象

につきましてはほぼ完了しております。ただ、工事による補正によるものについては、

今後承認を受けましての着工となりますので、まだ現在着手には至っておりません。 

 それから、今回の豪雨は７月の降り始めから７日にかけて、１日の総雨量が２８８ミ
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リメートルというものすごい豪雨となりました。先ほど農政部のほうからお話がありま

したように、建設部においては被害全体が９１件の発生が起きております。玉陵校区に

おいて過半数近くの４３件の被害が発生しているような状況でございます。 

 以上です。 

○議長（中尾嘉男君） 多田隈啓二君。 

○８番（多田隈啓二君） 答弁いただきました。 

 ７月の豪雨災害において、農業施設は９４件の災害が発生し、また、玉陵校区では５

７件の被害で、全体の６割の被害が発生しており、来年３月までには、しっかり復旧対

策に取り組んでいただきたいと思います。また、道路については６２件の被害、河川に

ついては２３件、公園については６件の被害があったということで、ともに玉陵校区地

区においては全体の半分に近い災害が発生したとの答弁でした。やっぱり玉陵地区が一

番水害の重点地域じゃなかろうかなと思っております。 

 そこで、また、繁根木川の氾濫危険水位にも到達しており、今回の災害で１億円を超

える工事費等も計上されたということでもあります。そこで繁根木川改修計画の見通し

についてお伺いいたします。 

○議長（中尾嘉男君） 建設部長 前田愼一郎君。 

○建設部長（前田愼一郎君） 繁根木川の改修計画の見通しについてお答えいたします。 

 前回の豪雨によりまして玉名地域医療センターより上流の石貫１区地区の県道玉名八

女線の一部が道路と並行して流れております繁根木川からの越流水などにより交通止め

となっております。時間帯にしまして６日の１時間当たり４４ミリメートルの時から、

７日の未明の朝ちょうど日付変更線の１２時の約２時間にわたって交通止めがされてお

りまして、早速連絡を受けまして、建設の職員も現地に出向いてそのことは把握してお

ります。お尋ねの繁根木川につきましては、菊池川水系の本流であります一番末端の菊

池川との合流点から上流へ約３キロメートル、玉名地域医療センターまでが国の管轄と

なっておりまして、そこから上流へ三ツ川の郵便局のところまでが県の河川となってお

ります。改修計画につきましては、現在、国、県におきましても計画があるものの、国

の事業、県の事業、多くの要望がある中、優先度の高い方から進めておられます。しか

しながら、今度の災害につきまして、県にお知らせしましたところ、県のほうからは今

回の豪雨に対し、越水して河川断面の阻害を行なったことに対しては、これから川底に

土砂が異常に滞積している箇所においても早急に掘削をやっていく計画という回答をい

ただいておりますので、まだ、改修計画の時期といたしましては、口頭ではお答えでき

ないというような状況でしたので、市といたしましても、これから早く改修ができます

よう県のほうにも要望していきたいと考えております。 

 以上でございます。 
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○議長（中尾嘉男君） 多田隈啓二君。 

○８番（多田隈啓二君） 答弁いただきました。ありがとうございます。 

 繁根木川改修には、ちょうど地域医療センターから上が繁根木川は川幅も狭くなっ

て、そしてくねくね曲がりくねっており、氾濫し道路が冠水がありました。私も午後１

１時３０分ぐらいにちょっと行ったときには、もう水、上まで来てもう通行止めになっ

た状態でもありました。今後、豪雨災害に遭ったときに、地域の住民の方は大変心配さ

れておられます。ぜひ、藏原市長からも国、県への要望をお願いし、そして改修事業の

早期整備に着工できるように働きかけを市長のほうからもよろしくお願いし、次の質問

に移ります。 

 避難指示が菊池川、繁根木川氾濫水位を超えた中、なぜ、玉陵中学校に避難させたの

かお伺いしたいと思います。 

○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 

○総務部長（西山俊信君） 多田隈議員の再質問にお答えいたします。 

 先ほど触れたところでございますけども、なぜ、玉陵中学校にその避難所として指定

をしたのかということでございます。先ほど述べたことの繰り返しになりますけども、

まず、１点目といたしまして、これは国土交通省が最新の計画高推移によります浸水想

定予定におきましては、浸水する可能性がまず少ないということが１点目でございます。

それから２点目といたしまして、当日の午前２時２６分の満潮を皮切りとしまして、水

位が低下するということが予測をされたということが２点目でございます。それから３

点目といたしまして、体育館の収容スペース及び駐車場も広く完備をされているという

ことを総合的に判断をいたしまして、避難所として指定をいたしたところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 多田隈啓二君。 

○８番（多田隈啓二君） 答弁いただきました。 

 なぜ、中学校に避難させたのかということで、やはり今回、繁根木川はもちろん通行

止めもさっき答弁にありましたように、通行止めになりました。その中で、防災無線で

玉陵校区を１カ所に集めたのが、これはそもそもどうだったのかと私は思います。なぜ

ならば、石貫、三ツ川あたりの方は、もう繁根木川がいっぱいで、もう玉陵中なんて避

難できなかったんですよね、それを玉陵校区で無理矢理こう避難させる状態にあったと

いうのは、やはり検証をしていただきたいと思います。また、小田、梅林におきまして

も菊池川があれだけ危険水位に近い状態の中、橋を渡らせて玉陵中学校に避難というの

は、やはり２次災害、また、そして人的災害ととらえかねない状況にもあったんじゃな

かろうかなと思いますので、ぜひ、その辺は検証をしていただきたい。そして、月瀬小

学校におきましては、やはりあの辺はもう水没ですね、したというのもあっておりま
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す。やはりあの辺が一番低い地域でもありますので、月瀬の方もなかなか玉陵には避難

できなかった状態じゃなかったのかなと私は思っております。ぜひ、その辺もしっかり

検証していただきたいと思います。 

 それとまた、例えば、三ツ川地区には防災施設、避難所をつくるとか、月瀬地区なら

月瀬地区だけでつくるとか、今、学校跡地でもう民間委託ということになっております

ので、その辺がどういう感じで進むのかというのが私も心配しているところでもありま

す。小田、梅林地区に関しては、もうこの際、やっぱり思い切った避難所と、思い切っ

た避難所といいますか、やっぱり空調整備もある桃田運動公園の避難所あたりが川を越

えなくて非難されるということで、やはり玉陵地区の避難態勢の見直しをもう１回、藏

原市長、していただきたいと思います。ぜひ、よろしくお願いいたします。 

 そこで再質問いたします。 

 なぜ、氾濫危険水位の中、玉陵中学校に避難、今度は指示を出されたのかお伺いした

いと思います。 

○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 

○総務部長（西山俊信君） 今、多田隈議員から再質問ございましたけれども、特に玉

陵中学校区の旧６小学校校区につきましては、非常に浸水被害、それから土砂災害被害

危険箇所ということで我々も認識をいたしているところでございます。そういった中で、

今、議員申されたとおりに大きな菊池川１級河川が流れておりまして、避難勧告、それ

から避難指示を出すタイミングに当たりまして、私どもも非常にそこの部分については、

今回初めてのことでもありましたけども、苦慮したところでもございます。そういった

中で、今現在、今年度中、玉名市の地域防災計画の見直しとそれから避難勧告のマニュ

アルも策定中でございますけれども、そういった中で玉陵校区、中学校区につきまして

は、それぞれの災害の種類に応じて、いろんな避難のその態勢というのは確かにあると

思います。それで今回のその大雨に対する避難につきましては、三ツ川、それから石貫

のそちらの方面につきましては、今の玉陵中学校を避難所というふうなことで指定をい

たして避難指示、勧告もいたしたところでございます。しかしながら、確かに我々とい

たしましても、小田校区、それから梅林校区につきましては、菊池川の河川の水位が上

昇した中での玉陵中学校の避難というのは、非常に危険性を伴うということも確かにご

ざいましたので、その点につきましては、今回、避難指示において桃田の体育館を避難

所として追加をさせていただいたということでございます。 

 しかしながら、今回のそういったいろんな課題の問題点というものも出てきましたの

で、今後そういったところを今年度の地域防災計画の中で、きちんと洗い出して取りま

とめの中で、市民の皆さんが安全な避難行動をとれるような体制づくりに努めてまいり

たいというふうに思っているところでございます。 
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 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 多田隈啓二君。 

○８番（多田隈啓二君） 答弁いただきました。ありがとうございます。 

 やはり今回、藏原市長、決断も大変だったと思います。もちろん昼夜詰められておら

れて判断されたことでありますけど、やっぱり検証は必要でありますので、ぜひ、その

辺は検証していただきたいと思います。 

 もちろん避難勧告も玉名市で初めて藏原市長が出されました。そして避難指示、これ

また重いんですけど、それも藏原市長が判断されたということで、空振りを恐れない決

断はすばらしいものじゃなかったのかなと。やっぱり市民の皆さんの生命、財産を一番

に考えたときには、やっぱりそういう指示も必要だったのかなと思っとりますので、ぜ

ひ、空振りを恐れることなく、本当に災害の時には先頭に立って御尽力をいただきたい

と思います。 

 そこで再質問をいたします。 

 玉陵校区の方へ、事前の避難所、経路の説明はなされていたのかお伺いしたいと思い

ます。 

○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 

○総務部長（西山俊信君） 多田隈議員の再質問にお答えいたします。 

 まず、玉陵校区における指定避難所の現状といたしまして、現在解体作業が行なわれ

ております玉名小学校を除く、旧小学校５校につきましては、現在も避難所として指定

を行なっているところでございます。また、市といたしましても、跡地利用が計画をさ

れているということも念頭にございまして、避難所の見直しの検討を現在進めていると

ころでございます。 

 旧小学校５校につきましては、現在、跡地利用における公募型プロポーザルが予定を

されていることから、相手先次第では地域貢献の一環といたしまして、引き続き避難所

としての体育館等の利用が可能となる場合もございますが、今後その推移を見守りなが

ら、玉陵校区の区民の皆様に対して避難場所等についての説明会を開催してまいりたい

というふうに考えております。 

 また、合わせまして今年１１月１０日に開催される玉陵校区を対象としました総合防

災訓練の中における住民避難訓練を通して、地域の意向をくみ取りながら、対応策を図

ってまいりたいというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 多田隈啓二君。 

○８番（多田隈啓二君） 答弁いただきました。 

 玉陵地区の皆さんに避難所の説明がまずなされていなかったというのが問題で、旧小
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学校では今年度公募型プロポーザルが計画されております。月瀬校区が今回の豪雨災害

で冠水地域であり、月瀬小学校への避難所がなくなる恐れがあるのにもかかわらず、月

瀬校区に避難所の計画がないのが課題でもあり、問題でもあると思います。また、月瀬

地区も川で挟まれ、排水機場もなく、菊池川に排水も出されません。また、そのため内

水氾濫も起きております。玉名市の中で一番冠水対策を考えてもらうべき地域でもあり

ますので、藏原市長、ぜひ、その辺も避難所計画等も見据えた冠水対策も行なっていた

だきたいということをお願いし、次の質問に移ります。 

 ３、災害者避難行動要支援者の全体の計画、個別計画が策定されているのかお伺いし

ます。 

○議長（中尾嘉男君） 健康福祉部長 松野信生君。 

○健康福祉部長（松野信生君） 多田隈議員の避難行動要支援者の登録者数、個別計画

などの取り組みについての再質問にお答えします。 

 災害発生時に自力での避難が困難な高齢者や障がい者等を支援するため、災害対策基

本法に基づき、避難行動要支援者支援制度が設けられ、市町村には避難行動要支援者名

簿の作成が義務づけられております。現在の対象者を表す名簿登録者数は、約１万４,

０００人でございます。その中で、特に移動が困難なひとり暮らしの高齢者や障がい者

などの方を中心に、避難行動要支援者名簿と別に個別の要支援者登録を進めております。

民生委員の御協力により現在１,５３１名の方が登録されているところでございます。

個別の要支援者登録は、要支援者本人との面談等により、より詳しい情報となり家族情

報、家族状況、緊急連絡先、要介護度や障がい程度を含む身体状況、かかりつけの医療

機関及び非難に当たっての支援者などの情報を台帳管理し、民生委員等と情報共有いた

しているところでございます。 

 今後も災害時の災害を未然に防ぐために、要支援者の把握と登録の呼びかけを続けて

まいりたいと思っております。 

 以上です。 

○議長（中尾嘉男君） 多田隈啓二君。 

○８番（多田隈啓二君） 答弁いただきました。 

 要支援者の方の対応もきちっとされておるということでした。ただ、今後、記録のマ

ップも備えておくなど、そういうマップも連動された支援をしていただきたいと思いま

す。また、答弁にもありましたけど、自主防災組織、福祉関係を中心とした支援体制の

確保を取り組んでもらうことをお願いし、次の質問に移ります。 

 ４、大浜漁港の地盤沈下によるかさ上げ工事の今後の予定はどうなのかお伺いしたい

と思います。 

○議長（中尾嘉男君） 産業経済部長 松本忠光君。 
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○産業経済部長（松本忠光君） 多田隈議員の再質問にお答えします。 

 大浜漁港物揚げ場のかさ上げ工事につきましては、単県補助事業の水産基盤整備交付

金事業により、平成２７年度に施工延長４９.９メートル、事業費約１,０００万円で改

良工事を行なっています。本事業においては、玉名市管理の５漁港を整備計画に沿って

順次改良工事を行なっており、次回の大浜漁港冠水対策につきましては、平成３２年度

にかさ上げ工事を事業費１,０００万円で予定しております。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 多田隈啓二君。 

○８番（多田隈啓二君） 答弁いただきました。 

 平成３２年度に事業をするということでしたけど、私は地元なんですけど、大浜漁港

は大潮の時でも、もう実際冠水します。毎年少しずつ沈下する中、今の計画でいけば、

残りの延長が２８１メートルとなり、５年に１度のかさ上げ工事では、あと２７年後に

しか工事完了となりません。問題は、台風の時、高潮が来た場合、あそこに大浜地区は

ノリも盛んな地区でありまして、今はノリ養殖の方も、大きな潜り船というのを買っ

て、今、ノリの収穫をしておられる生産者が結構ほとんどであります。その中で、ノリ

養殖で使う約４,０００万円ぐらいするんです、その潜り船はですね。その潜り船は、

高潮による船の損壊が考えられます。台風被害が大体８月から１０月が多く、ちょうど

そのあとにノリの種付けになり、潜り船で寒のりの収穫ができなくなれば、ノリ業者に

とっては大変心配されておるとこでもあります。ぜひ、もちろん財政の限られた中では

ありますけど、２７年後にしか完成しない工事というのであれば、これ何回台風が来る

のかなというとこも心配されますんで、ぜひ、早急な工事計画の見直し等をお願いし、

次の質問に移ります。 

 ３、危機管理について。１、平成３０年度の総合防災訓練の概要は何かお伺いしま

す。 

○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 

○総務部長（西山俊信君） 多田隈議員の危機管理についてお答えいたします。 

 まず、市が実施いたしております総合防災訓練についてでございますが、昨年度は１

１月に自主防災組織率の底上げと住民の防災意識の向上を目的としまして、玉名町小学

校区の住民を対象とした住民訓練、避難訓練を実施し、また、あわせまして災害時にお

ける市と関係防災機関との顔の見える関係構築を強化するため、土砂災害発生を想定し

ました救出救助訓練などを警察署、消防署、消防団、医師会、建設業協会などと連携を

図り、約６００人の参加者のもとに訓練を実施いたしたところでございます。 

 なお、本年度につきましては、１１月１０日に熊本県の玉名地域振興局と、初の合同

によります総合防災訓練を実施いたす予定でございます。 
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 訓練内容につきましては、震度６強の地震が発生し、玉陵校区に土砂災害が発生した

ことを想定いたしまして、災害対策本部の実施訓練、それから災害派遣要請訓練、住民

避難訓練を計画いたしているところでございます。 

 訓練については、以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 多田隈啓二君。 

○８番（多田隈啓二君） 答弁いただきました。 

 １１月１０日に熊本県玉名地域振興局と初の、初めての合同による防災訓練を実施さ

れるとの答弁でした。 

 次に、防災行政無線と地域協議計画状況はどうなっているのかお伺いします。 

○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 

○総務部長（西山俊信君） 続きまして、防災行政無線のデジタル化統合につきまして

でございますが、現在、平成３２年の４月開局に向けまして、今年度中をめどに、岱明、

横島、天水地区の屋外に設置してありますスピーカー、いわゆる屋外拡声子局の増設工

事及び本庁舎に高機能の操作卓を設置し、来年度より玉名地区の屋外拡声子局の増設工

事を行なう予定でございます。 

 主な内容についてでございますが、現況の防災行政無線との性能の違いにつきまして

は、本庁からの一括操作により市内全域へ防災行政無線の放送はもとより、災害発生時

にはＥメールによる配信、ホームページによる放送内容の掲示、ＳＮＳによる放送内容

の発信、ひまわりテレビによります字幕スーパーでの配信、電話応答サービスなど、多

様な手段によりまして情報発信が可能となるところでございます。 

 また、避難所や警察署、消防署などの防災関係機関、それから幼稚園、保育園、小中

学校、高校など、教育機関や市議会議員の皆様方、防災関係のリーダーであります区長、

校区会長や消防団の幹部の方々につきましては、屋外で聞き取りが可能な戸別受信機の

配付につきまして、災害時における情報伝達の徹底を図るところから配付をいたしたい

というふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 多田隈啓二君。 

○８番（多田隈啓二君） 答弁いただきました。 

 今回の豪雨災害では、多くの市民の方から防災無線が雨の音で聞こえづらかったとお

聞きします。他市では障がい者の方、要介護者の方、６５歳以上の高齢世帯に戸別受信

機の購入補助を取り組まれている自治体もあります。本市もぜひ、そういうような特定

の人だけ、団体だけじゃなくて、市民の方で本当に耳が悪い方、いろんな方がおられる

と思います。ぜひ、戸別受信機につきましては、補助制度にしっかり取り組んでもらう

ことをお願いし、次の質問に移ります。 
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 （４）減災についてお伺いしたいと思います。 

○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 

○総務部長（西山俊信君） 多田隈議員の減災対策についてお答えをいたします。 

 現在、本市といたしましては、災害対策に取り組んでいる事項として、国土交通省と

熊本県が新たな浸水想定規模によって公表いたした内容及び熊本県が新たに公表した土

砂災害を盛り込んだ改訂版のハザードマップを来年度策定を目標に検討を行なっている

ところでございます。 

 減災対策のそのハザードマップの件については、以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 多田隈啓二君。 

○８番（多田隈啓二君） 答弁いただきました。ありがとうございます。 

 減災について、自主防災組織と消防団と行政の連携が防災体制の構築になると思いま

すので、取り組んでいただきたいと思います。 

 そこで再質問いたします。玉陵地区の消防団編成についての考えをお伺いいたします。 

○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 

○総務部長（西山俊信君） 多田隈議員の再質問にお答えいたします。 

 玉陵地区の消防団の組織再編につきましては、地区内の少子化、サラリーマン化によ

ります進展と当市の学校規模適正化計画を見据えた上で、平成２５年４月より当時６小

学校、６分団性による体制から、１分団性に再編をすでに行なっているところでござい

ます。 

 なお、本年度第２次分団再編計画を策定いたしておるところでございまして、消防団

との十分な協議によりまして、分団と活動拠点であります部の統廃合について市内消防

団全地区を対象としまして、検討を行なっていたしたいというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 多田隈啓二君。 

○８番（多田隈啓二君） 答弁いただきました。 

 消防団については、第２の２次分の団再編計画を十分に消防団の方の意見も聞き入れ

ながら協議をお願いしたいと思います。 

 再質問いたします。消防団支援企業についてお伺いいたします。 

○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 

○総務部長（西山俊信君） 多田隈議員の再質問にお答えいたします。 

 当市におきましては、消防団に対する支援企業に対しまして平成２７年度４月より玉

名市消防団協力事業所表示制度をスタートいたしまして、社員の消防団加入、また、そ

の活動に対し積極的に協力をいただいている事業所等に対しまして、その表示証を交付

する制度をすでに設けているところでございます。 
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 現在、その表示証を交付するに当たりまして、熊本県の工事入札参加資格における地

域貢献点数は１点の加点と事業所側にはメリットが少ないということもございまして、

申請企業はないというのが現状でございます。今後、サラリーマン団員が進展する中で、

事業所の消防団活動に対する理解がいっそう重要であることから、市の関係課と協議を

行ない、表示証を交付する上で、事業所のメリットとなるような市の独自の施策につい

て検討を行なってまいりたいと考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 多田隈啓二君。 

○８番（多田隈啓二君） 答弁いただきました。 

 鳥栖市の消防団協力事業所表示制度の実施要項とか、申請書あたりは、これ簡単にネ

ットで載ってとれるんですよね。こういう体制かなと思って玉名市を調べてみますと、

玉名市のホームページに消防団協力事業所表示申請書がなく、企業登録もできず、募集

要項すら載っていないと思います。募集していたのかお伺いいたします。 

○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 

○総務部長（西山俊信君） 多田隈議員の再質問にお答えをいたします。 

 議員御指摘のとおり、この制度について市のホームページ等につきましては、掲載は

いたしておりません。今後、市のホームページの掲載を初め、商工会議所、商工会を通

して積極的に周知を図ってまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 多田隈啓二君。 

○８番（多田隈啓二君） 答弁いただきました。 

 やはり、これホームページに載せんと事業所はこれを見て団員がどこどこ、いろいろ

申請書を出さなんということもありますんで、ぜひ、これ早急にこれ載せてもらって、

やっぱり１社でも協力してもらえる、そういう企業を探す努力をしていただきたいと思

います。 

 そこで再質問いたします。消防団の行方不明者捜索の出動手当の増額は検討できない

かお伺いいたします。 

○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 

○総務部長（西山俊信君） 多田隈議員の再質問にお答えいたします。 

 現在、消防団の出動手当につきましては、消火活動、防災訓練の参加、水防団活動、

行方不明者の捜索活動に対しまして１,５００円の１回当たりですね、出動手当を交付

しているのが現状でございます。 

 近年、高齢者等に行方不明者の捜索が増加しておりまして、本年４月に入り、すでに

延べ７回の捜索活動を行ないまして、延べで３７０人の消防団員が出動をいたしている
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現状でございます。今後、出動手当につきましては、他市の状況を踏まえまして、検討

をいたしてまいりたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 多田隈啓二君。 

○８番（多田隈啓二君） 答弁いただきました。 

 今後検討していくということで、本当に検討していただきたいと思います。 

 熊本県下であさぎり町が捜索に対しては３,０００円というのが一番県下では高い金

額になっております。また、県外におきましては、やっぱり長崎県当たりはもう５,０

００円も６,０００円も手当を出してあられる県もありますけど、熊本県は余りそちら

の方向じゃないということでもあります。藏原市長にその捜索出動手当の増額の検討に

ついて、再度お伺いしたいと思います。 

○議長（中尾嘉男君） 市長 藏原隆浩君。 

○市長（藏原隆浩君） 先ほどの総務部長の答弁にもございましたとおり、近年消防団

によります行方不明者の捜索も年々増加傾向にありまして、事案によっては２日間にわ

たる捜索活動もあります。団員の皆様にはボランティア精神とはいえども、大変大きな

負担になっているということもしっかりと考えているところでございます。今後は県内

及び今、議員も申し上げたとおり、近隣の自治体でありますとか、他自治体の状況を見

ながら、これはしっかりと検討をさせていただきたいというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 多田隈啓二君。 

○８番（多田隈啓二君） 答弁いただきました。ありがとうございます。 

 ぜひ、藏原市長、検討をしていただければと思っております。 

 近年、話の中にもありましたけど、高齢化社会に進む中、行方不明者捜索も認知症、

いろんな関係で高齢者もまだふえる中、年々ふえる傾向にあります。捜査状況によって

は、早朝よりからの捜査も考えられておりまして、長期にわたる、１日は１日でもです

ね、そのため消防団員の負担がすごく大きい、かかっているというのが現状です。ま

た、市長おっしゃいましたけど、１日で捜査が終わらなくて、何日続くかわからない

中、朝から晩まで探して１,５００円というのは、ちょっと負担がありすぎるんじゃな

いかなと思っております。数日間続けば団員の家庭にもこれは負担がかかるということ

ももちろんボランティア精神はあるんですけど、そういうところも考えていただいて、

消防団への処遇改善の見直しに取り組んでもらうことを藏原市長に強くお願いし、最後

になりますが、玉名市民の安心・安全な暮らしを目指し、藏原市長のリーダーシップを

期待し、一般質問を終わります。 

 ありがとうございました。 
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○議長（中尾嘉男君） 以上で、多田隈啓二君の質問は終わりました。 

 議事の都合により、暫時休憩いたします。 

午後 １時５６分 休憩 

―――――――――――――――――――――― 

午後 ２時１０分 開議 

○議長（中尾嘉男君） 休憩前に引き続き、会議を開き、一般質問を行ないます。 

 １２番 西川裕文君。 

［１２番 西川裕文君 登壇］ 

○１２番（西川裕文君） ありがとうございます。本日、一般質問初日３番目になりま

す１２番、新生クラブ西川裕文です。 

 傍聴の皆様ありがとうございます。学生さんも来ていただいておりまして、ありがと

うございます。 

 通告に従いまして、一般質問を行ないます。 

 まず、金栗四三氏のＰＲ状況についてということで質問いたします。 

 現在、議員の中でも江田委員長さんを中心に特別委員会が設けられて、週に１回以上

の委員会を開いておられますけども、私自身ちょっと入っておりませんので、個人的に

質問をさせていくことにいたしました。議員の皆様には御理解いただきたいと思いま

す。 

 まず、現在、ＰＲ推進室において、今月３日から１９日までの期間で、大河ドラマい

だてんの主人公、名誉市民でもあられます金栗四三氏が晩年過ごされた住家や墓地が残

っている市内小田地区で、四三氏の功績や晩年を過ごされた玉名ならではのエピソード

の紹介や来訪者の案内をしていただくおもてなしスタッフ募集がなされております。ち

ょうど１週間を経過し、あと１０日弱残っておりますけども、現在の応募状況はどうな

っているのか伺います。 

 続きまして、２番になりますけども、アプリの「タマてバコ」の活用拡大について質

問、要望も含めまして、質問いたします。 

 現在、玉名市のホームページは、日本語、英語、中国語、韓国語の４カ国語の対応に

なっていると思います。インバウンドも含めまして、市外の方々並びに国外の方々も含

め、よりわかりやすいホームページであるというふうには感じております。今年度５月

に開設されたと思いますけれども、観光案内サイトのアプリ「タマてバコ」がございま

すけど、現在、市の観光協会で観光音声ガイドが今あります。これにつきましては、４

カ国語対応の器具で、インバウンドの方々に貸し出しをしておると聞いております。現

地に行けば、４カ国語での対応で説明を行なっているというふうに聞いておりますけど

も、器具自体が聞いてみたところが１０台程度しかないというところですし、場所につ
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いては新幹線新玉名駅での貸し出しになって、多くの方々への対応はできないというふ

うな状況を聞いております。今回、いだてんをよい機会として、このアプリの「タマて

バコ」をぜひ、充実させていただいて、現在、ちょっと見てみますと、日本語と英語で

すか、そういうふうな言語になってると思いますけども、４カ国語化をして、なおかつ

観光地への誘導や観光地の案内等も完備し、より充実したアプリにすべきではないかと

思いますけども、活用の拡大についてどのように考えられているか、質問いたします。 

 付け加えまして、先ほど最初に質問いたしましたけども、アプリを充実したとしても

どうしてもやっぱりおもてなしスタッフに関しましては、人的なおもてなしであります

ので、人間の心のおもてなしということで、これはもう重要でありますので、「タマて

バコ」と平行して対応必要があると思います。 

 以上、２つ質問いたします。 

○議長（中尾嘉男君） 産業経済部長 松本忠光君。 

［産業経済部長 松本忠光君 登壇］ 

○産業経済部長（松本忠光君） 議員御質問のおもてなしスタッフの応募状況について

お答えいたします。 

 初めに、おもてなしスタッフの募集につきましては、大河ドラマ放送を機に金栗四三

ゆかりの地玉名を訪れたお客様へドラマ館周辺の史跡やロケ地、金栗四三氏が晩年を過

ごされた小田の住家やお墓などを御案内し、おもてなしを行なうスタッフが必要である

ことから、今回、スタッフ募集を行なったところです。 

 募集につきましては、９月号の広報たまなのチラシを折り込み、市内全域へ配布する

ほか、市のホームページやフェイスブックなどで周知を図っているところです。募集期

間は９月３日から９月１９日までとしており、７日現在で１５名の応募をいただいてお

ります。今後は募集いただいた方々に対して、１１月下旬までに研修会等を５、６回程

度実施しまして、ガイドの育成に努めてまいりたいと考えております。 

 次に、玉名市公式観光案内サイト「タマてバコ」の活用の拡大についてお答えいたし

ます。 

 まず、たまな観光協会を通じて、貸し出しを行なっている音声ガイドにつきましては、

先ほど申されたとおり４カ国語で対応しております。平成２５年３月に策定いたしまし

た玉名市観光振興計画の中の観光客受け入れ基盤の強化に向けた取り組みの１つとしま

して、平成２８年から１０台の専用端末の貸し出しを行なってまいりました。野外で移

動しながらＧＰＳと連動した観光音声ガイドを聞くことができ、多言語対応もしている

ことから、当時としては画期的なサービスであったと思います。ただ、貸出場所が先ほ

ど申されたとおり、新玉名駅前のたまララに限られること、貸し出し返却の手間がかか

ることなどから、利用者の中には使い勝手が悪く感じられていた方もおられると思いま
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す。また、観光施設や温泉宿、飲食店、物産館や史跡などまでの道案内機能を備えたス

マートフォン向け無料アプリ「タマにゃんナビ」の配信を同じく平成２８年に開始し、

現在までに３,０００ダウンロードを超えておりますが、ダウンロードの手間がかかる

こと、アプリのバージョンアップがたびたび必要になることなどの課題がございました。

そこで、今年５月に玉名市公式観光案内サイト「タマてバコ」を開設いたしました。

「タマてバコ」はウエブサイトを利用しており、利用者がダウンロードする手間がかか

らず、バージョンアップの必要もございません。開設以来、８月末までの４カ月間でア

クセス件数が２,０００件を超え、順調にアクセス件数を伸ばしております。 

 「タマてバコ」の内容としましては、観光地の音声ガイド、目的地まで誘導するナビ

機能のほか、最新の動画技術を駆使したＶＲ画像、ＳＮＳと連動して個人のインスタグ

ラムの照会機能などを備えております。また、玉名市や観光協会のホームページにもリ

ンクすることができ、現地を訪れた方だけでなく、これから訪れようとする方にも、い

つでも、どこでも観光情報をお届けできる内容になっております。 

 現在、サイト内の動画や音声は日本語と英語に対応しておりますが、今年度中に中国

語を加え、サイト内のテキスト文章を多言語化対応させるなど、よりインバウンドに対

応したサイトにしてまいります。さらに、現在トピックスとして御紹介している金栗四

三氏のコーナーも大河ドラマ放送開始に向けて金栗四三ＰＲ推進室と連携して充実させ

てまいります。「タマてバコ」という利用しやすくわかりやすいウエブサイトがあるこ

とを紹介していくとともに、最新の情報を発信できるよう、更新し、現在行なっている

タマにゃんの指揮棒探しキャンペーンのようなイベントを企画するなど、より多くの

方々に御利用いただけるよう努めてまいりたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 西川裕文君。 

○１２番（西川裕文君） どうも答弁ありがとうございます。 

 ただいま部長のほうからありましたけども、今年度中に、今２カ国語、日本語と英語

というところを中国語も含めるというところで検討されております。ぜひ、今後、韓国

語も含めたところで、合わせてよろしくお願いしたいと思います。そういうことでま

た、金栗四三ＰＲ推進室だけでなく、横のつながりももって、幅広くこれが活用でき

て、スマホで本当に来られた方々に対応もできるし、今から玉名に来たいなと思ってお

られる方々も、これを見れば前もって準備ができるというところもあると思いますの

で、十分対応していただきたいと思います。 

 それでは、続きまして３、４ということで質問いたします。 

 ＮＨＫとのコンタクト、今後の現地ロケの計画についてということで質問いたしま

す。今年５月に玉名市の俵ころがし一体でロケが行なわれておりますけども、今後、玉
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名市におけるロケについての情報等々は入っているのか、質問いたします。ネットでち

ょっと確認しますと、全国数カ所でマラソンの大会等々も含めたところでのいだてんの

ロケが行われておるというふうなところを見ております。ＮＨＫとの情報交換もうまい

具合になされておるのか、含めたところでの現在の状況を伺います。 

 それから、最後になりますけども、市民の方々への伝達ということでの質問をいたし

ます。 

 広報誌も含めまして、いだてんの情報というのは、当初に比べるとかなり市民の方々

には広まってきたとは思います。放映までもう４カ月を切りました。年齢層を超えて、

若い層からお年寄りの方々までの市民の方々へのいだてんの伝達というのが十分なの

か、いっとるようで、まだいってないというところもあると思いますので、本当に今後

まずは市民の方々へ、ますますやっぱり知っていただくようなことが必要であると思い

ます。現状、前回も伺いましたけども、玉名学等々も含めたところで、小学校には伝え

とるというふうなところもありますけども、現状はどうか。そして今後は、またどのよ

うに広めていくか、まずはやっぱり市民の盛り上がりが一番大事だと思いますので、質

問いたします。 

○議長（中尾嘉男君） 産業経済部長 松本忠光君。 

○産業経済部長（松本忠光君） ＮＨＫとのコンタクト及び今後の現地ロケ計画につい

てでございますが、市の歴史博物館では、今回いだてんが金栗四三氏の歴史的な背景に

基づいたドラマとなることから、政策に必要な資料等をＮＨＫへ提供しているところで

ございます。また、金栗四三ＰＲ推進室では、昨年来大河ドラマ館やチラシの作成等の

いだてんに関連した事業や広報展開を図る中で、担当部署と緊密に打ち合わせ等を行な

っているところです。今後は、歴史博物館との連携も深めてまいります。 

 次に、今後の現地ロケ計画についてでございますが、議員御承知のとおり、本年５月

にいだてんのロケが玉名市内で大々的に行なわれました。今のところ玉名市での新たな

ロケの予定は伺っておりませんが、ロケ地にはたくさんの方が訪れ観光スポットとなる

ことから、今後も玉名市内での撮影の機会が得られるようＮＨＫへ働きかけてまいりた

いと考えております。 

 続きまして、市民の方々への伝達についてでございますが、市では金栗四三氏の功績

やその生涯を記録しているため、８月４日から毎週土曜日午前１０時５５分から午前１

１時まで、全２６回にわたりＦＭ熊本でラジオ放送を始めました。また、今後は金栗四

三氏の人となりを広報誌で紹介するとともに、市公共施設や商工団体等へＰＲ用のぼり

やポスターを配布する予定でございます。また、１１月下旬には金栗四三氏の生涯をテ

ーマとしたシンポジウムを開催し、機運の醸成を図ってまいります。 

 今後もさまざまな広報媒体や機会を通じて広く市民の方々へ情報提供を図ってまいり
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たいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 教育部長 戸嵜孝司君。 

○教育部長（戸嵜孝司君） 西川議員の質問にありました玉名市民の方々への伝達とい

うことでございますけれども、私のほうからは、市内の小中学校における児童生徒の金

栗四三氏についての学びの状況について御説明いたします。 

 議員も御承知のとおり、玉名市では市内の全小中学校で玉名の自然や産業、歴史や伝

統文化等について学ぶ玉名学を実施しております。まず、金栗四三氏につきましては、

中学校１年生の玉名学、玉名市の著名人に学ぼうという単元でテキストに掲載し、紹介

しております。各学校においては、著名人の功績等を調べ、まとめ、人物辞典をつくっ

たり、発表会をしたりする学習活動を展開しております。昨年度、玉陵中学校では、こ

の１年生の学習を発展させ、２年生の「世界の中の玉名」の交流会で、市内のＡＬＴに

向けて金栗氏の生涯を英語で紹介するプレゼンテーションを作成したり、劇にしたりし

て英語で表現したりする発表を行なっております。さらに、文化祭でも披露し、保護者

や地域の方々に金栗氏の偉業と生き方について広く発信をしております。小学校では、

道徳教育、郷土資料、熊本の心に取り上げてある、「金栗たび」という教材を通して、

金栗氏が血のにじむような努力をしたことや少しでも走りやすいようにと足袋を改良し、

工夫したことについて学びます。その考え方は、足袋だけにとどまらず、金栗氏の一生

を貫く信念や生き方であったことにも気づかせるような道徳の授業が行なわれていると

ころでございます。また、熊本日日新聞で毎週土曜日に掲載されている金栗四三物語の

漫画を学校図書館に掲示したり、金栗氏の資料を展示するコーナーをつくったりするな

ど、各学校で工夫した取り組みがなされております。教育委員会といたしましては、児

童生徒の関心をさらに高めるために、本市で作成された金栗氏のパンフレット等を校長

会議で配付し、各学校の教育活動に活用いただいております。 

 今後も引き続き金栗氏についての学びを深め、各学校の学びを通した情報提供に努め

てまいります。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 西川裕文君。 

○１２番（西川裕文君） 答弁ありがとうございます。 

 ただいま答弁いただきまして、それぞれ横のつながりを持っていただいて、例えば、

歴史博物館等々はＮＨＫからどういうふうな金栗さんに関しての資料があるかというこ

とを聞かれて、何百点かそれをＮＨＫのほうに出しとるというふうなところも聞いてお

ります。そういうところでまたお互いひとつの金栗ＰＲ推進課だけでなくて、本当に先

ほどタマてバコじゃないですけども、多方面にわたって情報を交換しながら、ぜひ、も
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っと盛り上がるようにしていただきたいと思いますし、学校関係もただいま部長のほう

からありましたけども、今後それぞれの学校でも、例えば、バザーの、私たちの近くの

小学校ですけども、そういうふうな機会もありますので、ぜひ、そういうところがあれ

ば働きかけをして、金栗四三さんのコーナーを設けたりしていただくような工面も今後

とっていただいて、お願いしたいと思います。 

 また１つ、御存じのとおり、和水町のほうはマラソンの瀬古さんですか、が来られて

なんか講演会があるような話も具体的になっとるみたいですので、そういうところも含

めて、本当にまず、市内の市民の皆様方がもう本当に盛り上がっていくような仕掛けを

していただきたいと思います。本当にありがたいいだてんの放映があります。これを機

に先ほど多田隈議員さんもありましたけども、放映の終了後も玉名市民が、そして玉名

市が市長が言っておられます「もっと輝ける」と、いうところで市民が輝き、玉名市が

輝き続けて、インバウンドも含めて交流人口がますます増加していくように、今、話を

いただきましたソフト、ハードの面での改革を、何しろ続けていってほしいと。あと３

カ月ちょっとしか、まず放映までありませんので、当然、放映後もいろいろな取り組み

も必要だと思いますけれども、まずは放映まで、それぞれ対応していただきたいと思い

ます。 

 以上です。 

［１２番 西川裕文君 登壇］ 

○１２番（西川裕文君） それでは続いて、西日本豪雨災害後の避難計画についてとい

うことで、本年は今までに例を見ない猛暑の夏でありました。また、７月の豪雨、先日

の台風２１号や北海道胆振東部地震などの自然災害多発の年となっております。 

 まず、被災された皆様方にはお見舞いを申し上げます。 

 ７月６、７日、西日本豪雨災害が発生いたしました。私たち新生クラブはちょうど７

月４日から６日まで、山口県内の行政視察研修に行っておりました。ちょうど帰りの６

日の日が豪雨災害のために山口県内の在来線、新幹線は不通となり、高速道路も同様で

ありました。本当に現地において、私たちちょっと帰られるだろうかと不安になってお

りましたけども、途中の視察を取りやめてどうにか乗り物を乗り継いで、３時間遅れで

夜ちょっと遅くなりましたけども新玉名駅に到着をいたしました。到着したところ先ほ

ど多田隈議員さんから本当に詳しく質問がありましたけども、玉名市内の河川の増水で

危険水位まで達しておって避難をされておる地域もありました。今までに経験したこと

のない国道の冠水というのも発生しておりました。私自身も玉陵中学校体育館をちょう

ど帰ったあとに見て回りましたけども、そのときは「逆にここは危険じゃないか。」と

いうふうな感じもしたところです。 

 また、続きまして、ちょうど２年５カ月前に熊本地震が発生し、多大な被害をこうむ
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りましたけども、ちょうどこの地震のあと、いろいろな話し合いの中で、具体的に言え

ば、小中学校の体育館がそれまでは学校主体でした、開閉についてはですね、それを行

政もそのあと対応していただいて、行政もそのとき何かあれば開閉ができるようなこと

もできるように改革がなされております。今回、豪雨によって発生の時に、即判断が必

要な地震とは異なって、豪雨はちょっと地震とは違って先を少しは見ることができると

いうふうに思います。避難指示の時間や避難場所等について、地震とは異なる早期対応

が必要であるとまた考えます。これにつきましてはもう多田隈議員さんの質問と重なり

ますので、今回の豪雨を体験し、二次災害が発生することがないような、今後の対応に

ついての見直しが必要であると思います。先ほど部長のほうからありましたけども、地

域防災計画の中で検討していくというところで十分、地区、地区の状況を十分考慮し

て、地区、地区にあった計画づくりをしていただきたいと思います。 

 今議会でも補正予算計上がなされておりますけども、被災された方々にはお見舞いを

申し上げますとともに、現在は北海道地震と関空主体のマスコミ報道になっております

けども、まだ熊本地震も含めて被災された方々には再建復興のため頑張っていただきた

いと思っております。玉名市内にもまだ自主防災組織ができてないところもあります

し、自主防災組織の今以上の充実も合わせてお願いをしまして、今回は質問はこれで、

意見を述べて質問は終わります。 

 最後になりますけども、３番目に障がい者雇用の現状について質問いたします。 

 議会の初日、市長あいさつの中にありましたけども、玉名市における障がい者雇用の

状況につきまして、６月１日現在法定雇用率２.５％の基準の中で、玉名市の場合は２.

６７％の実績があるということでした。現在も新聞でもにぎわせておりますけども、官

庁も含め、裁判所、国会、本当に全国的に不適切判定による水増し等々や基準を下回る

行政が多い中で、玉名市は正直で実績もすばらしいと思います。新聞で見ますところ、

雇用数は１５.５人となっておりますけども、具体的には何名の方の雇用があり、その

雇用形態につきまして、正規、臨時、派遣雇用の割合についてはどのようになっている

か質問いたします。また、今後の雇用については、どのように市として考えているか質

問いたします。 

○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 

［総務部長 西山俊信君 登壇］ 

○総務部長（西山俊信君） 西川議員の御質問の障がい者雇用の現状についてお答えを

いたします。 

 まず、本市におけます平成３０年６月１日現在の障がい者の実雇用率について御報告

いたしますと、国が定める法定雇用率２.５％に対しまして、玉名市全体では２.６７％

となっております。その内訳につきましては、法定雇用障がい者数の算定基礎となりま
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す職員数５８０人に対しまして、障がい者数は１５.５人となっておりまして、そのう

ち、失礼しました。常勤職員については１３人、非常勤職員は２.５人であります。な

お、短期時間勤務の非常勤職員は０.５人算定との定めがあることから、０.５の数値表

示がなされているところでございます。 

 次に、本誌の調査方法について御説明申し上げますと、熊本労働局から例年６月１日

現在で、障がい者任用状況報告書の作成について依頼がございますが、その作成に当た

っては、厚生労働省などが発行いたしますプライバシーに配慮した障がい者の把握確認

ガイドラインに基づきまして、全職員へ庁内欄の掲示板を利用しまして調査趣旨を説明

した上で、自己申告及び障害者手帳の提出を呼びかけまして、対象者の把握に努めてい

るところでございます。提出いただいた障害者手帳は、本人同意を得ましてコピー等に

より厳重に保管をいたしているところでございます。 

 最後に、障害があられる方の今後の雇用につきましては、常勤職員については職員採

用試験を継続して実施し、また、非常勤職員におきましてはハローワークなどを通して

募集を広く呼びかけることで雇用の確保に努めてまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 西川裕文君。 

○１２番（西川裕文君） どうもありがとうございます。 

 今、部長から説明いただきました。実際の法的雇用率以上の市というのは県下でも１

４市の中で４市と、ほかには３市ありますけども、この３市については不適切な参入を

されとったというところもありまして、今後も玉名市につきましては、雇用率高い方で

ありますので、それを強制ではありませんけども、障がい者の方々も職場として行政の

中に携わっていける。それで行政の方々も逆にお互い障がい者のことも理解ができると

いうふうなところも出てくると思いますので、今後とも、今も部長が言われたことを継

続してやっていただきたいと思います。 

 それでは、私の質問、これで終わります。 

○議長（中尾嘉男君） 以上で、西川裕文君の質問は終わりました。 

 ９番 松本憲二君。 

［９番 松本憲二君 登壇］ 

○９番（松本憲二君） 皆さんお疲れさまでございます。９番、自友クラブの松本でご

ざいます。 

 本当に先ほど一般質問でも、今、３名終わられて、一番最初の冒頭で坂本議員のほう

から北海道の地震が起こったということで、ここ８年間の間で東北の大震災から熊本地

震、そしてまた大阪であったりとか関西、それと中国地方、そして北海道ということ

で、この８年間で本当に日本列島がどうなるのかなというふうな思いをさせられており
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ます。そしてまた、今年の夏は非常にまた暑かったということで、酷暑ということで、

日本列島がもう日々なんか変化があるんじゃなかろうかと、それとまた、南海トラフの

地震発生もここ数年で起こるんじゃなかろうかというふうな、そういう問題も報道をさ

れております。非常に今、何が起こるかわからないというような状況で、私たち議員も

災害の面であったりとか、いろんなことにもうちょっとやっぱり目配り、気配りをやっ

ぱりさせながら、しっかり真剣にやっぱり取り組んでいく必要があるのかなというふう

に、今、考えさせられております。 

 それでは、通告に従いまして、私の一般質問をさせていただきたいと思います。 

 まず１番最初に、有明海の再生への取り組みということで、私は、ちょうど２年前、

平成２８年の今回と同じその９月議会で、この有明海の再生ということでアサリ貝であ

ったりとか、その二枚貝ですね、そういうのが、ちょうど私が思えば、今から約４０年

近く前、まだ私が小学校のころですね、もう本当小学校から帰って、１カ月間の間に二

潮あるわけですよね、大潮のときがですね、そのときはもう本当、もうランドセルを走

って帰って、もう家に投げやって、そしてその昔は竹で編んであるこのカイルビという

そのかごがあって、それと小学校でも前は鋤簾ていうのば使いよって、それで取りに行

けば大体１カ月間に数万円というアルバイトになってたわけですね、それが大体春先か

らずっと夏までそういう潮干狩りがあってて、横島の海岸には１０艘ほどのその貝を買

いつける業者の方がいらっしゃって、そこのもう海の上で、その船に持って行けば現金

と引き渡しでその貝を買ってくれるというような状況だったんですけれども、今はもう

そのほとんどその潮干狩りというのが横島のその漁業会で漁業権を持ってる人たちでさ

えも年に数回しか、そしてまた漁業会配付のバケツ、４キロしか入らないんですけど

も、もうそれしこしか絶対とっちゃだめですよというその制限までかかるぐらいに、そ

のアサリ貝が激減しているというようなそのことで、２年前に質問をさせていただきま

した。その中で、答弁のほうは、そのとき私は、長洲町さんの取り組みということで、

福岡大学と協定を結ばれて、福岡大学のその教授の渡辺先生という方も福岡大学の工学

部の先生なんですけれども、そこが結局は長洲町とコラボをされて、フルボ酸鉄シリカ

というその資材を干潟において、そのヘドロを除去するということで取り組みをされて

るということで、「その長洲町さんが取り組まれてるのと連動して、玉名市さんもやっ

てみたらどうですか。」ということで、質問をしたわけですけれども、そのときの答弁

といたしましては、その県、そしてまた玉名市の漁業組合あたりと連携を図りながら、

しっかりその取り組みをしていくという返答だったというふうに私は認識をしておりま

すけれども、今回また、２回目の質問をしますけれども、じゃあ、２年前にそういう答

弁をされてる中で、今現在の状況についてということで、まず答弁をお願いしたいと思

います。 
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○議長（中尾嘉男君） 産業経済部長 松本忠光君。 

［産業経済部長 松本忠光君 登壇］ 

○産業経済部長（松本忠光君） 松本議員の現在の状況についての御質問にお答えいた

します。 

 有明海の再生に向けた水産資源回復の現在の取り組みとしまして、水産多面的機能発

揮対策事業やアサリ稚貝育成事業により干潟の耕うん、死骸など、堆積物の除去及びツ

メタガイなど、食害生物の除去による生息環境改善、アサリ稚貝の放流や保護区の設定

による資源管理を行なっております。また、カキ殻化合物を網袋に梱包したものを干潟

に敷設して、アサリ稚貝の定着を促進する取り組みも行なっております。また、平成２

８年度に有明海東地区水産環境整備事業により、覆砂を実施し、漁場環境の改善を行な

いましたが、潮流により流されたり、１カ所に集積するなど、アサリ貝が思うように定

着しなかったため、平成２９年度からは事業に取り組んでおりません。今、申しました

ような生息環境の改善や資源管理に取り組んだ結果、自家消費用は若干とれたものの、

漁協出荷用のアサリ捕獲量につきましては、平成２８年度が６９.４トン、平成２９年

度が５９.６トンと依然低調であります。また、今年度につきましては、来年３月まで

漁期がありますが、今年４月から現状までとしましては、全くとれていない状況であり

ます。 

 このような中、今年８月に長洲町が中心となり設立された水産振興及び干潟再生協議

会に本市も設立趣旨に賛同し、加わったことはすでに御存じのことと思います。この協

議会は、水産振興に向けた取り組みや干潟再生に向けての情報共有及び相互の連携強化

を図りつつ、各自治体や地域で取り組む事業の充実及び発進力を高め、水産業及び地域

活性化に寄与することを目的とし、県内外の市町など、１２団体により設立されたとこ

ろです。今後は、この協議会の取り組みを通じ、有明海の再生に向け、各団体と連携し

取り組んでまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 松本憲二君。 

○９番（松本憲二君） 今、部長のほうから答弁をいただきました。 

 いろんな事業に少しずつは取り組まれてるのかなと。今、長洲町さんのほうと協議会

のほうができたということで、非常にいい取り組みを今後していただきたいというふう

には思ってるんですけども、長洲町さんがそういう福岡大学との連携、そしてたぶん新

聞にも載ってたと思うんですけど、宇土市のほうが元松市長のほうが共感をされて宇土

市も取り組みますよということでやってらっしゃる。この有明海のほうを、沿岸を見て

みますと、長洲町の沿岸があって、そしてまた、玉名市の沿岸があって、そして熊本市

の沿岸があって、宇土の沿岸というふうに、たぶんつながっていくと思うんですけど、



 － 85 －

そこでも玉名市は長洲町さんと宇土市さんが取り組んでらっしゃるのには、一緒のその

取り組みはしてない。そしてまた、熊本市さんもそういう取り組みをしてないと。この

有明海の再生ということだったら、連携をしてしっかり取り組んでいったほうが一番い

いんじゃなかろうかというふうにも思います。長洲町さんのほうに伺ったところ、いろ

いろ費用的なものもかかるし、１、２年でそういうその改善が大幅に変わったというこ

ともなかなか難しいというふうにはお聞きをしておりますけれども、やっぱり私、産業

祭に伺わせてもらうと、玉名市の産業祭の中で、一番長蛇の列ができるのがアサリのつ

かみ取り。アサリのつかみ取り、長蛇の列ができるんですよね。それだけこの玉名市の

この町周辺部というのは、アサリ貝、普通にスーパーには売ってあるんですけども、こ

の地元産というのは、非常に魅力あるのかなというふうに思います。 

 新聞に何日前だったですかね、載ってたのが荒尾市が修学旅行の一環として潮干狩り

をされておると、それで誘客、修学旅行生を荒尾の干潟で潮干狩りをさせて誘客する

と、その修学旅行を誘客をするというような新聞の報道もなされておりました。そうい

うこともしっかり考えていけば、何らかのその取り組みをせんといかんというふうに思

っておりますけれども、先ほど平成２８年度は約７０トン近く、そして平成２９年度は

６０トン近く、しかしながら平成３０年度は今のところではもう０に等しいという部長

の答弁だったんですけれども、その今後、玉名市として独自で、干潟の再生に、もちろ

んノリが非常に今、ノリの養殖が非常にそのいいというのはわかっています。そのコン

ビニのおにぎり商戦であったりとか、もうそこに乗っかって、ここ数年非常にノリの養

殖というのは、近年売り上げがじゃんじゃん上がっているということで、その県漁連の

ほうでもその有明海で７部会あるということなんですけども、１部会がこっちの大体玉

名市、そして２部会が熊本市あたりなんですけれども、その県漁連の運営費も大体１部

会、２部会の売り上げが非常に好調なもんですから、県漁連の運営もその結局ノリの養

殖なんですよ。もちろんノリの養殖もいいことはわかっております。しかしながらノリ

も１回大きい台風じゃないですけど、この下の海底を１回、何て言いますかね、耕うん

というか、大波が来て天地返しと言うですかね、そういうのが起こればノリの養殖にも

非常にいいというふうにはお伺いをしております。その多分ヘドロの除去だったり、そ

ういうのも含めた中で、玉名市独自の取り組みということで、何か考えておられるの

か、その辺をちょっとお聞きしたいんですけど。 

○議長（中尾嘉男君） 産業経済部長 松本忠光君。 

○産業経済部長（松本忠光君） 松本議員の玉名市独自の取り組みについての御質問に

お答えいたします。 

 玉名市独自の取り組みといたしましては、アサリ稚貝の育成を図るため、各漁協に補

助率２分の１以内とし１５０万円を上限とした市単独の補助事業アサリ稚貝育成事業に
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より干潟の耕うん、死骸など堆積物の除去及びツメタガイなど食害生物の除去による生

息環境改善、アサリ稚貝の放流や保護区の設定による資源管理を行なっております。ま

た、漁協独自の取り組みとして、干潮時以外の水中耕うんの導入について検討されてお

り、生息環境の改善により効果が確認できれば他漁協にも導入を促すとともに必要に応

じ財政支援の検討についても考えております。 

 次に、長洲町で干潟再生に向けたフルボ酸鉄シリカ資材を用いた漁場の水質浄化を図

る取り組みや荒尾市による加熱して細かく粉砕した貝殻を散布し、水質改善を図る取り

組みも実施されておりますが、現在、試験段階でありますので、今後、これらの成果に

ついて各漁協とともに精査したいと考えております。その上で、本市漁場においても実

証実験を行ない、一定の成果が得られれば全漁場において導入できればと考えておりま

す。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 松本憲二君。 

○９番（松本憲二君） 今、部長のほうから答弁をいただきました。 

 漁協単位でいろんなことを多分考えてらっしゃる、水中耕うんですね、水中耕うんも

非常に多分いいことだと思います。２分の１、１５０万円の上限で２分の１の補助で、

いろんなその稚貝の放流だったりとか、そういうのも実証されてるわけですけども、こ

の玉名を見ますと、いろんなそのミカンであったりとか、いろんなその農作物はいろい

ろあります。しかしながら、海ではノリの養殖は非常に盛んなんですけれども、そうい

うその貝類は非常に減少しているということで、荒尾市さんなんかは、そのラムサール

条約にもなったその干潟ももってらっしゃいます。しかしながら先ほど坂本議員の岱明

の松原海岸もお話があったように、潮の干満で干潟が非常に多いわけですね、そんな中

で、海の資源もこれだけありますよ。山の資源もありますよ。そして農作物もこれだけ

いっぱいありますよというのが定住促進にもつながっていくというのは、非常に私はそ

ういうものも考えて、玉名市独自、そしてまた、長洲町だったりとか宇土市、そして熊

本市あたりとのその近隣のこの海岸沿岸をそのともにするその市町村と取り組みを協議

をしながら、ひとつの方向性を見いだしていくのが、いろんなその定住とか、いろんな

ものにもつながっていく。先ほど荒尾市さんのそういうその取り組みというか、もう修

学旅行の授業の一環じゃないですけれども、東京あたりでよく報道で潮干狩りがなされ

てますよと、東京湾もあれだけよどんでいたところが、今、ノリもとれますし、江戸前

のノリということで、ノリもとれますし、アサリ貝もとれるし、今、魚の宝庫というふ

うに東京湾言われてますけどね、そんな中で、本当に本腰入れて取り組むのが、いろん

な意味で定住促進とか、経済にも波及をしていくんじゃなかろうかと思うんですけど、

部長のほうから今、１漁協がその水中耕うんなんかのその機材も今一生懸命駆使しなが
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ら考えておられると、そこで効果が出れば、他の漁協にもいろんなことで市がちゃんと

中持をして、全体的に広げていきたいというふうな今答弁がありましたけれども、ちょ

っとここで市長は、この取り組みというのはどのようにその重みというか、その考えて

らっしゃるのか、ちょっとその辺をちょっとお聞きしてもよろしいですか。 

○議長（中尾嘉男君） 市長 藏原隆浩君。 

○市長（藏原隆浩君） 松本議員の御質問にお答えしたいと思います。 

 先ほどからお話があってますとおり、長洲町だけではなく、荒尾市さんとも連携をし

た形で有明海の再生しっかりと取り組んでいきましょうというお話をつねづねさせてい

ただいているところでもありますし、玉名市としても連携をしながらもどういった手法、

手段によって、例えば、ヘドロを分解する水質を改善し、そして有明海を再生していこ

うと。干潟を、元の干潟を取り戻していこうと、そういったところを何を導入すべきか

というところを今検討しているところであります。その上で、本市におきましてもアサ

リ貝が以前のようにふえて、そして有明海が再生されれば、市内外から潮干狩りなどで

訪れる方の増加がやはり期待できるというふうに思っております。また、定住化にまで

これは効果が波及すれば大変ありがたいことでありますが、若い方たちの就職による市

外又は県外への転出抑制が少しは又これでも期待ができてくるというふうに思います。

これら以外に期待できるものとして、新規漁業就業者の増加でありますとか、水産業の

所得の向上ということが考えられます。ひいては水産業の振興や地域活性化まで図られ

るというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 松本憲二君。 

○９番（松本憲二君） 市長もしっかり荒尾市、そしてまた長洲町、そしてまた沿岸を

その一緒にする近隣の市町村ともしっかり手をその携えて、何が一番その適しているの

かというのもそのちゃんと分析をしていきたいというふうな今答弁をいただきました。 

 この長洲町はその福岡大学のほうと連携をされている。私はその２年前にも同じこと

を多分言ったと思うんですけれども、せっかくその熊本大学であったりだとか、そうい

う熊本大学にも工学部あります。そしてまた崇城大学。崇城大学には水質を研究されて

る教授もいらっしゃいます。その中で、いろんなところの知恵をお借りしながら、なる

べく早めに取り組むというのが一番必要不可欠だろうというふうに思いますので、しっ

かりその辺はいろんなところにまたお話を持ちかけて、いろんな知恵をお借りしなが

ら、この有明海の再生にしっかり取り組んでいただきたいというふうにお願いを申し上

げまして、次の質問に移らさせていただきます。 

［９番 松本憲二君 登壇］ 

○９番（松本憲二君） 次に、新幹線玉名駅周辺の整備についてということで、これは
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多分皆さんも御存じだと思いますけども、今年の７月１１日熊日新聞に、玉名市新幹線

駅周辺の開発促進ということで、どんと大きく載りました。これ平成３０年度の玉名は

もっと輝ける。１０年ビジョンのまちづくり予算と、あらまし予算のところで、まちづ

くりの充実ということで、新玉名駅周辺整備事業、市道中牟田１号線新設改良工事費と

いうことで７,５００万円、それと下水道整備事業ということで１億１,０００万円が一

応計上されているということなんですけども、この整備事業について、もちろんやっぱ

りインフラがきっちり整ってないと、なかなかその民間だったりとかの進出も難しい

と、そしてまた、今は農業振興地域に指定をされております。農振除外というのが必要

になってくると思いますけれども、このインフラのその整備について、どのようなこの

インフラ整備のやり方をやっていくのかというのを、まずちょっとお伺いしたいと思い

ます。 

○議長（中尾嘉男君） 企画経営部長 水本明子さん。 

［企画経営部長 水本明子さん 登壇］ 

○企画経営部長（水本明子さん） 松本議員のインフラ整備についてお答えをいたしま

す。 

 本市では、平成３０年６月に新玉名駅周辺等整備基本計画を策定いたしました。基本

計画の概要といたしましては、今後、３５.６ヘクタールの整備区域内の道路、上下水

道、排水路といったインフラの整備を進めながら民間施設等を誘導していくという計画

でございます。概算の事業費といたしましては、２２億円で積算をいたしております。

ただ、基本計画に掲載しております整備計画は、あくまでも開発の方向性を示した概算

での整備計画でございます。道路の幅、また、歩道の設置、あるいは下水道の管の大き

さなどを具体化していくためには、より詳細な計画を策定する必要があります。これか

ら実施計画を策定する中で、詳細な整備内容、事業費を決定してまいりたいと考えてお

ります。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 松本憲二君。 

○９番（松本憲二君） 今、答弁をいただきました。 

 あくまでも今のは整備計画の段階で、実施計画にいくときには、詳細な道路の幅であ

ったりとかそういうのもしっかり計画を立てていくということなんですけども、この基

本計画というのを私たちもいただいたわけですけれども、大体、その２２億円という数

字が出てます。この２２億円というこの約大体この計画でも１０年間ということで、多

分計画をしてあるというふうに、この計画書の中で見てるんですけども、この２２億円

のこの財源というのはどのようなお考えをお持ちですか。 

○議長（中尾嘉男君） 企画経営部長 水本明子さん。 
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○企画経営部長（水本明子さん） 松本議員の財源についてにお答えをいたします。 

 今回策定いたしました基本計画では、具体的な財源に関する記載はいたしておりませ

ん。道路整備等の一部インフラ整備につきましては、社会資本整備総合交付金の活用を

検討しており、また、それ以外でも可能な限り補助採択可能な整備方法を組み入れなが

ら、市の財政面を十分考慮した事業計画を進めてまいりたいと考えているところでござ

います。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 松本憲二君。 

○９番（松本憲二君） 整備事業交付金なんかも、しっかり計画を立てて、取りに行く

というような、そのことなんですけども、私はインフラ整備で、先ほど部長がおっしゃ

った、この約３５.６ヘクタールですかね、約その新幹線の新玉名駅から大体バイパス

までのこの南側ですね、そこのその整備で私たちこの計画で見てみますと、居住ゾー

ン、商業ゾーン、観光ゾーン、交流ゾーンということで分けてあるんですけども、イン

フラだけを整備して、じゃあ、あとは農地のままで、さあ民間事業者来てくださいとい

ったときに、非常にそのネックになる部分というのが、結局５,０００平方メートル以

上を民間の業者が開発しようと思ったら調整池が必要ですよね、そうしたら５,０００

平方メートル、１万平方メートル必要ということであっても、その１万平方メートルに

１個ずつ調整池を結局つくらんといかんわけですよね、そういうんじゃなくて、私的に

は、やっぱりここを開発しようというふうに玉名が思えば、結局、玉名市が思えば、や

っぱり玉名市でどんと３５.６ヘクタール一手に買い受けますよと、玉名市が買って、

そしてまずインフラ整備からこうきっちり、段階的にですよ、段階的に、このゾーンか

らきっちり計画を立ててやっていきますよという方向性を示さないと、なかなかその道

路だけと、上下水道だけやって、はい、あとは農地のままでどうぞどうぞて、そのとき

に農振除外お手伝いしますよ。そら多分、県もいかがなものかなと、農振除外をされる

のは県のほうですから、それより玉名市がどんと、もうここは本当に覚悟を決めて、私

は玉名市が全部の土地を買い上げて、やるべき、このエリアの開発をやるべきじゃなか

ろうかというふうに私は考えております。今ちょっとこの中牟田線の予算を言いました

けれども、ちょっと小耳に挟んだんですけれども、なかなか用地のその取得ができない

ような状況にも今なってるというようなのをちょっとお聞きをしました。そういう面

で、また、その方は全体的なその開発の計画がまだ見えない中で、その道路だけという

のもというふうなお話も伺っておりますけれども、こっち南側だけじゃなくて、今度新

病院も、その北側、小学校の跡地を一部利用して大きい病院ができます。私としては、

その新幹線の新玉名駅があって、福岡博多駅まで約４５分、北九州まで約１時間、そこ

を考えれば、北側は小中一貫校もちゃんとありますし、居住ゾーン、向こうはですね。
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病院の大きい４００床の病院が、その済生会並みの病院ができるんですから、その辺も

踏まえたところで、通勤、通学、福岡県内も可能ですよということであれば、本当にそ

の本腰を入れて、もうこの新玉名駅周辺の整備計画は立てるべきだというふうに思うん

ですけれども、市長はその辺についてちょっと前もって言っとらんだったんですけれど

も、その辺について。私は玉名市で全体的に買い上げてやったほうがいいんじゃなかろ

うかと思うんですけど、市長はちょっとどういうふうなお考えか、ちょっとお聞きして

よろしいですか。 

○議長（中尾嘉男君） 市長 藏原隆浩君。 

○市長（藏原隆浩君） 松本議員の御質問にお答えします。 

 まだ、そういった決断には至らない状況にあるというふうに思っています。まず、挑

戦すべきは駐車場西側もできましたけれども、そこから隣接しながら拡張、拡大してい

くという考え方が一番もっぱらオーソドックスな考え方になるんではないかというふう

に思っています。その中で想定されるインフラの整備というものの計画を立てていて、

今こうしているときにももろもろ話が民間からも来ているという状況の中でもあります

ので、そういったもろもろのことを総合的に勘案した中で、最終的には決断をしていか

なければならないと思いますけれども、先般、整備計画を立てさせていただきましたけ

れども、まずはその実施計画をしっかりとそのインフラの部分に関しての、そこを詰め

なきゃいかんなと。それをやりながら、民間からの話であったりとか、もろもろ先も申

し上げた総合的に勘案するという部分の決断をするときが来るかもしれませんけれども、

今の時点では、やはり財政面というものをしっかり考えながら、いくときにはやはり安

全性を考えながら、できるところからやっていくというような進め方で、現時点では考

えているところではあります。 

 以上です。 

○議長（中尾嘉男君） 松本憲二君。 

○９番（松本憲二君） 今、急に市長のほうにお伺いしたもんですから、通告はしてな

かったんですけども、私は、何でこういう大胆な、そのことを申すかと言えば、今、合

志市さん、人口がばんばんふえてますよね。合志市さんもいろんなところで商業施設の

その誘致であったりとかというふうにも非常に力を入れてらっしゃいます。今、熊本県

内でその菊陽町さんが非常にその伸びていると。ソニーさん、そして東京エレクトロン

さんだったり、いろんなその企業も、ものすごい勢いであそこは入っていったと。それ

はそのインフラの整備もきっちりなされてたわけなんですけれども、先行投資。先行投

資をある程度して、来てくださいよと、その工業団地も一緒ですね。うちのその近隣の

市でありますけれども、工業団地をつくって、本当にあそこは全部埋まるのかなという

ふうな話が何年か前からあってたんですけど、最終的には全部埋まってしまったと。そ
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こにはもちろんリスクはあります。リスクはありますけれども、それをはねのけるぐら

いの営業活動であったりとか、そういう面で多分補えるんじゃなかろうかというふうに

思うわけですね、せっかく、新幹線の駅というのはないんですから、よそには。これを

いかに生かして、そしてターゲットを福岡、あれだけの政令指定都市２つあるんです

よ、福岡市。北九州市と。そこをターゲットに、人口をこっちに引いて、そしてまして

や大きい病院ありますよ。小中一貫校で、そしてまた県立の高校もあります。大学もあ

りますよというような、そしてまた、自然がいっぱいというような、そういう取り組

み。ここは思い切って、どんと玉名市が整備計画をじゃんじゃん進めますよというよう

な、思い切りのその整備をしていかないと。そして都市計画あたりをきっちり立てた中

で、そして定住だったり、そういうＰＲもしながら、人口を減らさないためには、そう

いうその力強い営業力であったりとか、しかしながらその基盤がないとその営業もでき

ませんので、その辺はしっかりその各課連携をとっていただいて、どのスタンスで県と

の、県、国あたりと協議をして、どのスタンスで、どういうやり方が一番効率的なの

か。効率的であるならば、一番その補助金の結局獲得もどういった事業で進めたほうが

補助金の一番獲得がしやすいのか、そしてまた、そのよりよい補助金が取れるのかとい

うのは、各課でしっかり協議を、連携をとって協議をしていただきながら、しっかり進

めていただかないと、なかなかそこがそのままで終わらない。そしてまた、ここの今排

水機場の問題もあります。排水路の問題もあります。小学校を建設するときにも排水問

題で、県のほうから指摘を受けて、あとでまた６,０００万円という追加がなされてお

ります。どっちにしろそこの周辺整備計画をするんであれば、岩崎の排水機場であった

り、国土交通省の排水機場であったり、その辺と連動をとっていかないと、今の岩崎の

排水機場、今１基回ってるか、回ってないかというような状況じゃないですか、そこは

農林水産の管轄だったんですけれども、もう今は、この農林水産の管轄では面積的にど

うしても足りないというのはもうわかってるんですから、玉名市がこういう計画でいき

ますんで、今度は排水特別の対策事業で、そこの整備をやっていくとかですね、そうい

う方向性も示さないと、なかなか先に進まないと思うんで、その辺のことはしっかりお

願いをいたしまして、次の質問に移りたいと思います。 

［９番 松本憲二君 登壇］ 

○９番（松本憲二君） 最後に、市の職員の研修・派遣について質問をさせていただき

ます。 

 この職員の研修・派遣ということは、私たち自友クラブで愛知県刈谷市というところ

に研修に行かせていただきました。刈谷市は人口約１５万人、うちの３倍ぐらいの大き

さということで、正規職員数が１,０４８名、非正規職員まで合わせると大体、倍ぐら

いに多分なられるのかなというふうに思いますけれども、そこでこの職員のその研修が



 － 92 －

非常に充実をしてるということだったんで、どれくらい充実してるのかなというふうに

思いまして行かせていただいたら、もう本当にびっくりするぐらいのその職員の研修が

充実をしておりました。そんな中で、うちの玉名市のほうでは今、職員の研修であった

り、その派遣の状況について、現在の状況について、どれくらい研修と派遣をなされて

おるのかということを、現状をお伺いしたいと思います。 

 よろしくお願いします。 

○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 

［総務部長 西山俊信君 登壇］ 

○総務部長（西山俊信君） 松本議員御質問の市職員の派遣・研修の現状についてお答

えを申し上げます。 

 本市におきましては、玉名市人材育成基本方針の個別実施計画としまして、平成２８

年４月に策定いたしました第３次職員研修基本計画に基づき研修を通じて職員の能力開

発を図ることで、時代の変化に対応することができる人材を育成し、よりよい市民サー

ビス提供をし続けることを目的に、職員研修を計画的に実施をいたしているところでご

ざいます。 

 議員お尋ねの派遣・研修につきましては、玉名市職員研修規定によりまして、基礎研

修、特別研修と並び、職場内研修に続けており、職員を本市以外の研修期間又は団体に

派遣して専門的な知識、能力等の習得を図る目的で実施をいたしているところでござい

ます。 

 続きまして、平成２９年度の派遣実績について申し上げますと、自治大学校に１名、

それから早稲田大学マニフェスト研究所の人材マネジメント会に３名、それから千葉市

にございます市町村アカデミーに１名、滋賀県大津市にございます国際文化アカデミー

に４名、それから日本経営協会が開催をいたしておりますＮＯＭＡ行政管理講座に１２

名、熊本県市町村職員研修協議会に２８名など、計５６名が派遣・研修を活用しまして、

スキルアップに努めているところでございます。その中でも、今年度から自治大学校と

人材マネジメント部会に派遣した職員を新規採用職員の後期の研修で講師として経験談

を交えながら、自ら学ぶという意欲の引き出しや職員へのフィードバックにつなげてい

くための取り組みを実施する予定でございます。 

 なお、今年度の派遣・研修につきましても受講機会を求め、意欲ある職員に対しまし

ては、積極的に支援を図ってまいりたいと考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 松本憲二君。 

○９番（松本憲二君） 今、部長のほうから答弁いただきました。 

 大体、平成２９年度５６名程度ということだったんですけれども、予算的には、玉名
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市で年間その職員の研修・派遣にどれくらい組んでおられるのか、お聞きしてよろしい

ですか。 

○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 

○総務部長（西山俊信君） ただいまの松本議員の質問にお答えいたします。 

 今年の、平成３０年度の予算につきまして、人事職員の研修予算としまして研修旅費、

それから派遣先への委託料、負担金等を含めまして、約６００万円を計上いたしている

ところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 松本憲二君。 

○９番（松本憲二君） 答弁いただきました。 

 今、６００万円と、大体年間ですね。この刈谷市の場合は、平成２９年度の大体実績

で１,６００万円、それと平成３０年度の大体予算で２,１００万円というような数字を

私たちは見て、本当ちょっとびっくりしたぐらいで、「ああ、そんなにその研修に予算

をその費やされるわけですか。」と、いうふうにちょっとお伺いしたところ、私たち研

修に行く前、向こうのその関係部署のほうに質問ということで、「その自治大学校への

派遣について。」ということで、その目的、経緯とか目的についてということでお伺い

をしておりましたら、「自治体が抱える課題は多様化と高度化しており、先進的な知識

や考え方を持った職員の必要性が高まり、従来の主任、主査級に加え、課長級、課長補

佐級、女性職員幅広い役職にまで派遣範囲を広げ、派遣職員の各部署に配置すること

で、自治大学校で得たスキルが横断的に浸透し、課題に取り組むことが可能になると考

えている。」というような返答と、もう１個は、先進自治体、その自治大学校というの

は、大体１回にその長期、長期のその自治大学校というのは大体２カ月か、３カ月ぐら

いの長期のその研修があるわけですけれども、そこで大体、昨年までは、２年ぐらい前

までは１２０名だったんですかね、定員が。多分本年度から１５０名に多分なってると

思うんですけれども、日本全国の各自治体からその自治大学校にその勉強されにいらっ

しゃるわけですよね、そういう中で、「先進自治体の事例や新規制度の導入、導入時に

は人脈を生かした情報共有が図られ、また、災害時における状況把握においてもいち早

く情報を収集し、派遣職員の必要性などの検討にも人脈を生かせる可能性があると考え

ている。」というふうな、その向こうからの返答があるわけですね、今日の私より前に

３名の議員さんが質問をなされる中で、答弁の中で今後、他の自治体と比較をしながら

とか、私は前にも多分言ったことがあるんですけども、玉名市が県北の有というぐらい

ならば、玉名市が先頭を切って、これをするというようなのもあっていいんじゃなかろ

うかというふうに思うわけですよね。この他のこういう先進事例というのは、私は十分

そのまねをして、そしてまたこの新たな玉名市独自のものに変化をさせていったらいい
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というふうに私は考えているんですけれども、ここを大体刈谷市の平成２９年度の職員

の派遣といいますと、自治大学校はその長期には大体１人ぐらい、しかしながら短期と

いうので１０日間のその研修があるわけですね、１０日間の研修に約３名ほど出してら

っしゃいます。この自治大学校の１０日間というのは、政策の専門課程ということでや

っておられます。大体１０月下旬、大体課長級から課長補佐級の職員さんが対象という

ことで、そこに大体３名ぐらい出しておられる。そして、国土交通大学校のほうにも１

名、そして全国建設研修センターというところに２名出しておられます。全部の職員の

その研修、もう普通の研修ですね、研修にしましては、派遣を入れない研修では約延べ

１,３５９名の職員がその研修を１年間の間で受けられると。そしてまたその派遣の職

員は１年間で１１８名派遣をされるということで、だから私たちはその研修に行った先

で説明をしてくれる課長以下、その職員さんたちがいらっしゃるんですけど、すべてに

もう次から次にそのもう返答をしてくださるわけですね、非常にその「自治大学校に行

ってない職員を探すのに今大変苦労しています。」と、その１０日間のほうはですね、

いうぐらいにそれだけやっておられる。もちろん自治大学校も大事ですけれども、そこ

で人脈がいっぱい広がって、その他の先進地、その行政のいいところは次から次に取り

入れていくと。そういう人脈がつくれるということで、こういう派遣をいっぱいしてい

るということなんですけれども、玉名市として、今、私この刈谷市が非常によかったん

で、前回が多田隈議員が市長の考えはどうで、兵庫県太田市だったですかね。 

［多田隈啓二君 ［「小野市」と呼ぶ］ 

○９番（松本憲二君） 太田じゃなかった、どこだったですかね。 

［多田隈啓二君 ［「小野市」と呼ぶ］ 

○９番（松本憲二君） 小野市だったですかね、そこを言われましたけど、私は今回こ

のよその市町村になるんですけども、やっぱり刈谷市が人材のこの派遣の、そしてま

た、いい職員をつくっていったら、職員たちがいろんなことでその勉強がしあえる。そ

こはなんかこのここに書いてあるのが、１級。１級となんか２級というふうになんか職

員で分けられていて、１級が多分その１年目か２年目ぐらい、２年目ぐらいまでだと思

うんですよね、何かそこから２級に上がるその試験。試験があるのに、その自治大学校

に行った人であったりとか、そういう人たちに問題をつくらせると、試験の問題。そし

てまた、その試験問題もつくらせた中で、その１週間程度なら１週間程度のその受験者

に対しての講師、一緒にそのしていただくということで、その行った職員のフィードバ

ックには非常になってるということのその返答もあったわけですけれども、こういうそ

の今、私は他の事例を一生懸命熱弁を振るったわけですけれども、これに関しまして、

部長、何かその今後、玉名市としての取り組みは。今でもその早稲田大学のそういうと

ころにいっぱいやられてるわけですけれども、しかしながら玉名市の場合は６９名ぐら
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い、ここは人材派遣でも、約倍近くの職員さんはいらっしゃいますけれども、１１８名

ということで、そしてまた、その研修は約すべての職員は研修を受けていると、１,３

００人ぐらいですから受けてるというふうな状況を話した中で、部長は今後の玉名市の

その職員の研修、その派遣に関しまして、何かしていかなんなとかという思いに今至ら

れてるかどうかというのをちょっとお聞きしてよろしいですか。 

○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 

○総務部長（西山俊信君） 松本議員の再質問にお答えいたします。 

 確かに、今、議員申されたとおり人材育成、人材を育てるというのは非常に大事なこ

とだろうと。行政、ほかの民間も同じだろうと思うんですけれども、非常に大事なこと

だろうと認識はいたしております。その中で、予算もそういった形で人材に投資すると

いうことは、先々の将来的なことを考えますと非常に大事なことだろうと、そういった

ふうに今、受けとめているところでございます。 

 そういったところを含めまして、答弁をさせていただきたいと思います。 

 現在、玉名市が長期的な派遣先としまして、活用をいたしております研修期間としま

しては、自治大学校と市町村アカデミー、それから国際文化アカデミーが該当いたしま

すけども、その研修に要する日数につきましては、自治大学校で第２部課程に約２カ月

半、受講科目により異なりますけども、市町村アカデミー、それから国際アカデミーで

３日から２週間程度というふうになっております。議員がおっしゃるとおり、自治大学

校の研修課程におきましては、本市が派遣している通常課程の約２カ月半に加えまして、

管理職を対象とした第３部課程や税・会計などを対象とした専門研修が３週間から１カ

月半程度の日数で設けられているところでございます。ある程度日数を要する派遣職員

は、より広い見識と識見と高い能力を持った職員の育成だけでなく、先ほど議員も申さ

れたとおり、自治体間を超えた職員間の交流を深めるということもございます。そのこ

とが研修後の情報交換につながっているということから、研修の機会を今後ともふやし

てまいりたいというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 松本憲二君。 

○９番（松本憲二君） 今、部長のほうからやっぱり職員の研修は非常に大事というこ

とで、今後はまた、玉名もしっかり力を入れて取り組んでいくということなんですけれ

ども、去年の市町村アカデミーにがその刈谷市は９名、それとその国際文化アカデミー

のほうにが１８名ということで派遣をされてます。そして、この刈谷市は非常にトヨタ

関係の電装の本社であったりとか、豊田自動織機さん、それとアイシン精機さんなんか

の本社があられる市で、１年間に１人の職員が１年間にわたってそこの会社に職員がそ

の派遣を結局されるわけですね、何かというと、トヨタのその改善、いろいろ改善とい
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うのを非常にされると、勉強になるということで、しかしながら、ここはもちろんその

本社があるということで、ここに１年間の職員のその派遣をされてるわけですけれど

も、こういう取り組みが非常によかったということで、今後、玉名市としましても早稲

田大学、それと自治大学校を卒業された職員には、講師としてそういうそのフィードバ

ックにもなりますし、またその自治大学校とかその早稲田大学のそういうところで学ん

でこられたそのことをまだ行っておられない職員さん方にも、こういうことが勉強にな

りますよとか、そういうことを全庁的に広がっていくような体制をしっかりつくって、

いただけばこのよりよい政策立案であったり、職員の、それとか議論、職員間のいろん

な議論がまだもっともっと活発になって、よりよいこのなんというんですかね、玉名

市。その市民に対してのいい取り組みができるんじゃなかろうかというふうに思うんで

すね。そのこの刈谷市の職員宣言ということで、「私たちは、市民に安全・安心な暮ら

しを提供する職員。」「市民から信頼を得られる職員。」「職務に対し、現在と未来に責任

を持ちます。」それと「仲間を尊重し、組織力を向上させます。」ということで、この職

員宣言というのをきっちりその確率化されてらっしゃいます。そしてその４Ｃ、そして

１Ｓということで、クリーン（ＣＬＥＡＮ）、それとシチズン（ＣＩＴＩＺＥＮ）、チャ

レンジ（ＣＨＡＬＬＥＮＧＥ）、コスト（ＣＯＳＴ）、スピード（ＳＰＥＥＤ）。 

 一番最初がクリーン（ＣＬＥＡＮ）は公平性、透明性。そして２番目のシチズン（Ｃ

ＩＴＩＺＥＮ）というのは、市民目線、市民ニーズ。３番のチャレンジ（ＣＨＡＬＬＥ

ＮＧＥ）が挑戦、改革意識。そしてコスト（ＣＯＳＴ）が、コスト意識と生産性向上

と、そして一番最後に、スピード（ＳＰＥＥＤ）、スピード感と迅速ということで、市

民に対して、率先して「４Ｃ１Ｓ」ということで対応していきますよということのちゃ

んとその職員宣言ということで、こういうのも確率をされております。 

 しっかりその熊本県でも県北の有ということで、どこにでも胸を張っていける職員研

修、職員をつくっていただくことを要望、お願いをいたしまして、今回の私の一般質問

は終わらせていただきます。 

 ありがとうございました。 

○議長（中尾嘉男君） 以上で、松本憲二君の質問は終わりました。 

 本日の会議時間は、議事の都合によりあらかじめ延長いたします。 

 議事の都合により、暫時休憩いたします。 

午後 ３時４０分 休憩 

―――――――――――――――――――――― 

午後 ３時５７分 開議 

○議長（中尾嘉男君） 休憩前に引き続き、会議を開き、一般質問を行ないます。 

 １６番 近松惠美子さん。 
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［１６番 近松惠美子さん 登壇］ 

○１６番（近松惠美子さん） お疲れさまです。１６番の近松です。諸事情により会派

をいろいろ変わったので、なかなか覚えられないんですけど、今、新生クラブです。 

 先日、８月とても暑いときに、６月議会で私が言いましたアニマシオン講座を教育委

員会主催で開いていただきました。早速取り入れていただきましてお礼申し上げます。 

 新しくできた天水町公民館であったんですけど、その中で先生が「本当に本なんか嫌

いで図書館に来ないような子が本を読みたくなるようにする。それがアニマシオンなん

だ。」と言われてたんですけども、本当にそれを体験しまして、もう早く早く読ませて

よというふうな感じの仕掛けでした。本当に仕掛け次第で本好きになるんだなというこ

とを感じたことでした。また、別な機会に先生が言われたんですけども、「白雪姫は何

回死んだか知ってますか。」というふうな質問をされました。皆さん御存じでしょう

か。白雪姫、お話御存じだと思うんですけども、何回死んだのか。そしたら、読み聞か

せのプロが集まった講座なんですけど、だれひとり正確に答えられる人がいませんでし

て、本当に読んでるようで読めてないんだなということを痛感した講座でもありまし

た。また、その問いかけにより、非常に本を読む集中力も深まるということで、ぜひ、

来年もこの続けて講座をしていただきたいなというふうに思ったことでした。 

 では、通告に従いまして質問いたします。 

 まず、定住促進事業についてです。平成２３年４月から第１次定住促進事業が開始さ

れ、その後、平成２８年からは第２次定住促進事業として継続されています。近隣の自

治体を調べてみたところ、これだけ手厚い補助を出しているところはないようですの

で、効果の期待されるところです。この事業について私は、平成２８年度の事業予算説

明書を見て、半額は国の補助があると、そのように思い込んでたんですけども、実はこ

の事業はもともと国の半額補助を当てにして開始したところ、補助対象とならず、全額

市の持ち出しで継続しているというふうなことを先日聞きました。平成２８年度は約

６,０００万円、平成３０年度、今年度は５,０００万円余りというふうな予算ですけど

も、今までかなり投資してきましたので、２次の最終年度まで入れますと、合計５億円

から６億円投資する事業となります。そこで、ここらでしっかりこの事業を検証する必

要があるのではないかと思います。 

 私がこの事業に対し、見直しの必要性を感じているのには、２つの理由があります。

１つは、市民からも苦情があったんですけども、なぜ、市税を払い続けてきた市民が家

を建てるときは補助がなく、市税を、税金を全然払ってこなかった市外から転入する人

には、最高１５０万円の補助をするのか。これは不公平ではないか。税金を払ったもの

に対して、何らかの手当があるということが市民に対する恩恵ではないかというふうな

ことでした。このことに対して少し転入して１年未満のものも対象とするというふうに
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改良はされてきましたけども、市民としてはこのことに対しても不満を持つ人がいると

いうことです。２つ目は、この最高１８０万円の補助があるから玉名市にすることを決

めた人ばかりではないだろうかという疑問です。たまたま玉名市に安い土地があったか

ら建てようと思ったら、この補助があったとか、熊本市に住んでいたけれども、親が玉

名市にいるから、玉名市に家を建てようと思ったところ補助があったと、いうふうな人

もいるんではないかというふうに思います。一方、年をとったら田舎は住みにくいとい

うことで転出する方もいます。また、公立玉名中央病院のお医者さんで、玉名市に住ん

でる方は約１割だそうです。玉名市に住んでいる方でも、子どもの進学を機に、進学を

機にというか、熊本大学教育学部附属中学校とか、それから熊本高校とか、そういうと

ころの進路の関係でそれを実現しやすいというところで熊本市に引っ越しする方もいる

ということです。人の心はお金だけで動かせるのでしょうかというふうな疑問でござい

ます。 

 そこで、まずこの事業の評価をお伺いします。人口規模の近い自治体又は諸条件が似

ている自治体と比べましても、人口減少の幅が少ないと評価できるのか。また、この事

業の成果だと感じるところがありましたらお伺いいたします。 

 ２点目は、どういった方がこの補助金を利用して玉名市に家を建てたのか、その動

機、以前住んでた地域、年齢層など。以前何年か前にお伺いしたときに、そのうちアン

ケートをとるということでございましたので、そのアンケート結果がありましたら、分

析結果をお尋ねいたします。 

 それから、今度の定住化促進施策を考えていく上で、この方向性と目標について伺い

ます。つまり、ターゲットをどこに置くのかということです。今日、松本議員の質問の

中から、新幹線の駅があるとこは少ないから、福岡近辺からもどんどん狙って整備した

ほうがいいんじゃないかというふうな提案がありましたけども、そのターゲットをどこ

に置くのか。ひとつは、大都市からの定年後のＵターン、Ｊターンを狙うのか。２番目

は、今の新幹線で通勤できる福岡近辺からの転入を狙うのか。又は、熊本市を含む近隣

市町村から職場が近いとか、住みやすいということでの転入を考えているのか。どうい

うふうなところを目標にしているのかということを伺います。 

 そしてまた、私はやはり公平感を考えますと、一部の方にこのようにお金で釣るとい

うか、そういうふうな政策じゃなくて、魅力ある住民サービスを売りにすることが、市

民の不公平感もなく、すべての市民が豊かになり、定住促進につながると考えておりま

すので、魅力あるまちづくりのための取り組み、玉名市が近隣市町に誇れる玉名市は

「玉名市こんなことしてるんだよ。」と、ほかと違って、ここは玉名市だけがしてま

す。そういうふうなことがありましたら、子育て、高齢者対策、教育部門についてお伺

いしたいと思います。 
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 よろしくお願いいたします。 

○議長（中尾嘉男君） 企画経営部長 水本明子さん。 

［企画経営部長 水本明子さん 登壇］ 

○企画経営部長（水本明子さん） 近松議員の事業の成果をどのように考えているかに

つきまして、お答えをいたします。 

 現在、玉名市では市外から転入された方の住宅取得に対して年２０万円を５年間補助

する住宅取得補助金など、定住促進を目的とする５種類の補助事業を実施いたしており

ます。事業を開始しました平成２３年度から平成２９年度まで、これらの補助金を活用

して市外から転入された方が約１,０００人となっております。転入された方の内訳を

地域別で見ますと、玉名市外の荒玉地域が約４４％、熊本市が約２３％、県内のその他

の地域が約１２％と、県内で約７９％を占めております。また、世帯主の年齢別では、

３０代が４６％と最も多く、約半数を占め、次に２０代が約１６％、４０代が約１５％

となっております。事業開始から、７年間で約１,０００人の転入実績があり、また、

アンケートによりますと転入者の方の６２％が移住の決め手となったのは、定住補助金

制度と回答されており、一定の成果を上げているものと考えております。 

 次に、今後の方向性と目標についてお答えいたします。人が生活を営む上で、住居は

最も重要な用件の一つでございます。先ほども申しましたとおり、現在の定住促進事業

に関しましては、一定の成果もあることから、２０２０年度までは継続してまいりたい

と考えております。しかしながら、議員がおっしゃるように現在の定住事業が移住者へ

の支援が中心となっていることから、移住の観点からだけではなく、現在住んでいらっ

しゃる市民をほかの自治体に転出させない、そういったことも社会動態による人口減少

の抑制という重要な視点であると考えております。今後、力を注ぐべき方向性を見極め、

関係部署と連携を図りながら、新たな施策についても検討してまいる所存でございます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 教育部長 戸嵜孝司君。 

［教育部長 戸嵜孝司君 登壇］ 

○教育部長（戸嵜孝司君） 近松議員の定住促進についての魅力あるまちづくりのため

の取り組みについての質問に、教育分野の視点でお答えいたします。 

 玉名市の小中学校については、学校規模・配置適正化計画の推進とともに、小中一貫

教育を進め、小学校と中学校の教職員が相互に連携、協力しながら義務教育９年間を見

通した一貫性のある学習指導や生徒指導を行なっております。また、玉名市独自の学習

活動といたしまして、郷土玉名への誇りを胸に、国際社会を生き抜く子どもを育てるこ

とを目的に「玉名学」「エンジョイ・イングリッシュ」を実施しております。これらの

授業を初め、全教科においてＩＣＴ活用能力を高める意味でもパソコンや電子黒板の積
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極的な活用に努め、子どもたちの情報、リテラシー向上に取り組んでおります。このほ

かには、国や熊本県に先駆け、落ち着いた学級環境づくり、担任ができるだけ個に応じ

た働きかけができる環境づくりのために、全小学校で３５人学級を実現しております。

さらに、支援が必要な児童、生徒の増加する中、県費職員に加え、非常勤職員で特別支

援教育支援員、特別支援教育看護支援員、並びに図書に親しむ児童、生徒の育成のため

に図書室補助員を配置しております。子どもたちの学習環境を整えるところでございま

すが、平成３０年度は特別支援教育支援員４４人で、特別支援教育看護支援員２人の配

置を行なっており、より個のニーズに応じた教育の実現のために、県内においても先進

的に取り組んでいるところでございます。また、施設設備面においては、全小中学校の

普通教室にエアコンを設置しております。夏の暑い時期や冬の寒い時期の授業でも快適

な環境を提供し、子どもたちの学習意欲の向上を図り、生きる力の創出に寄与していき

ます。 

 教育委員会といたしましては、以上のようなソフト、ハード両面において、より充実

した教育環境の元で、子どもたちの健全な成長を見守り、育てていくことが重要である

と考えており、これらの継続的な取り組みを推進していくことが、ぜひ、玉名市で教育

を受けたい、受けさせたいと思っていただける保護者、そして市民をふやすことにつな

がり、ひいては定住促進につながっていくものと考えております。 

 以上です。 

○議長（中尾嘉男君） 健康福祉部長 松野信生君。 

［健康福祉部長 松野信生君 登壇］ 

○健康福祉部長（松野信生君） 近松議員の御質問の魅力あるまちづくりのための取り

組みについて、健康福祉部門についてお答えします。 

 まず、子育てに関してですが、本市の保育につきましては、利用者負担額、いわゆる

保育料を比較的安く設定しており、特に保育料の基準となる所得が集中する階層におき

ましては、近隣の市町と比べても低額で提供しているところでございます。また、安

心・安全な保育の提供にも努めており、保護者としましても安心して預けることができ

る保育を目指しているところでございます。また、公立保育所におきましては、昨年度

から子ども主体の保育を目指した取り組みを進めており、子どもたちの意欲ややり遂げ

る力、人とかかわる力などのいわゆる非認知能力を高める保育の実施に努めております。

これからも玉名市の保育が安心・安全で質の高い保育となりますよう努力してまいりま

す。 

 次に、高齢者に関しましてですが、魅力あるまちづくりとは、高齢者になってもいき

いきと生きがいのある生活が送れることだと思いますし、住民主体の介護予防事業を通

じて要介護や重症化を防止し、健康寿命を延ばすことは魅力あるまちづくりにとって大
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変重要なことだと認識しております。本市での取り組みでありますいきいきふれあい活

動、ゆた～っと元気体操、通いの場事業の中で、いきいきふれあい活動は平成１５年に

県内でも先駆的に始まった事業でございます。この３事業の活動は、平成３０年３月末

時点で１６２カ所で展開されており、１４市の中では上位に位置しているところでござ

います。これからも参加者にとっても、担い手にとってもやりがいと生きがいが持てる

魅力ある事業となり、市内全域で展開できますよう努力してまいります。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 近松惠美子さん。 

○１６番（近松惠美子さん） この平成２３年から平成２９年の間に１,０００人です

か、１,０００所帯だったですかね、１,０００所帯ですかね、の転入があったというこ

と、それも７９％、約８割が県内で荒玉、玉名市周辺が多かったということがわかりま

した。そして転入されてる方の大半が働き盛りといいますか、若い方が転入して来られ

ているということで、こういう意味では一定の成果があったんではないかなというふう

に私も感じました。もう少し高齢の方が来られてるのかなと思ったんですけど、家を建

てると、借家の分もありましたけども、そういうことで若い方が来られてるんではない

かなというふうに思いました。 

 それから、玉名市が誇れる施策は何ですかという問いに対しては、保育料が近隣より

安いということ、改めて認識しまして、こういうことも定住促進を進める上で、ぜひ、

売りにしていただきたいなというふうに思います。 

 それから、教育部長にお伺いしたいんですけども、３５人学級、全小学校でというこ

と、それからエアコンの設置とか、図書補助員とか、いろいろ玉名市がすごく頑張って

る教育部門があるんだなということはわかりましたけど、もしわかりましたら、県内で

とか、県内でただ１つなんだとか、玉名郡市で玉名市だけだとか、そういう実態がもし

わかったら、どれかこの中のですね。３５人学級してるところは県内で幾つだけですと

か、何か私ちょっと耳にしたような気がしたんですけど。 

○議長（中尾嘉男君） 教育部長 戸嵜孝司君。 

○教育部長（戸嵜孝司君） 近松議員の再質問にお答えいたします。 

 大きくあげますと、３５人学級は低学年は全国で行なわれていると思いますけれども、

全学年だけやってるのは、玉名市だけ、県下では玉名市だけではないかと思います。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 近松惠美子さん。 

○１６番（近松惠美子さん） 県下で玉名市だけということは、非常に大きいことだと

思いますので、どうかこの定住促進というのは企画だけで頑張るんじゃなくて、こうい

った若い人が飛びつきやすい保育料の情報とか、この学校教育の設備的なものとか、そ
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ういうこともぜひ売りに出して、こんな住みやすい玉名市ですと、介護予防事業につい

てもそうですけど、そういうことを打ち出して、定住促進につなげていただきたいなと

いうふうに思います。 

 そのほかのことは伺いませんけども、図書補助員もどのくらい県内でしてて玉名市は

こんな状況だとか、そういうふうな力を入れてるところをもう少しわかりやすく学校の

ほうに情報提供をして、住みやすい町だということをＰＲしていただきたいなというふ

うに思います。 

 私、この話だけ聞きますと、本当に成果が上がってるなと思うんですけども、やはり

玉名市に住んでる方にとって、隣に越してきた方がそれだけの補助を受けていながら、

自分の子どもが家が手狭だから建てようと思ったら補助がないというのは不公平感を感

じるというのは、やはりこれ市民の感覚じゃないかなというふうに思いますので、２０

２０年までこれを続けるということでしたけども、その後は廃止に向けていくとか、そ

れから２０２０年までで切っても継続して払っていくということでの市の予算は使って

いくわけですから、１年でも早めにその辺の廃止を考えるとかということも検討してい

ただきたいなというふうに思っております。 

 結局、年に５,０００万円、６,０００万円使ってるわけですので、この部署で、この

６,０００万円を住民サービスの向上のために使ったら、さらにすばらしい住みやす

い、そして自慢できる玉名市ができるんじゃないかなというふうに、私は考えています

ので、今、各子育て、そして高齢介護、そしてまた教育の部門でこのくらいの予算があ

ったら、その予算に付随してそこに人件費が入るわけですけども、こんな事業をしてみ

たいと、そういうふうなものが考えがありましたら、お伺いしたいと思います。 

○議長（中尾嘉男君） 教育部長 戸嵜孝司君。 

○教育部長（戸嵜孝司君） 近松議員の再質問にお答えいたします。 

 これは個人的な意見ではなくて、教育部の全体としての思いということでお聞きいた

だきたいと思います。 

 定住促進についての御質問でもお答えいたしましたが、次世代を担っていく子どもた

ち、児童生徒に対する義務教育の果たすべき役割は、極めて重要であると認識しており

ます。このようなことから、学校施設の充実や空調設備等の整備とともに、より効果的

な教育を推進するために、小中一貫教育の推進、３５人学級の導入、さらには玉名学や

エンジョイ・イングリッシュなど、ソフト面やハード面、両面について積極的に取り組

んでいるところでございます。また、これらのさまざまな取り組みを実現する根本的な

施策といたしまして、複式学級の解消並びに１学年複数学級の実現が学校教育の充実を

図る上で、最も喫緊の課題ととらえ、各中学校を基本とした学校規模・配置適正化にも

積極的に取り組んでいるところでございます。もちろんそれぞれの小学校、その地域の
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コミュニティーの中心的な役割を果たしてきたことも十分に承知してるところではござ

いますが、未来の玉名市、あるいは日本を、世界を担っていく子どもたちの教育環境の

充実には学校規模・配置適正化事業は避けて通れないものであると考えております。今

後とも引き続き地域の皆様の御理解を得ながら、この小中一貫教育を念頭に置いた、学

校規模・配置適正化事業に取り組んでまいりたいと考えております。 

 一方、国、県レベルでも重要な課題としてとらえられている働き方改革においても、

学校職員についても例外ではありません。子どもたちが育ってきた、私どもが育ってき

たころの教師と子どもたちとの心のふれあいの時間が、現在確保できてない状況に陥っ

ております。学校と保護者、そして地域が子どもたちの教育に対して、役割を分担して

取り組むべき時代が到来していくと考えております。子どもたちは学校教育だけでは、

私たちが望むような未来の作り手にはなり得ません。３者が知恵とアイディアを出し合

い、力を出し合うことで、社会が必要とする人材育成を図っていける労働環境の整備に

も力を尽くしてまいりたいと考えております。ここでの労働環境というのは、教職員の

観点でございますけれども、考えております。私自身、教育部長といたしまして、玉名

で学んでよかった。玉名で学んでみたいと思っていただけるような教育環境の礎を物的、

人的両面から全力で築いてまいりたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（中尾嘉男君） 健康福祉部長 松野信生君。 

○健康福祉部長（松野信生君） 議員、再質問についてお答えいたします。 

 まず、子育て支援対策についての課題としまして、待機児童問題がございます。待機

児童の発生原因の一つに、保護者の通勤経路等と離れた場所にある施設は利用できず、

結果的に希望する保育所が市の中心部に集中する傾向にあるというのがあげられます。

そこで、市の中心部に子ども送迎センターを設置し、そこから遠距離にある保育施設ま

でバス等を使用して送迎する事業も待機児童の有効な手段の一つではないかと考えてい

るところです。 

 また、高齢者対策についてでございますが、高齢者が元気でいきいきと暮らせる地域

づくりのために、要介護状態になるのを少しでも遅らせるよう公民館での介護予防活動

を今後もさらに充実させること。また、今後、高齢による運転免許証の返納が増加する

と予想されることから、返納者への買い物支援に向けた対策が重要であり、現在、庁内

関係課で検討を始めたところでございます。 

 以上です。 

○議長（中尾嘉男君） 近松惠美子さん。 

○１６番（近松惠美子さん） 各部にお尋ねしたわけですけども、日にちもなく、そし

て市長を差し置いて勝手に言えないというふうなお立場での回答だったかと思いますけ
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ども、今、待機児童問題の子ども送迎センターというのは面白い発想ですばらしいなと

思いました。ぜひ、実現に向けて検討していただきたいなというふうに思います。 

 高齢者の介護予防事業につきましては、私は定年が７０歳まで延長みたいなのも新聞

に書いてありましたけども、やはり働く場があることが一番の健康づくりだと思います

ので、その辺の１００歳大学のこともこの間、取り上げましたけども、どうやって人手

不足と高齢者を結びつけていくかという、そういう仕組みをどんどんしていくというこ

とが介護予防以前の元気づくりの対策になるんじゃないかなと思います。 

 それから、教育委員会においては、多々、今、取り組んでおられることを主にお話し

いただきましたけども、今日は質問しませんでしたけど、私としてはやっぱり不登校を

出さないとかですね、それからきょう、坂本議員の質問で発達障がいの支援を要する子

どもの数がありましたけども、本当に支援の支援員が確か４０名余りだったかと思いま

すけども、合併当時、１２年前はゼロだったわけですね、ゼロだったのが４０人にふえ

たということは、その障がい者が４０人じゃなくて、支援をする先生が４０人にふえた

ということは、ものすごく数ふえてるわけであって、これは副市長も御存じだと思いま

すけども、食育などで子どもが非常に落ち着いてきたと、そのような実践例もあったわ

けですので、やはり予防的なことによそができないことをしていくというふうなことも

定住促進の上で大事じゃないかなと思います。私はお金で解決することじゃなくて、知

恵で解決することは、よそがまねできないので、知恵を出してもっとソフト面での事業

を充実していく。そして玉名市はすごいねということがもっと知られるようになって、

玉名市に住もうと思ってもらえたらいいなというふうに思います。そうしますと、年間

５,０００万円、６,０００万円出してるお金が全市民が享受することができる。そして

住みやすい、住んでる市民が満足できる市になるんじゃないかと思いますので、また、

これを機に市長を中心として、もっと前進した事業ということを、じゃあ、ほかのどれ

を削るかということをもとに考えていっていただきたいというふうに思いまして、これ

は課題として受けとめていただきたいということで、これでおしまいにいたします。ぜ

ひ、お金じゃなくて、知恵で人を呼ぶまちづくりということでよろしくお願いいたしま

す。 

 では、次に移ります。 

［１６番 近松惠美子さん 登壇］ 

○１６番（近松惠美子さん） では、２番目、各種イベントの費用対効果について伺う

ということで、先日の玉名納涼花火大会、お疲れさまでした。本当に関係各位には感謝

申し上げます。もうこれが限界というほどの人ではなかったかなというふうに感じまし

た。いつもいつもいっぱいなわけなんですけども、一方、商工業者からは「自分たちは

お金を出すだけで、商売上メリットは何もない。」とか、そういう経済効果を疑問視す
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る声もあります。また、高瀬裏川花しょうぶまつりもにぎやかで多くの人を和ませてく

れたと思いますけども、「多くの観光客はただトイレを借りているだけだ。」と、「玉名

市にとって何にもあまりメリットはない。」と、メリットないというんですかね、収益

につながらないという声もあります。また、玉名大俵まつりにいたっては、玉名市の

方々が楽しんでおられるから、また、食のコーナーでも多くの方が参加して楽しんでお

られますし、そしてまた、ダンスとかそういうふうなイベントも工夫して取り入れられ

てますので、楽しみがふえてきているのか、参加者がふえてきているように私は感じて

おります。そういった意味では市民が憩いの場、そして楽しみの場、交流の場として非

常に大きな効果を上げているんではないかというふうに私は受けとめておりますけど

も、また、別な考え方、別の方からは、「遠方から参加する人がいるけども、玉名旅館

は高いから近隣の宿泊所に泊まっていると、これでは意味がないのではないか。」とい

うふうな声も耳にしました。最近は玉名市だけの参加かもしれないんですけども、この

ような声もありました。これらの声は一部ですから、当たってるのかどうかは私はわか

りませんけども、観光振興に役立っているのかと、玉名市のイベントはどうなのかと、

そういうふうな声があります。 

 そこでこのような事業の経済効果をどのように見ているのか。そしてまた、その経済

効果、この間の資料にもなんか書いてありましたけども、どういうふうにしてあの数を

算出しているのか。本当にあれだけ経済効果は出しているのかなと私は思いながら以前

いただいた資料を見たんですけども、どのように算出しているのかをお伺いします。 

 そしてまた、いだてんの放映により玉名市をＰＲして、玉名市に来ていただくことを

ふやそうと職員さんも、そしてまた議会も努力してるところですけども、休日は宿泊所

の８割が埋まってると急な現状で宿泊所は対応できると考えているのか、そのことにつ

いてもお伺いいたします。 

○議長（中尾嘉男君） 産業経済部長 松本忠光君。 

［産業経済部長 松本忠光君 登壇］ 

○産業経済部長（松本忠光君） 近松議員の御質問の各種イベントの費用対効果につい

てお答えいたします。 

 まず、各種イベントの経済効果と算出法についてですが、本市では年間を通してさま

ざまなイベントを開催しております。代表的なものとしましては、５月下旬から６月上

旬にかけて開催される高瀬裏川花しょうぶまつりや８月の玉名納涼花火大会、１１月の

玉名大俵まつり、２月の横島町いちごマラソン大会などがあります。各種イベントにお

いては、主催者である実行委員会から来場者数の発表が行なわれます。今年度の開催で

申し上げますと、高瀬裏川花しょうぶまつりは期間を通して約１８万４,０００人、玉

名納涼花火大会は約９万人となっております。玉名大俵まつりと横島町いちごマラソン
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大会は、昨年度の実績になりますが、玉名大俵まつりが約１万２,０００人、横島町い

ちごマラソン大会が参加者数６,１５５人で、同伴者を含めた来場者数は１万人を超え

るものと思われます。これらの経済効果の算出に関しましては、算出に当たってそれな

りの費用が発生することから、毎回算出を行なっているものではありません。直近では

平成２９年の第２７回高瀬裏川花しょうぶまつりの経済波及効果測定を行なっておりま

すので、御紹介いたしますと、宿泊費や飲食費、交通費などのアンケート調査により１

４０名以上の回答を得て、測定を行なった結果、祭り期間を通して１２億円以上の経済

波及効果があったとの試算が出ております。また、玉名納涼花火大会については、各商

店街や企業が社運の意味で協賛し、開催を始めた経緯がございますので、経済効果の測

定は行なっておりませんが、大会当日の経済効果はもとより、玉名納涼花火大会に行く

ための浴衣の購入や美容室へ行くなど、事前準備段階から経済効果があってるものと考

えております。今後も機会をとらえ、関係者の御理解、御協力を得ながら、イベントの

経済効果について算出を行なってまいりたいと考えております。 

 次に、観光政策での経済効果の経年変化については、先ほども申し上げましたとおり、

毎年、経済効果の算出を行なっておりませんので、経年での変化を具体的に把握してい

る状況ではございませんが、熊本県の観光統計調査における観光消費額から見ますと、

平成２６年が約９３億４,０００万円、平成２７年が約９１億３,０００万円、平成２８

年は熊本地震の影響があり約６８億９,０００万円と、前年比２５％減少いたしました

が、平成２９年は約７５億２,０００万円と、前年比１０％の増加となっており、今後、

回復傾向に向かうものと期待しております。 

 最後に、いだてん放映やイベント開催時の宿泊先の対策はどう考えているかについて

ですが、玉名市内の宿泊施設の最大収容人数は、約１,０００名ほどでございます。宿

泊施設の稼働率につきましては、６月議会でも答弁しましたように、オンシーズンが約

８割、オフシーズンが約４割、年間平均で約６割でございました。また、イベント時の

宿泊状況については、温泉旅館やホテルにヒアリングを行なったところ、玉名納涼花火

大会時は施設によってほぼ満室に近く、新たな御予約をお断りすることもあるとのこと

でした。ただ、そのような場合は、玉名温泉内のほかの宿泊施設への案内を行なうなど、

相互の協力体制が構築できているとのことでした。なお、横島町いちごマラソン大会や

高瀬裏川花しょうぶまつり、玉名大俵まつりにつきましては、宿泊のお客様で満室とな

るまではなってないのが現状です。このような状況から考えますと、イベント開催時に

おける玉名温泉等での宿泊施設の不足は今のところないようです。ただ、今後、大河ド

ラマの放映により本市への来訪者の増加が期待されることから、議員御提案のようにイ

ベント民泊の活用も有効な手段の一つかと考えます。イベント民泊は、都道府県に届け

出が必要な通常の民泊事業とは異なり、年数回程度１回当たり２、３日のイベント開催
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時であって、宿泊施設の不足が見込まれることにより開催地の自治体の要請等により自

宅を提供するような公共性の高いものについて、旅館業務に該当しないものとして取り

扱い、自宅提供者において旅館業法に基づく営業許可なく宿泊サービスを提供すること

を可能とするものです。 

 参考までに申しますと、県に届け出が必要な通常の民泊につきまして、法施行後、県

内では１９件の届け出があり、本市内においては届け出はございません。イベント民泊

につきましては、今後の市内のイベント時の宿泊状況の推移を注視しながら、他市町村

の実施実績など情報収集を行ない、制度や仕組みについて、今後、研究してまいりたい

と思います。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 近松惠美子さん。 

○１６番（近松惠美子さん） なかなか経済効果というのはわかりにくいと、それから

調べるのに費用がかかるというふうなことでしたけども、玉名納涼花火大会でどこでお

金を使うのかなと思ってたけども、来るだけで浴衣を買ったり、美容室に行くだけで、

それだけでも経済効果があるというふうなお話で、本当に見えないところでの経済効果

があるんだなというふうなことがわかりました。 

 高瀬裏川花しょうぶまつりにおいては、それなりの経済効果があるということで、ど

ういうふうに計算されたのか、ちょっと外から見るとあるように見えないんですけど

も、一応、あるということで、それだったらよかったなというふうに思います。 

 今、イベント民泊の話なんですけども、宿泊が大体シーズンでも８割だから空いてい

ると、そして玉名納涼花火大会以外では大体まだ余裕があるんだというふうな話でした

けども、これが玉名市は高いからよそに泊まってるから空いてるだけかもしれないとい

うことも十分考えられると思いますね。やはり長洲町だったり、和水町だったり安いと

ころがありますので、そちらに行くことも、行ってるということも十分考えられるんじ

ゃないかというふうに思います。そういった意味で私は前回民泊のことを申し上げたん

ですけども、これは市が音頭とるわけにはいかないんですけども、民泊というのはこの

間、県に行って聞きましたら、届け出が２０何件だそうでございます。県北地区、玉名

市では申請はないというふうなことでしたけども、旅館業のほうに移ったのかもしれま

せん。今、部長のほうからお話ありましたイベント民泊というのは、イベントがあると

きだけ民泊をしていいという非常に簡単なものですね、だから横島町いちごマラソン大

会など、このイベント民泊を取り上げたら、本当に送り迎えしてあげますよとか、そう

いう条件だったら泊まる方いるんじゃないかなというふうに思いますし、それをきっか

けに民泊をした人がやってみようかなというふうに思ってふえたらいいなと思います。

やはり宿泊していただくと、温泉に行こうかなとか、どっか食べに行こうかなというこ
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とで、非常に経済効果というのは宿泊に非常に多いというふうに言われますし、今の宿

泊施設の経営を圧迫するようなことがあってはならないということは、非常に気を使わ

れることでしょうけども、気を使いすぎて実際はよそに逃げてるんだというふうな実態

も十分あるんじゃないかなというふうに思います。私は最終的には、すみ分けができる

んじゃないかと思います。民泊を選ぶ人と、それからちょっとなんですかね、リッチな

気分になれるところで泊まる人と、層は分かれるんじゃないかと思いますので、もっと

もっと民泊がふえると経済効果が上がるんじゃないかなというふうに思っております。

これはだれかが民間のだれかが、こういうことを取り組んだり、宣伝してもらわないと

ふえないので、ここで言っても仕方がないんですけども、なじむ契機としてイベント民

泊というのをぜひ、考慮していただきたいと。研究してみられるということでしたの

で、ぜひ、よろしくお願いいたします。おもしろいと思います。これは私も県で教えて

いただいたんですけども、イベント時で、どうも宿泊が多くなるかもしれないというふ

うな予想のときに許可されるということですので、きちんとその旅館に満杯になりまし

たかとか聞かなくてもやっていいというふうなことです。横島町でしたら、あの近くに

は宿泊所があるわけじゃないですので、近辺に方がこれに取り組んだらいいんじゃない

かなというふうに思いました。 

 そういうことで、できるところから一つでも二つでもできるところから、やはりせっ

かくの機会ですので、玉名市のよさを味わっていただくという、玉名市に泊まっていた

だくというきっかけをつくっていただいたらというふうに思います。 

 そしてまた、定住促進につきましては、再度申し上げますけども、お金じゃなくて、

知恵で人を引きつける。そういうふうな玉名市を目指していただきたいし、各セクショ

ンがばらばらになってるような感じですけども、聞いてみましたら本当に保育料は近隣

と比べて玉名市安いんだということも若い人のすごい魅力ですし、それから３５人学級

もすごい魅力ですし、そういうところをあらわして、これをしてじゃなくて、県内で玉

名市ここすごいんだということも、現在の行政サービスのぜひ宣伝して、玉名市の定住

促進に図っていただきたいと思います。 

 以上で、私の質問を終わります。 

○議長（中尾嘉男君） 以上で、近松惠美子さんの質問は終わりました。 

 以上で、本日の日程は、終わりました。 

 明１２日は、定刻より会議を開き、一般質問を行ないます。 

 本日は、これにて解散いたします。 

午後 ４時４５分 散会 
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平成３０年第４回玉名市議会定例会会議録（第３号） 

 議事日程（第３号） 

平成３０年９月１２日（水曜日）午前１０時００分開議 

        開 議 宣 告 

日程第１ 一般質問 

    １ １８番 前田 正治 議員（無会派：日本共産党） 

    ２ １０番 德村 登志郎 議員（無会派：公明党） 

    ３  ５番 赤松 英康 議員（市民改革クラブ） 

    ４  ３番 吉田 憲司 議員（創政未来） 

    ５  ６番 古奥 俊男 議員（新生クラブ） 

        散 会 宣 告 

‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ 

 本日の会議に付した事件 

        開 議 宣 告 

日程第１ 一般質問 

１ １８番 前田 正治 議員（無会派：日本共産党） 

１ 福祉行政について 

（１）国が来年度に実施する幼児教育・保育無償化において、懸念され

る待機児童問題や給食費の新たな保護者負担などの対策について 

  ア 幼児教育・保育無償化において対象外の施設は玉名市に何園か 

  イ 無償化により待機児童の増減の変化はどうなるか 

  ウ 待機児童解消に向けて具体的な対策は何をしているか 

  エ 保育士不足についてどのような対策をとっているか 

  オ 玉名第１保育所建てかえの進捗状況はどうなっているか 

  カ 無償化により保育にかかる経費（保育料超過負担やその他の経

費）はどうなるか。公立保育所の場合、私立保育所の場合、市

全体の場合、それぞれについて伺う 

  キ 無償化により保育料や給食費の新たな保護者負担が発生しない

か 

  ク 認可外保育施設利用者補助金は継続するか 

２ 福祉事務所における生活保護の取り組みについて 

（１）ケースワーカーの専門性、ケースワーカーの人数、ケースワーカ

ー１人当たりの受け持ち保護世帯数など、職員の配置は適切に行

なわれているか 
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（２）保護世帯における熱中症対策はどのようにしているか 

（３）保護決定に必要な日程、資産の活用、稼働能力の活用、扶養義務

など、「生活保護のあらまし」について、誤解のないよう説明が

なされているか。 

２ １０番 德村 登志郎 議員（無会派：公明党） 

１ 誰もが住みやすい玉名のためのＬＧＢＴ政策について 

（１）市職員のＬＧＢＴに対する正確な知識と、偏見の有無について 

（２）学校現場におけるＬＧＢＴの教育、配慮について 

（３）自治体が進めるパートナーシップ制度の導入について 

（４）市長のＬＧＢＴへの認識と見解について 

２ 高齢者肺炎球菌ワクチンの来年度以降の取り組みについて 

（１）平成２６年度から今年度までの経過措置期間の取り組みと成果に

ついて 

（２）「接種できなかった市民」への救済措置について 

３ 災害時における正しい判断や行動について 

（１）兵庫県伊丹市で開始された「ｗｅｂ版伊丹市防災マップ」のよう

な発信を玉名市でも検討してはいかがか 

（２）小学生を対象に「こども防災手帳」の配付を検討してはいかがか 

４ ＬＬブックの導入について 

（１）市立図書館や小中学校へのＬＬブックの導入の検討はいかがか 

３ ５番 赤松 英康 議員（市民改革クラブ） 

１ スポーツ振興基金の設立について 

２ 新玉名駅駐車場について 

（１）現状について 

（２）今後について 

４ ３番 吉田 憲司 議員（創政未来） 

１ 市職員等のユニホーム（被服）について 

（１）通常業務のユニホーム（被服）について 

（２）災害時等のユニホーム（被服）について 

２ 境川の改修事業について 

（１）これまでの氾濫及び被害状況と、現状の認識について 

（２）今後の改修事業の課題とスケジュールについて 

（３）境川改修事業促進期成会会長（市長）としての今後の方針につい

て 
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３ ２０４０年問題について 

（１）本市の現状を踏まえた２０４０年問題に対する具体的な計画及び

施策について 

（２）２０４０年以降の玉名市の未来像をどのように設定し、次世代に

引き継ぎ、具現化していくのか 

５ ６番 古奥 俊男 議員（新生クラブ） 

１ 新玉名駅周辺等整備基本計画について 

（１）道路網の計画的配置は排水路と一緒に計画すべきではないか 

（２）民間活用するには農業振興地域の除外申請をすべきではないか 

（３）駅周辺に住宅地が必要ではないか 

２ 玉名市所有の土地有効利用について 

（１）旧庁舎跡地の利用計画について 

（２）マルショク跡地の利用計画について 

（３）山林について 

３ 玉陵小学校区における全体計画について 

（１）玉陵小学校前の道路（迫間岡線）の歩道の幅員１メートルについ

て 

（２）選挙の投票所について 

        散 会 宣 告 

‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ 

出席議員（２１名） 

  １番 坂 本 公 司 君  ２番  田 真樹子 さん 

  ３番 吉 田 憲 司 君  ４番 一 瀬 重 隆 君 

  ５番 赤 松 英 康 君  ６番 古 奥 俊 男 君 

  ７番 北 本 将 幸 君  ８番 多田隈 啓 二 君 

  ９番 松 本 憲 二 君 １０番 德 村 登志郎 君 

 １１番 城 戸   淳 君 １２番 西 川 裕 文 君 

 １３番 嶋 村   徹 君 １４番 内 田 靖 信 君 

 １５番 江 田 計 司 君 １６番 近 松 惠美子 さん 

 １８番 前 田 正 治 君 １９番 作 本 幸 男 君 

 ２０番 森 川 和 博 君 ２１番 中 尾 嘉 男 君 

 ２２番 田 畑 久 吉 君 

‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ 

欠席議員（１人） 
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 １７番 福 嶋 讓 治 君  

‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ 

事務局職員出席者 

事 務 局 長  堀 内 政 信 君    事 務局次長  荒 木   勇 君 

次 長 補 佐  松 野 和 博 君    書 記  松 尾 和 俊 君 

書 記  古 閑 俊 彦 君 

‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ 

説明のため出席した者 

市 長  藏 原 隆 浩 君    副 市 長  村 上 隆 之 君 
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市民生活部長  村 﨑 信 介 君    健康福祉部長  松 野 信 生 君 
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午前１０時０１分 開議 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

○議長（中尾嘉男君） ただいまから、本日の会議を開きます。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

日程第１ 一般質問 

○議長（中尾嘉男君） 日程第１、「一般質問」を行ないます。質問は、通告順によって

許すことにいたします。 

 １８番 前田正治君。 

［１８番 前田正治君 登壇］ 

○１８番（前田正治君） 日本共産党の前田正治です。 

 今年の夏は生命の危険を感じるような、大変暑い毎日が続きました。そして、かつて

経験したことがない豪雨や度重なる台風、さらには、先日の北海道地震であります。命

や暮らしに甚大な被害が及んでいます。被災された方々や関係自治体の皆さんに、心か

らお悔やみとお見舞いを申し上げます。 

 重大な災害が相次ぐもとで、被災された方々や関係自治体の皆さんが１日も早くもと

の生活を取り戻すために、国は臨時国会を早急に開会して、復旧、復興のための補正予

算も含めて、緊急の対応・対策が必要であります。 

 さて、私は７月に福岡で開催されました自治体学校に、８月には鹿児島で開催された

生活保護問題議員研修会に参加をしました。会計年度任用職員と地方公務員、生活保護

問題、生活を困難にする滞納処分の問題点などなど研修し、大変勉強になりました。 

 それでは、通告に沿って福祉問題について一般質問をします。 

 ２０１９年１０月から保育料の無償化が始まります。無償になるのは、３歳から５歳

児の保育を必要と認定された子ども、２号認定が対象でありまして、ゼロ歳から２歳

児、３号認定は住民税非課税世帯が無償となります。また、３歳から５歳児で、保育を

必要としない子ども１号認定の場合は、条件に応じて保育料が変わってきます。来年度

の保育所入園募集も１１月ぐらいからそろそろスタートすると思いますが、無償化につ

いての情報は保護者の中ではほとんど伝わっていない状況であります。国が実施する無

償化において、待機児童問題や給食費の新たな保護者負担などが心配されます。また、

現在は無料となっている３号認定の住民税課税世帯における保育料については、どう変

わるのか。 

 無償化問題とその対策について質問をします。１、幼児教育・保育無償化において対

象外の施設は玉名市に何園あるのかお聞きをいたします。 

○議長（中尾嘉男君） 健康福祉部長 松野信生君。 

［健康福祉部長 松野信生君 登壇］ 
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○健康福祉部長（松野信生君） おはようございます。 

 前田議員の幼児教育・保育無償化の対象外の施設についてにお答えいたします。 

 今年６月１５日に閣議決定された経済財政運営と改革の基本方針２０１８によります

と、県への届け出を必要としない、もっぱら従業員のみが利用する事業所内保育施設な

どが対象外であることから、市内では２つの施設がそれに該当すると想定しています。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 前田正治君。 

○１８番（前田正治君） 市内では無償化の対象外が２つあるということであります。 

 まず最初に、先ほど私がちょっとしゃべった中で、最後に現在は無料となってる３号

認定の住民税課税世帯における保育料というのは、第３子にちょっと訂正をお願いしま

す。 

 それでは、質問します。無償化により保育所の入園希望が今以上にふえるかと思われ

ます。先般、玉名市では、３１名の待機児童があるというような報道もありました。無

償化により保育所待機児童数の増減は、どのように変化をするのか。執行部の認識をお

聞きします。 

○議長（中尾嘉男君） 健康福祉部長 松野信生君。 

○健康福祉部長（松野信生君） 無償化による待機児童数がどうなるかについてお答え

します。 

 ３歳以上は、すべての児童が無償化される結果、保育料の支払いを気にすることなく

パート等に働きに行く家庭も想定される一方で、保育の受け皿としての保育所の定員を

増加させることや保育所を確保することは簡単ではないのが現状でございます。従いま

して、無償化の結果、待機児童がふえる可能性が高いと考えております。 

 以上です。 

○議長（中尾嘉男君） 前田正治君。 

○１８番（前田正治君） 玉名市における待機児童数は、子ども子育て支援制度が始ま

って以来、残念ながら増加傾向にあります。事業計画に沿った方向になっていないのが

実情であります。待機児童解消に向けて具体的な対策は何を行なっているかお聞きしま

す。 

○議長（中尾嘉男君） 健康福祉部長 松野信生君。 

○健康福祉部長（松野信生君） 待機児童解消に向けた具体的な対策についてお答えい

たします。 

 本市の今年４月１日現在の待機児童数は３１人であり、県下４５市町村の中で待機児

童が発生した８市町村の中で２番目に多い人数となっており、その解消は大きな課題と

認識しているところでございます。 
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 本市では、待機児童の解消に向けては、これまでに私立保育園や認定こども園の施設

改修を支援し、定員の増加を図ってきたほか、公立保育所では、保育士の確保と定着の

ため、非常勤職員の報酬や休暇制度等の処遇面を改善してきたところでございます。こ

れにつきましては、今後も取り組みを継続していくこととしております。また、市が認

可する定員１９名以下で、３歳未満児までを預かる保育施設を主とした地域型保育事業

についても導入に向け、早急に準備を進め、事業者に働きかけをする必要があると考え

ております。 

 以上です。 

○議長（中尾嘉男君） 前田正治君。 

○１８番（前田正治君） 解消に向けての取り組みとしては、これまでもいろいろされ

てきたかと思います。これからも報酬問題、保育士の処遇問題など取り組んでいくとい

うことでありました。地域型保育のことについてですけど、地域型保育、今度の議会に

もこの条例改正が提案されております。一定の条件を満たせば、地域型保育事業もこれ

は公費負担の対象に今なっています。待機児童解消策として、地域型保育を導入する場

合は、それは私は民間に委ねるということではなくて、地域型保育所が公立保育所と連

携をとりながら、市が直営でも実施、これが非常に大事じゃないかなと。地域型保育と

いいますと、小規模保育とか家庭的保育、居宅型保育、居宅訪問型保育ですかね、そう

いうことになっておりますが、民間に任せるんじゃなくて、解消策としてきちんと市が

対応するということが必要だと思いますが、直営で実施する用意はありますか。 

○議長（中尾嘉男君） 健康福祉部長 松野信生君。 

○健康福祉部長（松野信生君） 今、先ほど申し上げましたように、早急に準備を進め

て、民間の事業所におきまして働きかけをするということにしておりますので、今のと

ころはその考えはございません。 

 以上です。 

○議長（中尾嘉男君） 前田正治君。 

○１８番（前田正治君） 玉名市には保育を考える公立、私立の園長先生の会とか、そ

ういった保育をよくしようというような、そういう取り組みがされております。この地

域型保育についてもそういう皆さんの中でしっかり議論を重ねて、了解を得るという

か、そういう方向でできれば直営で進めていきたい。いってほしいというふうに思いま

す。 

 私は、私立の園長先生たちは、民間に任すんなと言われるんじゃないかなというふう

に思います。あと来年度まで何カ月かありますので、その辺の検討をよろしくお願いし

ます。 

 待機児童が発生する主な理由に、保育士不足があります。募集しても保育士が集まら
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なくて預かることができないわけであります。保育士不足につきましては、再三一般質

問で取り上げてきた中で、賃金の問題、交通費の問題、あるいは手当の創設など、臨時

保育士の処遇改善について要求をしてきました。そういう中で、賃金アップなど一定の

前進も図られております。臨時保育士の業務改善として、平成２９年度から補助員の検

討もしていく旨の答弁もあっております。しかし、それでも保育士不足を解消するまで

に至っておりません。このような状況のもとで、業務改善に向けた補助員の創設などに

ついてはどのような取り組みになっているかお尋ねします。 

○議長（中尾嘉男君） 健康福祉部長 松野信生君。 

○健康福祉部長（松野信生君） 保育士確保に向けた対策につきましては、先に述べた

処遇面の改善のほか、広報たまなやホームページへの掲載、求人チラシの折り込み配布、

ハローワークや教育機関を通じた求人などを展開しているところです。保育士の正職員

としての新規採用につきましては、民営化の進捗や保育士の退職の動向などを見ながら、

総務課と調整してまいります。また、今後に向けて公立保育所における働きやすい職場、

環境の確保も視野に保育業務へのＩＣＴシステム導入など、省力化、効率化も検討して

まいりたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 前田正治君。 

○１８番（前田正治君） 平成２９年度から検討するというようなことになっておりま

した補助員の具体的な創設というのは、保育所の中ではまだやってないということです

ね。 

○健康福祉部長（松野信生君） はい。 

○１８番（前田正治君） 公立保育所の民営化がまた予定をしてありますが、民営化で

待機児童の解消が可能でしょうか。私は公立保育所のあり方について、市の方針は間違

っていると思います。民営化は着々と進行してるのに、待機児童数は増加している状況

を見れば、これは明らかです。待機児童になるということは、保育サービスを受けられ

ない重大な問題であります。保育実施の行政責任を果たしていないと言っても過言では

ありません。民営化で待機児童は解消しておりません。民営化すれば、保育士が集まる

好条件があるでしょうか。もしそうだとしたら、公立も私立のことを研究して取り入れ

るべきであります。私は待機児童の解消につきましては、臨時ではない正規の保育市職

員を採用するしかないと思います。これは公立も私立も同じだと思います。公立保育所

の民営化で正職員保育士がほかの公立保育所に配属される結果、公立での正職員保育士

の比率が高くなる、そういう見通しでありました。しかし、平成２０年３月末時点、公

立保育所は１１園、正職員保育士比率は４７.６％でした。平成３０年３月末時点、公

立保育所は５園であります。正職員保育士比率は４０.１％であります。公立保育所の
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民営化は進行したが、正職員保育士の比率は低下をして、臨時保育士の割合がふえた。

待機児童がなかなか解消されない現実がここにあります。正職員の採用を押さえて、臨

時職員に頼っているから待遇はよくないのに臨時職員が担任をしたり、延長保育に入っ

たりせざるを得ない。臨時職員であれども正職員同様の責任が要求される状況になりま

す。そうしますと、待遇は臨時職員なのに、責任は大きく、きついということで臨時職

員は募集しても集まらなくなる。この繰り返しで正職員比率はますます低下して、その

結果、待機児童の解消がいつまでもできない状況が続いております。保育士不足の解決

策としては、雇用条件が安定し、身分が保障される正規職員保育士を採用する。そし

て、その一環として臨時で３年勤めれば選考によって正職員に登用するなどの、抜本的

な対策が必要かと思います。見解をお聞きします。 

○議長（中尾嘉男君） 健康福祉部長 松野信生君。 

○健康福祉部長（松野信生君） 保育士の正規職員の比率ということですけれども、今

回、大野保育所及び伊倉保育所民営化いたしますけれども、それによっても比率はかな

り、手元にちょっと数字はございませんけども、比率としては正職員の比率が上がると

いうふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（中尾嘉男君） 前田正治君。 

○１８番（前田正治君） 民営化しても一時的には上がるかもしれませんけど、退職が

ありますので、その退職を臨時職員で補充をするという関係になれば、これはだんだ

ん、だんだん比率が下がってきてる。監査資料を見るとそういう結果がでてるじゃない

ですか。 

 市長の答弁をここで求めます。保育の新制度に移行してから５年になりますが、新制

度のもとでも従来どおり保育実施の責任は玉名市にあります。そして保育士は保育実施

の重要な役割を担っておりますが、退職も決まってます。従いまして、保育実施の責任

を果たす上では、正職員保育士を採用し、経験の蓄積などで保護者の相談にも的確に応

じることができる人材を育成する体制を保証する。そのことは安心・安全で質の高い、

安心・安全で質の高い保育を目指す上でも、これは絶対に不可欠なことであります。今

日の保育士不足の状況が推移すれば、玉名第１保育所と豊水保育所が合併して新しい保

育所になったとしても、保育士不足は解消できない可能性があります。保育所の定員は

ふやしても、保育士が足りなくて待機児童は解消できない今日と同様の状況でありま

す。臨時保育士採用を重点にしていた今までから、正職員保育士の採用に切りかえるな

どの保育所運営における方針の見直しが必要かと思いますが、市長の見解をお尋ねいた

します。 

○議長（中尾嘉男君） 市長 藏原隆浩君。 
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○市長（藏原隆浩君） 前田議員の御質問にお答えいたします。 

 現時点でその方針を転換するというようなことは考えておりません。現行の計画将来

的に玉名第１保育所１園を残して、あと民営化をしていくという計画に沿って、これか

らも進めていきたいというふうに、現時点では考えておりますけれども、やはり時代の

流れとともに、また、人口の推移とともにいろいろ変えなければならないようなことに

なるのかもしれません。そのときには、やはり今、市が立てている計画というものを改

訂して、そこからまた進めていくということになるというふうに思います。ただ、その

保育士の不足の問題、これは民営化、民間であるから行政が直営で行なうからというこ

とにかかわらず、大変重要な、大変今、困難な問題であるというふうに考えております。

そういうことで、将来的に時代の流れとともに、どのような形になっていくか、その流

れの中で、その状況を見ながら最善の方策をとっていくということには変わりはありま

せんけれども、現時点では現行の計画の通り進めていかなければならないというふうに

考えています。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 前田正治君。 

○１８番（前田正治君） 最善の方策をとるのは、そらもちろんのことでありますが、

なかなか待機児童の解消がままならない状況、そこを抜本的に変えていくためにも、最

善の方策として、私はやっぱり正職員をどんどんふやしていくという道以外にないのか

なというふうに思っております。そのことはしっかり考えていただきたいと思います。 

 次に、玉名第１保育所の建てかえの進捗状況につきまして、お尋ねをいたします。 

 開所年度は大体いつごろになるのかなと。 

○議長（中尾嘉男君） 健康福祉部長 松野信生君。 

○健康福祉部長（松野信生君） 玉名第１保育所建設につきましてですが、一昨年の３

月議会以降、いったんは立願寺の紅葉館跡地で建設を進めていくことを決定し、事業を

進めてまいりましたが、紅葉館跡地は、隣接地に災害危険箇所があることを含め、諸般

の事情から凍結状態としております。現在も所管課において建設場所を慎重に検討して

いる段階でございます。建設候補地としましては、市有地である旧庁舎跡地やいったん

凍結した紅葉館跡地のほか、適当な民有地がないか調査を続けているところでございま

す。旧庁舎跡地につきましては、現保育所に隣接し、保護者の希望も高いことから適切

な候補地と考えておりますが、旧庁舎跡地の基本構想が固まる前に事業を進めることが

できない現状があります。一方、他の民有地の場合は適切な広さを持つ場所がきわめて

少なく、また、旧庁舎跡地の市有地があるにもかかわらず、民有地を買収して建設を進

めるべきかの懸念があり、建設時期や開園の時期につきましても、現段階では決定して

おりません。しかしながら、子どもの安全面からは現園舎は耐震性もなく、崖地が隣接
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し危険なため、開園までの間、仮園舎を確保し、保育を行なうことは避けられないと考

えております。いずれにしましても、市の中心部に位置し、唯一公立として残す保育所

でございますので、早急な建設が必要であり、また、以上の理由から建設場所の選定に

ついて慎重に検討しているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 前田正治君。 

○１８番（前田正治君） 仮園舎ということが答弁でありましたが、これは建てかえと

同時に仮園舎に移るんじゃなくて、もう今の例えば、来年４月から仮園舎をつくって、

安心・安全の面から仮園舎をつくって、そっちで保育をするという、そういうふうな理

解でよかっですか。例えばですよ、来年４月。 

○議長（中尾嘉男君） 健康福祉部長 松野信生君。 

○健康福祉部長（松野信生君） 今、申し上げましたように、旧庁舎跡地の基本構想の

進み具合もありますし、民有地の確保の状況もございますけれども、基本的には非常に

危険な建物でございますので、基本的には来年からいかざるを得ないかなと、いうふう

に考えているところでございます。 

 以上です。 

○議長（中尾嘉男君） 前田正治君。 

○１８番（前田正治君） はい、わかりました。 

 続きまして、保育料についてでありますが、現在、国が保育料の上限額、国徴収基準

額を決めております。玉名市の保育料は、国徴収基準額よりは減額をしてあり、最近３

カ年の平均保育料は、国基準の約６３％ぐらいになっております。従って、３７％は玉

名市が超過負担額として手当てをしております。来年の１０月から保育料が無料となり

ますが、予算的に国が保証するのは国が定めた保育料の上限額になります。ですから、

今まで玉名市が行なっていた保育料の超過負担は不要になると思います。平成３０年度

は半年でありますが、平成３１年度は超過負担が大きく減少するかと思われます。無償

化による保育にかかる経費は今後どうなるのか、公立保育所の場合、私立保育所の場

合、市全体の場合はどうなのか。お聞きをいたします。 

○議長（中尾嘉男君） 健康福祉部長 松野信生君。 

○健康福祉部長（松野信生君） 無償化により保育にかかる経費がどうなるかについて

お答えします。 

 幼児教育、保育の無償化については、国において所要の財源を確保することを全国市

長会が、今年５月の国と地方の協議の場において国に対して意見をしたところでござい

ますが、無償化に伴って必要となる財源措置については、現時点でも国の方針は示され

ていません。従いまして、３歳以上のすべてとゼロから２歳児の非課税世帯の保育料に
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関しましては、国の保育料徴収基準額とそれよりも安く設定している市の基準額との差

である、市にとっての超過負担分の負担がなくなることになりますけれども、今申し上

げましたように、運営費として支出する無償化分の国、県、市の財源負担がどのように

変わるのか、現時点ではわからない状況でございます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 前田正治君。 

○１８番（前田正治君） 現在、答弁ありましたように、無償化に伴う、国、県、市町

村の負担割合、これはまだ決定をしておりませんが、こういった福祉の分野で現在の保

育給付の割合と同様だとしたら、これは２５％になりますので、そうしますと玉名市の

保育料超過負担の場合、３７％から２５％になるわけですので、玉名市の負担が減るの

は、私は間違いないと思います。公立保育所における運営費につきましては、現在交付

税参入の一般財源化となっております。無償化は、国の施策である以上、基本的には市

の財政負担がないように責任ある対策を国が行なうことは当然だと思います。来年度の

平成３１年度の予算編成を迎えるにあたり、無償化に伴う地方財源措置はどうなるの

か、財政関係で、この辺はつかんでいないのかどうか、お尋ねをいたします。 

○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 

○総務部長（西山俊信君） ただいま、前田議員からの御質問でございますけども、先

ほど、健康福祉部長が申し上げましたとおり、今現在におきましては、国からの詳細が

示されていないというような状況でございます。従いまして、国税による参入や地方消

費税交付金等による措置がなされるものではないか、というふうに考えているような状

況でございます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 前田正治君。 

○１８番（前田正治君） 今の状況では、無償化に伴い市の財政負担が実質的にふえる

か、減るか、ようわからんということですか。 

○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 

○総務部長（西山俊信君） 明確にはまだ国のほうからそういった交付税の算定の基礎

というものを示されておりませんので、現段階として明確な答えは申しかねる状況でご

ざいます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 前田正治君。 

○１８番（前田正治君） 玉名市での予算編成もそろそろ始まるかと思いますが、そこ

ら辺はいろんな状況を玉名市も早くつかんで、国は発表しとらんかもしれんですけど、

予算編成に生かしていただきたいなと、そういうふうに思います。 
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 続けて、現在、第３子の保育料は、市の条例ではゼロ円となっております。ところが

今度の無償化で、ゼロ歳から２歳児、３号認定の保育料無料は住民税非課税世帯のみで

あります。従って、現在第３子で保育料ゼロ円の子どもが、３号認定の住民税課税世帯

であった場合、保育料が有料になる心配があります。また、今度の無償化では、給食食

材費については無償化の対象外になっております。国の政策である無償化により、保育

料や玉名市の保育料や、玉名市じゃなかった。保護者が払う保育料や保育所給食費の新

たな負担、これが発生しないかどうかお聞きをいたします。 

○議長（中尾嘉男君） 健康福祉部長 松野信生君。 

○健康福祉部長（松野信生君） 無償化による新たな保護者負担が発生しないかについ

てお答えします。 

 市としましては、保育料の方向性につきましては、国の施策に応じた改正を行なう考

えでございまして、無償化されないゼロから２歳児の保育料を値上げする考えはござい

ません。また、無償化によって保育料収入の大幅な減少が見込まれるところですが、公

立保育所におきましては、給食費等の新たな費用負担は考えておりません。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 前田正治君。 

○１８番（前田正治君） 給食費については、わかりました。 

 ちょっと確認をしたいんですけど、第３子が３号認定の課税世帯の場合は、来年１０

月から無償化の対象から外れるということはないと、今の第３子においては現在の保育

料ゼロ、それを続けていくというような理解でよかっですかね。 

○議長（中尾嘉男君） 健康福祉部長 松野信生君。 

○健康福祉部長（松野信生君） 第３子の補助金につきましてですけれども、これにつ

きましては、単県事業の事業でございまして、県に準ずることにしておりますけれども、

基本的には補助金をなくすということは考えておりません。 

 以上です。 

○議長（中尾嘉男君） 前田正治君。 

○１８番（前田正治君） はい、わかりました。 

 じゃあ、次にちょっと進みます。 

 現在、玉名市は一定の条件を満たす認可外保育所に入園している子どもの保護者に経

済的負担を軽減する目的で、保育料の補助金を出しております。ですから、認可外であ

っても保育料は、認可保育所と同じだと私は認識してます。認可外保育所では、来年１

０月から２号認定は月３万７,０００円までが無料、３号認定におきましては月４万２,

０００円までが無料、それ以上は保護者負担になるかと思います。こういう状況のもと

で、認可外保育所施設利用者補助金の運用は、継続する方針なのかどうかお尋ねいたし
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ます。 

○議長（中尾嘉男君） 健康福祉部長 松野信生君。 

○健康福祉部長（松野信生君） 認可外保育施設利用者補助金でございますけれども、

待機児童対策を目的としまして、平成２８年度から実施している市の単独事業でござい

ます。これは認可保育所の入所を希望したにもかかわらず、定員等の都合で入所できな

い結果、認可外保育所を利用している児童の保護者を対象に、認可外保育施設と認可保

育所等との保育料との差額相当分を補助するものでございます。来年度からの幼児教

育・保育の無償化に伴い、認可外施設の利用料も無償化対象になれば、補助金の対象者

が減ることも想定されるところですが、待機児童対策の重要性は増大することから、こ

の補助金を廃止する考えはございません。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 前田正治君。 

○１８番（前田正治君） はい、わかりました。 

 最後に市長にちょっとお尋ねします。 

 １０月から始まる無償化によりまして、玉名市が保育料に対する超過負担、これは理

屈を考えると減少、減るわけですよ。その減る額、減少額はまだ今のところ正確にはわ

かりませんが、減ることはこれは間違いないと思います。私はその財源、いわゆる浮い

た財源は子育て支援の充実に当てることが重要だと思います。３号認定の保育料無償化

は、住民税非課税世帯であります。３号認定の課税世帯の子どもは従って無料になりま

せん。これは非常に納得しがたいことでありまして、国の施策のこれは不十分な点だ

と、私は思います。浮いた財源を利用して、３号認定の保育料無償化を住民税の課税世

帯にも適用すると、玉名市独自の子育て支援策充実を図ったらいいと思いますが、市長

の見解はいかがでしょうか。 

○議長（中尾嘉男君） 市長 藏原隆浩君。 

○市長（藏原隆浩君） 前田議員の再質問にお答えいたします。 

 ゼロから２歳児まで含めたすべてを無償化するということだと思いますけれども、そ

のことにつきましては、現段階でやはりその減少する額等も確定していない中で拙速に

判断することもできません。ですので、市としましては、現段階では国の無償化の方針

を基本に考えているところであります。なお、仮に市が独自にゼロから２歳児の保育料

すべて無償とした場合に必要となる費用につきましては、参考までに平成２９年度の決

算ベースで試算した場合には、公立と私立保育所における保育料の歳入が約１億２,０

００万円減ることになります。また、会計の仕組みが違う認定こども園におきましては、

運営費の歳出の額が保育料の無償化分、約１,３００万円増加するということで、合計

しますと１億３,３００万円ほどの費用が発生してくるということになります。そうい
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ったことも踏まえて、スタート時点、現段階では国の無償化方針を基本に考えていると

ころであります。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 前田正治君。 

○１８番（前田正治君） ちなみに、平成２９年度の保育料超過負担額は１億９,０００

万円ぐらいになってましたよね。ですからその１億９,０００万円の超過負担額がまる

まる減るということにはならないかと思いますが、そのふえたり、減ったりを調整し

て、仮に３号認定の子どもを全部無料にすれば財源的にどれくらいいるのかと。可能な

らば、この機会にゼロから２歳児までも無料にすると、そういう子育て支援を充実する

ような取り組みをやったらいいかなというふうに思っております。 

 ちょっと次に進みます。 

［１８番 前田正治君 登壇］ 

○１８番（前田正治君） 次に、福祉事務所における生活保護の取り組みについてであ

ります。 

 火曜日の午後９時から「健康で文化的な最低限度の生活」というテレビドラマが放送

されております。きのうでした。福祉事務所におけるケースワーカーの仕事を取り上げ

たドラマです。放送を見た人から、「あんなよい職員はいない。」「現実は違う。」などの

感想を聞きました。私は、玉名福祉事務所にもドラマの主人公のようなすばらしい人材

が働いていると思ってます。これは生活保護や消費者問題など、さまざまな相談事を通

じての私の感想であります。福祉事務所については、事務所の設置、組織、所員の定

数、服務、また、社会福祉主事の設置、資格などが法律で定めてあります。玉名市福祉

事務所も法律どおりの事業を展開しているかと思います。 

 いくつかの点について質問します。１番目、玉名福祉事務所におけるケースワーカー

の専門性、ケースワーカー人数、ケースワーカー１人の受け持ち保護世帯数など、職員

の配置は適切に行なわれているかどうかお尋ねをいたします。 

○議長（中尾嘉男君） 健康福祉部長 松野信生君。 

［健康福祉部長 松野信生君 登壇］ 

○健康福祉部長（松野信生君） 前田議員のケースワーカーの専門性、ケースワーカー

の人数、ケースワーカー１人当たりの受け持ち保護世帯数など、職員の配置は適切に行

なわれているかについてお答えいたします。 

 まず、ケースワーカーの専門性についてでございますが、社会福祉法に基づき、生活

保護の査察指導員やケースワーカーにあるものは、社会福祉主事任用資格を有するもの

を任用することが求められております。この資格は、主に大学、短大等で厚生労働大臣

の指定する社会福祉主事任用資格選択必須科目のうち、いずれかの３科目以上の単位を
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取得して卒業したもの、又は厚生労働大臣の指定する行政機関、もしくは講習会の課程

を修了したもの等になっております。本市のケースワーカーの人数は、平成２９年度よ

り８名おります。今年度はすべてこの社会福祉主事任用資格を有したものを年度当初か

ら配置しております。 

 続きまして、ケースワーカー１人当たりの受け持ち保護世帯数でございますけれども、

厚生労働省では、各福祉事務所の非保護世帯の数に応じて配置するように定めてあり、

市であればケースワーカー１名あたり８０世帯が目安とされているところです。本市は

平成２９年度末で、非保護世帯数が４２４世帯でございますので、ケースワーカー１人

当たり約５３世帯を受け持ち、国が定めた目安より約２７世帯ほど少なくなっておりま

すけれども、これは必要な見守りと支援をするためには、適切な人員と考えております。

また、職員の質の面で申し上げますと、平成２９年度からは他市でケースワーカーを６

年間務め、社会福祉士と精神福祉士の資格を持つものが１名、障害者福祉施設で１３年

勤務し、社会福祉士の資格を持つものが１名、計２名が社会人枠として含まれており、

また、平成３０年度４月より福祉職として新人職員が１名、以前から要望が多かった女

性ケースワーカーが２名配置されております。さらに、８人のケースワーカーを指導す

るのに必要な査察指導員も保護係長との兼務だったものに加え、課長補佐との兼務のも

のを１名増員し、査察指導員２名体制といたしております。このように本市では、日本

国憲法第２５条に基づき、持てる資産や能力等のすべてを活用しても生活に困窮する人

に必要な保護を行ない、自立した生活の復帰を支援するため、生活保護のスタッフにつ

きましては、質、量とも適切な人材確保を図ってまいっております。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 前田正治君。 

○１８番（前田正治君） 玉名市の福祉事務所においては、健康で文化的な最低限度の

生活を送るための非常に十分な、法廷以上の体制がとってあるというふうに認識をした

ところです。 

 ２番目に、今年の６月、厚生労働省が一定の条件を満たす場合に、クーラーの購入費

５万円の支給を認める通知を出しております。夏の猛暑で熱中症が心配される中、この

通知の周知とともに保護世帯における熱中症対策はどのようにされているのか。また、

４月からのこれは適用でありますが、今日までの実績についてはどうなのか、お尋ねを

いたします。 

○議長（中尾嘉男君） 健康福祉部長 松野信生君。 

○健康福祉部長（松野信生君） 前田議員の保護世帯における熱中症対策はどのように

しているかについてお答えします。 

 近年、夏場において熱中症等による健康被害が多発していることを踏まえ、厚生労働
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省は、本年７月１日に冷房器具の購入に必要な費用の支給を認める旨を通知いたしまし

た。通知によりますと、本年４月１日にさかのぼり、それ以降において保護開始された

者。転居等を行なった者。単身世帯の者が長期入院等のあと、新たに単身居住を始める

場合等に限定されております。本市における対応についてでございますが、保護開始時

や転居の場合は受給者や申請者に説明を行ない、さかのぼって該当する場合は、順次訪

問等を行なった際に説明を行なっているところでございます。ただし、対象者が本年度

４月１日以降の該当者に限られることから、全世帯調査までには至っておりません。 

 それから、クーラー購入にかかわる費用の現在までの申請実績と器具の修理について

お答えいたします。厚生労働省の同通知に基づく、受給者からの実際の申請の実績件数

につきましては、現状ではございません。また、故障した冷房機具等の修理費用につき

ましては、対処できる根拠がないので、現状で受給者は通常の生活保護費のやりくりで

まかなうか、社会福祉協議会の生活福祉資金の貸付金を活用していただくということに

なるかと思います。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 前田正治君。 

○１８番（前田正治君） クーラーの厚生労働省の通知は今年の４月１日から保護開始

した人のところが適用されると、それ以前のところは適用しないわけですよね。それ以

前の人がクーラーが年老いて使えんというような場合、私は、この厚生労働省の通知と

いうのは、いわゆるエアコンは最低生活維持費の、最低生活を維持するために必要とさ

れる保護の支給対象であります家具住器であるということがこの通知で明確になったん

じゃないかなと、そういうふうに理解するわけです。修繕費用としてお金を支給する根

拠がないので、現在できないということですが、入院患者が死亡する痛ましい事件もあ

りました。天気予報やニュースでは、クーラーを効率よく使いましょうという呼びかけ

がしょっちゅうされております。もはやクーラーは生活必需品の一つとなっておりま

す。その中で、生活保護実施要領等で住宅維持費というのがありますが、住宅維持費は

被保護者が現に居住する家具の畳、建具、水道設備、配電設備等の付属物の修理又は現

に居住する家屋の補修その他維持のためのケイフを要する場合に認定するということに

なっております。厚生労働省の通知によってエアコンの修理費用も、当然住宅維持費に

該当するものと思います。従って修理費の支給もできるはずであります。これは今、部

長の答弁では、根拠がないのでできないということでありましたが、議会の一般質問で

こういう問題が出たからどうですかということで、県のほうにも指導を要請して、ちょ

っとできなければ、できないなりの明確な根拠をちょっと教えていただきたいなとそう

いうふうに思います。 

 次に、生活保護の相談に当たり、保護決定に必要な日数、資産の活用、稼働能力の活
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用、扶養義務など、生活保護のあらましについて、生活保護のあらましというの、これ

あります。福祉事務所が出している。誤解のないよう説明がなされているのか。生活保

護の相談に行けば、生活保護のあらましというパンフレットに沿って生活保護の説明が

あります。パンフレットの記述そのものは、これは以前よりはかなり改善されているな

というふうに、私は感じております。しかし、内容について相談に訪れた人が、誤解す

るような心配もあります。「生活保護を受けることは最終の手段となりますので、次の

ことを守っていただく必要があります。」と書いてありまして、「働ける人は能力に応じ

て働いてください。」じゃあ、働かないと保護ば利用できんとかなと、そういう不安に

陥ります。「世帯の資産で活用できるものは、暮らしのために活用してください。」預貯

金や自家用車や田畑や貴金属、生命保険の解約返戻金、山林などと書いてあるわけで

す。こういう資産は、一切認められず、すべて処分せんとできんとかなと、バイクの所

有についてはどうなってるのかなと、そういう不安が出てきます。「親子、兄弟、姉妹

からの援助は生活保護に優先しますので、援助を受けるよう努力してください。」援助

がなければ、保護を利用できないのかなと。字面どおりに、このあらましの字面どおり

に受け取れば、どうも相談に来たけど、保護はやめようかなとあきらめる、そういう相

談者が多いのではないかなと思います。生活保護の相談におきまして、誤解のないよ

う、相談者に寄り添った説明がなされているのかどうか、その点お伺いいたします。 

 あわせて、保護決定までの１４日以内の決定件数、全決定件数に対する１４日以内の

決定件数の割合もちょっと示してください。 

○議長（中尾嘉男君） 健康福祉部長 松野信生君。 

○健康福祉部長（松野信生君） 前田議員の保護決定に必要な日程、資産の活用、稼働

能力の活用、扶養義務など、「生活保護のあらまし」について、誤解のないよう説明が

なされているかについてお答えします。 

 申請者に対し、制度の趣旨、目的を説明し、利用者の権利・義務について、県の指導

に基づいた説明書を用いてわかりやすく御理解いただけるような説明に努めております。

また、申請に基づき預貯金や保険金、未利用不動産などの資産活用の可能性、扶養可能

性など、十分聞き取りを行なった上で、保護の要否を判断し、申請のあった日から原則

１４日以内の結果通知を実施しております。問い合わせが多い自動車保有におきまして

も、原則処分を堅持した上で、国が示した要件を満たす場合は、自立助長手段として認

めることとしており、また、不動産活用におきましては、売却処分以外にも貸し付けや

リバースモーゲージ活用を進めるなど、わかりやすく、また、柔軟に運用するよう努め

ているところでございます。 

 以上です。 

 済みません。もう１つありました。 
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 それから、１４日以内の決定件数につきましてですが、平成２９年９月から平成３０

年７月までの１１カ月間での申請件数６３件に対しまして、１４日経過後の決定件数は

２件でございます。１４日以上の調査を要した理由としましては、申請内容について信

憑性を確認し、より慎重な対応が必要と判断したためでございます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 前田正治君。 

○１８番（前田正治君） わかりました。 

 それでは、扶養義務のことについて何ですけど、生活保護利用に当たり、親子、兄弟

などにこの保護のことが知られるということを嫌う人もかなりおります。扶養義務につ

いては、これは保護の用件ではないということがきちんと説明されているかどうか、そ

の辺ちょっともう１回確認いたします。 

○議長（中尾嘉男君） 健康福祉部長 松野信生君。 

○健康福祉部長（松野信生君） 福祉事務所の中でケース会議ということを開いて、毎

週のように開いておりますけれども、親、兄弟につきましては、当然調査は行ないます

けれども、もちろんその扶養をしていただくということであれば扶養していただくとい

うことになりますけれども、強制的にその扶養できない親、兄弟につきまして無理をさ

せるというふうなことはございません。 

 以上です。 

○議長（中尾嘉男君） 前田正治君。 

○１８番（前田正治君） ですから、保護申請するに当たって、「扶養義務は保護申請上

要件でないですよ。」と、その辺をしっかりわかってもらう必要があると思います。一

番この辺が相談に来た人が悩むようなところだ、というふうに私は感じております。 

 次に、進学準備給付金というのがありますが、該当する子どもがいる世帯に案内して

いるのかどうか。申請主義ですので、周知がなければ活用もありませんので、丁寧な対

応ができているかどうかお尋ねをいたします。 

○議長（中尾嘉男君） 健康福祉部長 松野信生君。 

○健康福祉部長（松野信生君） 自立支援の取り組みでございますが、平成２６年７月

から施行されている改正生活保護法による就労自立給付金制度、平成２７年４月から施

行されている被保護者就労支援事業ほか、自立相談支援事業、家計相談支援事業などを

実施しております。平成２９年度は生活保護廃止件数７３件のうち、就労による収入増

での廃止が１５件ございましたが、就労自立給付金支給対象は５件１０万３,５８７円

でございます。被保護者就労支援事業におきましては、生活支援で実施しております生

活困窮者就労準備支援等事業とあわせまして、玉名公共職業安定所と連携し、本人の意

思を尊重した上で、稼働能力に応じた就労を支援しております。 
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 また、議員お尋ねの進学準備給付金につきましてですが、保護を受けられている３月

３１日時点で１８歳に達する子息がいる世帯に対しまして、ケースワーカーにより当該

者の進路を調査の上、進学希望の場合は個別に制度の趣旨や内容を説明し、申請漏れが

ないようしているところでございます。現時点での申請状況はまだございませんが、学

習支援面での取り組みを周知し、次世代の貧困脱却と自立を促進してまいる所存でござ

います。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 前田正治君。 

○１８番（前田正治君） わかりました。 

 これは最後の質問かな。ケースワーカーの配置については、現在、玉名市の場合は、

先ほど答弁がありましたように、決められた以上の配置がなされているようでありま

す。合併してから玉名市も広くなりましたので、その点の配慮がなされているものだと

理解をします。手厚い配置は、これは保護世帯の自立支援について、より充実した業務

につながるものだと思います。先日、研修で知りましたが、大阪堺市の若手ケースワー

カー４人が子どもたちの夢を応援したいということで、中高生向けに奨学金制度やお金

に関することを詳しく解説する冊子をつくったそうであります。子どもたちが生活保護

を理由に夢をあきらめて後悔しないようにともに語り合えたら、との願いからだそうで

す。４人は、市が毎月開催する自主研究グループのメンバーで、１年越しでこの冊子を

完成させたということでありました。生活保護世帯の子どもの進路選択には、経済的な

困難がつきまといます。高校卒業後に進学の場合は、一緒に暮らしてきた親とも生計を

分離する世帯分離が必要となりまして、進学した子どもは生活費や学費は自分で補わな

ければなりません。そして親に支給してあった保護費は減額になります。冊子を見なが

ら、親や子どもと向き合って将来をしっかり考える機会をつくってるそうであります。

自立支援の最前線にいるケースワーカーだからこそ、このようなアイディアが出てくる

ものだと思います。玉名福祉事務所では、保護利用者の自立支援に向けて、今ちょっと

答弁もありましたが、どのような目標を持って業務を行なっているのか、自立支援の取

り組み状況について今一度お尋ねをいたします。 

○議長（中尾嘉男君） 健康福祉部長 松野信生君。 

○健康福祉部長（松野信生君） 基本的に申し上げますと、就労支援を支援していくと

いうことと、あと先ほど質問がございましたけれども、重点扶養義務者につきまして十

分調査を行なうということ。それと、資産運用につきましてその資産の資産運用のやり

方を支援するなど、そういった身近な部分で支援をしていきたいというふうに考えてい

るところです。 

 以上です。 
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○議長（中尾嘉男君） 前田正治君。 

○１８番（前田正治君） 自立支援の対象世帯の状況に応じた丁寧な対応をしていただ

きたいなと、そういうふうに思います。 

 市長は、神奈川県小田原市の「生活保護なめんな」ジャンパー事件御存じでしょう

か。職員がローマ字と英語で保護なめんな生活保護悪撲滅チームと書いたジャンパーを

着て、生活保護利用者宅を訪問していました。２００７年から１０年経った２０１７年

１月にこれが発覚をしまして、職員の対応は受給者を威圧すると批判されて、小田原市

は改善を宣言しました。市長はこれを組織的な問題と位置づけて、生活保護行政のあり

方検討会を設置し、検討会は公開で開催され、改革は４点に集約されたそうでありま

す。改革に当たり真っ先に取り組んだことは、生活保護受給者から生活保護利用者とす

る言葉の改革で、生活保護は市民の権利と位置づけ、生活保護を利用することは卑下す

ることでも、批判されることでも、バッシングされることでもないという趣旨だそうで

す。４つの改革点は、１、職員数の増加。２、申請から決定までの時間短縮。３、生活

保護のしおりの見直し。４、自立支援への動き。となっております。私は、玉名市の生

活保護行政は、答弁がありましたように小田原市より選考している部分もかなりあると

認識をしております。冒頭に述べました研修で、１番頭に残ったものは、生活保護行政

でも、滞納整理の仕事でも、市民と対峙するのではなく、伴走するという話でありまし

た。これは職員と議員の間にも相通じるものがあると感じたところであります。 

 以上をもちまして、私の一般質問を終わります。 

○議長（中尾嘉男君） 以上で、前田正治君の質問は終わりました。 

 議事の都合により、暫時休憩いたします。 

午前１１時１５分 休憩 

―――――――――――――――――――――― 

午前１１時３２分 開議 

○議長（中尾嘉男君） 休憩前に引き続き、会議を開き、一般質問を行ないます。 

 １０番 德村登志郎君。 

［１０番 德村登志郎君 登壇］ 

○１０番（德村登志郎君） 皆さんこんにちは。１０番公明党の德村登志郎でございま

す。 

 それでは、通告に従い一般質問させていただきます。 

 まず、だれもが住みやすい玉名のためのＬＧＢＴ政策についてお尋ねします。どうし

てＬＧＢＴのことに取り組む必要があるのでしょうか。どこか遠く海外での話でしょう

か。東京のような大都市での話でしょうか。では、熊本では、また、玉名市ではどうな

のでしょうか。８月に公明党熊本県本部で、セクシュアルマイノリティにとっても住み
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やすい熊本を実現しようと活動されているグループ「くまにじ」のメンバーに来ていた

だいて講習を受ける機会がございました。くまにじのアンケート調査で熊本県在住又は

熊本県に住んだことがあるセクシュアルマイノリティが回答された結果では、有効回答

２７４名中玉名市に４名、南関町に２名、長洲町に１名との回答がありました。アンケ

ート調査を見て感じたことは、すでにともにきているという事実でございました。 

 ここでＬＧＢＴについて少し触れたいと思います。Ｌとはレズビアン、女性で恋愛や

性的な関心の対象が女性である人。Ｇとは男性で、恋愛や性的な関心の対象が男性であ

る人。Ｂとはバイセクシュアル、恋愛や性的な関心の対象が同性でも異性でもある人。

Ｔとはトランスジェンダー、割り当てられた性別と違うせいで生きる人、生きることを

望む人。また、Ｘジェンダーという男性、女性の二分法に合わない人もいます。 

 ちなみに、性同一性障害は性別違和を解消して、希望する性別で生きるために何らか

の医療行為を受けたいと望む人々などに対して、診断される疾患名です。医療行為の必

要性を余り感じない、専門の病院が近くにないとの理由から、性同一性障害との診断を

受けていないトランスジェンダーも少なくないそうです。 

 私たちは、性についていろいろな思い込みがあります。男が好きな男は女になりたい

と思っている。性同一性障害じゃないのかとか、生物学的性が男性で、性自認が女性だ

ったら好きになるのは男であるなどといったことは一例でしかございません。熊本日日

新聞のアンケート調査からも割り当てられた性別と性自認が異なる６５名の方のうち、

性指向が異性４０％、同性１５％、両性１７％、わからない、決めたくない、決めてい

ないなど、多様であることがうかがえます。ＬＧＢＴという言葉で、Ｌ、Ｇ、Ｂ、Ｔの

いずれにも該当しない、例えば、性自認や性的指向がわからない、クエスチョニングや

異性と同性のいずれにも性愛を感じないＡセクシュアルなども含め、広くセクシュアル

マイノリティが用いられることもあるようです。このセクシュアルマイノリティはどの

くらいの人がそうなのでしょうか。民間の調査をもとに、１３人に１人などと言われて

いますが、日本ではまだ性的指向や性自認を人口代表する形で調べたデータがなく、何

人に１人というのはまだ難しい状況です。人口代表する形で調べたデータがなく、基礎

的な資料も不十分であるということも、今のセクシュアルマイノリティが置かれている

状況を表していると言えます。人口代表するものでありませんが、回収率が高い調査と

しては、三重県男女共同参画センター「フレンテみえ」が調査主体として２０１７年に

三重県立高校に在籍する２年生の生徒を対象に行なったアンケートがあります。全日制

の生徒１万５６０人のうち、９０.３％の生徒から回答が回収されました。体と性と心

の性が一致しており、恋愛対象は異性と回答したのは８８.５％で、無回答などを除い

た残りは１０％にも上りました。高校生と言うことで、まだ成長段階にあるという点を

考慮する必要がありますが、先ほど述べた１３人に１人という民間調査との矛盾はない
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と言えそうです。 

 それでは、質問に入らせていただきます。まず、１つ、市職員のＬＧＢＴに対する正

確な知識と偏見の有無について答弁を願います。 

 再質問と残りの質問は、質問席にてさせていただきます。 

○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 

［総務部長 西山俊信君 登壇］ 

○総務部長（西山俊信君） こんにちは。それでは、德村議員の市職員のＬＧＢＴに対

します正確な知識と偏見の有無についてお答えをいたします。 

 先ほど德村議員からも御説明がございましたが、ＬＧＢＴは同性愛者でございますレ

ズビアンやゲイ、両性愛者のバイセクシュアル、性同一性障害のトランスジェンダーの

それぞれの頭文字をあわせた言葉で、一般的に性的少数者を総称する性的マイノリティ

のカテゴリーに属する人々であるというふうに認識をいたしているところでございます。

以前は周囲の理解が得られず、差別や偏見があったのではないかと考えられますけども、

性的マイノリティに属する人々に対する理解と配慮が新聞等で取り上げられる機会がふ

えていることから、以前に比べ周囲の理解は進んでいるのではないかと考えているとこ

ろでございます。 

 本市におきましては、現在のところ窓口での対応をはじめ、市民の方々と対応する場

面において性的マイノリティの方々からの苦情等がないこともございまして、これまで

のところ職員向けの研修などは行なっていないというのが現状でございます。また、職

員の偏見の有無につきましては、アンケートなどを実施したことがございませんので答

弁いたしかねますが、公務に携わる者としてあってはならないことであるというふうに

考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 德村登志郎君。 

○１０番（德村登志郎君） 答弁ありがとうございます。 

 それでは幾つか再質問させていただきます。まず、ＬＧＢＴを正しく理解するために

も、市職員に対する研修の導入等をしていただきたいと思うんですけども、そういう導

入のお考えはあられるのかどうなのか、お願いいたします。 

○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 

○総務部長（西山俊信君） 德村議員の再質問でございます市職員のＬＧＢＴに関しま

す研修の必要性はあるのか、についてお答えをいたします。 

 本市でともに社会生活をいたしている現実を踏まえまして、市民としての支障などが

ないように、性的マイノリティに属する人々の理解を深めるために、職員研修の実施を

検討していきたいというふうに考えているところでございます。 
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 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 德村登志郎君。 

○１０番（德村登志郎君） 答弁ありがとうございます。 

 研修等を検討していただけるということで安心いたしました。が、もう１つ質問でご

ざいます。例えば、同性愛者の団体等が公民館等の公共施設の利用申し込みをされた場

合のそういう対応について、もしそういう場合がございましたらどのように対応してい

ただけるか答弁いただけますでしょうか。 

○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 

○総務部長（西山俊信君） 德村議員の再質問でございますＬＧＢＴ当事者からの公共

施設などの借用願についてお答えをいたします。 

 公共施設などの利用につきましては、利用目的などを条例等の規定に照らし合わせま

して、許可の判断がなされるべきものでございますので、ＬＧＢＴであることをもって

利用ができないというものではないというふうに考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 德村登志郎君。 

○１０番（德村登志郎君） 答弁ありがとうございます。 

 これはやはり１０年ぐらい前、ほかの行政のところでやはりＬＧＢＴの代表の方々が

公的施設の特に宿泊施設ですね、そういう青年の家みたいなところを借りようとしたと

きに、そのＬＧＢＴの団体であるということをもって断られたという経緯があったとい

うことも話で聞きました。やはりそれはもうずいぶん偏見がまだ今よりあったんじゃな

いのかなと、本市においてはそういうところを今後ないというふうに、今、部長の答弁

もいただきましたので安心したところでもございます。 

 では、続けてお願いしたいと思います。今後、各署窓口等にＬＧＢＴの方が来られた

ときに、どのような対応がなされていくのか、また、それに対する指導等があれば、お

聞かせいただきたいと思います。 

○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 

○総務部長（西山俊信君） 德村議員の再質問でございますＬＧＢＴ当事者が窓口に来

訪された際のノウハウはあるかについてお答えを申し上げます。 

 事例がないことから、仮定の答弁となることを御理解いただきたいと存じますが、対

応マニュアルなどは作成していないというのが現状でございますけれども、窓口で対応

する職員が、その対応に苦慮する場合などは課内の連携体制が必要なことでございます

ので、研修などを通してその体制を確認しながら、ＬＧＢＴ当事者が困惑されないよう

な体制で努めてまいりたいというふうに思っております。 

 以上でございます。 
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○議長（中尾嘉男君） 德村登志郎君。 

○１０番（德村登志郎君） ありがとうございます。 

 これはちょっとお聞き、対応等をお聞きしたのもちょっとこういうお話がありまし

て、期日前の投票に行ったとき、本人確認で、本人ですと言っても見た目が違うと、ど

う見ても男性でなく女性であると、それで結局最終的に自分自身が性同一性障害である

ということを強く言わなければ理解していただけなかったと。また、その対応された職

員の方が、その性同一性障害であるということを大きく連呼されてしまったと。やっぱ

りすごくそれで傷つかれて、もうちょっと二度と投票には行けないなというようなこと

をおっしゃってるような方もおりました。そういう恥ずかしい思いをしたと。やっぱり

そういうところをしっかり配慮していただけるような、マニュアルみたいなものも今後

必要ではないのかなというふうに感じて質問させていただいた部分であります。 

 あと、最後にもう１点、ＬＧＢＴにかかる人権相談等が今現在、いろいろつい最近も

人権相談があってますけど、そういうところであっているのかどうなのか、お聞かせ願

いたいと思います。 

○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 

○総務部長（西山俊信君） 德村議員の再質問でございます、市の特設人権相談につい

て、ＬＧＢＴに関する相談はあったか、また、当事者が相談しやすい環境になっている

のかということでお答えいたします。 

 平成２７年度から平成３０年９月までに限りますと、相談件数はあっておりません。

市が法務局玉名支局ほか、公共施設で年に３回設置いたしております特設人権相談にお

きましては、複数の相談者を同時に一つの部屋で対応しているというのが現状でござい

まして、今後、ＬＧＢＴに関する相談を特設人権相談の中でも気兼ねなくできるような

環境の整備に努めてまいりたいというふうに考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 德村登志郎君。 

○１０番（德村登志郎君） 答弁、ありがとうございます。 

 実際の相談がないという答弁でございました。ただこれは、考えられるのはＬＧＢＴ

の相談を受け付けますということをしっかり明示されてないと、まず相談はできないと

いうことだと思います。というのは、まず職員に相談して、そのことをＬＧＢＴの相談

であるということで、まず、偏見をもたれはしないかとか、実際、そういうハードルが

高い部分がございますので、やはり相談の一つ、人権の一つの中でこういう御相談も受

付してますというようなことをぜひともしっかり明示して、周知していただければとい

うふうに思います。 

 それでは次に、２点目の質問をさせていただきます。２、学校現場におけるＬＧＢＴ
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の教育、また、配慮についての答弁をいただきたいと思います。 

○議長（中尾嘉男君） 教育部長 戸嵜孝司君。 

○教育部長（戸嵜孝司君） 德村議員の学校現場におけるＬＧＢＴの教育、配慮につい

ての御質問にお答えいたします。 

 近年、社会におけるＬＧＢＴへの関心も高まり、学校においても児童生徒への支援に

ついてその対応が求められるようになってきました。こうした中、児童生徒についての

きめ細かな対応の実施に当たっての具体的な配慮事項等をまとめた通知、性同一性障害

にかかる児童生徒に対するきめ細かな対応の実施等についてが、平成２７年４月３０日

文部科学省から出されております。これに基づいて、各学校では教職員の基本的認識を

高めるための校内研修が実施されるようになってきました。玉名市においても校内研修

の実施や学校保健会の研修会でＬＧＢＴに関する講演会を実施するなどの取り組みが行

なわれています。学校における配慮事項としましては、まず、第１に信頼して悩みを打

ち明けることのできる相談体制の充実を図ることが考えられます。また、相談を申し出

た児童生徒の保護者と緊密に連携しながら、合理的配慮に基づく支援を進めることが必

要です。学校における配慮については、更衣室、トイレ、授業、部活動、修学旅行等さ

まざまな場面での具体的な配慮が考えられます。文部科学省からの通知によりますと、

例えば、修学旅行においては、１人部屋の使用を認める、入浴時間をずらすなどの各場

面での具体的な配慮事項が示されているところでございます。 

 以上です。 

○議長（中尾嘉男君） 德村登志郎君。 

○１０番（德村登志郎君） 答弁、ありがとうございます 

 いろいろな配慮等していただいて、また、研修等も先生方受けられてるということな

んですけど、ちょっと２点ほど再質問させていただきます。 

 中学校の保健体育の授業では、教科書に異性への興味が強くなると、男女を限定した

ような大体表現になっており、これはある方のお話ですけど、自分は普通じゃないのか

な、居場所がないというような感じがしたというアンケートの声があったと。特に教科

書は男女限定された表現であります。そういうときにＬＧＢＴへ配慮した補足の必要、

説明とか、そういうものも先生からとか必要かと思いますけれども、こちらに対する見

解をお聞かせください。 

○議長（中尾嘉男君） 教育部長 戸嵜孝司君。 

○教育部長（戸嵜孝司君） 保健体育での授業の中で、男女固定するような言葉という

ものがあるということでございますけれども、多種多様な性のとらえ方ということで、

文部科学省より平成２０年３月に出されました人権教育の指導方法のあり方について、

第３次とりまとめにおいては、性的指向を理由とする偏見、差別、性同一性障害者の人
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権が個別の人権課題の一つとして取り上げられております。学校教育においては、さま

ざまな人権課題の中から、子どもたちの発達段階に配慮しながら、それぞれの学校の状

況に応じて、児童生徒の心に響く課題を選び効果的な学習を進めていくということでご

ざいます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 德村登志郎君。 

○１０番（德村登志郎君） 答弁、ありがとうございます 

 教科書のことですので、文部科学省のほうで当然進めていただくべくことですけれど

も、今後、変わっていくというふうには思いますけれども、やはりそういうところを現

場の先生方も配慮していただければというふうに思います。 

 次に、これは性別違和のある女性とのお話ですが、嫌いな制服を結局卒業まで着続け

て、いきなり男子の制服を着ると周りからどんな目で見られるのだろうかという不安を

感じていたと、また、同様にトイレや着がえやプールの授業など、たくさんの配慮が学

校には必要だと感じております。特にトイレですね、学校のトイレは、現在玉名市でも

洋式化の推進がされております。その推進にあわせて、今後はだれでもトイレの設置等

が学校にも必要じゃないのかなというふうに感じておりますけれども、それに対して見

解をお聞かせください。 

○議長（中尾嘉男君） 教育部長 戸嵜孝司君。 

○教育部長（戸嵜孝司君） 德村議員の学校のトイレの配慮ということでございます。 

 平成２７年４月に文部科学省のほうから通知で、性同一性障害にかかる児童生徒に対

するきめ細かな対応の実施についてにおいて、トイレに関しましては、職員トイレや多

目的トイレの利用を認めるということが、具体的な支援の例として示されているところ

でございます。今後、配慮を必要とする児童生徒や保護者等からの相談があった場合、

先ほど述べましたように、文部科学省の通知に沿った具体的な支援に取り組んでまいり

たいと考えております。 

 なお、４月に開校しました玉陵小学校を初め、小学校１６校中８校、中学校において

は６校中３校に、校舎内に多目的トイレを設置しており、今後は施設の整備にあわせて

多目的トイレ等の設置を図ってまいりたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（中尾嘉男君） 德村登志郎君。 

○１０番（德村登志郎君） 答弁、ありがとうございます 

 また、トイレに対しても多目的トイレもずいぶん学校において設置がされてきている

ということで、まだ今後、その他目的トイレを自由に子どもたちが使えるような、そう

いう配慮もしていただきたいと思います。 
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 あと、それと次に、自治体が進めるパートナーシップ制度の導入についてお尋ねいた

します。 

 これは現在、９つの自治体で導入済みのパートナーシップ制度ですが、２０１５年に

東京都渋谷区、世田谷区で始まり、三重県伊賀市、兵庫県宝塚市、沖縄県那覇市、北海

道札幌市、昨年４月には福岡市、そして大阪市、東京都中野区と広がっております。現

在、千葉市、さいたま市、名古屋市、長崎市、東京都港区、埼玉県川越市、神奈川県横

須賀市、滋賀県大津市、神奈川県丸亀市などで導入の方向へ進んでいるようでございま

す。パートナーシップ制度は法的にはほとんど効果はなく、婚姻とは別物であります。

しかし、自治体が同性カップルのパートナーシップを正式に認めることは、市民の啓発

となり、当事者をエンパワーするものとして、法的効果はなくてもその意味においての

大きな効果があるものと考えております。本市における見解をお聞かせください。 

○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 

○総務部長（西山俊信君） 德村議員の自治体が進めるパートナーシップ制度の導入に

ついてお答えを申し上げます。 

 パートナーシップ制度は、同性カップルを自治体が公に婚姻に準ずる関係としまして

証明するものでございます。法的な婚姻が認められない中で、同性愛カップルの方々に

とっては法的な拘束力は小さいものの、その関係を行政が公に認めるという意味では非

常に意義の大きな制度であると言われているところでございます。 

 先ほど德村議員申されたように、２０１５年に東京都の渋谷区とそれから世田谷区で

導入が始まったこの制度は、２０１８年８月現在で北海道の札幌市、福岡県の福岡市な

ど、全国で９つの自治体で導入がなされているところでございます。現在、熊本県内の

自治体での導入事例はございませんが、今後は県内他自治体や全国の動向を把握しなが

ら検討を要する状況になりましたら、必要に応じて措置を講じてまいりたいというふう

に考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 德村登志郎君。 

○１０番（德村登志郎君） 答弁、ありがとうございます 

 それではちょっとパートナーシップ制度の利用者の声をちょっと幾つか伝えたいと思

います。 

 これは渋谷区での方ですけれども、「社会に参加している感じ。」「税金を納めてい

るところに自分も参加しているって感じ。」「渋谷区長の犯行が押されてるし、渋谷区

に認めてもらったんだというのは、ありますね。感慨って言うんですかね。」「渋谷区

では守られる。強気でいられる。」というようなアンケートの声があります。また、世

田谷区では、「私たちカップルは、世田谷区で他自治体に先駆けて、同性パートナーシ
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ップが始まるということで、他市から転入しました。」というようなお話もあります。

このように制度導入はすごい低コストでアピール力が強いものだと思います。ぜひ、熊

本においては、どこの自治体より早い導入を進められることを要望したいと思っており

ます。 

 続けてよろしいですか。 

○議長（中尾嘉男君） うん。 

○１０番（德村登志郎君） それでは、最後に、４、藏原市長へのＬＧＢＴへの認識と

見解についてお尋ねいたします。答弁よろしくお願いいたします。 

○議長（中尾嘉男君） 市長 藏原隆浩君。 

○市長（藏原隆浩君） 德村議員のＬＧＢＴへの認識と見解についてお答えいたします。 

 現在、ＬＧＢＴの方々を含めた、性的少数者の方々の権利を社会的に認知しようとす

る動きが全国的に確実に広がってきています。しかしながら、ありのままの自分を受け

入れてもらいたいと願う性的少数者の方々への周知の無理解による偏見は社会の中にま

だまだ存在し、そうした偏見をできるだけ取り除く必要があるというふうに認識をいた

しております。あらゆる人が暮らしやすい本市の将来像である、「人と自然が輝き や

さしさと笑顔にあふれるまち 玉名」を実現するためには、人間の性の多様性など、性

について正しく理解し、知らないことから生まれる偏見や差別意識を取り除く努力が必

要であるというふうに思っております。そういったことで、私を含めまして、職員全体

で性的少数者の方々のさまざまな困難に対する理解を深めてまいりたいというふうに考

えております。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 德村登志郎君。 

○１０番（德村登志郎君） 答弁、ありがとうございます 

 政治家の中には、先ほどこの最近ちょっと騒がしくなってました、自民党の杉田衆議

院のように「ＬＧＢＴのカップルのために税金をつかうことに賛同が得られるものでし

ょうか。彼ら、彼女らは子どもをつくらない。つまり生産性がないのです。」と雑誌に

寄稿する議員もいらっしゃったみたいです。私は、ただいま藏原市長の答弁を聞き、す

ごく安心してうれしく思った次第でございます。 

 そこで再質問になりますが、性自認や性的指向に直接関連する言葉が入った条例を持

つ自治体が少なくても２７あると聞きます。また、計画、プラン、指針、宣言などの文

章で性的指向や性自認に関して、何らかの言及をしている自治体は少なくとも１８８あ

るといいます。本市においてもこのような言葉を入れることで、市民の啓発と性的マイ

ノリティへのエンパワーになると思いますが、いかがでしょうか。また、支援宣言やフ

レンドリー宣言を行なっている自治体もあり、これは当該自治体の職員や市民の意識を
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高め、また、性的マイノリティに対してはその存在が公に認められているとの強いメッ

セージを与えることにつながると思いますが、市長の見解をお聞かせください。 

○議長（中尾嘉男君） 市長 藏原隆浩君。 

○市長（藏原隆浩君） 德村議員の再質問にお答えいたします。 

 今年の３月に策定しました、第２次玉名市人権教育啓発基本計画におきまして、性的

マイノリティに関する人権について、今後啓発推進する人権項目の１つとして盛り込ん

でおります。条例等の規定につきましては、その自治体の規定内容などを調査、研究し、

そして必要に応じて検討していきたいというふうに考えております。 

 そして、フレンドリー宣言のほうの件につきましては、性的少数者への支援、配慮の

必要性は十分に感じておるところでございますが、先ほど述べました第２次玉名市人権

教育啓発基本計画においては、女性、子ども、高齢者、外国人など、性的少数者を含む、

多種多様な人権の教育、啓発を総合的に進めていくということとしております。このよ

うに、すべての市民の皆さんの人権を尊重することが大変重要であると認識しておりま

すので、性的少数者に向けた支援宣言等につきまして、引き続き研究をしてまいりたい

というふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 德村登志郎君。 

○１０番（德村登志郎君） 答弁、ありがとうございます 

 市長の答弁、本当に性的マイノリティの方々のエンパワーになったのではないかな、

というふうに感じさせていただきました。 

 本日は、ＬＧＢＴについて質問させていただきましたが、このことはＬＧＢＴなどの

セクシュアルマイノリティだけの問題ではなく、かつＬＧＢＴなどのセクシュアルマイ

ノリティだけの問題にしてもいけないということだと思っております。大切なことは、

ＬＧＢＴであるかどうか、セクシュアルマイノリティであるかどうかではなく、いかな

る生物学的性、性別、性自認、性的指向、ジェンダー表現であっても、それぞれのあり

方が尊重されるべきだと思います。数が多いから正しいとせず、一人一人が尊重される

政治が実現されるべきだと明言し、この質問を終わりたいと思います。 

 ありがとうございます。 

○議長（中尾嘉男君） 德村議員の一般質問の途中ですが、議事の都合により、午後１

時まで休憩いたします。 

午後 ０時０３分 休憩 

―――――――――――――――――――――― 

午後 １時００分 開議 

○議長（中尾嘉男君） 休憩前に引き続き、会議を開き、一般質問を行ないます。 
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 德村登志郎君。 

［１０番 德村登志郎君 登壇］ 

○１０番（德村登志郎君） それでは、休憩に引き続き、質問を続けさせていただきま

す。 

 高齢者肺炎球菌ワクチンの来年度以降の取り組みについてお伺いいたします。高齢者

肺炎球菌ワクチンの予防接種については、過去に２度一般質問させていただいておりま

す。当時は、個別通知の必要性を訴えて、その後すぐ対応していただいた経緯もござい

ます。その結果、接種率も上がったとの報告もいただき、感謝している次第でございま

す。ただ、今年度までで国の経過措置期間が終了します。来年度からは６５歳となる人

だけが対象となるわけです。 

 そこで、２点お尋ねいたします。１、平成２６年度から今年度までの経過措置期間の

取り組みと成果について。そして、接種率を上げて肺炎を予防することは、本市の高齢

者の健康寿命の延伸につながるのみならず、国保の医療費削減に寄与できると考えられ

ております。また、災害時に問題となる感染症、特に高齢者では避難所における肺炎対

策が重要であり、平時に置いて感染症対策を徹底しておくことも災害対策の１つである

と考えます。１度も定期接種を利用したことのない、接種できなかった市民のための対

策として救済措置を設けるべきではないかと考えております。そこで、２、「接種でき

なかった市民」への救済措置について。 

 以上、答弁お願いいたします。 

○議長（中尾嘉男君） 健康福祉部長 松野信生君。 

［健康福祉部長 松野信生君 登壇］ 

○健康福祉部長（松野信生君） 德村議員の高齢者肺炎球菌ワクチンの平成２６年度か

ら今年度までの経過措置期間の取り組みと、成果についての御質問にお答えします。 

 高齢者肺炎球菌ワクチンは、高齢者の肺炎の感染症を予防し、また、重症化を防ぐた

めに国の政策により定期予防接種のＢ類疾病として、平成２６年１０月から始めたもの

でございます。初年度の２６年度は６５歳から５歳刻みで７０歳、７５歳、８０歳、８

５歳というように、節目年齢の方を対象に開始し、２７年度から３０年度まで同様な年

齢構成で受診勧奨に取り組み、この５年間で６５歳以上の方全員が完了することができ

ました。また、受診勧奨の方法ですが、初年度は広報での通知と契約医療機関からの勧

奨、２年目からは個人通知、さらに３年目からは個人通知に予診票を同封して受診勧奨

をしてまいりました。これまでの接種率は初年度の平成２６年度は３６.２％、平成２

７年度からは４８.４％、５０.９％、４５.６％と推移しており、約半数の方が接種を

されています。 

 次に、高齢者肺炎球菌ワクチンを接種できなかった市民への救済措置についてお答え
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します。平成３１年度は接種開始から５年が経過し、新たに６５歳になられる方を対象

に接種をすることになりますが、これまでの５年間で接種できなかった方たちへの救済

方法については、今年度中に国の方針が示されると思いますので、国の動向に注視しな

がら、市としての対応を検討していきたいというふうに思っているところでございます。 

 以上です。 

○議長（中尾嘉男君） 德村登志郎君。 

○１０番（德村登志郎君） 答弁、ありがとうございます 

 今回の高齢者肺炎球菌ワクチンの定期接種は、ワクチン接種による高齢者の肺炎予防

と肺炎の医療費削減効果が期待されたものだと思っております。平成２６年度から本市

の取り組みで、接種率が部長の答弁によると約５０％とございましたが、接種できなか

った方を救済できることは、本市の高齢者の健康寿命延伸にもつながるのみならず、保

健医療費の削減という形でも財政に返ってくると思います。定期接種の経過措置の期間

は５年間に限られており、平成３１年度からは６５歳の方だけが対象となる予定となっ

ております。経過措置というわかりづらい制度によって接種を受け忘れたり、また、接

種できなかった方に、もう１度機会を与える環境整備、取り組みは本市においても必要

ではないでしょうかというふうに思います。国の動向を見て、いろいろ対応されるとい

うことですけれども、ぜひとも、もう１度接種の機会を与えていただく方向で考えてい

ただければと思います。 

 とにかく、本市において高齢者肺炎球菌ワクチンの接種期限を過ぎた後に、接種した

かったが知らなかったという高齢者を一人でも減らせるように救済措置を設けることは、

市民の目線に立った行政のあるべき姿ではないかと考えております。市民の命を守るた

め、積極的な取り組みをしていただきたいと要望し、この質問は終わりたいと思います。 

 それでは、次の質問に移ります。 

［１０番 德村登志郎君 登壇］ 

○１０番（德村登志郎君） 災害時における正しい判断や行動について。以上、関連す

ることを質問させていただきます。 

 過日、熊本地震を思い起こさせる地震が９月６日北海道で発生しました。多くの人命

も奪われた被害に、今一度防災の大切さを実感いたしました。今回の地震で亡くなった

方々の御冥福を心より追悼申し上げます。 

 とにかく災害の備えは平時が重要です。そこで兵庫県伊丹市での取り組みを御紹介さ

せていただきます。伊丹市には冊子として発行し、市内の全世帯に無料配付している

「防災マップアンド市民べんり帳」があります。そのうちの防災マップ情報をスマホや

パソコン、タブレットで見られる「ｗｅｂ版伊丹市防災マップ」が３月から開始され話

題を呼んでおります。「ｗｅｂ版伊丹市防災マップ」は市が地図作成最大手の株式会社
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ゼンリンと協定を結び、同社作製の地図データを活用し、伊丹市内のマップ上に浸水情

報を明記しております。内水の場合は１時間に９６ミリメートルの降雨を想定し、洪水

の場合は、例えば、女川では９時間の総雨量が３８０ミリメートルを想定し、浸水した

場合の水深を算出し、水深が５メートル以上に達するエリアはピンク色など、色分けを

して表示しています。また、避難所や避難場所、ＡＥＤ設置施設、防災備蓄倉庫、屋外

拡声器、市内に約１,０００台ある見守りカメラなどの場所を地図上にアイコンで表示

しています。アイコンにタッチすると住所が表示されるようになっています。ＧＰＳ機

能で自分の現在地がわかるので、今いる場所から近い避難所や防災備蓄倉庫などの位置

関係がわかるように工夫されています。災害時の情報伝達の手段として、また、平時に

置ける災害時の行動計画等を立てる手段としても電話やパソコンが使えなくても、住民

が迷うことなく防災拠点や避難所にたどり着くことができるようにするために、民間事

業者の技術や知恵を活用してスマホ向けの防災マップアプリの発信は大変有効だと考え

ます。 

 次に、愛知県尾張市の取り組みを紹介させていただきます。いつ、どこで起こるかわ

からない自然災害に正しい判断や行動が命を守るとし、子どもたちの防災意識を高める

ため、４月に「こども防災手帳」を配付されました。この「こども防災手帳」は、Ａ５

サイズで、１年生から３年生用と４年生から６年生用の２種類がつくられています。市

小中学校ＰＴＡ連絡協議会と協力して作成し、同手帳は災害に備えて用意すべき物品や

地震、台風のときにどう行動すべきかをイラストやクイズを使って説明してあり、楽し

く学べるように工夫がされております。どうするかを家族と話し合って記入する部分も

多くあり、家族の話し合いが進むようになっています。市の担当者は、手帳の文章だけ

で知識を取り入れるのではなく、クイズを解いたり、考えを巡らせて学んでもらいたい

と述べております。各小学校で行なわれる避難訓練の事前学習にも同手帳を使い、避難

方法を確認するツールになっております。防災において家族で行なう防災ミーティング

の重要性が指摘されております。子どもが親と話し合いながら防災意識を高められる

「こども防災手帳」は有効なツールと考えます。 

 そこで２点お尋ねします。いずれも災害時における正しい判断や行動の一助になると

考えております。そこで、１つ、兵庫県伊丹市で開始された「ｗｅｂ版伊丹市防災マッ

プ」のような発信を玉名市でも検討していただきたいのが１点。そして２、小学生を対

象に「こども防災手帳」の作成と配付を検討していただきたいのが２点。 

 以上、答弁をお願いいたします。 

○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 

［総務部長 西山俊信君 登壇］ 

○総務部長（西山俊信君） 德村議員の兵庫県伊丹市で開始されました「ｗｅｂ版伊丹
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市防災マップ」のような発信を玉名市でも検討してはいかがかについてお答えいたしま

す。 

 現在、当市におきましては、洪水、土砂災害の危険箇所、津波、地震によるハザード

マップを紙媒体による全戸配付によりまして周知を行なっており、あわせて市ホームペ

ージからもＰＤＦファイルによって公開をいたしている状況でございます。しかしなが

ら、市民の方々から捨ててはいないけれども、どこにあるかわからないとか、ホームペ

ージ上ではＰＤＦ形式で見づらいとの意見があるのも事実でございます。このような中、

議員御指摘の「ｗｅｂ版防災マップ」は、必要なときに、必要な情報をスマートフォン

や自宅などのパソコンから閲覧ができ、必要とする位置情報を素早く自由に縮小拡大が

可能なことであることから、避難対策を行なう上で、重要なツールの一つであると考え

ております。今後、来年更新予定の河川と土砂災害のハザードマップにあわせて「ｗｅ

ｂ版防災マップ」の導入については、検討を行なってまいりたいと考えております。 

 続きまして、小学生を対象に「こども防災手帳」の配付を検討してはいかがかについ

てお答えをいたします。 

 先の大阪北部地震において、登校中の児童が倒れたブロック塀の下敷きとなり、犠牲

となられる痛ましい事件が発生をいたしました。このことから、大人がそばにいない登

下校時などの家庭、学校以外の場所においても生徒児童が一人でも対応できるようにす

るため、防災教育の必要性が課題となったところでございます。議員御指摘の「こども

防災手帳」は、子どもの防災力向上の観点から非常に有用であるとともに、子どもが防

災教育で学んだことを家庭で話し合うことで、家庭内での防災教育がいっそう図られる

こともあるため、今後教育委員会と連携を図りながら検討をしてまいります。 

 また、広報たまなにおいて、毎月連載しております防災コラムにつきましても子ども

向けの記事についての検討を図ってまいりたいと考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 德村登志郎君。 

○１０番（德村登志郎君） 答弁、ありがとうございます。 

 いずれも、前向きな答弁をいただき感謝いたします。 

 防災には御存じのとおり、公助、共助、自助とあります。そして防災の基本は何より

自助にあります。自分自身で命を守れれば家族、家族や友人、隣人を助けにいくことも

できます。子どもなら親に心配をかけずに済みます。また、共助の最小単位は家族にな

ると思います。家族で子どもたちも交えて、防災ミーティングを定期的にとることは、

共助をより強固なものにすると思います。行政が行なう公助、これはまず自助と共助に

的確な情報を与えることではないでしょうか。そのためにも今回紹介した「ｗｅｂ版伊

丹市防災マップ」と「こども防災手帳」は大変有効と考えております。ぜひ、導入を進
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めていただきたいと思います。 

 それでは、次の質問に移ります。 

［１０番 德村登志郎君 登壇］ 

○１０番（德村登志郎君） それでは最後になりますが、ＬＬブックの導入についてお

尋ねいたします。 

 ＬＬブックは、やさしくてわかりやすい本という意味です。では、やさしくてわかり

やすいとはどういうことでしょうか。具体的に言えば、どういう文章がやさしくてわか

りやすいと言えるのでしょうか。 

 ＬＬブックとは知的障がいのある人や母語を異にする人などが読むことが、あと、読

むことが苦手な人などのために、読みやすいように工夫してつくられた本のことです。

やさしめにわかりやすく書かれた文章、絵記号、ピクトグラムといいますけれども、こ

ういうものや、あと、イラスト、写真などが使ってつくられております。５０年ほど前

にスウェーデンで生まれたＬＬブックの考え方は、今では世界中に広がっています。日

本でも徐々に作品がふえ始めています。ＬＬブックのＬＬとは、スウェーデン語のラッ

テラスト（Ｌäｔｔｌäｓｔ）やさしくてわかりやすいとの略でございます。つまり、Ｌ

Ｌブックは、やさしくてわかりやすい本という意味になります。ただし、やさしくてわ

かりやすい本といっても、乳幼児や小学生くらいまでの子どもを対象とした本ではあり

ません。知的障がい者や母語を異にするなどのために読むことに困難を伴いがちな、中

学生以上の青年、ヤングアダルト層や成人を対象に生活年齢にあった内容の本を提供し

ようというのがＬＬブックのコンセプトになります。 

 ＬＬブックには、必ずしも決まったスタイルがあるわけではありません。ただし、１

つ、やさしめでわかりやすく書かれた文章。２つ、文章の意味を示す絵記号、ピクトグ

ラム。３、イラストや写真からなるＬＬブックが比較的多く、スタンダードなスタイル

といえると思います。ほかにも写真だけでつくられたＬＬブック、スマートフォンなど

をかざすと音声読み上げをしてくれる音声コードをつけたＬＬブックなど、そのスタイ

ルは多様でございます。 

 今から５０年ほど前に北欧のスウェーデンで始まったＬＬブックは、現在では世界中

のさまざまな国々に広がっています。英語圏では、イージートゥリード（ＥＡＳＹ Ｔ

Ｏ ＲＥＡＤ）やイージートゥアンダースタンド（ＥＡＳＹ ＴＯ ＵＮＤＥＲＳＴＡ

ＮＤ）と呼ばれています。障がいのある人もない人と平等に暮らしていける社会を実現

しようというノーマライゼーション（ＮＯＲＭＡＬＩＺＡＴＩＯＮ）の考え方を推進す

るためには、障がいのある人の知る権利が障がいのない人と、平等に保障されなければ

なりません。知的障がいのある人の場合、やさしくてわかりやすい形での情報提供がな

されなければ、知る権利を実質的に保障したことになりません。そこで始まったのがＬ
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Ｌブックの出版だったのです。スウェーデンでは今や本だけでなく、ＬＬ新聞も発行さ

れています。２０１６年４月に障がいを理由とする差別の解消の推進に関する法律、障

害者差別解消法が施行され、障がい者への合理的配慮の提供が行政機関等に義務づけら

れました。知的障がいのある人にとってＬＬブックは情報面における合理的配慮の１つ

にほかなりません。また、知的障がいのある人の他にも、高齢化やグローバル化の進展

とともにＬＬブックを必要としている人はふえ続けています。ＬＬブックへのニーズは

今後ますます高まっていくことは間違いありません。このニーズにどう答えていくのか

が行政にも求められていると思います。 

 そこで提案にはなりますが、本市の市立図書館や小学校へのＬＬブックの導入の検討

はいかがなものか答弁をお願いしたいと思います。 

○議長（中尾嘉男君） 教育部長 戸嵜孝司君。 

［教育部長 戸嵜孝司君 登壇］ 

○教育部長（戸嵜孝司君） 德村議員の市立図書館や小学校へのＬＬブックの導入の検

討についてということでお答えいたします。 

 まず、ＬＬブックは先ほども議員申されましたとおり、１９６０年代に北欧で出版が

始まったもので、ＬＬとはスウェーデン語でやさしく読みやすい本という略語です。中

高校生以上の年齢の人を対象に、知的障がいや発達障がいのある人のために、写真やイ

ラストをより多く用いて、視覚的にもわかりやすくまとめているのが特徴です。欧米で

普及し始めているＬＬブックですが、日本ではまだ十分に普及していないのが現状です。

市の図書館におけるＬＬブックの蔵書の現状についてですが、本市には７月に新たに開

館した天水図書館を含めて４つの図書館があり、平成１６年度に購入したＬＬブックの

内容を紹介した本が１種類１冊、平成２９年度に購入した児童書が１種類２冊あります。

また、ＬＬブックの利用状況としましては、内容の紹介本タイプが通算７回、児童書タ

イプが通算６回の貸し出し実績があります。今後、市立図書館としては、数少ない出版

状況ではありますが、来館者や市民からの要望、及び図書館協議会との協議を通して、

図書資料の増刷ができるよう努めるとともに、社会への啓発にも努めてまいりたいと思

っております。また、ＬＬブックの導入については、玉名市内の６中学校に確認したと

ころ導入はされておりません。一方、特性を有する特別支援学級においては、個のレベ

ルやニーズに応じた図書を学級文庫の形で配置している実態もあります。今後、ＬＬブ

ックに関する研究を進めるとともに、その目的に沿った教育上の合理的な配慮が必要な

生徒が在籍する学校においては、ＬＬブック導入の要否について積極的に検討してまい

ります。 

 以上です。 

○議長（中尾嘉男君） 德村登志郎君。 
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○１０番（德村登志郎君） 答弁、ありがとうございます。 

 ぜひ、ＬＬブックの特設コーナー等の工夫もしていただき、多くのＬＬブックを紹介

していただければと思います。 

 ＬＬブックは障がいがある方への特別なものではなく、健常者も共に楽しめるものと

なっております。ＬＬブックのようなやさしい工夫がもっと当たり前に普及していけば、

健常者、障がい者ともにもっと暮らしやすい社会になるのではないかと思います。 

 これで、今回の一般質問は、以上で終わります。御静聴ありがとうございました。 

○議長（中尾嘉男君） 以上で、德村登志郎君の質問は終わりました。 

 ５番 赤松英康君。 

［５番 赤松英康君 登壇］ 

○５番（赤松英康君） 皆さんこんにちは。次の質問の方が多分、時間費やされると思

いますので、早速一般質問に移りたいと思います。 

 まず、スポーツ振興基金設立についてお伺いいたします。 

 広報たまなの９月号の１ページから５ページにレスリングの記事が掲載されておりま

した。その中で世界カデットレスリング選手権大会に日本代表として出場し、見事国際

大会初出場、初優勝を成し遂げた北稜高校１年生の大野真子さんが紹介されておりまし

た。大変感動いたしました。まさに玉名市の誇りであります。この記事を見て、玉名の

レスリングは、今後ますます成長を続けるのではと期待するところであります。今後、

国際大会並びにオリンピックでメダリストに輝く選手が輩出されることも夢ではないと

思います。レスリングに限らず、スポーツ全般において、経費も相当かかります。そこ

で国際大会及びオリンピックでのメダリストには、報奨金を授与したらどうかと思いま

す。そういう観点から、スポーツ振興基金みたいなものを創設したらどうかと思うので

すが、いかがでしょうか。 

 市長の御見解をお伺いいたします。 

○議長（中尾嘉男君） 市長 藏原隆浩君。 

［市長 藏原隆浩君 登壇］ 

○市長（藏原隆浩君） 赤松議員の御質問、スポーツ振興基金の設立についてお答えを

いたします。 

 私も７月にクロアチアで開催されました世界カデットレスリング選手権大会におきま

して、本市在住の北稜高校１年、大野真子選手が世界チャンピオンになったことは大変

な偉業でありますし、本市の私も市長として、この上ない喜びでありました。ほかにも

世界の舞台へ羽ばたいている選手もあり、近い将来本市から世界で活躍する人材が輩出

されることも夢では、決してないような気がしているところでございます。 

 赤松議員から世界でメダルを勝ち取った方の苦労に報い、また、功績をたたえるため
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に相応の報奨金を支給するための財源措置として、スポーツ振興基金を創設したならば

との御提案でありますけれども、現在、本市にはスポーツ、文化などで輝かしい活躍を

したものや社会文化の向上発展に関し、功績卓絶なものに対し、功績をたたえるものと

して、市民栄誉賞として表彰する制度でありますとか、名誉市民の称号を贈る制度がご

ざいます。多額の報奨金はありませんけれども、市民栄誉賞では表彰状や記念品の授与

及び金一封、また、名誉市民では公式的な待遇及び特典を与えることができているとい

うことになっております。 

 私も赤松議員のお気持ちは重々わかりますし、同じような思いであることは申し添え

たいと思いますけれども、現在のところ報奨金を支給するための基金創設までは考えて

いないところでございます。ただ、世界でトップとなるような方に対しましては、その

大会規模でありますとか、内容をしっかりと考慮して、市民栄誉賞、また、名誉市民も

含めて相応の対応は図ってまいりたい、というふうに考えているところでございます。

また、本市におきましては、全国大会など出場激励金制度として、全国大会出場者には

１万円、世界大会出場者には２万円の激励金を支給するものがございますけれども、こ

れも多少金額の見直しが、必要であるんではないかというふうに思っております。です

から、そういったこともあわせまして、この出場激励金のみならず、全国大会で優勝し

た選手、また、世界大会で優勝した選手、功績をたたえる報奨金の支給制度について、

しっかりと今後検討をしていきたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 赤松英康君。 

○５番（赤松英康君） 御答弁、ありがとうございました。 

 続きまして、次の質問に移らせていただきます。 

［５番 赤松英康君 登壇］ 

○５番（赤松英康君） それでは、次の質問に移らせていただきます。新玉名駅駐車場

について御質問をいたします。 

 まず、新玉名駅駐車場について、まず、西側駐車場オープンしてからの駐車場全体の

利用状況をお尋ねいたします。 

○議長（中尾嘉男君） 建設部長 前田愼一郎君。 

［建設部長 前田愼一郎君 登壇］ 

○建設部長（前田愼一郎君） 議員御質問の新玉名駅駐車場についての現状についてお

答えをいたします。 

 西側駐車場を４月から供用開始を行ないまして、２１１台分のスペースを増設してお

ります。既存の駐車場とあわせますと４６５台となっております。西側駐車場の供用開

始に伴い、これまでの２カ所の臨時駐車場は閉鎖しました。供用開始しまして５カ月余
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りが経ったところでございますけれども、調査を行なっている昼過ぎには、既存の駐車

場が平日土曜日、日曜日も満車の状態が続いております。西側駐車場におきましては、

平日が６割の利用、土曜、日曜日におきましては、８割程度の利用となっております。

議員から質問を受けましたときに、駐車場の台数が４６５台以上の満車を超えた日は何

日ぐらいあるかという御質問でございますけれども、これは調査を行ないまして、５月

３日から５日までの３日間、それと７月１４日の単独の１日、そしてお盆の８月１２日

か ら１４日までの３日間で、合計７日間となっております。この７日間につきまして

は、お客様の迷惑がかからないよう再度臨時駐車場を開放し対応しております。 

 維持管理のほうについてでございますけれども、駅の光熱費、場内清掃、除草、剪定

などのシルバー人材センターへの委託をあわせまして、平成２８年度が７１６万円、平

成２９年度が７３４万円となっております。その費用のうちの駐車場整理の費用でござ

いますけれども、平成２８年度が１６３万円、平成２９年度におきましては、１８３万

円となっております。 

 それからの御質問ですが、今年度に入りこの駐車場整備に出勤してもらった日数でご

ざいますけれども、４月が７日間、５月が６日間、７月が３日間、そして先月の８月が

１２日間、合計２８日間となっております。 

 現状については、これで以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 赤松英康君。 

○５番（赤松英康君） どうも、御答弁、ありがとうございました。 

 今、御答弁お伺いしますと、平日ほとんど駐車場には余裕があるということで、私も

安心しているところでございます。 

 続きまして、関連質問ですが、有料化した場合の管理委託料等について、わかる範囲

で結構ですので、お尋ねいたします。 

 よろしくお願いします。 

○議長（中尾嘉男君） 建設部長 前田愼一郎君。 

○建設部長（前田愼一郎君） 次の質問の今後についてでございますけれども、現在は、

６月議会で御承認をいただきました条例に基づき、指定管理者の公募を現在行なってお

ります。公募期間は９月７日から１０月の５日までとし、主な公募の内容といたしまし

ては、指定管理期間は５年間で、駐車場への入退場のゲートの設置を含めたところで料

金設定を行なっていきたいと思います。指定管理料については、市のほうからは支払う

ことは考えておりません。あくまでも駐車料金でまかないたいと考えております。もし、

利益が出た場合は、市と指定管理者で折半をしていきたいと考えております。また、指

定管理者のほうの責任で赤字が出た場合、市からのそれに対する補てんはしないところ

で公募を行なっております。 



 － 150 －

 今後のスケジュールといたしましては、１０月の中旬に候補者選定委員会を開きまし

て、プロポーザルを行ない、指定管理者の協定案件を１２月議会のほうに提案し、議会

の承認いただいたあと、年明けに基本協定を締結し、４月の有料化に向けた準備をして

いく予定でございます。 

 以上です。 

○議長（中尾嘉男君） 赤松英康君。 

○５番（赤松英康君） 御答弁、ありがとうございました。 

 指定管理の費用とか、今お伺いしましたけども、恐らく玉名市内に駐車料金が入るこ

とは多分ゼロに近いと思います。 

 それでは、次の関連の質問をまたします。 

 これまでの答弁から察しますと、満車の日は、あと現在までの７日間、あと年末含め

ますと年間約１０日以内ではないかと思います。そういう観点から見ても、通勤・通学

の方のことも考えて、有料化はよく検証してからでも遅くないと思います。市長の御見

解をお伺いいたします。 

○議長（中尾嘉男君） 市長 藏原隆浩君。 

○市長（藏原隆浩君） 赤松議員の再質問にお答えしたいと思います。 

 有料化はよく検証してからでも遅くはないと思うが、市長の見解をということであり

ますけれども、本年の６月の議会におきまして、玉名市新玉名駅自動車駐車場条例が可

決をされまして、現在、担当課において平成３１年４月からの有料化に向けて準備を進

めておるところは、議員も御承知のことというふうに思います。そういった中で、新玉

名駅の開業当時、そして駐車場が開設されて無料で始まった当時、私は市議会議員とし

て携わっておりました。私の記憶するところでは、その当時、当面は、開業から当面は

無料でいくというような話であったというふうに記憶をしております。そういったこと

で、開業よりこれまで無料でありましたので、有料になると通勤や通学及び利用される

方々に負担になるということは、本当に理解ができるんですけれども、やはり慢性的な

混雑、今議員は１０日以内ではないかと、満車を超えるのがということではありますけ

れども、基本的には慢性的に混雑しているということには変わりはありませんし、受益

者負担というその観点からも、今後は有料化を推進してまいりたいというふうに考えて

おります。ただ、これからの将来にわたっての定住でありますとか、移住にもたらす影

響等々も十分考えていかなければなりませんので、通勤の方、また、通学者、定期を所

有されてらっしゃる方々に対しての補助といいますか、優遇措置というものはしっかり

とっていきたいというふうに考えておりますので、どうか議員も御理解をいただきたい

というふうに思います。 

○議長（中尾嘉男君） 赤松英康君。 
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○５番（赤松英康君） どうも、御答弁、ありがとうございました。 

 今、御答弁をお伺いしまして、市長の言われることは理解するところはたくさんあり

ますが、私なりに考えますと、普段はほとんど無料でもスペースに余裕があるというこ

とでした。私が考える、私の見解としましては、普段は無料にして、その連休とかの満

車になる日、年間１０日ぐらいだとは思うんですが、そのときだけ有料にして、人によ

って料金を徴収するという、ありますし、機械を設置する必要もありません。市長言わ

れる受益者負担の観点からも、その人によって徴収すれば玉名市の収入にもなります

し、人件費を差し引いても十分採算が取れると思います。委託管理をした場合に、玉名

市への収入はおそらくゼロ円だと思います。ゼロ円だと思います。有料化した場合のほ

うが収入がないことは、大変おかしなことだと思います。普段無料にして満車日の１０

日ぐらいを人によって料金を徴収すれば収入にもなりますし、有料化、普段から有料化

した場合よりも収入が多いという結果になると思います。これは受益者負担の原理から

いってもおかしなことになるんじゃないかと思います。 

 まだまだ研究の余地があると思います。今後もよく検証して、私も注視していきたい

と思います。 

 以上、私の見解を述べまして、一般質問を終わります。御静聴ありがとうございまし

た。 

○議長（中尾嘉男君） 以上で、赤松英康君の質問は終わりました。 

 議事の都合により、暫時休憩いたします。 

午後 １時４３分 休憩 

―――――――――――――――――――――― 

午後 ２時００分 開議 

○議長（中尾嘉男君） 休憩前に引き続き、会議を開き、一般質問を行ないます。 

 ３番 吉田憲司君。 

［３番 吉田憲司君 登壇］ 

○３番（吉田憲司君） こんにちは。お疲れさまです。３番、創政未来の吉田憲司でご

ざいます。傍聴席の皆様、インターネットをごらんの皆様、それからひまわりテレビを

ごらんの皆様、いつもありがとうございます。よろしくお願いします。 

 さて、日本の未来には何が待っているんでしょうか。６月大阪北部地震、７月２２０

人以上の死者を出した西日本豪雨、８月４１.１度という最高気温を更新した命に関わ

る猛暑、９月関西を直撃し、関西国際空港を初め、未だ爪痕の残る台風２１号、そして

震度７を記録し、まだまだ混乱の続く北海道地震、そして、政府の中央防災会議は、富

士山の大噴火を想定した検討が始まりました。もはや、日本に安全な場所はないと思い

ます。被害に遭われた方々の御見舞いと御冥福をお祈りいたします。 
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 きのう、松本議員が自治大学校のお話をされました。私は５年前、東京の消防大学校

へ２カ月間研修に行かさせていただきました。そのときの講義で大学の教授が南海トラ

フ地震、首都直下型地震が今から３０年の間に７０％の確率で起こると話されました。

あれから５年、巨大地震はいつ起きてもおかしくないと思います。静岡の消防の友人

は、家の中に家族全員分のライフジャケット、救命胴衣が壁に掛けてあるといっていま

した。すごい危機管理だと思います。 

 さて、この災害続きだった夏。平成最後の夏が終わろうとしています。勇気と感動を

与えてくれた甲子園では、１００回目の夏が終わりました。そして本当に暑い、暑い夏

でした。先ほども言いましたが、埼玉県熊谷市では日本最高記録となる４１.１度を記

録しました。この玉名市も４０度まではいきませんでしたが、驚異的な暑さでした。私

が熊本地方気象台に問い合わせをしたところ、７月から８月の２カ月間で、この玉名市

が熊本県内で１番暑かった日が１５日あったそうです。で、その１５日のうち、全国で

１位ではありませんが、全国で２位だった日が３日間ありました。玉名市は日本でもト

ップクラスの暑さということになります。この前、こんなことがネットに載っていまし

た。「九州より沖縄のほうが涼しい。」「近い将来、沖縄が本州の人たちの避暑地にな

る。」というそうです。うなずける話です。 

 前置きが長くなりましたが、本日は、このような災害関係の質問もさせていただきた

いと思います。 

 まず、最初の質問は、市職員等のユニホームについてであります。まず、（１）通常

業務のユニホームについて。（２）災害時のユニホームについてお尋ねをします。 

 ８月の上旬、市長のマラソン宣言を支えるべく私たちの会派、創政未来４名で鹿児島

県出水市のツルマラソン、それから指宿市の菜の花マラソン、いずれもフルマラソンの

視察研修に出向しました。その指宿市でびっくりしたことがありました。職員さんが全

員アロハシャツを着て業務をされていました。お尋ねをしたところ、市長の大号令で、

毎年５月から１０月までは、市職員はもちろん、銀行などの市内の事業所にも協力をお

願いし、この期間は指宿市はアロハシャツが正装になり業務をされているそうです。当

然議会もアロハシャツです。このことは指宿市が一丸となって、南国ムードを演出しお

客様を迎える。すばらしいおもてなしだなと感じました。現在、西郷どんが放映をされ

ておりますが、指宿市にも西郷どんのドラマ館が開設をされております。とても賑わっ

ておりました。市の職員の皆さんは、皆さん自費でアロハシャツを５、６枚持たれてい

るそうです。 

 そこで核心部分に入っていきます。先日の議会開会日は、市長を初め執行部も議員

も、背番号４３番のシャツを着て一体感を演出し、大河ドラマいだてん、金栗四三先生

のＰＲを行ないました。新聞でも報道されましたとおり、それなりのインパクトはあっ
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たと思います。情報が発信できたと思います。また、閉会日にも４３番を着て、市民は

もとより、全国にいだてん金栗四三先生をＰＲする予定だと思います。ところがです。

この４３番を全職員が購入をされていない、ということを伺いました。私はてっきり全

職員が購入をされて、例えば、４のつく日は着ようかとか、金曜日に着ようかと。そん

な感じになるのかなと思っていましたら、全職員じゃないんですね。聞くところによる

と、毎週金曜日が４３番を着用する日だということですけども、先日の、先週の金曜日

に市役所に来ました。ところがやっぱり、そこから先はちょっと言わないほうがいいん

ですけど、そういう状態でした。藏原市長はことあるごとに千載一遇のチャンスという

ことを言われています。千載一遇の意味をちょっとググってみました。「千年に一度偶

然訪れるいい機会」と書いてあります。先日は市長が東京へトップセールスにも行かれ

ました。それから最近は「チーム玉名」という言葉も出てきます。であるならば、市民

に向けて、全国に向けて、一丸となって大河ドラマいだてん、金栗四三先生をＰＲしな

ければならないときに、足下の市役所がばらばらでは、いかがなものかなというふうに

私は思います。現在、宇城市。宇城市の教育長をされています平岡先生、５３歳ですけ

ど、大津高校のサッカー部の総監督をされております。生徒がロッカーや校舎に入ると

きは「スパイクばきれいに並べろ。」と言われています。「部員１３０人、１３０足の

スパイクが常に同じ方向を向いていなければ試合には勝てない。」そうです。だから日

ごろからスパイクが一糸乱れず、同じ方向を常に向いて並んでいるそうです。同じ思い

で事に当たる。指宿市にできて、玉名市にできないということはないと思います。これ

は強制とかということではなく、心をそろえるということだと私は思いますが、この点

について、執行部の見解をお願いいたします。 

○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 

［総務部長 西山俊信君 登壇］ 

○総務部長（西山俊信君） 吉田議員御質問の市職員などの通常業務におけますユニホ

ームについて、お答えをいたします。 

 議員先ほど申されたように、指宿市を見ますと、４０年以上前からアロハまつりなど

を開催されて、アロハ宣言がなされているところであります。その運動は、市内観光施

設やホテル、役所、銀行などでアロハシャツを制服として着用することで観光客を温か

く迎え、南国ムードを全国へＰＲすることを目的として、近年のエコ推進とあわせ、４

月末から１０月まで実施されているということで伺っております。 

 本市におきましては、議員おっしゃるように、来年１月からのＮＨＫ大河ドラマいだ

てんの放映に向けまして、市全体の気運を高めるために、金栗四三ＰＲポロシャツを購

入作成いたし、購入を呼びかけているところでございます。議員の皆様からの発案でご

ざいまして、今議会におきましても開会日とそれから閉会日に着用し、新聞紙面でも取
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り上げていただいているところでございます。今後は統一して着用する曜日を先ほど議

員申されたとおり金曜日ということで設けるなど、さらなるＰＲに努めてまいりますと

ともに、再度ポロシャツの購入につきましても、職員の皆様にお願いして統一を図って

いきたいというふうにも思っております。また、今後スタッフジャンパーの作成も予定

しておりまして、１月からのいだてん放映に向け、職員一丸となって盛り上げていきた

いというふうに考えているところです。どうぞよろしくお願いいたします。 

 以上です。 

○議長（中尾嘉男君） 吉田憲司君。 

○３番（吉田憲司君） 答弁をいただきました。 

 今、部長も言われましたとおり、やっぱり観光でみえられた方は、やっぱり「あ

あ。」と、驚かれる、感心されると思います。ぜひ、玉名市の職員、市役所の職員一丸

となって、そういう気運を盛り上げていただきたいと思います。 

 ２番目の質問に入ります。今度は災害時のユニホームについてです。災害時は、被災

地に出向する応援と支援、それと逆にこちらが被災地になる場合、応援、支援を受ける

受援というのがあります。今回の豪雨災害で広島県へ派遣された職員の皆様、大変お疲

れさまでした。本当に感謝を申し上げたいというふうに思います。さぞかし被災地の皆

様には、勇気と元気を与えられたことと、私は思います。ただ、残念だったのが第１陣

で出向された４名の皆さんの出向された職員の皆さんの服装が、ばらばらだったという

ことです。そして、運動靴はいかがなものかなと私は思いました。給水活動とはいえ、

被災地に赴くわけですので、職員の安全管理上、そして一目で身分を証明する、例え

ば、背中に「熊本県玉名市」とバックプリントされたおそろいの防災服、編み上げか長

靴、キャップ、ヘルメット、ガラスをつかんでもけがをしないような手袋、これは必須

かなというふうに思いました。今、バックプリントを見てみますと、この前の北海道地

震もそうですが、ほとんど漢字です。消防の活動服もほとんど漢字です。バックプリン

トはですね。その北海道地震の翌日には、熊本県庁の職員が４名、すぐ北海道に向かわ

れました。情報収集し、支援するためだそうです。やはり同じ防災服とキャップをかぶ

り、出向される姿がニュースに出ていました。今の北海道もそうですが、被災地にはい

ろんな関係団体が、しかも大人数で全国から集まってきます。そして、２次災害等の不

測の事態が発生することも十分考えられます。まず、支援に行く自分自身が安全でなけ

ればなりません。支援に行ったつもりが、逆にお世話になったじゃ本末転倒です。全職

員への貸与というのは財政的に厳しいと思いますが、災害時の応援、支援用に何着か準

備しておくことは必要不可欠かと思います。これは組織の安全管理、そして危機管理が

問われていると、私は思います。ぜひ、御検討のほどよろしくお願いします。 

 それからもう１つ。逆にこちらが発生地、被災地になった場合のユニホームについて
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であります。市役所にはそれこそ警察、消防、自衛隊、日赤等を初め、さまざまな団体

が来ます。その中で市長をトップとする市の災害対策本部のメンバー、いわゆる今、こ

こに座っていらっしゃる執行部の皆様は、初対面でもさまざまな分野の意思決定や情報

提供、そして指示をする責任者だとだれが見ても一瞬で見分けられて、そして協議を

し、スピーディーな判断ができる体制をつくるのが、その第１歩が服装だと私は思って

います。 

 今日は、ちょっと消防のほうから貴重なものをお借りしてきましたので、一般質問が

終わったらすぐ返しに行きます。 

［吉田憲司君 ベストと腕章を示す］ 

○３番（吉田憲司君） これまず、熊本県とはいっていますけど、これ緊急消防援助隊

の、普通の隊員は黒です。最高責任者は赤です。熊本県と入ってますけど、普通はここ

に有明消防と入ってるんですけど、現場に行くと赤いのを着てる人が最高責任者です。

最高意思決定者です。そしてここに印籠があります。この腕章は熊本県に２つしかあり

ません。熊本市消防局の大隊長と有明広域の指揮隊の大隊長しか持ってません。これ指

揮代行と言われます。これをはめとる人はもう「はははは」て言わなんとですね。大隊

長ですから。だからこの前の映像を見られるとわかると思いますけど、北海道でもあが

んいっぱいおられますけど、これをはめてる人は数名しかおられないと思います。もう

一発でわかります。県の大隊長ということでですね。このベスト。緊急消防援助隊の車

両には、そこの玉名消防署にもありますけど、登録車両には必ず熊本県と入っていま

す。車両に入ってます。それから、火災に着ていく防火衣、刺し子と言いますけど、防

火衣は、どこに行ってもわかるように管内だけじゃなくて、どこに行ってもわかるよう

に、こちらに有明、こちらに熊本県と入っております。必ず。そうやっていろんな団体

が大人数来ても必ず見分けられるようになっています。仮に、今、玉名で震度７の地震

がきたとします。もう警察、消防、自衛隊ありますが、１番出動が早いのは多分、消防

です。まず、今、震度７ですとなりました。そうしたら北九州市のヘリコプターが今度

県庁に飛んでいきます。そこで県庁で県の調整本部をつくります。次、福岡市、逆でし

た、済みません。福岡市のヘリが県庁に行きます。北九州市のヘリが玉名市役所に来ま

す。対策本部をつくります。前線基地です。そんなときにもあいさつはそこそこに対応

しなくてはなりません。次から次へと、そして各県隊が来ます。熊本地震のときにも夜

中一発目の震度７が９時２６分、２時には福岡県隊が到着をしました、本体が益城に。

すと朝方でした。私たちが夜通し検索をしているときに、先頭にこれをはめられた宮崎

県隊が到着しました。もう本当にうれしかったです。そうやってどんな団体が来てもや

っぱり見分けられるような、そういう服装が私は必要だと思いますが、これは本当に職

員の安全管理上もそうです。危機管理上もそうですけども、絶対必要だと思いますけど
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も、その点について御見解をお願いいたします。 

○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 

○総務部長（西山俊信君） 吉田議員の御質問でございます災害時などのユニホームに

ついてお答えをいたします。 

 議員御指摘のとおり、災害派遣時のユニホームについてでございますが、東日本大震

災の際は、県内市町村で派遣チームを組んだ関係で、チーム熊本と印刷してございます

ビブスを着用し、熊本地震で益城町へ派遣した際には、玉名市の腕章を着用して業務に

当たったところでございます。 

 今回、西日本豪雨災害においては、給水支援としまして企業局から１２名を呉市へ、

それから熊本県のチームとして宇和島市へ１名を派遣したところでございますが、議員

申されたとおり、統一したユニホームでの対応はいたしておりませんでした。確かに派

遣先では、各支援団体が混在しますので、熊本県玉名市が活動しているということがわ

かる作業服や、ビブスの必要性は認識をいたしておりますので、今後検討を進めてまい

りたいというふうに思っております。あわせまして、派遣先での活動内容に応じて、必

要な帽子やそれから長靴などについても、支給をいたしてまいりたいと考えております。 

 また、当市が大規模災害に見舞われ、自衛隊、緊急消防援助隊、ほかの応援自治体な

どに応援要請を行なった際に、複数の自治体がそれぞれの防災服を着用する中で、市長

を初めとする職員の識別が困難になることが予想されます。そのような中、熊本市では

縦５センチ、横１０センチのサイズで自治体名、職名、氏名を付した名札を作成してお

り、市長、幹部職員、防災担当職員が防災服を着用されているということでございます。

また、益城町でも熊本地震の教訓から、県名、自治体名、班名、役職を付したビブスを

作成されており、ほかの応援団体職員が一目でわかるような明示に努められているとこ

ろでございます。 

 今後、本市といたしましても吉田議員御指摘のとおり、当市が被災地となり、あらゆ

る機関から応援を受けたことを想定し、市長を初めとする災害対策本部などに対する名

札又はビブスなどの作成について前向きに検討を行なってまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 吉田憲司君。 

○３番（吉田憲司君） 答弁いただきました。 

 今、言われたとおり、熊本市、それから益城町、当然１番の被害が起きたところです

から、もう今きちっとされています。玉名市も被災県です。熊本県ですので、やっぱり

そういう危機管理は大事かなというふうに思います。 

 最後に、先ほどいいましたポロシャツの件、それからこの防災服の件、あわせて市長

のお考えを伺いたいというふうに思います。 
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○議長（中尾嘉男君） 市長 藏原隆浩君。 

○市長（藏原隆浩君） 吉田議員の再質問にお答えをいたします。 

 大規模災害が発生し、玉名市より災害派遣を行なう場合、また、玉名市が被災し関係

自治体に応援職員を受け入れる場合のいずれにおいてもそれぞれが似通った防災服を着

用しているために、最高責任者である災害対策本部長の存在でありますとか、また、ど

のような支援の役割で、どの自治体から応援職員であるのか、一目で識別できることが

やはり災害復旧活動をより円滑に行なう上で、大変重要なことだというふうに考えてお

ります。今後、市の災害対策本部長及び派遣職員の存在が対外的にわかりやすく明示さ

れますように、部長のほうからも答弁がありました大型の名札でありますとか、熊本県

玉名市という文字が入ったジャンパーでありますとか、ビブスでありますとか、そうい

ったものの作成を含めて、早急に検討して対応をしていきたいというふうに思っており

ます。 

 それから、指宿市のアロハシャツの件ですけれども、玉名市も本当たびたび申し上げ

ますが、千載一遇のチャンスをしっかりとものにできるように、やはり先ほど議員もお

っしゃられたとおり、心をそろえながら、そして足並みもそろえて、しっかりと対応で

きるように、私も周知徹底、職員のほうにも図っていく努力をしっかり行なっていきた

いと思いますし、これは職員だけではなく、民間の企業でありますとか、市民の皆様方

におかれまして、やはり同じ思いで心をそろえながら、足並みをそろえながら、この

「いだてん」を活用しての活性化に向けて、取り組みができるように努力をしていきた

いというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 吉田憲司君。 

○３番（吉田憲司君） 答弁いただきました。 

 非常に前向きな答弁ありがとうございます。ぜひ、お願いをしておきたいというふう

に思います。お世話になります。 

 それでは、次の質問に移りたいと思います。 

［３番 吉田憲司君 登壇］ 

○３番（吉田憲司君） 次の質問も危機管理、防災に関する質問であります。 

 きのう、多田隈議員が繁根木川の改修事業について質問がありましたが、私は境川の

改修事業について質問をしたいというふうに思います。特に築山小学校から南へ、六田

のループ橋付近までの改修事業についてお伺いをしたいと思います。 

 昨年、死者が４０人以上にのぼった九州北部豪雨、冒頭でも言いましたが、死者２２

０人を超えた、今年も西日本豪雨が発生してしまいました。先日の関西地方を直撃した

台風２１号も甚大な被害となりました。そして、藏原市長は、今回７月の豪雨で玉名市
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で初めて避難勧告、避難指示を発令されました。きのうの多田隈議員とがっつりかぶり

ますが、野球空振りはＯＫですけど、見逃しは絶対だめです。勇気ある判断だと私は思

います。そして気象庁は猛暑、豪雨、台風など、最近の気象状況に鑑み、このように国

民に伝えました。「日本の気象状況は、新たなステージに入りました。」そしてこうも

表現しています。「これまでの経験が通用しない。」とも伝えています。私たちは中学

生のとき、天気は西から東へ移っていくと学習しました。しかし、台風１２号はなんと

東から西へ移ってきました。さらには、鹿児島県で１回転をするという異例のコースを

たどりました。まさにこれまでの経験が通用しないということだと思います。このよう

に近年気象状況が激変している中にもかかわらず、境川の整備計画は１０年前の平成２

０年に策定されたものの、毎年のように氾濫をし、被害が発生し、地域住民の皆さんに

はいっこうに事業が進んでいないように写っていると思います。 

 まずは、今年も含めまして、これまでの氾濫及び被害の状況と認識についてお伺いを

したいと思います。 

○議長（中尾嘉男君） 建設部長 前田愼一郎君。 

［建設部長 前田愼一郎君 登壇］ 

○建設部長（前田愼一郎君） 吉田議員御質問の境川改修事業についての中の、これま

での氾濫及び被害状況と現状の認識についてお答えをいたします。 

 境川、特に南大門橋付近につきましては、集中豪雨等が発生し、護岸を越水し境川に

隣接する市道春出築山小学校線や通称玉中通り、名称は下立願寺境川線と申しますが、

冠水し、随時交通規制を行なっております。それにより近隣の住宅については床下浸水

等の被害が出ている状況でございます。先ほど申されました今年の７月６日から７日に

かけた２８８ミリの集中豪雨の際も境川より越水をし、国道と市道の冠水や住宅への床

下浸水の被害が発生し、地域住民の方々には大変御迷惑をおかけしております。 

 市といたしまして対応として、少しでも河川断面を確保するために、定期的に境川に

堆積している土砂の撤去を行なっております。また、平成２９年度におきましては、堰

の右岸側、上下流の木々が倒れておりましたので、これを断面阻害をしておりましたの

で伐採撤去しております。近年では、長年の護岸浸食により、いわゆる護岸の天場高が

下がりまして、以前より越水が起こりやすいと隣接の住民の方々から要望を受け、地元

区長さんと協議を行ない、おおかた土嚢によるかさ上げを行ない、応急的な護岸整備を

したところでございます。 

 このような境川の越水被害を踏まえまして、今後の境川改修事業の取り組みについて、

関係機関との連携を強化していきたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 吉田憲司君。 
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○３番（吉田憲司君） 答弁をいただきました。 

 私が小学生のころ、境川は絶好の遊び場所でした。もうじゅっくりになって毎日遊び

に行きよったです、境川はですね。そのころは、あの辺一帯、もう右岸も左岸も田んぼ

だらけで、家いっちょん建っとらんだったんですけども、今はもう中尾の里、左岸が中

尾の里ですかね、右岸にもいっぱい住宅、もう建設ラッシュですね、今。さらには岱山

苑の上のほうにも見晴台ですかね、見晴台という住宅地が３０件ぐらいですかね、でき

ております。家が建つ前は当然、雨というのは一回大地にしみこみます、ですよね。川

に来るまでにだいぶん時間があるんですけど、やっぱり今は、コンクリートとかアスフ

ァルトですので、雨が一気に短時間で川へ流れ込みます。それから先ほど部長答弁でも

ありましたとおり、南大門橋のところはいつも常習地帯ですよね、だけん県も知ってお

りますそれは。だけん県のライブカメラがついておりますもんね、あそこにね。これは

いつでも見られます。県の防災情報システムのところから入っていくと、ライブカメラ

が設置してありますので、いつも生中継で見ることができますが、大雨のときは本当に

短時間で水位がばっと上がっていきます。 

 これは先日開催をされました境川の改修事業の促進期成会のときにも、地元の区長さ

ん３名の方から意見、要望がありました。私も発言をさせていただきましたが、そのと

きも言ったんですけど、改修するスピードとその住宅がもうばんばん建つスピードが折

り合っていないような気がいたします。この改修事業は県が担当する部分と市が担当す

る部分があるというふうに思いますが、その辺複雑なんですけども、今後のその改修事

業のスケジュール、それと課題についてお伺いをします。 

○議長（中尾嘉男君） 建設部長 前田愼一郎君。 

○建設部長（前田愼一郎君） 今後の改修事業の課題とスケジュールについてお答えを

いたします。 

［「マイクはいっとらん。」と呼ぶ者あり］ 

○建設部長（前田愼一郎君） 済みません。 

［「済みません。ちょっと休憩してください。」と呼ぶ者あり］ 

○議長（中尾嘉男君） 議事の都合により、暫時休憩いたします。 

午後 ２時３５分 休憩 

―――――――――――――――――――――― 

午後 ２時４３分 開議 

○議長（中尾嘉男君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 建設部長 前田愼一郎君。 

［建設部長 前田愼一郎君 登壇］ 

○建設部長（前田愼一郎君） 吉田議員御質問の境川の今後の改修事業の課題と、スケ
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ジュールについてお答えをいたします。 

 境川河川改修事業は、議員がおっしゃいましたとおり、平成２０年度から始まり、県

の管理区間といたしましては、県道長洲玉名線をまたぐ境橋から上流のほうへ、小岱斎

場前の市道南大橋までの延長１,１００メートルの河川改修の区間でございます。市の

管理区間であります南大門橋から上流の山田橋までの延長４９０メートルの改修計画に

つきましても県工事の進捗状況と調整を行ない、平成２７年度より測量設計業務に着手

をしているところでございます。 

 県管理区間の工事進捗状況とスケジュールでございますが、平成２８年度に国道２０

８号線をまたぐ国道橋、名称新境川橋でございますが、この橋の架け替え工事が終了し、

今年度からは国道２０８号線から南のほうへ県道長洲玉名線までの蛇行しております河

川を直線にするための捷水路部護岸工事が計画されております。また、課題といたしま

しては、先ほど申しましたように、河川のルート変更に伴い、鹿児島本線ＪＲ橋の新設

が必要となり、協議時間を含め、建設費用の確保が最重要であると考えております。今

後につきましてもこれまでどおり境川改修期成会を通じて、県への要望活動を積極的に

行ない、課題の解決を進め、早期実現に向けて努力してまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 吉田憲司君。 

○３番（吉田憲司君） 答弁いただきました。 

 熊本県、それから玉名市、それからＪＲとも協議が必要というところで、なるべく早

くやっぱり地元の方々の御意見に沿うようにしていただきたいというふうに思います。 

 これは確か、昨年の１２月議会のときだったというふうに思いますけども、玉名中学

校のＰＴＡからちょっと雨が降ると通学路が川のごつなるけんが、生徒が危ないという

ことで、玉名中学校の通学路の安全確保を求める陳情が提出をされました。それを受け

て、建設経済委員会で、城戸委員長のリーダーシップのもと、委員会全員で現地を視察

にいかれました。しかし、やっぱり本流というか、境川の改修が終わらんとこっちをど

がん手直ししても一緒じゃなかつかなという話があったというふうに思います。この事

業をこのように川から離れた、本流から離れた一般道とか通学路の側溝までに影響が及

んでいます。市長も以前は玉中のＰＴＡ会長をされておられました。それから現在は境

川改修事業促進期成会の会長でもあられます。この境川改修事業の今後の方針といいま

すか、お考えといいますか、それを伺いたいというふうに思います。 

○議長（中尾嘉男君） 市長 藏原隆浩君。 

○市長（藏原隆浩君） 吉田議員御質問の境川改修事業促進期成会会長としての今後の

方針として、お答えをさせていただきます。 

 境川改修事業促進期成会は、玉名平野地域に位置する境川の改修を促進し、あわせて
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道路、橋梁等の整備を行ない、浸水被害の防止並びに集落の環境整備、また、農業経営

の安定化並びに交通体系の整備を図ることを目的として、昭和６０年１０月に立ち上げ

られた組織でございます。要望活動の結果、平成１９年３月に熊本県が２級水系境川河

川整備基本方針を作成し、その翌年の平成２０年７月に境川水系河川整備計画が策定を

され、現在に至っているところであります。しかしながら河川状況はきわめて厳しく、

堤防の老朽化でありますとか、流水断面不足による冠水や堤防の決壊の恐れがありまし

て、流域住民の洪水被害への不安、また、災害への危惧が年々高まっている状況にある

ことも重々承知しているところでございます。本期成会の会長として、市民の生命、財

産を守り、そして安心して皆様が生活を営むことができるように、さらなる予算確保並

びに１日でも早く事業が完成するように、熊本県を初め関係各署に強く要望してまいり

たいというふうに考えております。 

 それから、議員が先ほど申し上げられました玉名中学校の通学路の件につきましても

そうですし、本年７月の豪雨の際の国道２０８号線のマルキョウ前の冠水もそうですし、

境川の改修整備が完成されれば、そこの解消は間違いなくできるものというふうに思っ

ております。市の管轄区間としても、すぐにでも取り組みたいと、すぐにでも整備を完

成させたいという思いが非常に強いんですが、下流から進めていかなければ、上流を先

にして、下流がとんでもないことになるということは、だれもが理解していただけるこ

とだというふうに思いますので、先ほど申し上げましたとおり、とにかく熊本県初め、

関係各署に、ＪＲも含め、強く今後とも要望していきたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 吉田憲司君。 

○３番（吉田憲司君） 答弁をいただきました。 

 もう何遍も言いますけども、この１０年間で気象状況は激変をしました。逆に、住宅

の数は激増しました。そしてあの辺一帯の住宅建設により、築山小学校の児童数が、町

小多分追い越すんではないかなというふうに言われています。子どもたちの安全対策の

ためにも、そして豪雨対策の危機管理としても１日も早い改修事業の完了をお願いしま

して、最後の質問に移りたいと思います。 

［３番 吉田憲司君 登壇］ 

○３番（吉田憲司君） それでは最後の質問です。 

 最後の質問は、２０４０年問題についてお伺いをします。突然ではありますが、８月

２０日、２０日は何の日だか皆さんおわかりでしょうか。金栗先生の誕生日ですね、１

２７回目の誕生日です。その１０日後、８月３０日は何の日か皆さん御存じでしょう

か。はい、藏原市長の５３回目の誕生日です。そこでもう１つ、日本人の男性の平均寿

命御存じでしょうか。８１歳でございます。８１歳ですので、計算上は私と市長はあと
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２８年ということに、計算上はですね、ということになります。もうこれも現実ですの

で、がんばりましょう。さて、２０４０年問題というのは何のことかというと、これお

さらいをします。あと約２０年後のことですけども、そのころ団塊の世代の子どもたち

が、子どもたちがですよ。団塊の世代の子どもたちが高齢者になるころです。ちょうど

多田隈議員ぐらいですかね、今、４５、６歳の人が６５歳以上になると、そのことです

ね。そして、超少子高齢化がますます進み、医療、年金、介護等の社会保障費が倍増す

ると国は甘い計算をしています。私は絶対倍ぐらいじゃ済まないと思いますけども、し

かし、それとは逆に、生産年齢人口、いわゆる１５歳から６４歳まで、この数は激減を

します。となると税収は当然落ち込みます。従って、地方自治の機能が保てなくなり、

住民の暮らしが維持できなくなるという問題です。これは先ほどの自然災害の気象状況

と同じで、超少子高齢化がずっと加速をしていくと、日本は新たなステージに入りま

す。そしてこれまで経験したことが通用しないというのが２０４０年問題です。玉名市

が策定をしています玉名市人口ビジョンというのがあります。今日ちょっと小さいです

けどつくってきました。 

［吉田憲司君 資料を示す］ 

○３番（吉田憲司君） 現在、玉名市は上の段です、見えんと思いますけど、６万６,７

００人です。約２０年後、５万８,０００人になりますと玉名市は想定されています。

その２０年後、今から４０年後ですね、５万２,０００人になりますと玉名市は想定を

しています。しかし、下段の国立社会保障人口問題研究所、これは国勢調査をもとに推

計をしてますけど、２０年後玉名市は５万１,０００人、そのまた２０年後、４０年後

は３万８,０００人ですよと推計を出しています。その下のまた括弧書きです。この括

弧書きは、さっき言いました生産年齢人口のことを示しています。だから４０年後はこ

の２万６,０００人で、玉名市は全部のことばしていかなんわけです。公共施設であろ

うが、教育であろうが、福祉であろうが、この２万６,０００人で４０年後は全部をや

っていかなんいかんというのが、この将来の人口推計であります。 

 この玉名市の理想の推計とこの人口ビジョンに基づくですね、あと、国立社会保障人

口問題研究所の推計の差を見て、本市の現状を踏まえた２０４０年問題に対する具体的

な計画及び施策について、どう考えておられるのか、また、どう検討されているのかお

伺いをいたします。 

○議長（中尾嘉男君） 企画経営部長 水本明子さん。 

［企画経営部長 水本明子さん 登壇］ 

○企画経営部長（水本明子さん） 吉田議員の本市の現状を踏まえた２０４０年問題に

対する具体的な計画及び施策についてお答えいたします。 

 まず、本市の人口減少や少子高齢化についてでございますが、先ほど吉田議員のほう
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からも資料をお見せいただきましたけれども、国の研究機関である国立社会保障人口問

題研究所が公表しております将来人口推計の最新のデータでは、２２年後の２０４０年

には玉名市の人口は５万１７３人になると予想されております。平成２７年度の国勢調

査の数字が６万６,７８２人でございますので、２２年間で約１万７,０００人、増減率

で申しますと約２５％減少することになります。６５歳以上の割合を示す高齢化率につ

きましても、現在の３１.３％から３９.９％になり、住民のうち１０人に４人が６５歳

以上という状況になります。このような人口減少や少子高齢化は本市だけのことではな

く、全国的にも同様の傾向でございまして、それに伴い空き家や空き地が今後も増加し

続けることが想定されます。本市といたしましても、平成２７年に玉名市まち・ひと・

しごと創政総合戦略を作成し、人口減少に歯どめをかけるべく、しごとの創政について

は、農林水産業の振興や企業誘致を、ひとの創政については、移住・定住の促進や子育

ての支援、まちの創政については、公共交通網の充実、安心・安全なまちづくりといっ

た基本的目標を設定し、達成するための各種事業に取り組んでおります。このような事

業の積み重ねが人口減少、高齢化の歯どめになるものと考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 吉田憲司君。 

○３番（吉田憲司君） 答弁いただきました。 

 今、部長の答弁にもあったように、もう現在でも高齢化率が３割を超してるというこ

とです。こういう現実があります。これはどんどん、どんどん加速していくというのは

もう避けられない。このカーブをいかに緩やかにしていくかというのが、今後の問題だ

と思います。 

 ここに１枚新聞の切り抜きがあります。７月２６日の新聞です。これ何て書いてある

かというと、熊本市がさっき言われました人口問題研究所が熊本市の人口は、今７４万

人なんですけども、あと２０年後には６５万人ですよという推計を出しとらしたんです

よね。そしたら国税調査をして、計算をし直したら、２０年後でも熊本市は７０万人を

維持します。維持できてますよというこの記事が出てました。私はちょっとびっくりし

て、５万人も情報修正ばさしたなと思って、これ何でかというと、ここに書いてあると

は、出生率が回復をしたからと書いてあります。出生率が回復をしたけん、２０年後に

はこの５万人情報修正ばして７０万人が維持できてますというのが、熊本市書いてあり

ます。私は、今近隣の菊陽町、大津町、合志市、ここが爆発的に人口が伸びていますの

で、熊本市もやっぱり減少をしていくんだろうなと思っていました。しかし出生率が回

復をしたということで、私はこの記事が出た日の次の日に、熊本市役所に直接行きまし

た、私。電話してですね。そして聞いてきました。とおされたところが熊本市政策局総

合政策部政策企画課というところです。ここに行ってきました。「何で５万人もふえた
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んですか。」という質問に、意外な答えが返ってきました。「よくわかりません。」て

言わしたわけです。よくわかりませんて言わしたとですけど、その次に、じわっとこの

資料ば出さしたとですよ。これが先ほど部長の答弁の中にもありましたけども、国とか

玉名は、玉名市まち・ひと・しごとですよね、熊本市はしごと・ひと・まちなんです

よ。この総合戦略の名前が違います。これをじわっと渡されまして、これだというのは

ないんですけども、この総合戦略のこの６２４の事業があります。６２４事業。この６

２４事業が各課がいろんな、やっぱり頑張って、国の交付金も使いながら、あとは自分

ちの一般会計のお金を使いながら、いろんな取り組みをやったと、それがずっと相まっ

て、最終的に５万人ふえたんじゃないかなというお答えでした。これは、玉名市もこれ

あります。先ほど言われました玉名市のまち・ひと・しごと総合戦略。これをやってい

くと玉名市は４０年後、５万２,０００人ですよと書いてありますけども、熊本市はや

っぱりこれば何て言うかな、実現しとるとですよね、これ。もう今の段階で。２０年後

５万人ふえるというのを、これやっておられます。これも全部がうまくいってるかとい

うとそうではなくて、当然、玉名市と同じように自分たちでこうやって評価をしておら

れます。ＢとかＣとか、この事業はＡだなとか、Ｂだなとか、Ｃだなとされておりま

す。その結果、この７０万人を維持できますよということになってると思います。特に

やっぱり福祉、子育て、それから婚活、それから妊娠された方の３６５日２４時間相談

受付とかですね、そういうのをやっぱりやられております。そこでやっぱり私的には近

隣の大津町、菊陽町、合志市、こういうところが伸びていくのかなと思ったら、いやい

や熊本市も頑張っておられたと、これがやっぱり熊本市の職員がどの課じゃなくて、ど

の課もみんなが一生懸命になって、一丸となって政策を推し進めていけば、結果は出る

んだなと思いました。やはりその目標に向かって心をそろえていかないと、玉名市は地

盤沈下をしてしまいます。そのことも踏まえまして、２０４０年後以降の玉名市の将来

像をどのように設定して、それを具現化していくか、それを次世代に引き継いでいく

か、それをちょっと抽象的な質問で大変恐縮なんですが、お伺いをしたいと思います。 

○議長（中尾嘉男君） 企画経営部長 水本明子さん。 

○企画経営部長（水本明子さん） 吉田議員の２０４０年以降の玉名市の未来像をどの

ように設定し、次世代に引き継ぎ具現化していくのかについてお答えいたします。 

 まず、現行の総合戦略が平成３１年度までの計画となっておりますので、現行の施策

に関連している事業に対しまして、先ほど議員がおっしゃったとおり市をあげて、全力

で取り組んでまいる所存でございます。また、総合戦略に現在記載していない新玉名駅

周辺整備事業、子ども医療費の現物給付、高齢者の健康維持を目的とした通いの場事業

といった新しい事業も取り組みを始めております。２０２０年策定予定の新総合戦略に

て、現在の施策の課題等を踏まえた上で、より効果的な施策や事業を進めていくことが
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大切だろうと考えております。 

 今後本市において人口減少、高齢化が現在より進むということは否定できません。た

だ、総合戦略に記載されているまちの創政、ひとの創政、しごとの創政に対して、職員

一丸となって取り組むことで、本市に住むすべての人々が安心して生活を営み、子ども

を産み、育てられる、明るく活気のある社会をつくり出すということが、次世代に対す

る責務であると認識しているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 吉田憲司君。 

○３番（吉田憲司君） 答弁いただきました。ありがとうございます。 

 先ほどお見せしたこの人口の推計なんですけども、最新の推計によると、玉名市はこ

れよりもっと悪くなるという可能性があります。これから私たちの孫、それからひ孫世

代が生きるであろう未来のことを考えた施策を、打っていかなければいけないなと思い

ます。 

 先ほど部長言われましたけれども、子どもの医療費の窓口支払いゼロ、手続きもゼ

ロ、他市の後陣を拝しましたがまもなく１０月から実現をいたします。これも少子化対

策、定住化の促進につながると、私は期待をしています。また、６月議会でも議論をし

ました本市の介護保険料が据え置かれました。軒並み上がった中で据え置かれたという

のは、うれしいことではありますが、いやいやまだまだ、保険料が下がった市町村もあ

ります。やっぱりそこを見習って、やっぱりさっき言われました介護予防に関する本年

度から新しい通いの場事業もスタートしましたし、これらにもぜひ、参加をしていただ

いて、自分たちで好きな仲間と好きなことをやって、まだまだ若々しく、元気な高齢者

がふえれば、市の財政は改善すると思います。 

 それとまた、交流人口を呼び込む施策として、スポーツやイベントの核となるスタジ

アムをつくって、人を呼び、玉名に来てもらい、交流人口をふやすための施策は活性化

につながり、経済の好循環が生まれると私は確信をしています。 

 そこでもう１つ、新聞の切り抜きを持ってきました。 

 ９月９日、この前の日曜日の新聞です。上天草市がサッカー場をつくりました。日本

サッカー協会公認のグラウンドです。これを読んでみますと、４月から７月までは利用

者が４７％増、合宿、それから練習、３５％増、地元の旅館は大きく伸びて喜びました

と書いてあります。それから市は、上天草市は、この合宿に来られたそのチームという

か、人に、生徒に宿泊の助成、１人１,０００円を出しております。「ああ」と思いま

した。そして市長が掲げておられます１０年ビジョン、さらには２０年後、３０年後、

４０年後、私たちが亡くなったあとも、子どもや孫、ひ孫世代が快適で住みよい玉名市

で存在できるように、市民、職員、議員、市長、それぞれの立場で政策を持ち寄り、議
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論をし、協力し合い、次世代の玉名市民の笑顔を思い浮かべながら、これからも精進を

していかなければならないというふうに思います。 

 最後に藏原市長の未来に向けた思いを伺いたいというふうに思います。 

○議長（中尾嘉男君） 市長 藏原隆浩君。 

○市長（藏原隆浩君） 吉田議員の再質問にお答えをいたします。 

 私は日ごろから市政運営に当たりましては、長期的な視点を持って１０年先、２０年

先を見据えて施策の推進に取り組むことが大変重要であるというふうに認識をいたして

おります。そのため、市民の皆様に１０年後の玉名市の将来像、いわゆる目指すべき姿

でありますけれども、これを明確にお示しして、その将来像の実現に向けて市全体で進

んでいきたいというふうに考え、現在、１０年ビジョンの作成を進めているところであ

ります。 

 吉田議員の御指摘の２０４０年問題につきましては、そこをやはり見据えて、長期的

に対応していかなければならない問題であります。そもそもそれぐらい先の時期に根本

的な国の仕組みであるとか、国のシステムというものが変わっていく可能性もあります

し、もしかすると自治体の枠組みというものも変わっていく可能性もあるというふうに、

そういったところまでやはり想定しなければならないというふうに思っております。だ

からこそ、今後の１０年ビジョンの推進におきましても、また、それ以降のまちづくり

におきましても、やはり長期的視点として不可欠な要素であるというふうに、その点は

しっかりと認識しているところであります。 

 今後も玉名市の未来にしっかりと責任を持って、長期的視点に立った未来予想図をし

っかりと描きながら、市民の笑顔が絶えないまちづくりを目指していきたいというふう

に考えておりますし、やはり時代の移り変わりにしっかりと柔軟に対応できる、そうい

った自治体運営をやっていかなければならないというふうに改めて感じているところで

あります。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 吉田憲司君。 

○３番（吉田憲司君） 答弁、ありがとうございました。 

 今、市長が言われたのは、国も方針を出しておりますけども、広域行政といいますか、

圏域のことを言われたんだと思います。当然、その国の仕組みも変わってくるときがあ

るのかなというふうに思います。もうまもなくこの自然災害が続いた平成という時代が

終わります。と同時に、先ほども言いましたようにこれまでとは違った価値観、これま

での経験が通用しない新しい時代が訪れようとしています。当然ですが、平成生まれの

人が３０歳になります。あと元号が変わって、あと１０年ぐらいすると、「昭和生まれ

ですか。」と言われる時代が来るかもしれません。私たちが「こら、よかばい。」と思
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ってやってること。「こら、よかばい。」と思ってやろうとしていることは、ひょっと

したら、孫やひ孫の人たちには、マイナスの負のレガシーというか、ありがた迷惑なこ

ともあるかもしれません。何と言いますかね、「じいちゃん、ばあちゃんたちは、よう

考えとらしたな。」と、あとから言ってもらえるようにせんといかんかなというふうに

思います。 

 ただ、きのう松本議員だったですかね、質問されて答弁の中に、玉名市のいいところ

がいっぱい出てきましたよね、３５人学級ば全学年でしよるとか、クーラーが全部入っ

ているとか、あと保育料安いですよとかですね、介護予防先進地であるとか、あと新幹

線が止まります。温泉があります。２キロ四方の中に高校が５校もあります。大学もあ

ります。今時点でも売りはいっぱいあると思うんですよね、そこでもう１つ、ここに福

岡県吉富町のパンフレットがあるんですけど、これ九州で１番面積の狭い町なんですけ

ど、これの売りが、結構今移住者がふえてるそうです。中に何て書いてあるかというと、

移住者は３年間固定資産税が無料ですよとかですね、改築費用６０万円補助しますとか、

家賃を１万円補助しますとかですね、あとは就農者には３分の２の補助をしますとか、

企業者には、企業支援として２００万円補助しますとかあります。玉名市もこういうの

ばつくって、どんどんセールスばしていっていいのかなと。金栗さんもそうですけど、

玉名市にはそういう宝がいっぱいあると思います。きのうもありました移住者が１,０

００人という話がありました。やっぱり玉名は多分いいところだと思うんですよね、そ

ういうのも売っていかないといけないかなと思います。ちなみにこれどこに置いてある

かというと、高速道路のサービスエリアに置いてあります。これをみんな見るそうです、

こうしてね。そういう玉名市にはポテンシャルがありますので、やっぱり未来のことも

考え、当然考えてはいかなんです。ただ今あるこのプラスの財産もどんどん、どんどん

発信をしていかなければいけないかなというふうに思います。 

 今日途中でちょっとマイクの故障で、私もちょっとどこまでいったかわからんごとな

りまして、大変申しわけなかったですけども、私の質問、これで終わりたいと思います。 

 ありがとうございました。 

○議長（中尾嘉男君） 以上で、吉田憲司君の質問は終わりました。 

 議事の都合により、暫時休憩いたします。 

午後 ３時１６分 休憩 

―――――――――――――――――――――― 

午後 ３時３０分 開議 

○議長（中尾嘉男君） 休憩前に引き続き、会議を開き、一般質問を行ないます。 

 ６番 古奥俊男君。 

［６番 古奥俊男君 登壇］ 
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○６番（古奥俊男君） 最後までの傍聴ありがとうございます。６番、新生クラブ、古

奥俊男です。 

 去年の１２月の議会、私にとりましては、初めての議会でありました。そのときの質

問で、新玉名駅前開発は最重要案件としてとらえているという回答を、市長さんからい

ただきました。 

 それでは、通告に従って質問させていただきます。 

 新玉名駅周辺等整備基本計画についてでありますが、その中で、１番、道路網の計画

的配置は排水路と一緒に計画すべきではないかという質問であります。新幹線開業７年

が過ぎました。その間、２階部分の無人化が実施され、１階部分まで無人化にならない

か、もっとスピード感を持って進めていただきたく質問をさせていただきます。 

 ７月に第２回の基本計画が示され、説明が実施されました。縦に１本、横に３本の道

路、それと上水道、下水道のインフラ整備の説明でありました。現在、駅周辺は農業振

興地域であり、道路も農道であります。市道認定をしたとしても測量をし、路線を決定

後、用地交渉、全員の了解と登記が終了し、その後、文化財調査をしなければなりませ

ん。そのあとに工事の着工となります。非常に時間がかかります。また、着工したとし

ても本工事に入る前、この地域は軟弱地盤であるため、沈下を防ぐため余盛りをし転圧

を約半年間かけなければなりません。それから本工事の着工となります。ですから市道

認定は１本ずつではなく、全路線を一緒にすべきだと思います。これはなぜかと言いま

すと、用地交渉が済んだところから着工できるためであります。また、道路ができたと

しても降った雨の排水をどこに流すのか、排水路が必要であります。一緒に考えて進め

ることが大事ではないでしょうか。農地を埋め立てますと、地下浸透率が下がります。

排水路がふえ、その対策として、排水路は下流から整備をすべきで、下流はまだ未完成

の部分が残っております。早めの対策が必要と思います。今後の整備計画をお聞かせく

ださい。 

○議長（中尾嘉男君） 企画経営部長 水本明子さん。 

［企画経営部長 水本明子さん 登壇］ 

○企画経営部長（水本明子さん） 古奥議員の道路網の計画的配置は排水路と一緒に計

画すべきではないかについて、お答えをいたします。 

 新幹線新玉名駅の周辺開発については、平成１４年７月に新幹線新玉名駅周辺整備構

想を公表してから１６年が経過し、これまで民間活力の導入による周辺開発を進めてき

たものの、議員御指摘のとおり遅々として進んでいない状況にございます。この状況を

打破するために、これまでの構想、計画を見直し、新たに開発方針やまちづくりの方向

性を定めるため、平成３０年６月に策定いたしたのが、新玉名駅周辺等整備基本計画で

ございます。 
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 議員御質問の道路網の計画的配置、及び排水路整備計画策定についてでございますが、

基本計画に掲載をいたしております整備計画は、あくまでも開発の方向性を示した概算

での整備計画であり、道路網や排水路など、公共インフラを具体的に整備していくため

には、民間企業や地権者の意向等を踏まえた詳細な実施計画を策定する必要がございま

す。今後実施計画策定の中で、道路網とあわせて排水路についても一体的に計画をして

いくことといたしております。なお、実施計画策定につきましては、平成３１年度当初

予算に予算計上し、平成３１年度中の策定を予定いたしております。 

 市といたしましては、地域の皆様方の早急な整備に対する御要望があることは十分理

解しておりますが、新玉名駅周辺の公共インフラの整備を急ピッチで進めていくために

必要な実施計画の策定と考えておりますので、御理解と御協力をお願いいたします。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 古奥俊男君。 

○６番（古奥俊男君） 御回答いただきありがとうございます。 

 この前、基本計画発表に当たりまして、地権者が１６５名中８０名の出席があったと

思いますが、出席されたから全員が賛成かどうかわかりませんけども、丁寧な説明を、

一つもそのとき意見が出ませんでした。意見が出ないということは、何もないのかなと

不思議でなりませんでしたけども、どういう計画かということもはっきり住民の方はわ

かっていらっしゃらないだろうと、私は感じました。なぜかというと、今までもやりま

す。やります。と言って全然できていないもんですから、当然のことだと思います。早

急な実施計画をまとめていただいて、前に進めていただきたいと思います。 

 では、２番目に移らせていただきます。民間活用するには、農業振興地域の除外申請

をすべきではないかということであります。道路、排水路、上水道、下水道がインフラ

が済めば、次は民間企業の誘致かと思います。現在は、略して農振の農振地域でありま

すから、この除外をしなければ民間企業の参入ができません。なぜなら、農振箇所は地

主、地権者さんですね、土地の借用も売買もできないところが農振なんです。民間から

農振除外の申請はできません。民間がそこに申請、出店をしたいとしましても玉名市に

その申請、事業計画書を出して、それを玉名市が県に持ち込んで交渉しなければ、農振

の除外はできないことになっておると思います。そうしますと、玉名市が相当な努力を

しないと農振除外はできないわけですので、どういう進め方で民間が早く参入できる

か、もうそれ以外にありません。玉名市は農振除外をすることに最大限の努力をすべき

じゃないでしょうか。回答をお願いいたします。 

○議長（中尾嘉男君） 企画経営部長 水本明子さん。 

○企画経営部長（水本明子さん） 古奥議員の民間活用するには農業振興地域の除外申

請をすべきではないかについてお答えいたします。 
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 平成３０年６月に策定いたしました基本計画におきまして、公共インフラの整備を進

め、民間誘導を促進していくことといたしております。ただ、新玉名駅周辺の整備区域

は農業振興地域の農用地区域に指定されており、農業振興地域の見直しを行なわないと

開発を行なう場合の許可がなかなか下りない、許可が下りるとしても時間がかかるとい

ったことが起こり得るのが、議員御指摘のとおりでございます。しかしながら、農業振

興地域整備計画の変更等事務は、農業振興地域の整備に関する法律に基づく法定事務で

ございまして、農地を確保、保全し、乱開発を防止するということを目的といたしてお

ります。そのため、新玉名駅周辺の農業振興地域の大幅な見直しを行なうに当たっては、

区画整理事業や市の直接買収による具体的開発計画等の法に基づく適用除外要件に該当

する事由がなければ、農用地区域から除外することが認められないという状況でござい

ます。 

 現状としましては、農業振興地域の整備に関する法律に沿った個別協議での除外申請

にて対応してまいります。ただ、スピード感を持って民間誘導できるよう進めていく必

要がございますので、どういった方法が適しているかなど、県との協議や連携を深めて

事業に取り組んでまいります。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 古奥俊男君。 

○６番（古奥俊男君） ありがとうございます。回答いただきました。 

 きのう、松本議員がどうしてもできなければ玉名市で３５.６ヘクタール、直接玉名

市が買ったらどうかという案がありました。３５.６ヘクタール買えば、一応、３５億

円いります。それに工事費が２２億円と試算が出ておりましたので、５７億円です。ち

ょっとかかりすぎだから、ちょっと無理かなと。やっぱりある程度民間活用しなければ

ならないかなと私は思っております。なるだけ早く、除外することが１番先決、民間活

用するに当たりましては、除外申請をしなくてはなりませんので、精一杯の努力をお願

いして、次の質問に移ります。 

 ３番目の駅周辺に住宅地が必要ではないかということでございますが、玉東町ではオ

レンジタウンという住宅地を駅前周辺に分譲住宅として併設をされ、熊本市への通勤圏

という役割を担っておられます。玉名市も福岡市とか熊本市、福岡市が主でしょうけど

も、通勤圏という観点から住宅地の整備をし、人口減少の歯どめと定住化を図るべきで

はないでしょうか。この議会前に平成２９年度の歳入歳出決算書が発表されました。平

成２９年度収入が３７０億６,３００万円、歳出が３５９億円、翌年の繰越額が１１億

５,３００万円ですか、というふうになっております。非常にいいように思っておりま

したところ、審査意見書というのがついておりましたので、その中をちょっと読んでお

りましたら、市債が３３８億円ぐらいありますね、これ言うなれば、国でいうなら国債
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ですよね、借金。その中で一般会計の基金というのも玉名市は１０３億７,０００万円

ございます。しかし、この中から有効に使えるというのは、９０億円ぐらいですかね、

と思います。私はその中で、財政力指数という項目がございまして、玉名市は０.４４

０、１４市の中で６番目に当たります。これは市民税とか固定資産税になると思いま

す。この指数を上げるためには、定住化を図り、人口減少をとめることにあるかなと考

えます。そのために駅周辺に住宅地の考えをつくるべきだと思いますけど、お考えはい

かがでしょうか。 

○議長（中尾嘉男君） 企画経営部長 水本明子さん。 

○企画経営部長（水本明子さん） 駅周辺に住宅地が必要ではないかという質問にお答

えをいたします。 

 平成３０年６月に策定いたしました基本計画におきまして、整備区域の３５.６ヘク

タールにおけるゾーニング計画で、主に商業、居住施設の誘導を進めていくことといた

しております。しかしながら、民間誘導が進まない場合は、一部の区画で市の直接買収

による宅地造成事業を行なうことなども想定して基本計画を策定いたしております。し

かしながら、議員御質問の３５.６ヘクタールの整備計画の外側の市道寺町大坊線西側

における住宅地の整備につきましては、市といたしましては、現時点では検討はいたし

ていないところでございます。 

 現状の３５.６ヘクタールの整備区域の開発が進んでいないということを踏まえ、基

本計画におきましては、整備区域内の開発を優先して行なっていくことといたしており

まして、整備区域の開発による商業施設等の集積を進めていくことで整備区域周辺にお

いても、議員がおっしゃるように定住のための民間による住宅地の開発が将来的に進ん

でいくものと考えているところでございます。そのためにも３５.６ヘクタールの整備

区域の早急な開発に力を入れてまいる所存でございます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 古奥俊男君。 

○６番（古奥俊男君） 回答いただきまして、ありがとうございます。 

 確かに、それも大事なことだと思いますけど、例えば、今、１反２,０００万円ぐら

いで市のほうは買ってらっしゃるかと思いますが、１反は約３００坪でございます。１

００坪ずつ分譲したとしても３軒建ちますよね、１反で。３０件分譲するとして１町、

１０反ですね。約１,０００万円ですから１億円です。造成費が５,０００万円かかった

としても１億５,０００万円、３０区画、１区画、単純計算ですけど、５００万円です

よね、今、あの辺が坪５、６万円だろうと思いますので、その初期投資はかかるかもし

れません。しかしこれは民間に売買しますので回収できます。今、農振はなかなか民間

はできませんので、やれるところからやるとすれば、それを優先してやるべきではない
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かなと。それが定住化と人口減の歯どめになりゃせんかなと、私は思っております。私

はやるべきだなと。これはお答えいただかなくて結構ですけど、あくまでも私の意見で

ございます。 

 では続きまして、 

○議長（中尾嘉男君） 古奥議員、ちょっと待ってください。 

 本日の会議時間は、議事の都合により、あらかじめ延長いたします。 

［６番 古奥俊男君 登壇］ 

○６番（古奥俊男君） それでは、２番、玉名市所有の土地有効利用についてでありま

す。１番、旧庁舎跡地の利用計画について。私の基本的な考えでは、新庁舎建設に当た

り、土地を購入し、土地代が５億７,０００万円かかっております。ここの今、新築さ

れておりますけども、総額が３９億６,５００万円あります。そう考えますと、向こう

にあったやつをこっちに移したわけですから、旧庁舎跡はなるべく売却をし、その費用

に充てるべきだというのが私の考え方であります。しかしながら、隣に文化センターが

あり、幼稚園もあります。また、崖の高さが６メートルから７メートルあり、即売却は

非常に難しい状態だと思っております。今までも議論されてきたでしょうけども、今年

度から１年間はいだてんの記念館として活用されますので、その１年間の間に議論を

し、どうするかの方向性を示すべきではないでしょうかと思っております。 

 例えば、一部は文化センターの駐車場、それからこの前、全員協議会で説明がありま

したんですが、議員の方から。河川側の住宅１４所帯、これを移転し、その一部を市役

所の旧庁舎跡を充てるとか、残りは民間に売却するとか、いろんな考え方があるかと思

いますけども、１年間議論をお願いしたいと思っております。どうするか、まだ考え方

は決まっておらないと思うんですが、面積的には９,０００平方メートルありますの

で、いかがお考えか聞かせてください。 

○議長（中尾嘉男君） 企画経営部長 水本明子さん。 

［企画経営部長 水本明子さん 登壇］ 

○企画経営部長（水本明子さん） 古奥議員の旧庁舎跡地の利用計画についてお答えを

いたします。 

 この新庁舎に移転して３年半が経過しておりますが、これまで旧庁舎跡地の活用につ

きましては、さまざまな議論が交わされてきたことは議員も御承知のことと存じます。

中心市街地に位置し、第１保育所や文化センターに隣接していることから、新たな賑わ

いを創出し、中心市街地の活性化に資することを念頭に検討が図られてまいりました。

現在は、公共の駐車場として利用されており、来年はＮＨＫ大河ドラマいだてんのドラ

マ館の建設場所として利用されることが決定いたしております。そのようなことから、

跡地の活用につきましては、ドラマ館の利用の終了後には、新たな計画を進めていける
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ように、現在検討を進めております。検討の要素の中には、隣接する老朽化した玉名第

１保育所や築３７年の文化センターがございますので、一体的に将来の展望を描きなが

ら検討する必要があると考えております。また、それに加えて、国が示しているＰＰＰ

の推進、いわゆる行政と民間が連携して、それぞれお互いの強みを生かすことによって

最適な公共サービスの提供を実現し、地域の価値や住民満足度の最大化を目指す官民連

携を視野に入れて検討を図ることも重要であると考えており、民間活用、民間事業者の

誘致の考えを持って検討を進めてまいりたいと考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 古奥俊男君。 

○６番（古奥俊男君） ありがとうございます。 

 今から１年間いだてんで使われますので、なるだけよりよい議論をしていただいて決

定していただければありがたいなと思っております。よろしくお願いをいたします。 

 続きまして、２番のマルショク跡地の利用計画についてであります。確か、平成２１

年度にマルショク跡地、面積といたしまして１,６００平方メートル購入してありま

す。その後はお客様駐車場として活用されていますが、各商店で駐車場を確保している

店、されていない店があるかと思います。ないから市の土地を駐車場にすることは少し

私は不公平だなと思っております。市は駐車場として貸すことも大事でしょうけども、

無料というんじゃなくて、商店街全体に貸すとか、１商店に１区画とか、いろんな方策

があったろうかと思います。何年も無料ではなく、少しでもお金を稼ぐというんですか

ね、管理費が結構草が生えたりなんか管理費がいると思いますので、せめてその管理費

ぐらいは稼ぐべきではなかったろうかなと、私は思っております。今後その有効利用に

ついての計画かなんかあれば、お聞かせいただきたいと思います。 

○議長（中尾嘉男君） 産業経済部長 松本忠光君。 

○産業経済部長（松本忠光君） 古奥議員のマルショク跡地の利用計画についてお答え

いたします。 

 まず、マルショク跡地の購入の経緯を御説明いたします。平成９年にマルショクが撤

退し、平成１３年に玉名市中心市街地活性化基本計画を策定する中で、マルショク跡地

再生事業として商業施設との複合施設等を検討いたしましたが、実現には至りませんで

した。その後、平成１８年にマルショク跡地再生事業研究会を立ち上げ、活用方法等の

検討を行ない、平成２１年３月に国の地域活性化生活対策臨時交付金を活用し、１,５

５９.２６平方メートルの土地を購入いたしております。購入後は公園としての整備を

計画いたしましたが、計画敷地内の民地を購入する必要があったことや、国の交付金等

の確保が困難になったことなどから、当該計画を断念し、変わって中心市街地の活性化

の観点から周辺地域の買い物客、観光客用の駐車場として無料開放いたしております。 
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 最後に、今後の活用につきましては、来年１月からは大河ドラマ館の臨時駐車場とし

ての活用を計画しておりますが、あくまでも臨時的なものでありますので、最終的には

地元商店街や住民の方々などとも協議しながら、民間活力による活用を検討してまいり

たいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 古奥俊男君。 

○６番（古奥俊男君） 回答、ありがとうございます。 

 来年は１年間、そのいだてんの駐車場としてご使用になるということですけども、そ

のあとは何か民間活用ということで、今までになんか民間からの引き合いといいますか、

そういうのはあったんでしょうか。 

○議長（中尾嘉男君） 産業経済部長 松本忠光君。 

○産業経済部長（松本忠光君） 担当のほうから聞いておりますところによりますと、

問い合わせがあっているということでございました。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 古奥俊男君。 

○６番（古奥俊男君） ありがとうございます。 

 問い合わせがあっているならば、１年間いだてんで使いますので、その間に少しでも

話を進めていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 それでは、３番目の山林についてということで、公有財産の中に、行政財産と普通財

産という項目があります。行政財産の中に山林という項目、普通財産の中にも山林とい

う項目があるんですが、行政財産の中に山林として２００万平方メートルという面積が

あることになっております。これどこにあるんでしょうか。 

○議長（中尾嘉男君） 企画経営部長 水本明子さん。 

○企画経営部長（水本明子さん） 山林についての御質問にお答えいたします。 

 玉名市が保有いたします山林の面積は、決算書に添付しております財産に関する調書

の中にもございます。また、今おっしゃったとおり合計で約２０７ヘクタールございま

す。そのうち行政財産の山林が約２０２ヘクタールでございます。このほとんどが小岱

山麓にございまして、保安林として位置づけられているものでございます。 

 保安林と申しますのは、水をはぐくんだり、土砂崩れなどの災害を防止したり、景観

や生活環境の保全、形成などの公益目的を達成するために伐採や開発に制限を加える森

林のことで、農林水産大臣または都道府県知事が森林法に基づき指定するものでござい

ます。保安林としての指定目的が消滅したとき、又は公益上の理由が生じたときに限り

解除され、この際必要に応じて代替施設の設置などを求められることがあるため、民間

企業が営利目的で解除を行なうということは、事実上不可能なものでございます。 
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 この小岱山麓の保安林は、昭和２９年の旧玉名市発足の前からそれぞれの村で所有し

ており、旧築山村等の財産が引き継がれたものでございます。この管理につきましては、

現在、下草刈りや干ばつ等による管理等は行なっておりませんが、立木保証が主となる

国営森林保険に加入をしているところでございます。 

 それから、参考までに次に、普通財産として保有しております山林がございます。こ

ちらは平成２９年度末現在で、約４.７ヘクタールございます。そのうちのほとんどは

金峰山系、通称二の岳とも申します熊の岳の山頂近くにございまして、明治２３年当時

の小天村、後の天水町に熊本県から管理移管された公有林などでございまして、その移

管の理由や目的につきましては、そこまで登記簿上に記載されておりませんために定か

ではございません。また、こちらも下草刈りや枝落としなど、特別な管理は行なってい

ない状況でございます。しかしながら、市有財産であることは間違いありませんので、

今後、災害が発生した場合、農地や道路などに影響があり、国からの災害復旧費の対象

となるものを除き、その復旧については原則本市の責任において行なうべきものでござ

います。また、当該物件でございますが、本市の財産台帳上普通財産というふうに登録

をしておりますが、先ほど申し上げた行政財産の小岱山麓の保安林と同様に、制限の慣

用、土砂の崩壊防止など、大きな役割を実質的には持っているものと考えております。

実際、この物件内に存在します砂防ダムにつきましては、県の保安施設台帳に登録をさ

れておりますので、普通財産ではありますが、売却できるようなものではないといった

認識でございます。 

 なお、市が所有いたします森林の面積は普通交付税の算定基礎の１つでございまして、

約４５万円が普通交付税の基準財政需要額として算入されていることを申し添えます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 古奥俊男君。 

○６番（古奥俊男君） ありがとうございます。 

 一応、小岱山は県立公園の範囲内だと思っておりましたんで、県の所有物かなという

観点から、維持管理費がいただいているならば仕方ないかなと思っておりました。玉名

市の財産である以上、行政財産であれ、普通財産であれ、玉名市の管理責任が問われま

すんで、何事かあったときにはその費用はいることになります。災害関係は、国の補助

があるかと思うんですが、通常の維持管理は責任上、玉名市の財産である以上は管理責

任が生じますので、ただ山林だからあるからいいじゃなくて、たまには管理をしていた

だきたいと思います。 

 では、続きまして３番目に移りたいと思います。 

［６番 古奥俊男君 登壇］ 

○６番（古奥俊男君） 玉陵小学校区における全体計画についてでありますが、１番、
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玉陵小学校前の道路、通常迫間岡線といいますが、その今現在、工事中であります。歩

道幅員が片方は２メートルあるんですが、片方が１メートルとなっております。そのこ

とで、４月の開校後、早半年が経ち、現在学校前道路迫間岡線の改良工事が進められて

おります。当時学校づくり委員会において、歩道幅員を左右２メートルの案が出されて

いたと思います。現在できている歩道は北側２メートル、南側１メートルとなっており

ます。１メートルでは雨天時に生徒さんが２列で行かれる場合に傘を差しておりますか

ら、どうしても車道側にはみ出ます。そこで車がぱっと行ったときに当たる可能性があ

る危険があります。よって学校づくり委員会では北側を１メートル買収して２メートル

にすべきであるという案が出ておりました。なぜ、学校づくり委員会の案が出ておりま

した２メートルになぜしなかったのか。それと道路はあくまでもつくった以上、玉名市

の管理責任が生じます。事故があったら玉名市が負担しなくてはならなくなりますん

で、子どもの安全上、あまりよろしくないと、私は思っております。回答をお願いいた

します。 

○議長（中尾嘉男君） 教育部長 戸嵜孝司君。 

［教育部長 戸嵜孝司君 登壇］ 

○教育部長（戸嵜孝司君） 古奥議員の玉陵小学校前の迫間岡線の歩道についての御質

問にお答えいたします。 

 今年４月開校しました玉陵小学校では、旧玉名小学校区以外の旧梅林小学校区、旧月

瀬小学校区、旧石貫小学校区、旧三ツ川小学校区、旧小田小学校区のそれぞれの児童が

スクールバスを利用して通学をしております。このスクールバスを運行するに当たり、

県道から市道迫間岡線への進入口部分において、スクールバスとして利用する大型バス

の通行ができない状況にあったことから、さらに登下校時にはスクールバス等の往来が

あり、児童生徒の安全確保をする必要があり、民地の用地買収や市道沿いの水路の暗渠

化を行なうとともに、現在、市道迫間岡線の道路改良を行なっているところでございま

す。 

 議員御質問の歩道については、市道北側の用地買収については補償費が発生すること

から、当初から計画しておらず、玉陵中学校用地を利用した歩道設置を計画したいたこ

と。一方、玉陵中学校用地についても駐車台数の確保や市道沿いに中学校武道館がある

ため、大幅な道路用地への転用が困難であったこと、加えて市道迫間岡線の形状等を考

慮し、地元や警察等と協議した結果、市道の北側に２メートル、南側に１メートルの歩

道を設置することといたしました。確かに、歩道幅員１メートルでは、特に雨の日など

傘を差して登下校する際に狭く感じるかもしれませんが、登下校時には１列で歩くなど、

玉陵小中学校と協力して事故の発生をさせないように、交通安全教育と指導に努めてま

いりたいと考えております。 
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 以上です。 

○議長（中尾嘉男君） 古奥俊男君。 

○６番（古奥俊男君） 答弁、ありがとうございます。 

 しかし、例えば、これ道路は教育委員会は専門外でありますから、御存じないかもし

れませんけども、一般には、歩道は３.３以上になっております。その中で試しだから

１メートルでいいとかいう問題では、私はないと思います。道路をつくる、歩道をつく

るということは、安全に子どもが通行するための歩道であります。そのためには事故が

起こらないのはどうしたらいいかというのを考えるのが、教育部じゃないかと私は思い

ます。何のために建設部があるんですか。よく相談をなされて、事故が起こらないよう

にするためには、どうしたらいいかという話し合いをもっと持つべきだったんじゃない

かなと感じております。 

 それと、今現在、工事が行なわれておりますけども、個人の進入路が大体今、４.５

メートルでできております。でも１人の方が、うちのところは８メートルあけて、９メ

ートルあけてくれということをおっしゃっております。それほかの方は４メートル５０

センチで了解しとんなはるとに、１カ所だけそのあけてくれといいなはるから、工事は

あとでやりますとかいう話を聞きました。それはおかしいと思う。何のために歩道をつ

くるか。子どもの安全のために歩道つくってるわけでしょ。その方をちゃんときちっと

説得するか、ほかのところ４メートル５０センチだったら、同じようにするべき、幾ら

何と言われようとも子どもの安全が第一です。この辺は、私はもう少し職員の方は道路

をつくるときには何のためにつくるかというのをよく考えたがいいです。管理責任も考

えながら進めていただければなと思います。 

 次に移ります。選挙の投票所についてでありますが、これはもう学校づくり委員会の

中でもずっと議論の中に出ておりましたんですが、避難所も一緒でございます。地域の

コミュニティとその核が学校であり、統合によりなくなり、その後の問題として避難所、

投票所の問題がありました。委員会でも議論がありましたが、結論がいただいておりま

せん。来年の４月には早速県議選、その後は参議院選があります。どこで投票するので

しょうか。今まで学校は校区の中心に位置しておりまして、場所によっては投票率が落

ちるかもしれません。その対策は考えていらっしゃるか、お聞かせいただきたいと思い

ます。 

○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 

○総務部長（西山俊信君） 古奥議員御質問の選挙の投票所についてお答えを申し上げ

ます。 

 玉陵小学校区の選挙投票所の現状と今後の方向性につきましては、先の６月の議会の

一般質問の中でも御答弁をさせていただいておりますけれども、旧玉名小学校につきま
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しては、玉陵小学校の施設を活用させていただきたいと考えております。また、その他

の場所につきましては、活用できるものであれば当面の間は旧小学校施設を使用させて

いただきたいと考えておりますけれども、来年は熊本県議会の一般選挙や参議院議員の

通常選挙が任期を迎え、また、本市として学校跡地の活用に向けた検討も進められてい

ることから、いっそう先行きが見えない状況にございます。そんな状況の中で、近隣の

自治公民館の確認調査を行ない、代替え可能な施設の検討を現在行なっているところで

ございます。 

 具体的には、投票所ごとに自治公民館の立地いたします周辺から投票所としての安全

性に問題はないのか、また、駐車場が確保できるかなどを外観から目視で調査をさせて

いただいているところが現状でございます。 

 今後につきまして、その調査結果をもとに地区の区長会の方々を介しまして、御相談

申し上げ、必要に応じて投票区ごとに協議を進めていく予定でございまして、少なくと

も年内には、各区の帳票所の最終的な方向性を決定いたしたいと考えているところでご

ざいます。 

 いずれにいたしましても投票所の場所変更ということについては、有権者の投票環境

の利便性の低下につながりかねませんので、慎重に検討をいたしてまいりたいというふ

うに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 古奥俊男君。 

○６番（古奥俊男君） 回答、ありがとうございます。 

 ずっと議論をしている中で、そういういろんな問題が出てまいります。なるだけ学校

がなくなるところは避難所、投票所、よくよく考えていただいて、なるべく早めの対策

をお願いいたします。 

 これをもちまして、私の一般質問を終わらせていただきます。ありがとうございまし

た。 

○議長（中尾嘉男君） 以上で、古奥俊男君の質問は終わりました。 

 以上で、本日の日程は、終了いたしました。 

 明１３日は、定刻より会議を開き、一般質問を行ないます。 

 本日は、これにて散会いたします。 

午後 ４時２１分 散会 
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午前１０時０１分 開議 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

○議長（中尾嘉男君） おはようございます。 

ただいまから、本日の会議を開きます。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

日程第１ 一般質問 

○議長（中尾嘉男君） 日程第１、「一般質問」を行ないます。質問は、通告の順序によ

って許すことにいたします。 

 ２２番 田畑久吉君。 

［２２番 田畑久吉君 登壇］ 

○２２番（田畑久吉君） 皆さん、おはようございます。市民改革クラブの田畑でござ

います。何か人の目線がいっぱい集まるところを歩いてきますと、舞台の花道を歩いて

きたような感じ、何か動作に出そうな気がしましてですね。少し笑い声も出まして、空

気が和んだところで一般質問を始めたいと思います。 

 まずは、先の北海道の大地震に対して、亡くなられた方々に心からのお悔やみを申し

上げ、災害に遭われた方々に心からのお見舞いを申し上げたいと思います。そう言いま

しても、すぐ駆けつけて何の世話もできない自分の力の弱さに情けなく思っているとこ

ろでございます。 

 防災対策について、きょうは質問させていただきますけども、市当局の皆さん方、ま

た担当課の皆さん方が日ごろ常に常識として備えておかねばならないことばかりでござ

いますので、速やかな答弁をいただいて、速やかに終わりたいと思っています。よろし

くお願いします。 

 さて、私は、この位置に立ちますと、一つの貴重な発言をしたことがよみがえってき

ます。あれから２年余りがあっという間に過ぎ去りました。水俣活動帯、あるいは布田

川活動帯の、それによる熊本大地震の発生とその災害の大きさに沈痛の思いが消えるこ

とはありません。私は、熊本大地震の思い出は、熊本大地震の発生するその少し前に、

この玉名市議会の一般質問で、今回の議会で質問事項としております問題点を市当局に

行政のあるべき対策、諸策、責任のあり方について問いかけたことが記憶に残っており

ます。 

 当時、報道等により、布田川活動帯の地震の発生率は、３０年以内に７％程度で発生

可能の指摘を思い浮かべます。しかし、発生率が７％であっても、今起こるのか、あす

起こるのか、１カ月後に起こるか、１年後に起こるのか、３年後か５年後か、起こるこ

とには間違いないということを強く主張しまして、私はそのようなことを強く主張しま

して、万全の対策を強く要望もいたしました。 
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 しかし、不思議なことに、私がその発言をしたわずか１年もたたないうちに熊本大地

震が発生いたしました。災害の状況、内容については、皆さん御存じのとおりでござい

ます。当時、災害が終わったそのあとに、私に電話がありまして、「田畑さん、予言的

なことまで言うてますね」とかですね。玉名広報を見て、何かそうやって思ったらしい

ですよ。これは、冗談ですけどですね。 

 最近、九州の最南端から北海道の最北端まで、大小の地震が毎日のようにどこかで発

生しております。先日、６日の早朝３時８分と書いてありましたかね。北海道で震度７

の大地震が発生して、想像を絶する災害が発生して、自然がもたらす、我々が知り得な

いといいますか、未知の力、影響を未然に防ぐ力は我々にはないわけです。日ごろから

防災対策を立て、災害の減少を考える計画性が必要でございます。できる範囲の備えが

必要ではないでしょうか。 

 さて、まず１つ目に、災害が発生する予報状況のとき、まず行なう対策は、と告知を

しております。台風発生の場合、その予報は何日も前から、進路、台風の強さ、またそ

れによる大雨の見通しなど、状況を知り得ることができる報道があります。このような

災害の発生する状況のとき、市当局としては、まずどのような対策準備を立ち上げられ

るのか、その対策、体制の内容をお示しいただきます。まず、それを聞いてから、再質

問に入ります。よろしくお願いします。 

○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 

［総務部長 西山俊信君 登壇］ 

○総務部長（西山俊信君） おはようございます。 

 田畑議員の災害が発生する予報状況のとき、まず行なう対策は、についてお答えを申

し上げます。 

 玉名市に警報が発令された場合、本庁４名、各支所２名で２４時間昼夜を問わず警戒

体制をとるとともに、玉名市安心メールでの情報の配信、深夜から早朝以外の時間帯に

おきましては、防災行政無線放送で注意の喚起を行なっているところでございます。ま

た、台風などの災害においては、事前に到達予想時刻が発表されることから、予防的避

難を促すための自主避難所の開設を行なっている状況というところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 田畑久吉君。 

○２２番（田畑久吉君） 市の職員さん４名と何とかでその警戒体制をするということ

でございますけども、そういった災害の起こる可能性のあるときに、その対策本部とい

うのかな、そういうことは考えられないですかね。 

○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 

○総務部長（西山俊信君） 今の田畑議員の再質問でございますけども、まず警報発令
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がなされたときには、今申し上げましたとおりに、本庁４名、各３支所で２名体制で警

戒体制をとるという状況でございます。そのあとに状態が悪化するような場合になりま

しては、まず総務部長を本部長とする警戒対策本部を設置をいたします。それ以降、ま

た非常に危険災害が発生する恐れが拡大した場合においては、災害対策本部を設置して、

市長を本部長とした体制づくりで警戒に努めるという状況になるということでございま

す。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 田畑久吉君。 

○２２番（田畑久吉君） 対策本部を立ち上げられたときは、関係省庁といいますか、

消防署、あるいはその下の消防団とか、その辺に本部長としての統一した見解は伝達さ

れるのかな。 

○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 

○総務部長（西山俊信君） 田畑議員の再質問にお答えします。 

 災害対策本部の構成員としましては、本部長が市長でございまして、そのメンバーに

つきましては、各部の部長、それから有明消防署の本部からお見えになるということで

ございまして、そのほか消防団長のメンバーの中で対策を講じてまいるという状況でご

ざいます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 田畑久吉君。 

○２２番（田畑久吉君） 本部長の指令、それは統一したものになりますよね。なりま

すね。 

 そうしたら、２番目に入ります。災害が発生する予報状況のときに、地域別避難場所

は、としております。災害の起こる可能性の種類によって避難場所の位置が重要になっ

てくると思いますけども、台風と大雨のとき、あるいは雷雨、津波など、地域別に避難

場所の設定が必要となっておりますけども、それどういうようになっていますか。 

○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 

○総務部長（西山俊信君） 田畑議員の災害が発生する予報状況のときの地域別避難所

についてお答えを申し上げます。 

 先ほどの答弁でお答えいたしましたけども、予防的避難の観点から開設します自主避

難所についてでございますが、旧市・町単位で、玉名市福祉センター、それから岱明ふ

れあい健康センター、横島町公民館、天水市民センターの計４カ所で開設をいたしてい

るところでございます。その後の災害状況に応じまして、避難所数は順次拡大する場合

もございます。また、本年度は、台風及び豪雨災害のために通算４回の自主避難所の開

設を行なっているところでもございます。 
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 来年５月に開催予定の防災会議での承認を目標に今現在、全面改正を行なっていると

ころでございまして、玉名市地域防災計画書の改定とあわせまして指定避難所の開設の

順位づけなど、特に校区単位にとらわれることなく、安全な避難ルートでの避難勧告の

マニュアル、それから避難所運営マニュアルなどの策定を行なっておりまして、避難体

制の充実、予防的避難の推進を図ってまいりたいというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 田畑久吉君。 

○２２番（田畑久吉君） 当然、玉名市域全域が地形も違いますので、避難場所の設定

が非常に神経を使わなければならない部分が大変あると思うんですね。それで、その辺

の災害の起こる状況、その種類によって場所は変わってくると思うんですよね。だか

ら、その辺のことを慎重に、これからも設定されるときは念には念を入れて決めていた

だきたい、そう思うところです。よろしくお願いしときます。 

 それから、３番目の各避難場所における非常食や必要品の準備は万全かということで

お尋ねします。はじめに申しましたとおり、熊本大地震の前の一般質問でも強く要望い

たしました。何項目の中の一つでもありましたけども、市民の皆さんも各種の報道など、

早く察知して、雨が降り出す前に避難場所への移動ならば、自前の備品もある程度持ち

込めると思うんですよね。しかし、時すでに遅しといいますか、大雨が降り出したあと

での避難では自前の備品もなかなか車に積んで持っていけないのが実情じゃないかと思

います。 

 避難所の備蓄がいかに必要かを感じるわけですけども、「備えあれば憂いなし」の格

言どおり、重要な要件だと位置づけをしております。各避難所に避難に必要な必需品の

今現在、備蓄は万全か、現在のその種類と数量を、避難という状況が起こらないことは

もちろん願ってはおりますけども、市民の皆様に少しでも情報を示しておくべきかと思

いますので、その辺のことをちょっとお尋ねします。 

○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 

○総務部長（西山俊信君） 田畑議員の各避難所におけます非常食や必要品の準備は万

全かについてお答えを申し上げます。 

 備蓄品につきましては、飲料水、それから非常食、食糧などを初めといたします、各

種物資を人口の５％程度の備蓄量を目標に進めているところでございます。 

 また、備蓄場所につきましては、玉名市立歴史博物館こころピア前の旧情報管理課の

倉庫、それから岱明支所、横島支所、天水支所の計４カ所に分散いたしまして備蓄を行

なっており、有事の際には各備蓄倉庫から各避難所への必要数を配送する計画となって

いるところでございます。 

 また、流通備蓄といたしまして、飲料水メーカー４社と市内２社の大型量販店により
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ます災害協定を締結いたしておりまして、不足する非常食や飲料水などの物資につきま

して速やかに供給できるよう対策を講じているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 田畑久吉君。 

○２２番（田畑久吉君） 今、５％を目標にっておっしゃいましたけども、実際、玉名

に大きな災害が今まで起こってないわけですよね。これが実際起こっていたら、もっと

私は大きないろんな資料が出ると思うんですけども、実際起こっていないから５％程度

で済まされますが、いざ起こったら、それぐらいの数字じゃ済まないと思うんですね。

ここに種類別にということで、私、先ほど申しましたけども、もちろん暖かい夏だった

ら、毛布もいりませんけども、秋から冬、春先までは、毛布等の備品もいりますよね。

その辺の備蓄はどうなっていますかね。 

○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 

○総務部長（西山俊信君） ただいまの再質問にお答えいたします。 

 備蓄状況でございますけども、まず食糧関係について申し上げますと、アルファ米等

については３,７００食、それから水、給水飲料につきましても約３,７００本ですね、

５００ミリリットルのペットボトルにいたしまして、準備をいたしております。それか

ら、あと必要備品につきましても、タオル、それからオムツ等、それから毛布等につき

ましても各４カ所に備蓄をいたしている状況でございまして、日用品的な日ごろ必要な

物品等についても確保している状況でございます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 田畑久吉君。 

○２２番（田畑久吉君） 確認をしておきます。今の備蓄で十分と考えられますか。再

度お願いします。 

○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 

○総務部長（西山俊信君） 再質問にお答えいたします。 

 確かに今の備蓄状況につきましては、まだ不足する部分は確かにあるということは否

めないところでございます。それで、先ほど申しましたとおり、物流関係の業者あたり

との提携も締結して、必要なものについては優先的に手配をいただくようなことも考え

ておりますし、今後、必要数については補充確保を図ってまいりたいというふうに考え

ているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 田畑久吉君。 

○２２番（田畑久吉君） 十分じゃないと考えられる部分があれば、早急に十分と思う

ところまで備蓄をお願いしときます。 
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 それから、各施設に自動販売機が入っておりますよね。それは、当然メーカーさんと

のあれが、いろいろ申し合わせがあると思うんですよ。今、自動販売機を置くにもそう

いった対策のときのあれは何か決め事があるわけでしょう。その辺のところはどうなっ

ていますかね。 

○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 

○総務部長（西山俊信君） ただいまの再質問にお答えいたします。 

 自動販売機、それぞれ本所、それから本庁、それから各支所ございますけども、災害

用の自動販売機ということも設置いたしているところもございます。台数については、

ちょっと申しわけございませんが、把握をいたしておりませんけども、必要に応じて災

害用の自動販売機設置についても積極的に進めていきたいというふうに思います。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 田畑久吉君。 

○２２番（田畑久吉君） 災害が起こった時点で、自動販売機に入っている数量は当然

これは提供していただけると思うんですけど、そのあとは何かの以上に応援していただ

くとか、そういう申し合わせはないんですか。 

○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 

○総務部長（西山俊信君） ただいまの再質問にお答えいたします。 

 自動販売機、災害用の設置販売機につきましては、契約書なり協定書の中で締結をい

たしているということでございます。その中身については、具体的にはちょっと把握を

いたしておりませんけども、災害時の設置ということでございますので、最優先的な対

応をさせていただくような締結内容にはなっているというふうに思っているところでご

ざいます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 田畑久吉君。 

○２２番（田畑久吉君） 当然、その時点でのそこにあるものは供給していただけると

思いますけど、やっぱりその後、ずっと常に置いて販売に協力しているわけですから、

メーカーにはその後も追加要求できるようにしといてください。お願いしときます。 

 それから、災害が発生しましたとき、必ず停電が起こりますよね。起こる可能性があ

りますね。発電機などの電力を補う設備は、各避難所としてある設備にどのような体制

になっているのか、ちょっとお尋ねしときます。 

○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 

○総務部長（西山俊信君） ただいまの再質問にお答えいたします。 

 災害が発生しますと、これはどのような災害も同じだろうと思いますけども、非常に

電力というのは日常的にも欠かせないものであるというふうに認識をいたしておりま
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す。したがいまして、各それぞれの支所につきましては、非常発電機の装備、そういう

ものを備えておりますので、極力、行政の停滞、そして市民の皆様方の影響が最小限に

おさまるような形での体制は、電源、自家発電の体制も整えているというふうに今、体

制をとっているという状況でございます。 

 今後、特に電力供給、それから浄水については、非常用の欠かせないものであると考

えておりますので、万全の体制をとっていきたいというふうには思っているところでご

ざいます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 田畑久吉君。 

○２２番（田畑久吉君） ただいま部長の答弁で万全の対策を考えているということで

ございますけども、今現在、発電機など、準備している施設はどこどこですか。 

○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 

○総務部長（西山俊信君） ただいまの御質問にお答えいたします。 

 この本庁につきましては、当然、自家発電も完備、備えております。それから、岱明

支所についても自家発電でございます。横島支所、それから天水支所についても、まだ

新しい施設でございますので、私はその確認まではいたしておりませんけども、それぞ

れ各支所においては自家発電装置は備えてあるものと思っているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 田畑久吉君。 

○２２番（田畑久吉君） 今の部長の答弁を聞いておりますと、横島支所の施設は新し

いからとかおっしゃるけど、あれは建ってから大分なるじゃないですか。それを避難場

所と指定しているわけでしょう。それで何で発電機なんかを準備しないんですか。しな

い理由はなんですか。 

○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 

○総務部長（西山俊信君） 再質問にお答えいたします。 

 横島支所、それから天水支所につきましても、自家発電装備は備えているということ

でございます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 田畑久吉君。 

○２２番（田畑久吉君） 北海道のあれを見ましても、電力というものは非常に今問題

になっておりますよね。だから、そういうことは、やはり最優先的に災害のときの準備

はしておくべきだと私は思うんですね。だから、いろんな予算の関係もありますけど、

最優先に取り組んでいただきたい、そのように思っております。 

 そのほかに、小さい避難場所というのは、学校の体育館とか、いろいろ広範囲になっ
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てきますよね。災害の状況によって。そういうところも、できたらそういったこともつ

くっていただいたほうが万全の市民の安心感というのかな、避難するには安心が必要で

すから、その辺のことを十分心得た対応をしていただきたいと思います。よろしくお願

いします。 

 次に、４番目の大雨による境川・繁根木川の氾濫のときの避難場所は、と書いており

ますが、５項目目の菊池川の堤防決壊・氾濫のときの避難場所は、としておりますのと

関連性がありますので、一括で行ないたいと思います。 

 境川は、大雨のたびに冠水・浸水する地域があります。先日、どなたかもそのことに

ついて質問されておりましたけども、境川の改修は一向に進まないというか、改修に着

手して徐々に今進んでおりますけども、いつどのような大きな災害が起こるかという、

大きな氾濫につながる可能性が潜んでいるわけですね。今は一部の浸水だけで終わって

いますけども、それを想像以上の災害の状況が起こった場合、どのように判断しておら

れるのかね。今後の事業の推進と計画は、一帯の避難の対策などはどうなっているか。

これは、市長のほうに会の委員長をしておられますので、あとで御答弁をお願いしたい

と思います。 

 また、繁根木川の氾濫は、その川の位置的なこともありまして、災害は広範囲に及ぶ

可能性があります。想像を絶する災害を引き起こすものと私は危惧せずにはいられませ

ん。その辺の見解もまたお願いしたいと思います。 

 また、菊池川の堤防決壊・氾濫、左岸、右岸、どちらにいたしましても、この事故が

発生した場合は、それこそ玉名市の一大事、長い年数をかけてのその復興に時間をかけ

ることになり、事故が起こっては、本当に大問題であり、難題でありますし、市民すべ

ての人が起こらないことを願っていることは当然の思いでありますけども、これは起こ

ってはいけないことでもあります。しかし、昨今、世界の広範囲において想定外の大災

害が発生しております。昨今から想定外の惨事が当たり前のように起こっているようで

すね。想定外に備えることが、いかにこの大変なのか重要かということになりますけど

も、行政、市当局の適切な判断に頼るのは市民の真意じゃなかろうかと私はそのように

判断しますので、避難などの対策等についてちょっと御答弁をお願いします。 

 まず最初に、市長から先ほどの境川ですか、会長をしておられますので、その辺のこ

とをお願いします。きのうも答弁しておられましたけど、再度よろしくお願いします。 

○議長（中尾嘉男君） 市長 藏原隆浩君。 

［市長 藏原隆浩君 登壇］ 

○市長（藏原隆浩君） 田畑議員の再質問にお答えをいたします。 

 昨日も質問がございましたけれども、やはり境川の改修期成会、会長の立場としても、

熊本県はじめ、ＪＲほか、関係各所に強く要望してまいりたいというふうに考えており
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ます。やはり市民の生命と財産を守り、安心して生活をしていただける、そういった環

境をつくっていくためにもしっかり要望していきたいというふうに思っておりますけれ

ども、ただ指をくわえて待つだけではなく、やはりできうる限りそのしゅんせつであり

ますとか、倒木、雑木の撤去でありますとか、そういったところには手をつけられると

ころは市としてもしっかり取り組んで、なるべくそういった最悪の事態ということがな

いようにできうる限りの力を尽くしていきたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 田畑久吉君。 

○２２番（田畑久吉君） 市長、防災を考える場合は、常に最悪を考えなんいかんです

よね。最悪の場合を考えて対処するのが当然でありまして、私もその境川改修のあれ

に、建設委員長のときですか、メンバーでございましたので、会議に２、３回参加させ

ていただきました。そのときも、今のやり方じゃ生ぬるいと。これは、藏原さんが市長

のときじゃなかったと思います。前の市長さんか、その前の市長さんだったと思いま

す。今のやり方じゃ生ぬるいから、もっと予算のつけ方を考えなんいかんというのを県

の方にも申し上げたことは記憶に残っております。 

 今後、やっぱり強い姿勢で境川の改修には臨んでほしいと私はそのように強く思って

おりますので、なかなか県の方にも遠慮なく言いよったと思うんですよね。遠慮する必

要もありませんし、実際災害が起これば、今はあの程度で終わっていますけども、今後

どういう災害が起こるかわかりませんので、強く要望しておきます。 

 それから、繁根木川の件、どなたか。 

○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 

○総務部長（西山俊信君） 田畑議員の再質問でございます。 

 大雨による境川、それから繁根木川の避難場所、それから菊池川の堤防決壊・氾濫の

ときの避難場所についても、ちょっとあわせてお答えをさせていただきたいと思いま

す。 

 玉名市の地域防災計画に基づきます災害の種類ごとに計４３カ所の公共施設に対し、

避難所の指定を行なっているところでございます。しかし、時系列に応じて影響が強く

なる台風や大雨などの災害におきましては、避難経路が浸水しているなどの状況も考え

られるため、早めの避難を推奨する予防的避難の啓発を行なっているところでもござい

ます。 

 また、指定避難所へ移動することが困難な状況に陥ってしまった場合におきまして

は、先ほども申し上げましたけれども、校区単位にとらわれることなく、安全なルート

での校区外の避難、それから崖地から遠い部屋に移動するなどの水平避難、そして建物

の２階、３階などの高い場所に移動する垂直避難、一時的に屋根のある安全な場所に避
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難する軒先避難などのさまざまな避難方法につきましても、今後さらに市民の皆様方に

周知を図ってまいりたいと考えているところでもございます。 

 あわせまして、自主防災組織の結成率の向上、そしてまた充実を図りながら、地域防

災力の強化に努めてまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 田畑久吉君。 

○２２番（田畑久吉君） やはり市民の皆さんは、市当局の情報を早く察知すれば、何

かの方法があると思いますけども、玉名市におきましては、過去に大きなそういった惨

事がないもんで、市民皆さんの考え方も、まだよかろう、まだよかろうという気持ちが

多々あると思うんですよね。だから、そういうことをやっぱり避難という目的がどうい

うものであるかいうことを、よく説明をして、わかりやすく避難勧告、避難指示をされ

たほうがいいと思いますね。やはりどうしても実際経験してないもんで、本当によその

ことをテレビで見ても、我が事になると、なかなかまだよかろうという気持ちが多分あ

ると思います。だから、そういうことは積極的に一つ進めていただいて、市のやっぱり

情報が一番の頼りです。市民はですね。だから、ぜひそういうわかりやすいような情報

を流していただくようによろしくお願いします。 

 それでは、６番目の玉名地域にマグニチュード６～７程度の地震発生時の避難対応は、

ということにしております。日本全国民、だれもがこれから起こるそのことに認識を深

めつつあると私は思いますけども、各種の報道により南海トラフ大地震の発生を意識せ

ずに生活することは、今、私はできません。過去の大地震の例をちょっと挙げてみます

と、１９４３年、島根大地震が発生しております。その３年後の１９４６年に南海大地

震がまた発生しております。また、２００８年には宮城内陸地震があり、これまたその

３年後の２０１１年に東日本大地震が発生しております。そのほかにもいろいろ地震は

発生しておりますけども、大体大きな地震はこういう周期で過去に発生しております。

そして、このたびは２０１８年９月６日に北海道の、胆振と言うんですか、胆振東部と

言うんですかね、これ大地震が発生している。その次に発生するのは、２、３年後じゃ

なかろうかという、私、心配事ですけどもね。また、海溝型、南海トラフ、相模トラフ、

北海道の十勝トラフ、これが連動して、Ｍ８以上の大地震が発生する可能性を昨今の情

報が多く報道しております。９月７日の夜の報道を見ておりますと、７０％、８０％の

確率で発生するような報道があっておりました。 

 また、政府の地震調査委員会、全国地震動予測地図を２０１８年度版として、これは

１月１日の時点の公表でありましたけども、現時点で想定されるすべての地震で、今後

３０年以内に２６％以上の予想で発生する震度６弱以上の揺れに見舞われる県内では、

熊本市の一部北部を除きますけども、熊本市、それから宇土市、益城町、嘉島町、御船
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町一帯、阿蘇市の一部と示してありました。次に、高い発生率が６％から２６％の地域

は、先ほど申しました２６％以上で起こる地域の周辺となっており、もちろんこの玉名

市、長洲町、荒尾市までその範囲になっている新聞の記事を資料とすることができたわ

けですけども、阿蘇市は南海トラフ巨大地震が５０％以上の影響を与えるというふうに

書いてありました。熊本市は、４０％程度の高い影響があるとなっております。 

 南海トラフ巨大地震は海溝型ですので、必ず津波が発生することは想定内にしていな

ければならんと私は思っております。巨大地震が引き起こす津波は、想像を絶する巨大

津波が発生すると我々は認識を新たにしておくべきかと考えます。太平洋側で発生する

巨大津波でありましても、有明海でもそれなりの津波が発生することを考える必要があ

ると私は判断するものですけども、そうなるとどうでしょう。有明海が満潮時に発生す

れば、菊池川、繁根木川を逆流して、氾濫の可能性もあることを、まさに認識する必要

があるかと思います。 

 津波が起きますよね、海辺で。そうしたら、川にさかのぼってくる。勢いが、狭くな

ってきますよね、川に入りますと。だから、そのあと力がずっとせり上がって、何メー

トルて、１キロ先が最高潮位に達するらしいですね。狭いから、力が重なりあって、ず

っと。そうなると、菊池川も繁根木川も非常に大きな氾濫の可能性があるわけです。だ

から、そういう面を、地震発生時の避難場所は、その後の余震の危険性もありますよね。

避難する場所が適切かどうか。だから、そういうことを考慮して、限定される場所でな

いといけないわけです。だから、そういう場所について、いかに対策を立てておられる

のか、御一答をお願いしたいと思います。 

○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 

○総務部長（西山俊信君） ただいまの田畑議員の地震関係につきまして避難対応とい

うことで答弁をさせていただきます。 

 先ほどの答弁で申し上げましたけれども、市内全域の市内の箇所で４３カ所の指定避

難所におきまして、昨年度まで伊倉隣保館を除きます全４２カ所につきましては耐震化

済みとなっておりましたけれども、伊倉隣保館におきましても耐震診断を実施しました

結果、耐震基準を満たしているということでございましたので、すべての避難所におき

まして、地震発生時の避難所として利用することは可能ということで確認いたしており

ます。 

 また、地震と連動して発生します可能性の津波につきましても、これは県の津波想定

に基づきまして避難計画を行なっているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 田畑久吉君。 

○２２番（田畑久吉君） 地震の場合に避難箇所がたくさんあるようでございますけど
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も、耐震構造になっているとおっしゃったけども、それ何年度ぐらいの耐震構造なの

か。各施設の震度、どれぐらいの震度に耐えられるようになっているのか。その辺のと

ころを個々にちょっとお示し願いたいと思います。 

○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 

○総務部長（西山俊信君） 診断基準の中身の具体的なところまでは、ちょっと私も、

申しわけございませんが、把握しておりませんけども、昭和５６年度以前に建築をされ

た建物についての耐震診断基準に基づいた審査だというふうに認識を私はいたしており

ます。そういうことで、熊本地震のときにもこの玉名地域では震度６弱でしたですかね、

の強度があったということで認識をいたしておりますけども、その地震の判断基準で耐

震診断におきまして、耐震基準を満たしているということでございますので、昭和５６

年度以前のこの判断基準で出された結果で診断基準を満たしているということで認識を

私はいたしております。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 田畑久吉君。 

○２２番（田畑久吉君） 私も勉強不足でその震度どれぐらい耐えられるかいうことま

で調べておりませんけども、昭和５６年度以降のその耐震基準になっているということ

ですね。それは、震度６弱ぐらいまでは耐えられる、それ以上は耐えられないのか、そ

の辺の見解はどうですかね。 

○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 

○総務部長（西山俊信君） ただいまの再質問にお答えいたします。 

 どれだけの震度に耐えられるのかというのは、非常に私もそこまで把握はいたしてお

りませんけども、先ほど申しました昭和５６年度の耐震基準の見直し等があったという

ふうに伺っておりますので、その判断基準といいますか、どれだけの震度に耐えられる

かというのは、私の今の知識の中ではそこまで判断の内容は把握をいたしてないという

のが現状でございます。申しわけございません。 

 済みません。ただいまの内容につきましては、ちょっと確認をいたしまして、また答

弁いたさせていただきたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

○議長（中尾嘉男君） 田畑久吉君。 

○２２番（田畑久吉君） 部長おっしゃるとおり、その辺のことはもう少しきっちりと

施設別に数字をあらわして、市当局の幹部の方、特に防災関係の方は常に認識をしてお

く必要があるかと私はそう思います。だから、ぜひ早急にそういった体制の確立をぜひ

して、各施設に必ず示しておくようにお願いをしておきます。 

 それでは、７番目、７月６日でしたかね、豪雨の際の大雨予報や菊池川危険水位に対

する市の対応と避難指示はどうであったのか、と告知しておりますけども、まず第一に
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台風接近、豪雨予報や津波予報、菊池川危険水位に達し、災害が発生すると思われた場

合、市行政当局としてどのような体制を立ち上げられ、防災の対応をどのような内容で

取り組まれたのか。一番初めのあれと少し似通ってはおりますけども、これは現実７月

６日のことについてお尋ねいたします。 

○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 

○総務部長（西山俊信君） ただいまの田畑議員の７月６日の豪雨の際の大雨警報や菊

池川の危険水位に対する市の対応と避難指示ということで答弁をさせていただきます。 

 西日本豪雨におきましては、事前に梅雨前線の停滞に伴う大雨被害の発生が予想され

たということでございまして、７月６日の午後３時に災害警戒本部を設置しまして、午

後５時３０分から自主避難所を玉名市福祉センター、岱明ふれあい健康センター、それ

から横島町公民館、天水市民センターの市内４カ所を開設をいたしたところでございま

す。 

 その後も雨は降り続きまして、土砂災害警戒情報が発表されたために、災害対策本部

の設置、そして避難勧告の発令を行ないました。 

 翌７月７日の未明に菊池川が氾濫危険水位に到達する予想でございましたので、避難

指示を発令いたしまして、新たに玉名中学校、玉陵中学校、玉名市総合体育館及び旧月

瀬小学校を新たな避難所として開設いたしまして、最大５６１名の方が避難をされたと

いうような状況でございました。 

 今後は、市民に対する予防的避難や、先ほど答弁で申し上げましたけれども、崖地か

ら遠い部屋に移動するなどの水平避難、そして建物の２階、３階などの高い場所に移動

する垂直避難、一時的に屋根のある安全な場所に避難する軒先避難、時系列に応じた避

難の周知を図りますととともに、明るいうちに避難所を開設を行ないまして、予防的避

難の推進を図ってまいりたいというふうに思っております。 

 また、これも、先ほど申し上げましたけれども、自主防災組織の結成率の向上、そし

て充実を図り、自助、共助の取り組みを推進しながら、地域防災力の向上に努めてまい

りたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 田畑久吉君。 

○２２番（田畑久吉君） 避難指令の順序というのは、避難勧告の上が避難指示です

か。もう一回、ちょっとよろしいですか。 

○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 

○総務部長（西山俊信君） 田畑議員のただいまの御質問に申し上げます。 

 災害が拡大する恐れがあるということになりますと、まず避難勧告を発令をいたしま

す。この避難勧告につきましては、強制力はございませんけども、市民の皆様方に対し
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て避難を行なってくださいというような内容でございますので、強制力というものはな

いというようなことでございます。 

 それから、もう一つ上の避難指示につきましては、これは大きな災害が発生する恐れ

のある場合に発令をするわけでございまして、こちらにつきましては強制力が生じてま

いりますので、市民の皆さん方には極力避難態勢をとって、安全な場所に避難をしてい

ただくというような体制になっているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 田畑久吉君。 

○２２番（田畑久吉君） こういった災害が起こるときは、非常に緊急性がありますの

で、適切な避難の発令といいますかね、そういうものをしていただくということは必要

なことでございます。 

 それから、これも、きのうだれかがおっしゃっていたようですけども、繁根木川の上

流、石貫付近の堤防も低い、道路側低いですよね。そこが何か氾濫してということをち

ょっと私も聞きましたんで、質問の事項に入れておったんですが、きのうも説明はして

おれますけども、再度ちょっと説明をお願いしたいと思います。 

○議長（中尾嘉男君） 建設部長 前田愼一郎君。 

［建設部長 前田愼一郎君 登壇］ 

○建設部長（前田愼一郎君） 前回の多田隈議員の答えと重複いたしますけれども、繁

根木川の河川改修の見通しでございます。 

 議員がおっしゃいましたように、石貫１区の松本橋付近で６日の午後１０時から、日

付が変わる１２時の約２時間が交通止めとなりまして、職員もいて、状況については把

握をしております。 

 ただ、改修計画は、国・県もあるものの、前日お話ししましたように、具体的な何年

から改修に当たるとか、そういうものは明確にまだ打ち出されておりません。ただ、対

策といたしましては、繁根木川の護岸に堆積している土砂を撤去して、河川断面がとれ

るようにいきたいというお答えももらっているような状況でございます。 

 以上です。 

○議長（中尾嘉男君） 田畑久吉君。 

○２２番（田畑久吉君） 私は、防災の面でこれをちょっと考えておりましたんで、建

設部長の前田部長が適切な答弁いただいてありがとうございました。 

 過去にあの辺の氾濫はなかったんですかね。私の記憶ではちょっとなかったように思

っていますので、その辺どうですかね。把握されていますか。ついでだから、お尋ねし

ます。 

○議長（中尾嘉男君） 建設部長 前田愼一郎君。 
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○建設部長（前田愼一郎君） 先ほど議員がおっしゃいましたように、右岸と左岸の高

低差が測量いたしましたところ、約１メートル３０センチメートルほど右岸側が高い状

況にあります。ただ、堤防の決壊ということについては、聞いておりません。ただ、瞬

時的に６日の午後１０時の１時間当たり時間雨量が４４ミリメートルでございましたの

で、排水断面能力に対して一気に降り出したもので、先ほど言った高低差があるもので

すから、越水をした状況にあります。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 田畑久吉君。 

○２２番（田畑久吉君） 道路際いいますか、当然この右側の道路際、低いですよね。

だから、当然堤防があってないようなもんですもんね、あそこね。だから、その辺は、

早急に改修するかしないといけないと思うんですね。 

 それで、念のためにちょっと調べてみたんですけど、繁根木川の左側の堤防は海抜

８.３メートルありますもんね。だから、その辺は大丈夫と思うんですけど、右側だけ

は低いですから、ちょっと十分な早急な対応をお願いしたいと思います。 

 それから、この７月６日の豪雨のときに、左岸、いわゆる伊倉、私なんか伊倉の下の

村ですね。もちろん伊倉全体に発令されたと思うんですけども、その避難の種類の内容

ですか、措置されたのは、避難指示であったのか。当然、菊池川の水位が危険水位に達

したから、避難発令をされたと思うんですけど、それ右岸、左岸、同じ内容であったの

か、その辺をちょっとお尋ねします。 

○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 

○総務部長（西山俊信君） ただいまの再質問にお答えいたします。 

 避難指示を発令いたしましたのは、７月７日の午前２時１５分でございました。それ

で、発令しましたのは、ちょうど菊池川のこれは氾濫危険水位に達する予想が生じたた

めに午前２時１５分に避難指示を発令したということでございまして、避難勧告は前の

日の６日の午後１０時でございましたので、その状況の変化に応じて水位が上昇したと

いうことでございましたので、そういった発令をいたしたということでございます。そ

ういった危険の予想がある前に発令をいたしたということでございまして、左岸の小

田、梅林、伊倉の方々につきましては、桃田の玉名市総合体育館ということで、また新

たに避難場所の設定もさせていただいたという状況でございます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 田畑久吉君。 

○２２番（田畑久吉君） 今、申し上げました、伊倉の下の私たち村も、ここも同じ避

難指示は出ているわけですね。はい、わかりました。またあとで質問させていただきま

す。 
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 市民の生命や財産を守る、この努力をするべき市当局、あるいはその担当者の方々、

皆さん方の心構えや心情が何らかの災害が起こるとき、非常に心労が多いものと私なん

か察しますけども、自然が引き起こす現象、突然に起こるそのエネルギーを未然に防ぐ

人間の能力といいますか、科学の力がいまだにできてないのが現実でございます。「地

震・雷・火事・親父」の言葉のとおり、予告なしに突然発生する地震は、防ぐ対策の決

め手がないのが現実じゃないでしょうか。最小限の予防設置しかできません。災害発生

後の災害の対策対応を考えておく必要がいかに大事かと考えますので、その辺よろしく

お願いします。 

 先ほど答弁いただきました菊池川の氾濫、予知、予防出て、状況を見て、判断を下す

ことができますけど、状況を見て、避難内容の指示でないと、２次、３次の災害を引き

起こしますよね。左岸の、今答弁いただきました伊倉、ああいった地域にも発令された

避難の内容は、避難指示であったということを今答弁いただきました。その指示の内容

を考えるとき、非常に不自然な放送をしながら車両が通っております。私は、その夕

刻、日ごろ冠水する道路はわかっておりますので、そこを見て回り、また側溝が吹き上

げる箇所も把握しておりますので、そういう箇所を見て回って、ああまだまだ大丈夫か

なという思いで、しかしながら、急傾斜地に大きな木がありまして、台風がくるような

状況でしたんで、その台風でその木が揺すって、急斜面が土砂災害が起こらないかとい

う心配がありましたので、防災課の近藤さんかな、ともう一人来ていただいて、現場を

見ていただきました。そして、その下に１軒家があるんですけども、まだ７０何歳の御

婦人が住んでおられまして、非常にこの情報をつかみにくい、耳も少し遠いようでござ

いますんで、情報をつかみにくいから、よく避難の方法等について説明をしておいてく

れということを近藤さんか、にお願いして、話をして帰って、私も、この夜は何か疲れ

があったのか、眠ってしまって、その車が通ったことを覚えてなかっですね。 

 その翌朝、夜が明けた朝ですね、村うちの奥さん方が、昨夜の避難の指示は、何事か

と。そのわけを聞きますと、市の車両か、消防署か消防団の車か、それは確認してない

と、雨も降っていたからね。伊倉のこの私たちのこの村に、玉名市福祉センターに避難

してくださいという放送があったと。放送しています。私がここで申し上げるもなく、

どういう意味かわかりますよね。なぜ玉名市福祉センターへ避難せなんいかんのか。菊

池川の氾濫の可能性があるから、避難指示を出されたわけでしょう。そのような状況が

発生するときに、わざわざ菊池川の大橋を渡って、玉名市福祉センターまで行かなけれ

ばならないのか。近所の人たちは、みんな不思議に思って、私に聞かれたわけです。こ

れ、どういうことですか。私もそのことを聞いてなかったもんで、これ私も本当なのか

確認しました、２、３軒。そうしたら、２、３軒の人が同じことを言いました。ある人

は、そんなところに行く時間ないと。桃田に行ったとか、１人おられましたけども。何
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でこういうことをそういった緊急のときに、不都合な不釣り合いなことを放送して回る

のか。これは、対策本部が一定した情報を流して、一定した放送をしないといけない。

そうした状況のときに、だれもが不審に思いますよね。玉名市福祉センターに避難所が

あったと。それは何でもないときだったらいいですよ。だけど、菊池川が氾濫するよう

な、そういった状況だから、避難指示が出ているのに、伊倉あたりの私の村の近くのあ

たり、海抜何メートルか御存じですか。玉名市で一番低いんですね。氾濫すれば、一番

水が溜まるのは、一番は伊倉です。水は、高いところ、低いところ、だんだんに溜まり

ません。平均して溜まる。一番低いところは、水の深さが一番高いんですね。そういっ

た場所の人たちに、そういった放送をして回る。どういう知識でそんなことが起こった

のか、その辺のことを見解をお願いしたい。 

○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 

○総務部長（西山俊信君） ただいまの御質問にお答えをいたします。 

 確かに避難勧告、避難指示を発令しましたときに、周知を図るための防災無線の放

送、そして消防団に依頼をいたしまして地元消防団の広報活動を行なっていただいたと

いう経緯でございます。その中で確かに今、議員申されたとおりに、今回初めて玉名市

としましても、避難勧告、避難指示を発令をさせていただいたという中で、特に伊倉の

方々、梅林、小田もそうなんですけども、玉名市福祉センターといいますと、今、増水

している菊池川の橋を渡って避難するという状況になりますので、これにつきまして

は、確かに危険性が伴うということでございましたので、その点につきましては、私ど

ももこれは大きな今回の課題、反省点ということで認識をいたしているところでござい

ます。そういうことを含めまして、今後、地域防災計画、そして避難勧告マニュアルの

中できちんとした検証を行ないながら、その中身を精査をしまして、今後の防災体制に

つなげてまいりたいというふうに考えておりますし、今後、左岸の方々につきまして

は、避難所といたしましては、水害、洪水、浸水対策につきましては、桃田の玉名市総

合体育館のほうに避難をいただくというような体制づくりも進めてまいりたいというふ

うに考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 田畑久吉君。 

○２２番（田畑久吉君） 今後のことについては、当然そういった心構えわかります。

だけど、これは、そういった本部からの指令は各機関、統一してないといけませんね。

そういった手違いがあって、事故が起こったときは、だれが責任とるんですか。氾濫し

ていて、道がいけない。行く途中に氾濫して、水浸かってですよ、死者が出たとか、重

大なこれはことですよね。なぜ、本部からの指令が統一されてなかったのか、その原因

は何ですか。 
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○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 

○総務部長（西山俊信君） ただいまの御質問にお答えいたします。 

 意思統一ができていなかったと、本部体制の体制づくりができていなかったというこ

とでございますけども、確かに対策本部の中においては、そのようなきちっとした発令

基準に基づきまして発令をいたしたところでございますけども、それが現場の中までに

きちんと意思統一が図られなかったということは、確かに今回のこういったところに支

障が出てきたということでございますけども、今後ということは、先ほど申したとおり

でございますけども、今回の件につきましては、大きな反省点であるというふうに心構

えをもっているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 田畑久吉君。 

○２２番（田畑久吉君） 何でも経験すればいいことじゃないですけど、こんな災害を

経験必要ないですよね。だけん、経験不足にもよる。緊張感がないわけですね。緊張

感。確かにいろんな人がおられるけど、できるだけやっぱり社会経験もいろんなことを

経験した人が知識は豊富です。だから、こういう災害を何も市当局で多く経験しなさい

とは、これは言えるもんでもないし、慎重に慎重にそういう事故があったときに、取り

返しがつかないですよね。取り返しつかない。これぐらいじゃ。実際、でも、１人じゃ

なく何人も亡くなりますよ。避難途中に車が浸水して、亡くなったと。こういうことが

二度とあってはいけないと思う。その辺をよく心構えをしていただいて、市当局には強

く要望しておきますね。 

 台風の影響などによる大雨や、豪雨、地震による津波など、また梅雨時期の大雨の発

生時、防災の対策を計画されるとき、防災担当課あるいは市行政におかれましては、そ

の基本となる資料は、どのようなことに注視されて、防災体制を確立されるのか、ちょ

っとお尋ねいたします。 

○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 

○総務部長（西山俊信君） まず、本年度中に地域防災計画の見直しを行なうというこ

とで、今業務を進めているところでございます。まず、その改正内容につきましてでご

ざいますけども、まずは先の熊本地震の災害がございましたので、そういったものを教

訓といたしまして、対策、防災計画を見直しを考えていきたいというふうに思っており

ます。その中で、先ほどもちょっといろんな御指摘をいただきましたけども、災害対応

を行なうための庁内の体制の整備をまず図っていくというのが一番大事なことであると

いうふうに思っております。 

 それから、業務継続性の確保ということでございまして、これは行政の継続性という

のは、市民の皆様にとっても必要なことでございますので、その継続性を維持するため
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のＢＣＰ計画というものを策定をいたしたいというふうに思っております。 

 それから、あと初動体制につきましても、災害発生から１日、２日、１週間、１０

日、その辺が一番重大な期間になりますので、その体制づくりをきちんと行ないたいと

いうふうに思っております。 

 それから、自助、共助ということでございますので、公助というのがやはり限定的な

ものに限られてまいりますので、自主防災組織あたりを活動を活発に啓発をしながら、

自助、共助の体制づくりも進めさせていただきたいと、そういった形の地域防災計画の

策定変更をまず行なっていきたいというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 田畑久吉君。 

○２２番（田畑久吉君） ちょっと私には理解できなかったんですけども、防災対策を

立てられるとき、いろんな資料をもとに計画を練られると私は思うんですよね。その資

料の内容はどうかということを今お尋ねしたんですよ。気持ちとか、大体のアバウトな

心構えとかじゃなくて、きちっとした資料があるでしょう。こういう資料をもって基本

にやりますよというような、何かあるはずですよね。その辺何かないですか。なけれ

ば、いいですよ。 

○議長（中尾嘉男君） 田畑久吉君。 

○２２番（田畑久吉君） 防災に関連がありますので、お尋ねいたしますけども、市行

政当局、担当課が防災対策の玉名市内、今申し上げましたとおり、現在の状況の資料を

積み重ねて防災計画を組み立てられると私はそのように認識しております。 

 まず、一つだけお尋ねします。菊池川の下流に位置する豊水の小島ありますね。小

島。その周辺が地上の高さと、満潮時の菊池川の水面の高さ、小島あたりの、この差は

どれぐらいに設定されておられるんですかね。資料の一部を告知いただきたいと思いま

すけども、その小島周辺、またその下流地域の海抜は何メートルと認識しておられます

か。御答弁をお願いします。 

○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 

○総務部長（西山俊信君） ただいまの御質問でございますけども、数値的なものでご

ざいますので、私、今現在認識をいたしておりません。後ほど回答させてもらってよろ

しいでしょうか。申しわけございません。 

○議長（中尾嘉男君） 田畑久吉君。 

○２２番（田畑久吉君） あとでも結構でございますけども、やっぱりそういった基

本、これは本当に防災を考える場合の基本ですよね。満潮時の水、高さと、小島付近の

高さ、どれぐらいの差があるのか。私、いつも通りますけど、満潮時、ほとんど変わら

んようなあれですね。津波なんかあるときは、一遍にオーバーフローして、氾濫が起こ
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るわけですよ。 

 あとでも結構でございますけども、それなら、もう一つだけ。当然、行政の皆さんが

日ごろ認知して、常に持ち歩くんじゃないですけども、頭の中に入れておかなきゃなら

ないことがありますよ。これは、防災計画練り上げるときに、この資料は非常に基本的

なものと判断するので、お尋ねいたします。 

 まず最初に、この市庁舎付近、あとは玉名市福祉センター、現在建てております玉名

市民会館付近ですね、これも一緒ですけど、それから玉陵中学校付近、岱明ふれあいセ

ンター付近、松木地域、伊倉県道周辺、豊水、川島周辺、この地域の海抜ですか、何メ

ートルと御存じですか。何メートルで認識しておられますか。何メートルとして防災計

画を立てられるのか、ちょっとお尋ねします。 

○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 

○総務部長（西山俊信君） ただいまの御質問でございますけども、海抜の表示につき

ましては、今、田畑議員何カ所か申されましたけれども、私は、先ほども同じでござい

ますけども、海抜につきましては、私の知識の中ではちょっと把握をいたしておりませ

ん。大変申しわけございません。 

○議長（中尾嘉男君） 田畑久吉君。 

○２２番（田畑久吉君） ぜひ、今後、きょうはいいですけども、前もってこれ言うて

なかったんですけど、防災に関連していますもんで、私、今お尋ねしたわけです。今

後、やはりせめて防災担当課とか、防災の担当部署とか、市当局におかれましては、そ

れぐらいのことは常に頭の中に入れておかなければならないこと。資料として、これは

防災対策するときの基本ですよ。基本。だから、あとでもいいですから、勉強のため、

勉強してください。 

 ついでですから、海抜はどこを起点にして海抜は決まっているのか、御存じないでし

ょう。それも勉強してください。どこを起点にして海抜は全国決まっているのか。それ

ぐらいのことは、市の当局知っていないのはおかしい。副市長には前話しました。それ

ぐらいは常に掌握してないと、市の管理はできない。防災管理はできないですよ。勉強

のために今後、頭の中に入れてください。 

 それでは、次の質問にいきます。次に、新玉名駅前の住宅用地開発についてと告知を

しています。私は、このことに手をつけましたのは、新玉名駅周辺の整備計画基本計画

書に宅地造成３５.６ヘクタールの整備として２２億円を記載してありました。３５.６

ヘクタールも宅地造成するのに２２億円で済むのか。それが一番に頭に入りまして、こ

れはちょっとおかしいなということで、私、気になったもんで、これを質問の上にとり

つけたんですけども。 

 １つ目に、土地取得価格の見通しは、と告知しております。どの程度住宅用地として
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宅地等開発される予定なのか。この周辺の土地は既に高騰しておりまして、商業地とし

ては見通しが立つかもわかりませんけども、分譲宅地用としては坪単価が高くなり、私

は無理が生じると判断するものです。ましてや、市当局の市が開発投資はいかがなもの

かと。また、住宅用地として開発整備はどのような費用の見積もりを持って、この場所

に計画案としておられるのか。住宅用地として開発整備される、その費用、試算はどの

ように判断されているのか、お尋ねしたいと思います。 

 その３５.６ヘクタールのうち、私は宅地造成としておりましたので、３５.６ヘクタ

ール全部を宅地造成しか判断しようがないですね。宅地造成。だから、ちょっと執行部

と打ち合わせしたときには、「いや、それ全部じゃないんですよ」とかいうから、それ

ならその表示の仕方が違うんじゃないかということで指摘しまして、質問事項にいたし

ます。まず、これを御答弁お願いします。 

○議長（中尾嘉男君） 企画経営部長 水本明子さん。 

［企画経営部長 水本明子さん 登壇］ 

○企画経営部長（水本明子さん） 田畑議員の土地取得価格の見通しは、及び住宅用地

としての開発整備費用の見積もりは、についてお答えをいたします。 

 まず、土地取得価格の見通しについてでございますが、基本計画に記載しております

概算事業費、積算時に利用いたしました単価は、１平方メートル当たり９,７１０円で

ございます。この単価は、近隣の公共用地買収時の直近の取得単価でございます。 

 次に、住宅用地としての開発整備費用の見積もりについてでございますが、整備区域

内の商業、居住ゾーンとしてゾーニングいたしております約６ヘクタールを概算事業

費、約２２億円で試算をいたしております。あくまでも概算費用でございますので、実

際の整備を行なう段階において変更する可能性もございます。また、事業費の内訳とい

たしましては、道路、排水といった工事費、約１５億４,２００万円、用地購入費、約

５億７,８００万円、文化財予備調査費用に３００万円でございます。 

 なお、新玉名駅周辺等整備基本計画の整備区域におきまして、市が住宅用地として宅

地整備を行なうことにつきましては、将来的には検討の余地があるという考え方でござ

いまして、基本計画に記載をいたしておりますが、これは現在のところでは決定事項で

はございませんので、御理解賜りますようお願い申し上げます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 田畑久吉君。 

○２２番（田畑久吉君） 答弁を聞きまして、何か中途半端な数字のように思うんです

よね。これ、私の勘違いかわかりませんけども、過去の資料の土地価格からすれば、１

平方メートル、９,７１０円とおっしゃったですね。これは、ある程度あっているかも

わかりません。あの辺の土地１反当たりは大体１,０００万円ですね。専門家が坪単価
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を計算するときは、３.３０５７平方メートルで坪を出すわけですけど、そうしますと

１反当たり１,０００万円は３０２.５坪になるわけです。普通、我々は３.３平方メー

トルで割りますので、３００坪と言って、一応話をしておりますけども。そうします

と、坪単価が３万３,０００円。私が、今ケーズデンキがありますよね。あの左側に１

００戸ほどの住宅を開発した場合、どうなりますかいうことで資料を作りました。こ

れ、専門家に有料でお願いしたわけですね。そうしたら、１００戸ということでも、場

所的に敷地的に１０１戸になりました。その中には、南北両方に１６５坪の商店を２カ

所にもってくると。この中で一番大事なのは、排水の調整池ですね。これが６,２００

立方メートルを水を処理するようにしました。その計画です。数字をちょっと頭がコン

ピュータを押さないと、数字が出てきませんので、ちょっと押しますけどね。面積が

３,８５６平方メートル、調整池の面積がですね。そして、全体の１００戸、それだけ

商店を入れて、調整池つくって、その全体の面積が３万６,２５０平方メートル、これ

３.３０５７平方メートルで割りますと、１万９６５坪なんですね。その全体の整備費

が２億８,０６０万円。そうしますと、整備費が坪当たり幾らになるか考えました。４

万４,０００円か、坪当たり４万４,０００円。土地代が３万３,０００円かかるわけで

すね。そうしますと、坪当たりが７万７,０００円強になるわけです。 

 市がもちろん、あの地域に宅地を提供されるのは、それは結構だと思います。しかし

ながら、平均的なサラリーマンの土地取得にはちょっと無理が生じるかなと。私は、貧

乏人ですからいつもそう考えますけど、販売価格としては少し無理じゃないかと思いま

す。 

 住宅用としてやはり開発するときは、環境がいいとこ、空気が澄んで静かな場所が、

私は適していると思っております。私が、過去、建設委員長しておりましたときに、九

州看護福祉大学の先生が委員長をされて、何かの審議会に出席していただいて、新幹線

玉名駅までの１０分か１５分圏内の生活圏をつくってくださいと言うて、提案をして、

そのときそれが取り上げられました。それが今生きているかどうかわかりませんけど、

そういった場所に地域を開発して、経済活性ができれば、人口の流動、金の流れという

のはやはり中心に集まってきます。これは、私がそういった経済の経験をいろいろして

いますんで、これは私の経済理念ですけども、必ず中心にきます。中心をしても周りに

は金は流れていかない。周りが活性化すれば、中心に人は物を食べに来たり、買物に来

たりするんです。だから、そういうことを考えたときに、高いコストをつけて販売した

ときに、その土地が十分さばけるのかなという心配でこのことを取り上げたわけです。

そして、その１０分圏内、その辺では安い土地が３分の１か、４分の１の土地がいっぱ

いあります。そして、農振地ではございませんので、農振除外も別に気を遣うことあり

ませんし、開発がスムーズにできます。だから、もちろんそういった金持ちばかりの上
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流社会をそこでつくられるのは結構だと思うんですよね。今、玉名市が考えるそういっ

たときには、私の理念からしますと、企業が直接土地を取得して進出してくるのは、こ

れは大歓迎でありますけども、企業が進出してきやすい諸条件を早く整えるべきだと私

は強く認識しております。 

 市当局におかれましても、当然いろんなことを考えておられると思いますけども、企

業受け入れの対策条件を早急に確立されるように強く要望して、現在の行政当局の考え

方を、見解をちょっとお願いしたいと思います。 

○議長（中尾嘉男君） 企画経営部長 水本明子さん。 

○企画経営部長（水本明子さん） 田畑議員の再質問にお答えいたします。 

 先ほどこの住宅、市が住宅整備、宅地整備を行なう場合の金額についていろいろ貴重

な御意見を頂戴いたしました。その件について、まず申し上げますと、この金額につき

ましては、建設課のほうで試算をしていただいたものでございまして、概算でございま

して、比較的高めに積算してあるという状況は御理解いただけたらと思います。例え

ば、近隣の民間工事と公共工事の単価を比較して、土及び土留工事は公共工事から、そ

れ以外は民間工事からといった形で、高いほうで計算をしているということでございま

す。実際の実施設計におきましては、下がる可能性もあるというふうに伺っておりま

す。例えば、別の公共工事発生時の土を使うなど、事業費の圧縮も可能であるといった

状況であるということを補足させていただきます。 

 それから、先ほども申し上げましたけれども、今回、基本計画の中で記載をしており

ます宅地整備でございますが、あくまでも将来的には検討の余地があるという考え方で

ございますので、その点については御理解を頂戴いたしたいと存じます。 

 それから、民間の誘導についてでございますが、具体的なというところにつきまして

は、まだ方針を今検討・協議している段階でございます。ただ、この基本計画を発表い

たしましたあとに、複数の民間の事業所のほうからお尋ね等あっておりますので、今後

協議を深めてまいる所存でございます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 田畑久吉君。 

○２２番（田畑久吉君） まず第一に、やはり企業が進出してくるのを私も望んでいる

わけですから、受け入れやすい、進出しやすい条件を早く提示して、企業にアピールし

なきゃいけないと思いますね。その辺はぜひちょっとお願いしておきます。 

 先ほど私が試算をちょっと一例を出しましたけども、坪当たり７万７,０００円強と

いうのは、これは最近の単価です。今後、土地も上がるでしょうし、企業が進出してく

るたびに土地が上がってくるんですね。だから、そういう計算をしますと、やはり８万

円、９万円、１０万円という坪単価が出てくる、これから先はね。だから、その辺のこ
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とも十分考えられて、宅地造成は念頭していただきたいと思います。 

 それから、先ほど言いました１０分、１５分圏内のこれは非常に安い土地があります

んで、その辺をぜひ考慮していただきたいと思います。 

 次に、いきます。私、３月議会でしたかね、質問事項に取り上げて、人口減少、人口

流出の対策として、不動産業者専門職ではなく、個人的な立場で小規模の住宅用地開発

をされる人に市が補助をして、個人資本と一体となって安価な宅地提供を生み出す政策

を生かすべきだと強く要望いたしました。この場合、当然、市当局の補助の分は、土地

販売価格には入れないこととする。これをいただいた分の金は、土地の販売じゃなく

て、安い土地を提供するという指摘を私はさせていただきました。そうすることによっ

て、安価な宅地を提供して、必要な方々が購入しやすくして、定住促進を図るべきだと

いう考えのもとに提言したわけでございます。そのような記憶が今よみがえってきまし

て、関連した案件ですので、その後、一考されたことがあるのか、ちょっとお尋ねして

もいいですかね。なければ、ないでいいですよ。 

○議長（中尾嘉男君） 企画経営部長 水本明子さん。 

○企画経営部長（水本明子さん） 田畑議員の再質問にお答えいたします。 

 今、御指摘いただいた件につきましては、正直なところ現状では協議をしておりませ

ん。今後、検討を進めてまいる中で、また検討を深めてまいりたいと思いますので、御

理解いただきますようお願い申し上げます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 田畑久吉君。 

○２２番（田畑久吉君） ぜひ、私が申し上げた方法を取り入れて、私は自分でやって

おりますから、定住促進を４５人ぐらいしました。よそから来る人だけが定住促進じゃ

ないですね。玉名に住んで、若い人たちが家を建てれば、そこに一生住むという証でし

ょう。家を建てて、住んでくれたら、それが定住促進、人口流出につながるわけです。

実際、ここ１、２年で４０何名の定住を私図りました。だから、そういう経験から申し

上げているわけでございます。ぜひ、企画経営部長、そういった方向で検討をいただく

ようにお願いしときます。 

 それから、きょう、こういった防災のことを一般質問いろいろとさせていただきまし

た。私は、市当局が当然これは日ごろ常識としてわきまえていなければならないことば

かりだったと私は思っています。 

 今、ここに立ちまして、一番心配しておりますのは、２０２０年にオリンピック、パ

ラリンピックがあります。そのときに南海トラフ大地震が発生しないことを祈って、き

ょうの一般質問を終わりたいと思います。 

○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 
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○総務部長（西山俊信君） 先ほどの田畑議員の耐震基準を満たしている建物の強度に

ついてちょっと答弁をさせていただきます。 

 耐震基準を満たした建物につきましては、おおむね震度５強の程度では建物の機能を

保持することがあるということでございまして、震度６弱以上の震度に対しまして、人

命の保護をはかるレベルまでは耐えるというような強度の基準になっているということ

でございます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 田畑久吉君。 

○２２番（田畑久吉君） わざわざありがとうございました。 

 先ほども言いましたけども、やっぱりこのオリンピック、パラリンピックのときに南

海トラフ大地震が起こるのは、日本の一大事、日本の経済が止まりますよね。だから、

みんなでその時期にそれが起こらないことを祈りましょう。 

 はい、これで終わります。 

○議長（中尾嘉男君） 以上で、田畑久吉君の質問は終了いたしました。 

 議事の都合により、暫時休憩いたします。 

午前１１時２９分 休憩 

―――――――――――――――――――――― 

午前１１時４６分 開議 

○議長（中尾嘉男君） 休憩前に引き続き、会議を開き、一般質問を行ないます。 

 ２番 田真樹子さん。 

［２番 田真樹子さん 登壇］ 

○２番（田真樹子さん） 皆さん、こんにちは。本日もお忙しい中に傍聴にお越しい

ただきまして、ありがとうございます。 

 初めに、台風２１号の被害に続いて、北海道地震で被災された多くの方々に心よりお

見舞い申し上げます。被災されました方々の安全と被災地の一日も早い復興を願いまし

て、少しでもできることをさせていただこうと思っております。 

 では、通告に従い、一般質問をさせていただきます。 

 失礼いたしました。創政未来の田真樹子です。よろしくお願いいたします。 

 今年は、自然災害が本当に多く発生し、地球温暖化が急速に進み、記憶にない暑さを

経験することとなりました。総務省消防庁が発表した熱中症での搬送数は、２０１０年

から急激にふえてきました。今年８月５日まで熱中症搬送数は７万１,２６６人に達

し、過去最多、死亡者は１３８人と出ておりました。もちろん高齢者が４８.２％と半

数を占めておりましたが、７歳以上１８歳未満の子どもたちの搬送も１４.４％と１万

人を超えておりました。理由といたしましては、国を挙げて暑さ対策呼びかけが効いて
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いるのかもと言われておりました。 

 では、ここで質問です。玉名市総合体育館について、（１）暑さ対策について、例年

と違うことをされましたでしょうか。それと、空調設備が整ったと聞いておりますが、

どのくらいの事業費がかかったのかもお聞かせください。 

○議長（中尾嘉男君） 教育部長 戸嵜孝司君。 

［教育部長 戸嵜孝司君 登壇］ 

○教育部長（戸嵜孝司君） 田議員の暑さ対策についての御質問にお答えいたします。 

 確かに、今年の夏は、猛暑が連日のように続き、気象庁としても異常気象として発表

されたところでございます。特に、今年は、報道でも夏の暑さに対して命を守る行動を

とってくださいというような注意喚起が多くなされた年ではなかったかと思います。 

 本市におきましては、公式スポーツの誘致及び夏場の熱中症対策を目的に玉名市桃田

運動公園の総合体育館メインアリーナに昨年度末までに空調設備が完備したところでご

ざいます。しかしながら、週末の大会開催時には空調利用がなされて好評を得ていると

ころでございますが、平日の練習などの利用に当たっては、空調の利用がほとんどない

ような状況でありました。施設管理者といたしましては、空調利用をされない利用者に

は重ねて熱中症対策を促すとともに、メインアリーナの入口を開放し、換気設備を稼働

させて空気の循環を行なうなどの対応をするとともに、体調が悪くなった方が利用でき

るように医務室にはエアコンを入れて開放するなどを行なったところでございます。 

 次に、昨年度実施しました玉名市総合体育館メインアリーナ空調設備工事の事業費で

ございますが、契約額といたしまして１億７,２３６万８,０００円でございました。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 田真樹子さん。 

○２番（田真樹子さん） この空調設備を準備された一つの理由に、暑い時期の災害

での体育館が避難所になった場合も考えてのことと聞きました。もしもの事態の避難所

を想定して準備を整えていただき、ありがたい限りです。音がなく、風もなく、省エネ

で、外気温３５.８度のときに、１階メインアリーナ内は２７.６度でとても快適な空間

となったことを、８月９日の設置エアコンの体感会で１４０名の関係者の方は感じられ

たことと思います。 

 玉名市総合体育館では、今年の６月からエアコンは稼働しております。宇土市宇土市

民体育館が同じメーカーで５年目になるので、玉名市は使用料金を参考にされたと聞い

ております。玉名市総合体育館では１面１時間２,０００円の料金設定のみですが、宇

土市民体育館では半面１時間１,０５０円という料金設定もありました。宇土市民体育

館の指定管理者のお話だと、５年目になったので、随分一般の方の利用がふえましたと

言われておりました。 
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 きのう、玉名市総合体育館へ出向きまして、昨年の６、７、８月の利用者と、今年の

６、７、８月の３カ月の利用者数を尋ねてまいりました。あの暑い中でも、昨年度は８

０７件、今年は８８３件の利用があっておりました。健康ブームはこれからも続き、さ

らに利用していただきたいし、ますますふえることと思います。だからこそ、安全な玉

名市総合体育館と周知していただきたいです。宇土市が実施されております半面の料金

は、ぜひ取り入れるべきだと考えます。宇土市は武道館にもエアコン導入がすでに決ま

っているそうです。すっかり涼しくなり、あの暑さを忘れてきましたが、玉名市総合体

育館でも体調不良や救急搬送もあっております。清掃業者の方からもスタッフのぐあい

が悪くなったときの話をされ、体調不良で仕事を休まれると困るという話もされており

ました。 

 きのう、吉田憲司議員が言われておりましたが、繰り返しお伝えいたします。７月か

ら８月に、玉名市は県内１番の暑さだった日が１５日、日本で２番目の暑さだった日が

３日、全国で２番目という日本でもトップクラス、これまでの経験が通用しない暑さ

と、マイクの調子が悪くなるほど声を大にして言われておりました。 

 何よりも命を落とすようなことがあってはならないし、熱中症になれば、２、３日高

熱が続くこともあります。子どもが同じような場合には、親は仕事を休まなくてはいけ

ません。地球温暖化が進み、暑さは増していくと今後も予測されております。 

 では、次の質問です。（２）使用料について、命を守るため、半面の料金使用を夏休

みの期間での４０日間でいいので、設定してはいただけないでしょうか。 

○議長（中尾嘉男君） 教育部長 戸嵜孝司君。 

○教育部長（戸嵜孝司君） 田議員の使用料金に体育館の料金を半面設定できないか

ということでございますが、玉名市総合体育館メインアリーナの空調設備は、１階のメ

インアリーナ部分については、壁面に設置したパネルに冷温水を流して加温冷すること

で熱を放射し、または熱を吸収して、空気そのものの冷暖房を行なう輻射式と、２階部

分の大型空調設備から温冷風を流す対流式をとっております。１階は、イニシャルラン

ニングコストが低い設備であることから、１時間当たり２,０００円、２階は１時間当

たり３,０００円となっております。参考までに、従来型の対流式で整備されている熊

本県立総合体育館や山鹿市の山鹿市総合体育館の使用料は、１、２階の区別はなく、全

面使用で１時間当たり１万円でございます。 

 冷房を半面使用できるようにできないかとの御質問ですが、当初検討する中で、１階

の輻射式が空気を冷やすことから、パネルを設置している壁面付近では支障はない状況

ですが、中央付近になると空気を冷やすパネルが遠いことから、冷房効果、効率、効果

ができにくくなり、利用される場所によって不公平感を感じることではないかと想定さ

れましたので、全面使用の料金のみを設定しているところでございます。 
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 次に、夏場のメインアリーナの空調使用料を前提として、空調使用料を加算した料金

の設定ができないのかについてでございますけれども、会場の使用料は、現在、専用使

用の場合と、体育館の一部使用の料金体系になっており、専用使用の場合は、全面使用

であるために空調使用の全面と同条件にありますので、単に会場使用料と空調使用料を

合算することができますけれども、一部使用の場合は、競技によって１面単位での料金

設定をしており、面で区分ができる会場使用料と、空調設備等については区切りのない

空間での使用する空調とでは、その設定に苦慮するところでございます。仮にバドミン

トンコートが玉名市総合体育館のメインアリーナで１０面設定することができますけれ

ども、１面に対して１０分の１の空調を設定することは、現在の設備では対応できませ

んので、１面の利用に対して全面の空調使用料または半面の使用料を加算する料金設定

か、１面の利用に対して空調または全面または半面を運転させ、１０分の１の空調使用

料のみを料金を加算するかになりますが、後者については、施設を管理する運営側とし

てはランニングコストが見合わない状況になっております。 

 田議員の金銭の比較にならない人命を考慮した施設運営を御希望されることは理解

できますが、指定管理制度となった現在では、指定管理者側も経営努力をして運営をさ

れておりますので、設備として対応できかねる部分があること、さらには利用者の選択

制にあるべきことを御理解いただき、現在の運用のとおり、空調を必要とされる利用者

に対しては、会場使用料に空調使用料を合算した料金の徴収としていきたいと存じます。 

 なお、空調使用促進をお考えでありますが、この点につきましては、利用者の身の安

全面におきましても、指定管理者と一緒に空調使用の促進を図る手立てを工夫してまい

りたいと思います。 

 最後に、ロビーの空調の運用基準につきましての御質問ですけども、これまでメイン

アリーナの会場利用が多いときで温湿度が高いときに使用しておりましたけれども、明

確な運用基準は設けておりませんでした。夏場だからといって、利用者が少ないのにも

かかわらず、ロビーの大空間に空調を入れるとなると、コストだけがかかってまいりま

すので、空調の運用基準を定めることについては、指定管理者と早速協議してまいりた

いと考えております。 

 以上です。 

○議長（中尾嘉男君） 田真樹子さん。 

○２番（田真樹子さん） 熊本県立総合体育館と山鹿市総合体育館は、従来型の対流

式であって、１、２階の区別がないタイプだから、１時間当たり１万円するのだそうで

すね。玉名市総合体育館に完備されました最新のエアコンは、世界１２カ国から宇土市

民体育祭を視察に来られるほど性能がよく、さらに先ほど言われておりましたランニン

グコストが低い設備で、１時間当たり４００円台と聞きました。動力もプラスされます
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ので、もう少し高くはなりますが、１億７,２３６万円を投資してこられたですし、市

民の命を守るための恩恵があるべきではないでしょうか。どんなに暑くとも、それがト

レーニングと言われる方もいらっしゃいます。ですが、実際、宇土市では半面１,０５

０円でのこの夏多くの利用があっております。何かあってからでは遅いので、試験的に

来年は半面料金を設定すべきだと考えます。ほか、これまでどおり医務室の利用ができ

るようにと、管内が３４、３５度以上のときには、ロビーの空調を入れていただくこと

も命を守るためにです。頑張っていただいております指定管理者側と、市民が利用しや

すい設定をと協議していただけることを切に願いまして、次の質問に移らせていただき

ます。 

○議長（中尾嘉男君） 田真樹子議員の一般質問の途中ですが、議事の都合により、

午後１時まで休憩いたします。 

午後 ０時０２分 休憩 

―――――――――――――――――――――― 

午後 １時０１分 開議 

○議長（中尾嘉男君） 休憩前に引き続き、会議を開き、一般質問を行ないます。 

 田真樹子さん。 

［２番 田真樹子さん 登壇］ 

○２番（田真樹子さん） 皆さん、こんにちは。 

 では、引き続き、質問させていただきます。髙瀬裏川花しょうぶについてお尋ねをい

たします。 

 今年も矢旗が風に吹かれ、石垣と石橋のすばらしい風情の髙瀬裏川には、見事にしょ

うぶが花を咲かせておりました。玉名市の花に指定されております「肥後花しょうぶ」

は、開花の時期になりますと、大型バスで２０万人近くの観光客を導くことができる見

どころの一つでございます。しかし、花付きが十分ではないという厳しい声もまだ聞こ

えてまいります。指定管理業者の方が専門的な手入れをされているとは思いますが、重

ねて市民ボランティアの協力を得ることで指定管理への予算を減額することができ、何

よりも玉名市の中心的なこの風情ある場所がにぎやかに集える場所となれば、市民の健

康増進にもつながると思います。 

 荒尾市浄化センター隣にあります市民ばら園を皆様御存じでしょうか。隣は浄化セン

ターですが、ばらの花が市民の心の浄化に役立つよう努力していますと、看板に掲げら

れ、運営をされております。市民ボランティアの方々のすばらしい活動を少し御紹介さ

せてください。 

 ２２年前の平成８年にボランティア活動がスタート、平成１３年に「おもやい市民花

壇」と名前を改めて再スタートされたそうです。毎週木曜日午前９時から午後０時で、



 － 213 －

年会費１人１,０００円をお茶代などにされて活動をされております。きょうも午前中

はされていたのだと思います。荒尾市からは、くらしいきいき課より肥料代・消毒代と

して、予算は年間４０万円が出ているそうです。会員数は現在４０名、毎週３０名ほど

の方々が草取り、剪定、消毒、肥料まきの活動に参加されております。会員の半数は、

大牟田市、長洲町、合志市、熊本市から来られていると聞き、さらに驚きでした。先週、

私も参加してまいりました。長きにわたりされているので、とにかく段取りがうまくさ

れていて、とても感心してまいりました。平成２０年から平成２５年までには、熊日緑

のリボン賞、みどりの愛護功労賞、国土交通大臣賞など、４つの賞を受賞もされており

ました。皆さんがいきいきと笑顔で笑って、汗をかき、体を動かし、手を動かす。７０

代の方を中心に３０人の方々が皆さん同じ気持ちで作業をされておりました。市民ボラ

ンティアの会長さんの目標は、皆が健康に過ごせることと言われておりました。 

 では、ここでお尋ねいたします。現在、裏川公園の管理状況とボランティアの導入に

関して、玉名市の考えをお聞かせください。 

○議長（中尾嘉男君） 建設部長 前田愼一郎君。 

［建設部長 前田愼一郎君 登壇］ 

○建設部長（前田愼一郎君） 田議員御質問の髙瀬裏川花しょうぶについての中の管

理状況についてお答えをいたします。 

 髙瀬裏川花しょうぶまつりは、今年で第２８回を迎え、議員がおっしゃいましたよう

に、毎年多くの方々にお越しをいただいております。 

 お尋ねの管理状況でございますけれども、業者選定におきましては、造園業者の中か

ら選定し、指名競争入札にて業者を決定しているところでございます。請負高の平均と

いたしましては、ここ３年間の数値ではございますが、平均で１,０８０万円となって

おります。契約期間は、しょうぶの花が咲き終わった７月から翌年の花が咲く６月まで

の１年間をサイクルとして、３月議会において債務負担行為の承認を受けて行なってお

ります。 

 近年の開花状況といたしましては、平成２６年度以降から花数もふえてきており、今

年も昨年と同様に立派な花が咲きほこっております。担当課といたしましては、年々開

花状況はよくなってきておりますので、さらに花数がふえるよう管理体制の見直しや地

域との連携、また請負業者と密に連携を図ってまいりたいと考えております。 

 次に、花しょうぶの維持管理の詳細についてお答えをいたします。７月から６月まで

の１年間を通して、花しょうぶ園の草取りを６回、肥料散布６回、補植を２回、そして

害虫防除を６回、葉切り・バーナー焼きを１回、公園全体の草刈りを４回、先ほどおっ

しゃいました石垣の除草を１回、つつじやほかの樹木の剪定、消毒を、そして株分け作

業を請負業者にて行なっております。また、裏川に水を引く堰の操作や各区画に水を引
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く堰板の調整や水まき作業を公園係の職員で行なっております。この工程を１年間を経

て、１年間の成果として、６月に花しょうぶの開花を迎えるわけでございます。 

 ただ、花しょうぶを育成する環境といたしましては、裏川は熊本県の河川の一部を占

用し、都市公園として供用を行なっております。裏川へ流れ込む水は、玉名平野の農業

用水として利用された水を堰によって取り込み、また河川がゆえに豪雨や台風などの大

雨の際には、菊池川からの流入を防ぐために最下流の樋門が閉まります。このため、河

川の水位が上がり、散策路や花しょうぶが浸水してしまいます。幕末からあろうとい

う、あの石垣がかろうじて水上に出ている状況が年間を通して数回ございます。そうい

う状況におきましても、しょうぶの花のよし悪しは、担当課と請負業者の結果であり、

責任でもありますので、今後も立派なしょうぶの花を咲かせるという使命感を持って維

持管理業務を行なってまいりたいと考えております。 

 議員御提案のボランティアを募集して、花しょうぶの管理だけではなく、コミュニケ

ーションの場として、皆さんが一緒になって作業を行ない、よりよい裏川公園全体の維

持管理につながっていて、経費の削減もできるという御提案、とてもよい御提案だと思

います。しかしながら、これまで現状の体制で長年やってきておりますので、市だけの

判断で決定するというわけにもいきません。これから、関係課と地元の関係団体、ある

いは、あるいはというか、及び花しょうぶまつり実行委員会と今後協議を行なってまい

りたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 田真樹子さん。 

○２番（田真樹子さん） 年に数回すっぽりとつかったりするということは知らず、

業者の方、そして職員の御苦労が答弁でよくわかりました。ありがとうございました。 

 ぜひ協議がうまくいきましたら、広報誌などで髙瀬裏川花しょうぶまつりを盛り上げ

る会などのネーミングでボランティア募集を募っていただけたら、私もぜひ参加したい

と思っております。 

 では、引き続き質問いたします。（２）髙瀬の町並み、ショウブ、石垣など、髙瀬裏

川花しょうぶまつりを観光やまちづくりに生かす玉名市の考えをお聞かせください。 

○議長（中尾嘉男君） 産業経済部長 松本忠光君。 

［産業経済部長 松本忠光君 登壇］ 

○産業経済部長（松本忠光君） 田議員御質問の髙瀬の町並み、ショウブ、石垣など、

髙瀬裏川花しょうぶまつりを観光やまちづくりに生かす玉名市の考えは、についてお答

えいたします。 

 本市では、古くから港町、商人の町として栄えてきた歴史の残る髙瀬の町並みを市の

観光資源として捉え、市内外にＰＲを行なってまいりました。年間を通して実施してい
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る商店街を商店主みずからその魅力を紹介し、案内して、まちあるきを行なう「うろん

ころん高瀬」は、非常に好評で、多くの観光客に楽しんでいただいております。また、

毎年５月下旬から６月上旬にかけて開催される髙瀬裏川花しょうぶまつりも、今年で２

８回を数え、本市の一大イベントとして定着し、今年は１８万４,０００人の観光客に

お越しいただいております。そのように多くの観光客にお越しいただいている中、議員

も御存じのとおり、高瀬周辺に飲食店が少ないといった課題があることも事実でござい

ます。この長年の課題に関しましては、一朝一夕に解決するものではなく、地元商店街

や飲食業組合、商工会議所などと連携し、対策を検討する必要性を痛感しております。 

 今後とも地元商店街等と連携を図りながら、髙瀬の町並みを観光やまちづくりに生か

す取り組みを積極的に進めるとともに、来年１月に開館予定の「大河ドラマ館」を絡め

た、新たな「まちあるき」観光商品の開発などを通して、滞在時間の延長、交流人口の

拡大を図ってまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 田真樹子さん。 

○２番（田真樹子さん） ありがとうございました。 

 先週行ってまいりました荒尾市のボランティア会の方が、「高瀬裏川花しょうぶまつ

りに行ったが、お店が少ない。せっかく行ったから、玉名市の物産を買いたかった」な

どと言われておりました。高瀬裏川水際緑地公園は、石垣、石橋がとてもすてきです。

今、着物が人気ですし、外国人観光客は、特に着物を着てみたいと思われております。

京都まで行かなくても、日本を満喫できるコースをぜひ考えていただきたいものです。

着物で高瀬まちぶらとかいかがでしょうか。はやりの言葉で言いますと、着物を着たら、

さらにインスタ映えすると思います。地方創生推進のインバウンド事業にもとても活用

できるかと考えます。長年の課題の飲食店は、市運営の期間限定ショップなど、来年は

やってみませんか。私もできることならお手伝いをしていきます。勝手な提案ばかりで

したが、想像すると私はわくわくしてまいります。ふるさとセールス課も、来年１月の

大河ドラマ館の開館予定を３カ月後に控え、考えることが山積みでしょうけど、ぜひわ

くわくして課題に取り組んでいただきたいと思います。ぜひ私も協力をさせていただき

ます。 

 では、次の質問に移ります。道徳教育について質問をいたします。 

 （１）道徳教材「つなぐ」について。道徳教育が教科化されたということは、子ども

も子どもたちにとって道徳教育がいかに重要であることのあらわれではないでしょうか。

熊本県では、熊本地震の記憶を語り継ぎながら道徳教育に生かそうと、被災体験をもと

にした道徳や防災の授業で使う副読本「つなぐ」を作成されました。こういうものです。 

 現代の生活は、便利さと快適が当たり前となり、自然の恵みと感謝の心を豊かすぎる
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がゆえに感じにくくなっているような気がいたします。今日の子どもたちは、情報の技

術化が進み、スマホ、パソコン、インターネットなどに依存し、人同士の心と心のつな

がりが希薄になってはいないでしょうか。自然や動物を通して感じる心や命について考

えを深める道徳教育の必要性を強く感じます。 

 この「つなぐ」の中でも生命や自然などに関することを教えておりますが、実際具体

的にどのような方法で授業をされているのかをお尋ねいたします。 

○議長（中尾嘉男君） 教育部長 戸嵜孝司君。 

［教育部長 戸嵜孝司君 登壇］ 

○教育部長（戸嵜孝司君） 田議員の道徳教材「つなぐ」についての御質問にお答え

いたします。 

 議員御質問の道徳教育教材「つなぐ」は、平成２８年４月に発生した熊本地震の教訓

を末永く語り継いでいくために、平成２９年度に熊本県教育委員会が作成したもので

す。平成３０年４月から熊本県内の小中学校で「つなぐ」を使った授業を実施しており

ます。 

 道徳の授業では、教科書や「つなぐ」などにある教材を通して、児童生徒が道徳的価

値について理解し、自己を見つめ、自己の生き方やあり方についての考えを深めてまい

ります。このとき、児童生徒の道徳性を育むために、体験活動を生かす指導の工夫も取

り入れており、例えば小学校低学年の生活科の授業では、身近な自然とかかわったり、

動物と触れ合ったりする学習を行ない、こうした体験の中で感じたことや考えを道徳の

授業の話し合いにつなげることで児童の関心を高めたり、考えを深めたりしています。

ほかにも、学校では、社会科見学や修学旅行など、目的にあわせて、学校を離れて現地

で学ぶ機会や、伝統と文化にかかわる体験、福祉に関する体験など、さまざまな体験活

動を取り入れております。これらの旅行や体験活動の中に道徳性をより深めたり、実践

を高めたり、定着させたりする活動を組み込むなど、工夫を模索されているところでご

ざいます。 

 議員御指摘のとおり、玉名市内には動物との触れ合いができる施設や、歴史遺産と体

験活動ができる場が多くありますので、それらを大いに活用し、道徳の授業の充実と進

化を図ることができるよう、今後も学校へ指導してまいりたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（中尾嘉男君） 田真樹子さん。 

○２番（田真樹子さん） ありがとうございました。 

 やはり今は、自然体験が少ないと思われます。子どもたちには、いろんなものを見

て、体験して、感じてほしいと思います。 

 そこで、（２）の質問です。校外授業で玉陵学園のスクールバスが子どもたちの送迎
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に使用できるかをお聞かせください。 

○議長（中尾嘉男君） 教育部長 戸嵜孝司君。 

○教育部長（戸嵜孝司君） 玉陵学園のスクールバスの利活用についてお答えいたしま

す。 

 まず、玉名市のスクールバスの運行状況についてですが、現在、玉陵小学校と大浜小

学校でスクールバスを運行しており、玉陵小学校で７路線、大浜小学校で１路線の計８

路線を、登校時に１便、下校時に２便運行しております。 

 運行の形態といたしましては、平成３０年度は、プロポーザル方式により選定した民

間のバス会社に１年間の業務委託契約を行なっているところです。また、次年度以降の

契約につきましては、本議会において債務負担行為で予算の計上をさせていただいてお

り、３年間の契約とし、同じくプロポーザル方式で業者選定を行ないたいと考えており

ます。 

 現在、スクールバスの委託内容は、児童の登下校における送迎業務に限定しているた

め、登下校以外に利用する場合は、スクールバスの契約とは別に新たに個別にバス会社

と契約を交わし、校外活動等で使用することになります。 

 また、スクールバスの運行費用に関しては、国のへき地児童生徒援助費等補助金の遠

距離通学費等を申請しているところです。この補助金は、学校統合により４キロメート

ル以上の遠距離通学となった児童生徒を対象にしており、まさに通学のための費用補助

金として制限があります。そのため、校外活動を含め、通学以外に使用することにより

運行委託契約金額が増額となった場合、その増額分は補助対象外となります。 

 現在、玉名小学校と大浜小学校においては、委託業者との協議により、今年度に限り

スクールバスの校外活動への利用について、地理的、時間的な制約を付して、試験的に

実施している状況でございます。小中学校の校外活動は、先ほども申し上げたように、

各学校で目的にあわせて工夫をされながら実施されているところですが、学校ごとに実

施期日も行き先も異なり、しかも、目的、参加人数、行き先などによっては、バスを利

用するより、ジャンボタクシーなどを利用したほうが機動性や費用の面からも有利性が

考えられる場合もあります。さらに、公共交通機関を利用し、公共のマナーについて学

ぶ機会として利用する場合もあります。 

 今後、このようなさまざまな課題や問題点を整理し、スクールバスの利用の有無につ

いては、慎重に検討してまいりたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（中尾嘉男君） 田真樹子さん。 

○２番（田真樹子さん） ありがとうございました。 

 スクールバスは、玉陵小学校と大浜小学校は利用でき、ほかはジャンボタクシーや公
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共交通機関などを利用していきたいということでした。 

 では、ここで再質問です。市、所有のマイクロバスの利活用についてお尋ねいたしま

す。学校や保育所など、市が行なう行事であれば、もっと広く利用させていいのではな

いでしょうか。 

○議長（中尾嘉男君） 企画経営部長 水本明子さん。 

［企画経営部長 水本明子さん 登壇］ 

○企画経営部長（水本明子さん） 田議員の再質問にお答えいたします。 

 本市が所有しておりますマイクロバスは、１台ございまして、運転手を含め２９人乗

り、主に市職員や議員の皆様方の研修のほか、非常勤特別職の各種委員の方々の視察研

修と、大人数での移動が必要な場合に利用しております。燃料や車検などの維持管理費

用は、所管課の管財課が支弁し、加えて運転業務につきましては、シルバー人材センタ

ーに委託しているところでございます。各課からの利用の依頼を事前に受け、管財課が

窓口となって、シルバー人材センターに連絡して、運転手を派遣していただいておりま

す。ただ、議員御指摘のとおり、稼働率は決して高いわけではなく、平成２９年度の実

績で、稼働日数が４４日、年間走行距離が５,２４０キロメートルにすぎず、稼働して

いる日は非常に少ないのは事実でございます。 

 そこで、このマイクロバスを市が行なうさまざまな事業に有効利用できないかといっ

た趣旨の御質問かと存じますが、公用車の利用につきましては、本市が定めております

乗用自動車管理及び使用規程の第４条に「乗用車は、市が行う行政上の用務でなければ

使用できない」とありますので、事業それぞれの担当課においてそのように位置づけら

れれば、使用することは可能でございます。例えば、昨年度、玉陵小学校区の子どもた

ちを合同学習会として１カ所に集める際に使用されたなど、事例としては多くないもの

の、御質問のような使用実績はございます。ただ、やはり多くはないということは、運

転手を除きますと、最大でも２８人までという人数の制限がありますことから、利用す

る側での事情により限定をされることが稼働が少ない理由の一つではないかと考えてい

るところでございます。 

 また、マイクロバスに限らず、公用車の使用につきましては、任意保険の観点から

も、用途が公務であることを大原則といたしており、その点では先ほど申したことと変

わりはなく、運転手については公務災害との関係上、公務員または委託先の業者といっ

た制限がございますが、同乗者は職員でないといけないといった制限はございません。

仮に同乗者が事故により怪我を負った場合には、対人保険が給付されることになってお

ります。 

 なお、当該マイクロバスは、自家用バスであるため、道路運送法など、他の法令も遵

守する必要がございますので、有償での運行は認められていないことはもとより、民業
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を圧迫するようなものにまで拡大解釈して利用すべきものではないとも考えます。 

 さらに、当然ながら普通免許では運転できませんので、実際問題として運転手の確保

に苦慮している側面もございます。 

 今後、市が行ないます事業の所管課から新たな利用について相談があった場合には、

ただいま申しました原則に沿って運用するとともに、経費面も考慮した上で判断するこ

とになります。御理解いただきますようお願い申し上げます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 田真樹子さん。 

○２番（田真樹子さん） ありがとうございました。 

 現在、玉名市公立小学校１６校中、マイクロバスに乗れる人数、担任の先生を入れて

２８人というクラスは、全体の半分のクラスは２７名以下でしたので、各学校の先生方

へ多く周知していただきたいです。玉名市には、髙瀬裏川や神社仏閣など、歴史を学ぶ

所がたくさんございます。また、金栗先生という偉人もいらっしゃいます。さらに、動

物と触れ合う公園など、道徳の教材なるものがたくさんございます。ぜひマイクロバス

を有効利用し、子どもたちに生きた教育を実施できるようにと考えております。 

 子どもたちは無限の力を持ち、またいろいろなことに挑戦する冒険心も旺盛です。隠

れた能力を引き出すためにも教育総務課におかれましては、今後も積極的な姿勢で努力

と工夫をしていただきたいと切に願いまして、今回、私の一般質問はこれで終わらせて

いただきます。 

 ありがとうございました。 

○議長（中尾嘉男君） 以上で、田真樹子さんの質問は終わりました。 

 ７番、北本将幸君。 

［７番 北本将幸君 登壇］ 

○７番（北本将幸君） 皆さん、こんにちは。７番、創政未来の北本将幸です。傍聴の

皆様、ありがとうございます。 

 熊本県においては、先週より熊本県民体育祭が開催されており、各種目において玉名

市の代表が活躍されております。今大会は、熊本地震により益城町を含む上益城郡が大

会の主管を返上したことにより、熊本地震からのスポーツによる復興を祈念する特別大

会「熊本復興スポーツで輝く未来の創造」として、先週から３週間の開催となっており

ます。 

 個人的な話ですが、私自身も今週土日に開催されますバドミントンの玉名市代表とし

て参加してまいります。昨日は、玉名市の練習会場に体育協会はじめ、行政の方たちも

激励に来てくださり、ありがとうございました。優勝を目指して、玉名市の総合優勝に

少しでも力になれるよう頑張ってきたいと思います。また、２年後の２０２０年は、熊
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本県民体育祭が玉名市で開催される予定となっております。スポーツを通して玉名を元

気にできるよう頑張ってまいりたいと思います。 

 それでは、通告に従いまして、一般質問をさせていただきます。 

 まずはじめに、フルマラソン事業について質問させていただきます。フルマラソン事

業においては、前回の議会でも質問させていただきましたが、今議会でも引き続きして

いきたいと思います。 

 大河ドラマ「いだてん」の放送開始まで早いもので、残すところ今月も含め４カ月余

りとなりました。大河ドラマ館の建設やおもてなし部会など、各部会での協議など、着

実に準備が進められていると思います。同時に、大河ドラマの効果を一過性に終わらせ

ないための取り組みとしたフルマラソン事業に向けても、８月にフルマラソン大会準備

係が新たに新設され、各関係団体との検討会議が開かれています。今後、ますます本格

的に開催に向けて進んでいくと思われます。 

 そこで、フルマラソン事業について４点質問いたします。 

 １、フルマラソン大会準備係の業務について。２、フルマラソン検討会議について。

３、フルマラソン大会運営事業費について。４、フルマラソン実行委員会の設置につい

て。 

 以上、４点質問いたします。 

○議長（中尾嘉男君） 教育部長 戸嵜孝司君。 

［教育部長 戸嵜孝司君 登壇］ 

○教育部長（戸嵜孝司君） 北本議員の御質問のフルマラソン大会準備係の業務につい

てお答えいたします。 

 ２０１９年大河ドラマ「いだてん～オリムピック噺～」の主人公の一人として、玉名

市名誉市民のマラソンの父と称される金栗四三氏が決定し、その金栗氏の偉業を末永く

後世に伝え、本市の地域振興を図ることを目的にフルマラソン大会の開催を計画し、そ

の実現に着実に取り組んでいくために、８月１日付けで教育部生涯学習課内にフルマラ

ソン大会準備係を設置したところでございます。このフルマラソン大会準備係の業務と

いたしましては、フルマラソン大会の基盤となる大会や、コース案の検討等を関係機関

や関係団体と協議し、大会開催の準備を行なっていくものでございます。 

 続きまして、検討会議についてお答えいたします。去る８月３１日に玉名青年会議所、

玉名商工会議所、玉名観光協会など、市内の民間団体や熊本県警察本部、玉名警察署、

そして市の関係部署に参加をいただき、第１回目の検討会議を開催したところでござい

ます。検討会議におきましては、継続的に多くの誘客ができ、本市の魅力を最大限に発

信できるようなフルマラソン大会の開催に向け、単独新規開催案、横島町いちごマラソ

ン大会併設開催案、金栗杯玉名ハーフマラソン大会併設開催案、近隣市町広域連携開催
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案の４つの大会のベース案をもとに協議を行なったところでございます。今後も会議を

重ね、まずは大会ベースを決定し、大会のあり方、方針などを協議・検討してまいると

ころでございます。 

 次に、大会運営事業費についてお答えいたします。８月１日付けでフルマラソン大会

準備係を設置したところでありますが、予算措置がございませんでしたので、現段階で

は当面フルマラソン大会を検討するための先催地視察のための旅費や検討会議開催関連

経費、その他一般事務費を計上いたしております。ベースとなる大会次第ではございま

すが、可能な限り来年度の当初予算に大会の開催運営に必要な関連経費を計上できるよ

うに努めてまいる所存でございます。 

 次に、大会実行委員会の設置についてでございます。現在、フルマラソン大会を行な

う大会を検討している段階でございまして、開催する大会によって新たに実行委員会の

設置が必要となる場合や、既存の実行委員会を改変するなど、現時点では確定しており

ませんが、ベースとなる大会が決定し、大会運営のあり方、方針が整った段階で実行委

員会の設置などを含め、進めてまいりたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（中尾嘉男君） 北本将幸君。 

○７番（北本将幸君） 答弁いただきました。 

 まず、１点目のフルマラソン準備係の業務についてですけど、準備においては、やは

りコースの設定とか、実行委員会の立ち上げとか、ボランティアの確保など、さまざま

することがあると思うんで、一つ一つしっかり検討しながら、準備係のほうが先頭にな

って進めていただきたいなと思います。 

 ２点目のフルマラソン検討会議についてですけど、この検討会議については、報道で

も大きく取り上げられており、先ほど答弁のほうでもあったように、横島町いちごマラ

ソン大会や金栗杯玉名ハーフマラソン大会に組み込ませる案や独自でする案など、４つ

の案をベースにして今後の検討会議で１つに絞り込んで本格的な準備に進まれていくと

思いますけど、その既存のマラソン大会に組み込ませるとなると、すでに横島町いちご

マラソン大会とか金栗杯玉名ハーフマラソン大会は、実行委員会立ち上げられており、

それなりの手法を持って進められていると思いますんで、そこに新たにフルマラソンを

つけるってなると、しっかり両者で検討しながら、お互いに納得いくようにして進めて

いただきたいと思います。 

 ３点目のフルマラソン大会運営事業費についてですけど、ここでちょっと１個再質問

したいんですけど、予算の説明だと今議会の補正予算にはフルマラソン運営事業費とし

て３９万６,０００円計上されているわけですけど、内容としては、先ほど答弁にあっ

たように、先進地視察や事務的経費などということですけど、一般質問の初日に多田隈
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議員のほうからもお話ありましたけど、私たち８月２日と３日で創政未来の会派研修に

行って、鹿児島県の出水市の出水ツルマラソン大会と鹿児島県指宿市のいぶすき菜の花

マラソン大会の視察に行ってまいりました。双方のマラソン大会とも特色があり、運営

の流れや準備に至るまでの課題や取り組み方など、さまざまな運営側の話を聞くことが

できて、大変参考になりました。 

 また、鹿児島ということで、鹿児島の「西郷どん大河ドラマ館」にも行ってきました。

研修しているうちに、指宿市にもドラマ館があることがわかって、指宿市のドラマ館

「いぶすき西郷どん館」にも行ってきました。この指宿市のドラマ館は、指宿市の博物

館、玉名市でいう「玉名市歴史博物館こころピア」のようなところを利用されてドラマ

館つくられていたんで、つくりとしては、１階がドラマ館で、２階が資料館になってい

ました。ドラマも体験できて、詳しい歴史の内容も勉強できたんで、もちろん玉名市の

高瀬の戦いについても詳しく書いてあって参考になりました。 

 やはりこの先進地というか、視察研修というのは、実際その土地に行って、されてい

る方のお話を聞くことができるし、そのまちの雰囲気であったり、まちづくり、そのプ

ラスになることも聞くことができるんで、ぜひこのマラソン実現に向けては、すでにマ

ラソンをされている自治体がたくさんあるんで、いろんなところに行ってほしいんです

けど、旅費で今議会の補正予算では１２万円計上されていたと思うんですけど、今回の

このフルマラソン事業というのは、やはり大河ドラマの効果を一過性に終わらせないた

めの玉名市としての一大的な取り組みだと思いますんで、もう少し予算をかけてもいい

んじゃないかなと思うんですけど、その辺、市長はどうお考えか、お伺いします。 

○議長（中尾嘉男君） 市長 藏原隆浩君。 

［市長 藏原隆浩君 登壇］ 

○市長（藏原隆浩君） 北本議員のフルマラソンについての補正予算が安いんではない

かという再質問になると思いますが、今回の補正予算を議会で御承認をいただいたとし

まして、１０月より約６カ月間で視察ができる回数にしましても、大会そのものにしま

しても限りがございます。そういったことから、今回の旅費計上となっておるわけでご

ざいます。 

 今後、さらに予算を伴うそういった必要性があれば、補正予算での対応も所管側から

なされるというふうに思いますし、これについては、来年度に関しては当初予算に大会

の開催運営に必要な関連経費までしっかりと計上していきたいというふうに考えており

ますので、今の時点ではこれで十分ではないかというふうに考えての計上であります。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 北本将幸君。 

○７番（北本将幸君） 市長も、しっかり予算については考えられて、今の時点ではこ
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れぐらいということなんで、本当一大事業になると思うんで、しっかり予算かけるとこ

ろはかけて、来年度もしっかり考えて進めていただきたいなと思います。 

 また、これも予算に関係するのかと思うんですけど、４点目のフルマラソン実行委員

会の設置についてですけど、実行委員会の設置についてはなるべく早く多分立ち上げら

れていくと思いますけど、今回マラソンを結構何回目かの質問になるんですけど、今ま

で質問してきた中では、本当に行政の方はマラソン大会するのかなという雰囲気だった

んですけど、今回質問させていただくに当たっては、本当にマラソン準備係の方たちも

前向きで、これだったら多分実現に向けて本当に進んでいくんだなと感じました。本当

に本格的に進んでいくとなると、やっぱり本当視察のときも言われたんですけど、相当

の業務量になってくると思います。現在２名の方が準備係配置されていると思いますけ

ど、本当に来年度といい、本格的な準備に入ったときには、さらに職員の方たちも拡充

していくことが必要になってくると思いますけど、その辺について、市長はどうお考え

か、お伺いします。 

○議長（中尾嘉男君） 市長 藏原隆浩君。 

○市長（藏原隆浩君） ありがとうございます。職員の増員の件についてだと思います

けれども、お答えをいたします。 

 今回、フルマラソン大会の開催準備のために、全体職員数が限られた中でフルマラソ

ン大会準備係を２名体制で新設をしたということになります。今後、関係団体等と協議

をしていく中で大会のベースが決定をし、検討会議の中ででもですね、大会を準備して

いく上での協議事項、検討事項等がしっかりと定まってくるというふうに思いますの

で、それらを考慮して、職員の増員も視野に入れて体制を整えていきたいというふうに

考えておりますけれども、できますれば、年度内は何とかこの体制で頑張って、新年度

はしっかりとまた体制を改めて考えたいというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 北本将幸君。 

○７番（北本将幸君） 職員の方も大変と思いますけど、しっかり頑張って、また来年

度新たな体制でスタートできるようにしていただきたいなと思います。 

 このマラソンにおいては、いろんなイベントも各地で開かれているんですけど、先週

の９月８日には和水町のほうで金栗氏の通学路を走るイベントが開かれていました。コ

ースは、三加和温泉ふるさと交流センター発着の約１５キロで、現在の南関第三小学校

から和水町の生家までの通学路６キロを走るコースで設定されていました。さらに、和

水町では来月１０月７日にキタクマ金栗四三リレーランも開催されます。このようにド

ラマ開始前にもマラソンを用いてたくさんのイベントを行なって盛り上げていくことが

必要であり、最終的にはフルマラソン事業成功につながっていくのではないかと思いま
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す。玉名市でも何かマラソン大会開催までにマラソン関連のイベント等を開催するのが

できたらいいんじゃないかなと思うんで、ぜひ積極的に取り組んでいただきたいと思い

ます。 

 要望するだけではいけないので、これも多田隈議員のほうからあったんですけど、私

たち創政未来のほうは来月２１日に開催されます、先日視察に行ったという出水市の出

水ツルマラソン大会に参加してまいります。今度は、参加者の立場でフルマラソンを視

察しようと思います。また、感想などお話できればいいなと思っています。 

 フルマラソンの実現に向けて玉名市が一丸となって進んでいけるように、市長を先頭

として、行政の方にもしっかり頑張っていただくことを強く要望いたしまして、次の質

問に移らせていただきます。 

 次に、ふるさと納税について質問いたします。 

 ふるさと納税は、平成２０年度から実施されている制度であり、１０年が経過しよう

としています。皆さん御存じのように、生まれ育ったふるさとや地域のために貢献した

いという思いで、国民が各地方自治体へ寄附した場合、その相当額が今住んでいる自治

体の住民税などから控除される制度であります。 

 玉名市においても寄附増加への働きかけなど取り組んでおられると思いますが、近年

では制度を利用しやすく改めたことなどで寄附しやすくなったのですが、報道でも言わ

れているように、過熱した返礼品競争により実際に寄附の意味がなくなっているのでは

という課題もあります。このような背景もあり、国も規制を呼びかけるなど、対策が取

られています。しかし、ふるさと納税において税収を大幅に伸している自治体があるの

は事実であり、自治体にもたらす効果としては自主財源の税収増はもちろんのこと、地

元の産物を用いた返礼品などにより知名度の向上や地域産業の活性化にもつながります

ので、玉名市としてもしっかり取り組んでいく必要があります。 

 そこで、玉名市のふるさと納税の状況について質問いたします。 

 １、ふるさと納税の現状について。２、返礼品の現状について。３、情報発信につい

て。４、寄附者との継続的な結びつきへの取り組みについて。５、玉名市における今後

の対応について。 

 以上、５点質問いたします。 

○議長（中尾嘉男君） 企画経営部長 水本明子さん。 

［企画経営部長 水本明子さん 登壇］ 

○企画経営部長（水本明子さん） 北本議員のふるさと納税についての御質問にお答え

いたします。 

 まず、１点目のふるさと納税の現状といたしましては、平成２７年度は６０件２８４

万円、平成２８年度は２,１９０件で２,５５０万円、平成２９年度は２,６４９件で２,
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９３３万円となっております。平成２８年度に大きく伸びた要因といたしましては、イ

ンターネットで寄附の受け付けを開始したことや、熊本地震の影響があったと考えられ

ます。 

 ふるさと納税業務に要した経費につきましては、平成２７年度は２５万円、平成２８

年度は１,２０４万円、平成２９年度は１,４６１万円となっており、寄附額の約５０％

が経費となっております。 

 玉名市民による他自治体への寄附に伴う市民税の控除額につきましては、平成２７年

度は５３１万円、平成２８年度は１,１７３万円、平成２９年度は１,５３８万円でござ

いました。 

 本市への寄附額から業務に要した経費と市民税の控除を差し引いた効果額につきまし

ては、平成２７年度は２７２万円のマイナス、平成２８年度は１７３万円のプラス、平

成２９年度は６６万円のマイナスでございました。本市への寄附額は年々伸びておりま

すが、一方で玉名市民による他自治体への寄附に伴う市民税の減収額もふえていること

から、効果額がマイナスとなっているのが現状でございます。 

 次に、２点目の返礼品の現状についてでございます。８月末現在で、トマト、いち

ご、ノリなどの特産品、玉名ラーメン、ホテル宿泊券など、計２９品となっておりま

す。 

 次に、３点目のふるさと納税の情報発信についてでございますが、ほとんどの寄附者

はインターネットのポータルサイトを活用されておりますため、掲載するポータルサイ

トを充実させ、情報発信を行なうことが重要と考え、先般の６月議会におきまして、新

たなポータルサイトへの業務委託料を計上させていただいたところでございます。現

在、下半期からの受け付け開始に向けて準備を進めております。 

 次に、４点目の寄附者との継続的な結びつきへの取り組みについてでございますが、

現在は、お礼状の発送のみしか行なっておりません。他の市町村におきましては、広報

紙などを送る取り組みを行なっているところもありますが、経費も必要となりますの

で、慎重に検討してまいりたいと思います。 

 最後に、５点目の玉名市における今後の対応についてでございますが、ふるさと納税

の寄附者は、税額控除のほか、返礼品によるお得感から寄附をする自治体を選択する傾

向にあるため、掲載するポータルサイトの充実を図り、返礼品の魅力を最大限にアピー

ルしながら、地域産業の活性化及び寄附額の増額を目指してまいります。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 北本議員の一般質問の途中でございますが、議事の都合によ

り、暫時休憩いたします。 

午後 １時５５分 休憩 
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―――――――――――――――――――――― 

午後 ２時１１分 開議 

○議長（中尾嘉男君） 休憩前に引き続き、会議を開き、一般質問を行ないます。 

 北本将幸君。 

○７番（北本将幸君） 答弁いただきました。 

 まず、１点目のふるさと納税の現状についてですけど、この過去３年間、納税額、寄

附額、控除額、委託料などをしっかり精査すると、平成２７年度がマイナス２７２万円

と、平成２８年度が１７３万円だけど、これは地震の影響もあってプラスになっている

んじゃないかなと思います。平成２９年度が６６万円マイナスということで、この３年

間トータルしても１６０万円ぐらいマイナスということで、玉名市として大体ふるさと

納税って聞くと、この寄附額の二千何万円とかを聞いていたんで、収益上がっているの

かなと思っていたんですけど、やっぱりしっかり精査してみるとマイナスということ

で、本当にしっかり玉名市として取り組んでいかないといけないと思います。 

 平成２７年度より制度がクレジット払いができたりとか、いろいろして、全国的に寄

附額は増加したと言われています。玉名市でも実際に寄附額自体は増加しています。で

も、トータルすると赤字になっているということで、要因としては、市の方がほかの自

治体に納税されている量がさらに多くなっているということなんですけど。 

 これ、熊日新聞に出ていた記事なんですけど、３５県で黒字という見出しで書いてあ

ります。ふるさと納税を控除額とか寄附額とか、トータルした値が県別で出してあるん

ですけど、熊本県は４１億円の黒字ということです。見てみると、やっぱり赤字になっ

ているのは、東京が一番多いんですけど、６２３億円赤字で、その次が神奈川県で、ほ

か多いところは愛知県とか京都とか埼玉県とか、やっぱり赤字になっているのは、普通

大都市なんですね。熊本市自体も熊本県ではトータル４１億円黒字を出しているという

ことで、けど、玉名市は赤字ということで、ふるさと納税の一つの狙いとして、都市の

お金を地方に環流させる、流すという目的で始められたと思うんですけど、全く玉名市

に限ってはこの効果が出ていないという現時点での結果だと思うんで、本当にここから

本腰入れて取り組んでいかなければいけないと思います。 

 ２０１７年の寄附総額は３,６５３億円ということです。ということは、全国でこの

３,６００億円の取り合いというとちょっと違いますけど、取り合いをしている自治体

の競争なわけで、玉名市としてはかなり現時点で遅れているということになると思うん

ですけど、このふるさと納税の受け入れ額や受け入れ件数が増加した理由をふるさと納

税の受け入れ自治体に調査したふるさと納税に関する現況調査という調査があるんです

けど、何で受け入れ額が増加しましたかという理由で、やはり最も回答が多かった理由

が、全体の４０％以上に当たる自治体が返礼品の充実を挙げられています。やはり対策
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として、この返礼品の充実というのは不可欠になるわけですけど、２番目の返礼品の現

状ですけど、現在、玉名市として２９品あるということですけど、ポータルサイトで実

際に見てみると、やっぱりちょっと何か少ないなというような気がします。返礼品の目

的としては、もちろん寄附に対するお返しという面もありますけど、この玉名市の特産

品を市外にアピールできるという場でもあると思うんで、新たな返礼品開発されて、玉

名市の産業を活性化するように取り組んでいかなければいけないと思いますけど、そこ

で、再質問ですけど、答弁でもありましたように、今年度新たにポータルサイトを開設

されるとのことで、今までのサイトに加えて、新たに「ふるさとチョイス」というポー

タルサイトを開設されると思いますけど、それに先だって先週の９月７日に返礼品開拓

に向けての事業者向けの説明会を開催されていると思います。このように玉名市におい

ても、新たな返礼品の開発に向けて取り組まれていると思いますけど、現時点でどのよ

うな取り組みをされているのか、お伺いしたいと思います。 

○議長（中尾嘉男君） 企画経営部長 水本明子さん。 

○企画経営部長（水本明子さん） 北本議員の再質問にお答えいたします。 

 今年度からふるさと納税業務を地域振興課が担当することになりまして、これまで地

域活性化の観点から市内の事業者へ出向き、返礼品の出品をお願いしてまいりました。

その結果、議員がおっしゃったとおり、９月７日に事業者向けの説明会におきましては

３７社の方に御参加をいただきました。この中には、これまでになかった酒類、乳製品

を取り扱う事業者も参加いただいたところでございます。その際の話の内容からは好感

触を得ており、新たな品目や品数の増加が期待できるものと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 北本将幸君。 

○７番（北本将幸君） ４月から地域振興課のほうで新しくふるさと納税担当されて、

その事業者向けの説明会されて、今新たなものに動いているということなんで、ぜひ魅

力ある返礼品開発できるように取り組んでいただきたいと思います。 

 また、冒頭でも申したように、この返礼品、返礼品って、ほかの自治体も言っている

んで、過熱した返礼品競争を規制する流れになってきています。ついに、この前ですけ

ど、総務省も来年の通常国会に地方税法改正案を提出する方針を固めて、来年４月の法

改正を目指すとのことです。内容としては、国が各自治体に返礼品の調達費が寄附額の

３０％を超えないように要請してきたが、一部の自治体が応じないことから、強制力の

ある法改正へ踏み切るとのことです。野田総務大臣も１１日の記者会見で正式に発表さ

れていました。 

 法改正の内容としては、一部の自治体が高額な返礼品により多くの寄附を集めること

を規制するために、返礼品は地場産品に限り、調達費を寄附額の３０％以下にするよう
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に法制化し、違反した自治体は、制度から除外し、寄附しても税の優遇措置を受けられ

なくなる仕組みを導入するとのことです。 

 総務省は、この返礼品の見直し状況に関する自治体調査結果も発表しましたけど、今

月の１日時点で１,７８８自治体のうち、１３.８％に当たる２４６自治体が寄附額の３

０％超えとなる返礼品を送っているとのことです。１０月末までに見直す意向がないと

したのは、全体の９.７％、１７４自治体あるとのことですけど、そこで、１点質問し

たいんですけど、現在の玉名市の返礼品としては、この規定に触れていないのかどう

か、お伺いします。 

○議長（中尾嘉男君） 企画経営部長 水本明子さん。 

○企画経営部長（水本明子さん） 北本議員の再質問にお答えいたします。 

 現在、玉名市の返礼品の調達額は、総務省通知に基づきまして、すべて寄附額の３割

以内に設定をいたしております。今後も、基準額を遵守しながら、地域産業の活性化を

目的とした返礼品の選定を行なってまいります。本市の場合、先ほど議員がおっしゃっ

たとおり、法改正があったといたしましても、寄附者が税の優遇措置を受けられないな

どの規制を受けることはございません。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 北本将幸君。 

○７番（北本将幸君） 国が法改正して、玉名市は規定にはあたらないということなん

ですけど、となると、全国同じ条件で今度はふるさと納税していくことになるんで、今

後どのようにしてやっぱり玉名市として魅力ある返礼品をつくっていくかが重要になっ

てくると思います。 

 また、現在、地方においては、見守りなどのサービス提供を返礼品として提供してい

る取り組みも見られています。このように、物じゃなくて、この見守りとか、そういう

サービス提供による返礼品については、玉名市としてはどのように考えられているの

か、お伺いします。 

○議長（中尾嘉男君） 企画経営部長 水本明子さん。 

○企画経営部長（水本明子さん） 再質問にお答えいたします。 

 返礼品につきましては、議員おっしゃるとおり、品物だけではなく、現在、見守りサ

ービスやお墓の清掃など、サービスの提供などについても検討しているところでござい

ます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 北本将幸君。 

○７番（北本将幸君） 現在考えられているとこということなのですので、しっかり取

り組んでいただきたいと思います。 
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 お隣の荒尾市が返礼品として、郵便局の見守り訪問サービスを加えたと報道されてい

ました。浅田市長は、このサービスは荒尾市を離れて暮らす家族にとってうれしいサー

ビスであり、今後も社会ニーズを踏まえて返礼品の充実を図りたいと答えられていまし

た。このように、現在は、豪華返礼品より、ふるさととのつながりを大切にしようとい

う取り組みで、さっき部長の答弁でもありましたように、さまざまなサービスが行なわ

れています。大阪府枚方市や島根県安来市、神奈川県高松市などで行なわれているお墓

掃除サービスがあります。これは、地元出身でなかなか帰省できない人向けのサービス

で、寄附額に応じて年に数回、お墓の掃除などを行なうサービスであります。また、別

荘地と知られている栃木県那須町では、１万円の寄附で空き家見守りサービスの提供を

されています。内容は、建物の外観チェックや郵便物チェックなどをされて、寄附が３

万円にすると、敷地内の草刈りもしてくれるそうです。この町の担当者によると、空き

家を放置しておくと危険で、景観の保持という観点からも問題があると考えて、このサ

ービスを考案したそうです。これらのサービスは、基本的にこの地元ふるさとの出身者

をターゲットにした返礼品であり、まさにふるさと納税の本来の趣旨に沿ったサービス

だと思います。また、サービスをシルバー人材などに委託することで、地元での雇用も

創出しているとのことです。玉名市においても、空き家は増加しています。今後、新た

な発想で返礼品を検討していくことも重要だと思います。来年は、大河ドラマも放映さ

れ、玉名市が全国から注目されるときであります。この返礼品においては、しっかり取

り組んでいただきたいと思います。 

 ３点目の情報発信についてですけど、６月議会において、委託料が補正で組まれて、

新たにポータルサイトを追加するとのことですけど、となると、追加すると、ポータル

サイト、今度２つ、玉名市として持つことになるんですけど、このポータルサイトを増

加することによって、寄附額は増加すると見込まれているのか、その辺お伺いします。 

○議長（中尾嘉男君） 企画経営部長 水本明子さん。 

○企画経営部長（水本明子さん） 再質問にお答えいたします。 

 ふるさと納税の寄附者のほとんどは、ポータルサイトを活用して寄附を行なっていら

っしゃるため、ポータルサイト内で返礼品の魅力を最大限にＰＲし、寄附者の目にとま

るということが重要であると考えております。今回新たに追加いたしました返礼品の受

発注業者につきましては、玉名市に営業所を構え、返礼品出品者へのサポート体制も整

っております。また、全国で最も利用されているポータルサイトへ掲載をいたしますた

め、寄附額は確実に増加すると見込んでいるところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 北本将幸君。 

○７番（北本将幸君） 恐らくポータルサイトふやすと、答弁言われたように、寄附額
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増加していくと思いますけど、だったら、何で今までポータルサイトふやさなかったか

なと思うんですけど、４月から課が変わって、新たな取り組みもされているということ

なんですから、２つにしてふえたなら、今度またシェアが大きいところを３つにして、

やっぱり情報発信の基盤というところをしっかりつくって、さらに返礼品充実させて、

少しでも納税が上がっていくように取り組んでいただきたいなと思います。 

 ４点目の寄附者との結びつきですけど、今お礼状を発送されているということなんで

すけど、引き続きお礼状のほうを発送していただきたいなと思います。また、このほか

に、ほかの自治体では、ふるさと納税を使ってこういう事業をしましたとか、進捗状況

とか、こういうのに使いましたよみたいな報告を送っている自治体もあるみたいです。

やっぱり経費がかかるんで、その辺はしっかり考えないといけないと思うんですけど、

寄附された方がこういうのに使われたんだって、わかるというのも、じゃあ、また寄附

しようかなというのにつながるかもしれないんで、寄附された方とのつながりというの

も大事にしてほしいなと思います。 

 最後、５点目の玉名市における今後の対応については、今いろいろ言ったように、ポ

ータルサイト開設して、返礼品も拡充して取り組まれていくと思います。玉名市とし

て、本当今マイナスなんで、本当にどうふるさと納税ふやしていくかだと思うんですけ

ど、ほかの自治体では何十億円という寄附を上げているところもあります。国が法改正

を行なうことで、今後同一条件でふるさと納税という制度が進んでいくんですけど、や

っぱりこの税収を得るというのは、歳入のところなんで、意外と歳出のところばっかり

に目がいきがちなんで、新たに玉名市に歳入を生めるところなんで、本当にこのふるさ

と納税に取り組んでいく、税収をもっとふやしていこうってしていくには、それ相応の

業務量も出てくると思うんですけど、これ、市長にお伺いしたいんですけど、ふるさと

納税によって、玉名市は税収をもっと上げて、ほかのこといろいろ使っていくぞってな

ったら、やっぱりある程度の職員数というのも必要になってくると思うんですけど、こ

の職員の拡充、さっきのマラソンのところともちょっと重なるんですけど、職員の拡充

についてはどうお考えか、お伺いします。 

○議長（中尾嘉男君） 市長 藏原隆浩君。 

○市長（藏原隆浩君） 再質問にお答えします。 

 議員御指摘のとおり、寄附額がふえればふえるほど、お礼状の発送でありますとか、

寄附者が確定申告をせずに税額の控除を受けられるワンストップ特例申請事務など、職

員の事務量は確実に増加することとなります。１年間の寄附の半分以上が１２月に集中

するため、今回もサイトをふやしますけれども、今後の実績を踏まえて新たな業務委託

や非常勤職員の配置などについて検討していかなければならないというふうに考えてお

ります。 
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 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 北本将幸君。 

○７番（北本将幸君） しっかり本当税収を生むとこなんで、しっかり取り組んでいた

だきたいなと思います。ふるさと納税は、地方にとって財源を確保する大きなチャンス

ですので、人数をかけてでも寄附を集めるべきだと思います。 

 ふるさと納税に先進的に取り組む自治体では、企業版ふるさと納税など、新しい制度

にも取り組んでおられます。これまでは、返礼率の高い自治体に寄附も集中していまし

たが、法改正の方針が出されたからには、今後はいかに自治体として返礼品自体の魅力

や寄附者の興味を得るための情報発信力を高めていくか、あるいはどういった層に強く

アピールしていくかなど、玉名市としてマーケティングがより重要になってくると思い

ます。 

 さっきから何回も申しているように、来年は本当に玉名市が全国から注目される年で

あります。ふるさと納税という仕組みを利用しながら、どう玉名市をアピールしていく

のか考えなければいけません。ポータルサイトの拡充、返礼品の充実、玉名市独自の魅

力的な返礼品の開発、今現在取り組まれていると思いますんで、しっかり取り組んでい

ただき、玉名市のふるさと納税が増加することを期待いたしまして、次の質問に移らせ

ていただきます。 

 最後に、３点目の玉名市まち・ひと・しごと創生総合戦略について質問いたします。 

 人口減少、超高齢化社会を迎えるに当たって、さまざまな課題に直面していく中、国

は、地方自治体がそれぞれの特徴を生かした自律的で持続的な社会を創生することを目

指すために、平成２６年度に地方創生を掲げ、各自治体において平成２７年度より５カ

年計画で創生総合戦略が進められています。 

 玉名市においても、まち・ひと・しごと創生総合戦略を掲げられ、目標達成のために

多くの事業が進められていますが、本年度が４年目で、来年度が最終年度となります。 

 そこで、現時点での玉名市の創生総合戦略について質問いたします。 

 １、玉名市まち・ひと・しごと創生総合戦略における総事業費について。２、地方創

生交付金の活用状況について。 

 以上、２点質問いたします。残りの質問は、質問席よりさせていただきます。 

○議長（中尾嘉男君） 企画経営部長 水本明子さん。 

○企画経営部長（水本明子さん） 北本議員の玉名市まち・ひと・しごと創生総合戦略

における総事業費について、及び地方創生交付金（加速化、推進、拠点整備）の活用状

況についてお答えをいたします。 

 まず、総事業費についてでございますが、決算額ベースで、平成２７年度が１２億９,

８０８万６,０００円、平成２８年度が２１億２,６７８万５,０００円、平成２９年度
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が２７億４,９６４万２,０００円でございまして、毎年度事業費が増加している状況で

ございます。 

 次に、地方創生交付金の活用状況についてでございますが、主に定住促進事業を実施

いたしました地方創生先行型交付金が７,８６４万５,０００円、観光事業を実施いたし

ました地方創生加速化交付金が４,３７４万２,０００円、同じく観光事業を実施いたし

ました地方創生推進交付金が１,６４５万７,０００円、天水公民館建設事業の一部とし

て活用いたしました地方創生拠点整備交付金が６,０００万円、合計１億９,８８４万４,

０００円交付されております。今年度も観光事業について、地方創生推進交付金２,６

６２万８,０００円の交付申請を行なっているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 北本将幸君。 

○７番（北本将幸君） 答弁いただきました。 

 まず、１点目の総事業費についてですけど、平成２７年度が１２億円、平成２８年度

が２１億円、平成２９年度が２７億円で、足すと６０億円ぐらい現時点までで投じてい

るわけですが、この６０億円予算をかけるということは、ある程度効果を出していかな

いといけないと思います。この総合戦略においては、各事業において目標値としてＫＰ

Ｉ値という目標値が定められているんですけど、この現時点で玉名市が定めたこのＫＰ

Ｉ値に対する達成状況としてはどの程度になっているのか、お伺いします。 

○議長（中尾嘉男君） 企画経営部長 水本明子さん。 

○企画経営部長（水本明子さん） 北本議員の再質問にお答えいたします。 

 まず、各年度の総合戦略の達成率についてでございますが、全成果指標の平均値につ

いて申し上げます。平成２７年度が３４.１％、平成２８年度が３６.１％、平成２９年

度分につきましては、１１月の総合戦略審議会にて効果検証結果の審議を行なう予定と

しておりますので、現在調査中でございます。平成２７年度から平成２８年度にかけま

して達成率があまり伸びておりませんが、これは地震の影響等のため伸びていないとい

ったことが要因の一つとしてございます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 北本将幸君。 

○７番（北本将幸君） 達成状況としては、平成２９年度はちょっとまだ出ていないと

いうことなんで、平成２８年度出ている段階では３６.１％ということなんで、平成２

９年度がどれぐらいになるかまだわからないんですけど、今４年目で９月なんで、半分

ぐらい終わっているんで、残り１年半でこれをいかに１００％に近づけていくかだと思

います。やはりそのためには、この一つ一つの事業をしっかり検証しながら、新たな政

策を打ち出して実施していくことが必要だと思いますけど、この地方創生が叫ばれ始め
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た当初は、内閣府地方創生推進事務局の方たちの話では、地方創生は、人口減少問題に

対応することからきていて、難しい問題に対応しているので、１、２年で簡単に成果が

上がるとは思っていないと、試行錯誤の中で失敗事例が出てくると思うが、失敗を学ん

で、いい事例に変えていってほしいと話されていました。やはり事業達成に向けては、

最初の１、２年、３６％ぐらい低いですけど、そこからやっぱりこうしたほうがいいん

じゃないか、いろんな新しい事業を打って、この５年後、平成３１年度の結果が出たと

きには、１００％に達成するように本当していくことが必要だと思います。 

 今、６０億円投じられて、やはり地方自治体においては、やっぱり厳しい財政運営強

いられていますので、そこでこの２点目の地方創生交付金、国の交付金の活用が重要に

なってくると思いますけど、答弁だと、平成２９年度まででは、トータルで１億９,０

００万円ぐらいでしたかね、の地方創生交付金活用されているとのことですけど、ここ

に地方創生交付金の国のイメージがあるんですけど、実際、平成２７年度に１,０００

億円、交付金で予算つけられています。平成２８年度も１,０００億円つけられて、補

正予算にさらに９００億円追加されています。平成２９年度も１,０００億円で、補正

で６００億円追加されて、この平成３０年度も１,０００億円、この交付金がついてい

ます。ということは、これもそうなんですけど、日本全国でこの１,０００億円を取り

合いになると思うんで、玉名市としてどう魅力ある事業を構築して、この交付金をもら

えるように努力していくかということも必要だと思います。 

 そこで、再質問１点ですけど、来年度で最終年度になるわけで、本当最終的な段階に

入ってくると思いますけど、この地方創生交付金、国の交付金をどの程度、今後想定さ

れているのか、見通しについてお伺いしたいと思います。 

○議長（中尾嘉男君） 企画経営部長 水本明子さん。 

○企画経営部長（水本明子さん） 北本議員の再質問にお答えいたします。 

 今後、新たな交付金申請の予定はあるかということでよろしいでしょうか。 

 現在、地方創生推進交付金対象事業として行なっております大河ドラマ関連の観光事

業につきましては、３年間の事業期間で計画をいたしておりますので、平成３１年度以

降も継続して申請を行なう予定でございます。ただ、新たな事業に対する交付金申請に

つきましては、現時点では未定でございます。引き続き、新たな交付金対象事業を検討

してまいる所存でございます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 北本将幸君。 

○７番（北本将幸君） 新たなのは今のところ未定ということなんですけど、やっぱり

この交付金をいかに活用していくかというのを本当考えないといけないと思うんですけ

ど、この地方創生交付金を活用した取り組みというのは、ホームページに載っているん
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ですけど、これをいろいろ見てみると、本当いろんなことに活用されています。この京

都府南山城村の取り組みでは、小さな拠点づくりとして、道の駅の事業にもこの交付金

を活用されています。玉名市も道の駅つくろうとしているんで、こういう小さな拠点づ

くりみたいな感じで、まちをつくっていくよみたいな感じで交付金とれたりすることも

あると思うんで、どういう事業をして、玉名市の活性化、あるいはこの玉名市が目標を

掲げたＫＰＩ値を１００％に近づくためにしていくかというのを本当にしっかり考え

て、この交付金活用についても取り組んでいただきたいなと思います。 

 次の質問に移らせていただきたいと思いますけど、この玉名市まち・ひと・しごと創

生総合戦略には４つの基本目標が掲げられていますけど、そのうちの１つ目の基本目標

であります玉名市の地域資源を活用した産業を育成し、魅力ある雇用を創出するという

基本目標におけるインバウンド事業の推進について玉名市の現状をお伺いしたいと思い

ます。 

○議長（中尾嘉男君） 産業経済部長 松本忠光君。 

［産業経済部長 松本忠光君 登壇］ 

○産業経済部長（松本忠光君） 北本議員御質問のインバウンド事業の推進についてお

答えいたします。 

 本年６月議会において、日本における人口減少、少子高齢化が進展する中、観光には

高い経済波及効果や雇用創出効果が期待されており、本市においてもインバウンド需要

の取り込みによって交流人口を拡大させ、地域を活性化させるような取り組みを行なっ

ている旨、御報告したところでございます。 

 平成２９年度におきましては、ＪＴＢ台湾、ＪＴＢ香港において、横島町いちごマラ

ソン大会関連の旅行商品を造成し、個人旅行の形態で宿泊付きのオプショナルツアーと

して販売を行ない、香港、台湾、２カ国合わせて１５名の参加をいただいたところでご

ざいます。ほかにも、台北において、日本観光振興協会主催の商談会、台北国際旅行博

でのＰＲ、タイのバンコクにおいて、現地エージェント旅行会社との今後の旅行商品造

成に向けて情報提供や意見交換を行ないました。 

 今後もインバウンド事業を推進し、海外からの誘客を図るため、玉名市の認知度向上

のための情報発信を積極的に展開するとともに、広域で連携した事業もあわせて進めて

まいります。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 北本将幸君。 

○７番（北本将幸君） １点再質問ですけど、今答弁の中であったように、横島町いち

ごマラソン大会を観光商品として、香港、台湾のほうで企画されており、現時点でこの

前の横島町いちごマラソン大会で、台湾の方が１２名、香港の方が３名参加されたと説
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明ありましたけど、今後も進めていくとのことでしたけど、最終的にはどの程度を目指

されているのか、お伺いしたいと思います。 

○議長（中尾嘉男君） 産業経済部長 松本忠光君。 

○産業経済部長（松本忠光君） 横島町いちごマラソン大会の取り組みについてという

ことでお答えいたします。 

 横島町いちごマラソン大会の取り組みにつきましては、平成２６年度からインバウン

ド事業の取り組みの効果もあり、平成２９年度は、個人旅行の形式で、ＪＴＢ台湾、Ｊ

ＴＢ香港が造成販売を行ない、先ほど申しましたように、１５名の誘客につながりまし

た。 

 横島町いちごマラソン大会においてどれぐらいの海外からの誘客を目標にしているか

との御質問ですが、今のところ４０名ほどを目標としております。横島町いちごマラソ

ン大会をきっかけとして玉名市の認知度向上を目指し、今後も継続させてまいりたいと

考えております。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 北本将幸君。 

○７番（北本将幸君） ４０名を目指されているとのことなんで、やはりマーケティン

グして、４０名来れば、これぐらいの経済効果があるだろうなというので進めていく

と、少しずつその経済効果というのは出てくるのかなと思います。最終的に４０名目指

していくということなんで、それに実際近づいていくように頑張っていただきたいなと

思います。 

 次に、もう１点再質問になるんですけど、ＫＰＩ値、目標値で外国人宿泊客数が最終

的に３,５００人を目標として掲げられているんですけど、去年が２,０３０人でしたか

ね、実際のところ達成可能なのか、現時点での考え、お伺いしたいと思います。 

○議長（中尾嘉男君） 産業経済部長 松本忠光君。 

○産業経済部長（松本忠光君） 次に、地方創生推進交付金事業における外国人宿泊観

光客数の目標数値達成につきましては、平成２８年度の熊本地震後、インバウンド、国

内旅行を含め、観光業には大きなダメージがありましたが、インバウンド事業は回復傾

向にあり、さらに伸びていくと感じております。 

 具体的な外国人宿泊観光客数は、平成２７年度が２,２４７名、熊本地震が発生した

平成２８年度が１,３７３名と、８７４名減少し、平成２９年度には２,０３０人と前年

比６５７人増加しております。 

 目標値としては３,５００人というのがありますけども、今後も目標達成を目指し、

鋭意事業を進めてまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 
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○議長（中尾嘉男君） 北本将幸君。 

○７番（北本将幸君） この３,５００人、目標に近づけるということなんですけど、

２,０００人ぐらいだったんで、３,５００人って多いのかなと思っていたんですけど、

きのうの説明会であったんですけど、この県北の菊池市は平成２９年度で４万２,０８

６人、とうに３,５００人超えられています。お隣の山鹿市さんも平成２９年度は３,５

３８人と、３,５００人達成されています。玉名市は、２,０００人ぐらいと。やはりこ

のインバウンドにおいても、やっぱり一歩遅れをとっているんじゃないかなと思いま

す。 

 この県北の、きのう事業の説明もあったんですけど、この事業費としては１,０２０

万円ですかね、玉名市が３００万円ぐらい払われているんで、やはり玉名市が一番大き

いんで、恐らく一番予算払っていると思います。予算払っているけど、効果は一番出て

ないということであれば、やっぱり本当本腰入れてこのインバウンドにも取り組むんで

あれば、取り組んでいかないといけないんじゃないかなと思います。 

 玉名市が掲げられているまち・ひと・しごとの冊子なんですけど、ここでインバウン

ドのところを見て、どういうのを取り組まれているのかなという事業名が書いてあるん

で、改めて見てみたんですけど、この中で、観光情報コーナー、Ｗｉ－Ｆｉスポット等

の観光情報入手拠点の整備を強化するという項目があります。 

 そこで、１点再質問なんですけど、現在、玉名市におけるこのＷｉ－Ｆｉスポット、

フリーＷｉ－Ｆｉの取り組み状況としてはどうなっているのか、お伺いしたいと思いま

す。 

○議長（中尾嘉男君） 産業経済部長 松本忠光君。 

○産業経済部長（松本忠光君） フリーＷｉ－Ｆｉ、無料公衆無線ＬＡＮと申しますけ

ども、つきましては、アクセスポイントを整備することで、だれでも簡単に外出先でイ

ンターネットの利用ができたり、国内外の観光客の受け入れ体制の充実を図ることや、

災害情報の入手、インターネットを利用した手続きなども可能になります。そのため、

本市では、インバウンド事業を推進していく上で、フリーＷｉ－Ｆｉの利便性、必要性

は認識しております。しかしながら、フリーＷｉ－Ｆｉは、便利さの半面、セキュリテ

ィに対するリスクも高くなりますので、現在のところ具体的な計画はございませんが、

今後フリーＷｉ－Ｆｉの活用については検討を重ねてまいりたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 北本将幸君。 

○７番（北本将幸君） 現時点でフリーＷｉ－Ｆｉへの具体的な計画はないということ

だったんですけど、先日、天草市で行なわれた「通信インフラが切り拓く未来の可能

性」というフォーラムに参加してまいりました。天草市長とＩＴジャーナリストの方が
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出演されていました。まずはじめに、天草市長のお話があったんですが、現在、天草市

では﨑津集落が世界遺産にも認定されたこともあり、インバウンド事業にも力を入れて

いるとのことでした。国内も含め、観光客数はかなり伸びているようです。 

 天草市では、インバウンド対策の一つとしてフリーＷｉ－Ｆｉにも取り組まれていま

す。天草宝島観光協会と天草四郎観光協会、西日本電信電話株式会社熊本支店、この３

社が、天草エリアにおける公衆無線ＬＡＮ事業の推進、いわゆるフリーＷｉ－Ｆｉです

ね、に関する三者協定を締結しており、この協定に基づき、両観光協会主導による地方

創生の取り組みの一つとして、天草エリアを訪れる国内外の観光客の利便性向上及び地

域の魅力アップにつながる情報発信力の強化を目的に天草フリーＷｉ－Ｆｉを２０１７

年からサービス提供をされております。また、天草フリーＷｉ－Ｆｉのアクセスポイン

トを通して集積されたビッグデータを分析し、観光施策として活用することも視野に入

れて取り組みを進められています。 

 この天草フリーＷｉ－Ｆｉは、ＮＴＴグループなどが推進する九州フリーＷｉ－Ｆｉ

プロジェクト及び日本各地のフリーＷｉ－Ｆｉへの手続きを１回の利用登録で使用でき

る「Japan Connected-free Wi-Fi」というアプリがあるんですけど、それにも対応して

いるとのことです。 

 また、総務省、国のほうは、こういう事業を掲げているんですけど、平成２９年度か

ら平成３１年度までの３カ年における「防災等に資するＷｉ－Ｆｉ環境の整備計画」を

策定しています。予算もつけています。平成２９年度は約３１億円で、平成３０年度は

１４億円、このＷｉ－Ｆｉ整備につけると計画を出しています。この整備計画による

と、平成３１年度まで整備目標数は約３万カ所整備すると、国は目標を掲げられていま

す。２０２０年に東京オリンピックもありますんで、外国人旅行者の利便性向上、情報

発信力の強化、あるいは最近災害多いので、災害時の活躍などを目的として進めていか

れるとのことです。 

 この前、発災した北海道の地震においても、このフリーＷｉ－Ｆｉは使われていま

す。このように、地震、洪水、台風など、多くの自然災害が発生している近年、避難所

でもこのＷｉ－Ｆｉというのは活用しているんですけど、市長に１点お伺いしたいんで

すけど、観光だけじゃなくて、防災という点でも使えると思うんですけど、このフリー

Ｗｉ－Ｆｉについて、市長はどうお考えか、お伺いします。 

○議長（中尾嘉男君） 市長 藏原隆浩君。 

○市長（藏原隆浩君） 北本議員の再々質問にお答えいたします。 

 フリーＷｉ－Ｆｉの導入に当たりましては、やはりセキュリティの脆弱性について利

用者の方々に対する正しい知識やリスクの啓発なども含めて、安心・安全なサービスの

確保が必要であるというふうに思っております。 
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 その一方で、観光情報の発信力の向上、また外国人観光客へのおもてなしサービスの

向上、また災害時においての地域住民の利用の問題含めて、大変期待されるところはあ

りますので、先ほど部長答弁にもありましたとおり、その利活用については今後検討を

深めてまいりたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 産業経済部長 松本忠光君。 

○産業経済部長（松本忠光君） 先ほどインバウンド事業の答弁の中で、外国人宿泊観

光客数の目標値を３,５００名と申しましたけども、正しくは３,０００名でございます。

訂正し、おわび申し上げます。申しわけございません。 

 以上です。 

○議長（中尾嘉男君） 北本将幸君。 

○７番（北本将幸君） 市長も、セキュリティの問題も確かに言われていたんで、そこ

しっかり考えないといけないと思うんですけど、検討して取り組んでいただきたいと思

います。 

 熊本県のほうも取り組まれており、熊本フリーＷｉ－Ｆｉというのも整備に対して、

熊本県も支援されています。熊本県でどこでフリーＷｉ－Ｆｉを使えるかというのをホ

ームページ見たら、バァーって出てくるんですけど、これ９月１日時点なんですけど、

熊本市がやっぱり多いです。５０何カ所あって、やっぱり天草市は取り組まれていると

いうことだけあって、３ページぐらい、１００カ所ぐらいありました。玉名市を見てみ

ると、旅館のほうが２カ所されているだけでした。やはり、市長は、県北の拠点都市、

玉名市を目指されているんで、が拠点都市でこの２カ所じゃ、菊池市を見てみると、１

９カ所、２０カ所近くあるんで、やはり取り組んでいるところは本当に取り組んでいっ

ているんで、一つの取り組みですけど、やっぱりこういう一つの取り組みで差が出てく

るんじゃないかなと思うんで、ぜひしっかり検討して考えていただきたいと思います。 

 そのフォーラムで言われていたのが、最近の若い人たちは、ホームページに直接、イ

ンターネットでするよりも、ＳＮＳ、インスタグラムとか、そういうので、まず検索す

る。ハッシュタグ検索って言われるんですけど、検索して、写真がバァーって出てくる

んですけど、そこから選んで、ここなんだろう、これおいしそうだなとか、ここ行って

みたいなとか、見るそうなんですけど、和水町の古墳が今、たすきをかけているのを御

存じでしょうか。あれは、最初は「こここふん」というたすきだったんですけど、今第

二弾に変わっているんですけど、これは町の商工観光課の職員さんが、和水町古墳祭、

祭りに興味を持ってもらおうと、どうしたらいいかなと知恵を絞って、ＳＮＳとかで、

もしかしたら拡散してもらえるかもしれないという思いで、大きい石人にたすきをかけ

る案を思いついて、たすきをかけたそうです。このたすきの費用は約２万円しかかかっ
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ていないそうです。私も、ハッシュタグ、和水町で調べてみたんですけど、やっぱりそ

の石人の画が出てきました。出てきたら、やっぱりここなんだろうと思うんですよね。

やっぱりそういう職員さんの知恵、やっぱり地方はお金ないですから、そういう知恵一

つで何か新たな取り組みができるんじゃないかなと思います。 

 先日、報告会あったときに、議員の方たちも参加させてもらったんですけど、座っ

て、左側には委託業者の方たちが座られて、右側には職員さんおられたんですけど、い

ろいろ説明がありました。委託業者の方の。その説明をされて、終わりじゃなくて、そ

の説明を受けて、じゃあ、玉名市としてどういうまちづくり、どういう観光に対してし

ていきたいかという、さらにもう一歩踏み出さないと、やっぱり結果出てこないと思い

ます。菊池市とか山鹿市、外国人宿泊客数ふえていますけど、恐らく何かされていると

思います。だから、委託して、調査して、結果出まして、終わりじゃなくて、そこから

もう一歩踏み込んで、玉名市としてどうやっていくかというのをやっぱり打ち出してい

ってほしいなと思います。 

 じゃあ、時間ないんで、次の質問にいきますけど、４番目の人口の社会増減数の現状

や移住支援策を受け、転入した転入者数について質問します。 

○議長（中尾嘉男君） 企画経営部長 水本明子さん。 

○企画経営部長（水本明子さん） ただいまの御質問にお答えいたします。 

 社会動態による人口数は、平成２６年度が３６２名の減、平成２７年度が３３２名の

減、平成２８年度が１００名の減、平成２９年度が８１名の減と、いずれも転入者より

転出者が上回っている状況にございます。 

 次に、移住支援事業による転入者数でございますが、平成２６年度が１５４名、平成

２７年度が１９４名、平成２８年度が１０８名、平成２９年度が１３６名となっており

ます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 北本将幸君。 

○７番（北本将幸君） この社会減のほうは、何かだんだん少なくなっていっているよ

うな答弁だったんですけど、実際のところ何か若い人たち出ていっている数が多いよう

な気がするんですけど、この社会減、減っているのは減っているんですけど、その社会

減自体が少なくなっていっている要因としては何があるのか、お伺いします。 

○議長（中尾嘉男君） 企画経営部長 水本明子さん。 

○企画経営部長（水本明子さん） 再質問にお答えいたします。 

 社会増減数が、平成２８年度、平成２９年度と減少幅が大幅に縮小しているという理

由についてでございますが、これは、外国人農業研修生が、平成２８年度は９５人、平

成２９年度は１４５人と大幅に増加をしているということが原因の一つと分析をいたし



 － 240 －

ております。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 北本将幸君。 

○７番（北本将幸君） この社会減は、農業の外国人研修生の増加ということで、農家

の方たちが雇用されて、玉名市の人口ふえているというところがあると思うんで、もし

この外国人研修生いなかったら、玉名市もっと減っているということなんで、やっぱり

しっかり取り組んでいただきたいなと思います。 

 移住者支援については、近松議員のほうの質問であって、１,０００人程度ふえてい

て、効果があっているということだったんで、引き続きしっかり取り組んでいただきた

いなと思います。 

 じゃあ、５番目の待機児童数の現状と、ゼロ歳から４歳児の人口推移についてお伺い

したいと思います。 

○議長（中尾嘉男君） 健康福祉部長 松野信生君。 

［健康福祉部長 松野信生君 登壇］ 

○健康福祉部長（松野信生君） 北本議員御質問の待機児童数の現状と、ゼロ歳児から

４歳児の人口推移についてお答えします。 

 まず、待機児童数について各年度４月１日時点での人数を申し上げますと、平成２７

年度２人、平成２８年度２１人、平成２９年度１２人、平成３０年度３１人となってお

ります。 

 次に、ゼロ歳児から４歳児までの人口推移を各年度３月３１日時点で申し上げます

と、平成２７年度２,６６６人、平成２８年度２,６４９人、平成２９年度２,６１３

人、平成３０年度は７月末時点でございますが、２,５８８人となっております。 

 玉名市まち・ひと・しごと創生総合戦略のＫＰＩは、平成３１年度において、待機児

童数ゼロ人、ゼロ歳児から４歳児までの人口２,７３２人と設定しております。減少傾

向であるゼロ歳児から４歳児までの人口におきましては、達成が困難な状況でございま

す。また、待機児童数に関しましては、年度により増減があり、明確には答えられませ

んが、ＫＰＩの待機児童数ゼロに向けて、諸対策を講じてまいりたいと思っておりま

す。 

 以上です。 

○議長（中尾嘉男君） 北本将幸君。 

○７番（北本将幸君） 待機児童については、議会においては何回もほかの議員さんも

質問されているんですけど、やはり平成２７年度の２人から平成３０年度は３１人で増

加傾向にあって、なかなか改善していないのが現状だと思います。これずっと問題にな

っているんですけど、本当に預けられない人にとっては、かなり深刻な問題です。何回
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も聞かれていると思うんですけど、玉名市としてこの待機児童解消に向けてどのように

取り組まれているのか、今後取り組んでいくのか、お伺いしたいと思います。 

○議長（中尾嘉男君） 健康福祉部長 松野信生君。 

○健康福祉部長（松野信生君） 待機児童のＫＰＩ達成に向けた取り組みについてお答

えいたします。 

 保育所や認定子ども園の保育部門の入所定員については、施設整備の支援などによ

り、平成２７年度より１１８人ふやしておりますが、同時期の保育利用の申し込み人数

の増加が１６７人であり、定員の増加を４９人上回り、待機児童をふやす結果となって

おります。 

 待機児童の早期解消に向けて、私立園に対して定員増のための施設整備の支援を継続

して実施するほか、地域型保育事業の導入に向け、早急に準備を進め、事業所に働きか

けを行なってまいりたいと思っております。 

 以上です。 

○議長（中尾嘉男君） 北本将幸君。 

○７番（北本将幸君） 対策とられているけど、なかなか現状として改善していないと

いうことで、４歳までの人口も２,７３２人目標にしているんですけど、平成２９年度

で２,６１３人でしたかね、１００人ぐらい少なくなっているんで、目標からかけ離れ

ていっているんですけど、片や４歳児までを２,７３２人にしようという目標を掲げて

いるにもかかわらず、片方ではそれの預ける先がないという、こういう状況では、やは

り片方では子どもをふやせって言っていて、でも片方では預けられませんじゃ、やっぱ

りなかなか子育て環境としてはいいとは言えないんじゃないかなと思います。この基本

目標３で、「若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる」とされていますんで、

しっかりできるように改善していただきたいと思います。 

 今月７日に厚生労働省が今年４月時点での待機児童数を発表したんですけど、この報

道によると、昨年よりも６,１８６人減少し、１０年ぶりに２万人を切ったと発表され

ていました。熊本県も９３人減の１８２人、最も多いのが菊陽町の５３人ですけど、こ

こは人口がふえているんで、しょうがないかなと思います。何と２番、きのう答弁で言

われたように、２番にきているのが３１人で玉名市なんですけど、玉名市、今言ったよ

うに、ゼロ歳から４歳までの数も減っているのに、待機児童は２番まできているという

ことは、やっぱり何かの対策をとらないといけないんじゃないかなと思います。 

 これ、きのう、吉田憲司さんが使われた熊本の創生総合戦略なんですけど、熊本も待

機児童数３９７人、基準値でいたそうです。目標値、玉名と一緒にゼロということで、

平成２９年度の時点でゼロになっています。１００％達成で、何で達成したのかなって

見てみると、この保育士の就職者数を平成２７年度１７６人雇って、平成２８年度さら
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に６０人雇って、平成２９年度さらに４６人雇って、ゼロにしています。やっぱり何で

待機児童がいるかといったら、保育士不足というのはわかっているわけですから、玉名

市として本当この問題はしっかり取り組まないと、やっぱり子育てしやすいまちという

のは、なかなか言えないんじゃないかなと思います。箱物建設だったら、１０年先、２

０年先を見ながら計画するんですけど、やっぱり子育てというのは今なんで、今、待機

児童発生しているということは、これをどうにか解決するように進んでいただきたいな

と思います。 

 ６点目の質問に移りますけど、この公共施設等の総合的な管理によるまちづくりにつ

いて質問したいと思います。 

○議長（中尾嘉男君） 建設部長 前田愼一郎君。 

［建設部長 前田愼一郎君 登壇］ 

○建設部長（前田愼一郎君） 議員御質問の６番目、公共施設等の総合的な管理による

まちづくりについてお答えをいたします。 

 これは、総合戦略の一つの施策として、市保有の公共施設の延床面積を削減するもの

でございます。具体的に申しますと、平成２６年度末の建物の延床面積は３１万８０６

平方メートルを基準値とし、平成３１年度末までに目標値として３０万６,３５８平方

メートルまで削減する計画でございます。比較をいたしますと、４,４４８平方メート

ルの削減となります。直近の平成２８年度末での延床面積は３０万７５７平方メートル

で、すでに１万４９平方メートルを削減することができており、削減目標を達成してい

る状況でございます。 

 削減の主な理由といたしましては、旧庁舎や天水町公民館の解体、並びに静光園老人

ホームの民営化等によるものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 北本将幸君。 

○７番（北本将幸君） この４点目なんですけど、今までＫＰＩ値が３０％ぐらいで、

１００％近づいたほうが、頑張ったほうがいいよって言ってきたんですけど、実は、こ

の公共施設等の管理によるまちづくりだけは、すでに１００％目標達成されていて、効

果も非常に効果的であった、市民からの評価も有効とされている唯一の事業なんですけ

ど、やはり人口減少社会に突入した現代において、確実に税収が減少していく中、高齢

化社会も進み、民生費などの増加が見込まれる中、今から１０年先、２０年先、さらに

は３０年、４０年先を見据えたまちづくりを進めていく上で、この公共施設等の総合的

な管理によるまちづくりは、本当に重要なことだと思いますし、実際この創生戦略でも

効果があると出ているんで、今後さらに進めていく必要があると思います。 

 そこで、市長にお伺いしたいんですけど、市長として今後この公共施設の総合的な管
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理によるまちづくりについてはどのように考えておられるのか、見解をお伺いします。 

○議長（中尾嘉男君） 市長 藏原隆浩君。 

○市長（藏原隆浩君） 北本議員の再質問にお答えします。 

 先ほど建設部長が申し上げましたとおり、本市が保有する公共施設につきましては、

公共施設等総合管理計画の中にございます公共施設長期整備計画に基づきまして施設の

統廃合または民営化などを推進しながら、保有面積の削減などを行なっているところで

あります。 

 今後は、本年７月２日に供用開始しました天水市民センターと同様に、集約化等につ

きましては、住民や利用者などに丁寧な説明をするなどし、地域の実情を十分に勘案を

しながら取り組んでまいりたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 北本将幸君。 

○７番（北本将幸君） この公共施設というのは、やっぱり残っていくものなんで、し

っかり先見据えながら考えていただきたいと思います。 

 先ほど通信インフラのフォーラムに参加して、天草市長のお話聞いたと言ったんです

けど、そこで、天草市は２市８町合併したということもあり、現在２,５７０ぐらいの

公共施設を抱えているということでした。各町にそれぞれの公共施設があって、今後そ

の維持をどうしていくかがやっぱり大きな課題になると、天草市長言われていました。

やはりこのように市町村合併した地域では、それぞれのコミュニティーが町・市におい

て形成されていたわけですので、それらを維持しながらも、１０年先を見据えながら、

将来にあったまちづくりをしていかないといけないので、市長としては大変だと思うん

ですけど、その辺しっかり考えながら進めていただきたいなと思います。 

 そこで、最後、７点目、最後の質問ですけど、この玉名市まち・ひと・しごと創生総

合戦略に掲げる４つの基本目標などの進捗状況をお伺いしましたけど、今年度が４年

目、来年度が最終年度になります。市長として、課題認識とか、来年度こう取り組んで

いくぞという意気込みというか、していきたいなという、そういう考えがあれば、お伺

いしたいと思います。 

○議長（中尾嘉男君） 市長 藏原隆浩君。 

○市長（藏原隆浩君） 北本議員の御質問にお答えをいたします。 

 まず、現行の総合戦略について、それぞれの施策に課題があり、成果指標についても

達成率がよくないものがあるのは認識をしているところであります。少しでも達成率が

上がるように職員にしっかりと指示をし、残りの１年半、全力で取り組んでまいりたい

というふうに思っております。 

 今後の取り組みとしましては、次期総合戦略において、現在の施策の課題などを踏ま
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えた上で、より効果的な事業を実施する必要がございます。例えば、新幹線新玉名駅周

辺整備事業を生かしたまち・ひと・しごとの創生といった新しい施策を進めていくこと

が大変大事、重要であるというふうに思っておりますし、また先ほど来、質問でもずっ

とあっておりますふるさと納税にしてもそうでありますし、「いだてん」に対する取り

組みもそうですし、フルマラソン事業を継続的に開催していくということもそうであり

ますし、すべてがつながっているものだというふうに思っております。それが、すなわ

ち玉名市というもののブランド力を向上させていくものだというふうに思っております

ので、今後もしっかりと玉名市の未来に責任を持って、市民の笑顔が絶えないまちづく

りを目指していきたいというふうに考えておりますので、どうか議員の御理解、御協力

をお願い申し上げたいというふうに存じます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 北本将幸君。 

○７番（北本将幸君） しっかり本当取り組んでいただきたいと思います。本当このま

ち・ひと・しごと創生総合戦略も、５年の計画なんで、５年で計画立てたからには今３

６％ぐらいということで、これを１００％にどう近づけていくか、考えないといけない

と思います。吉田憲司議員の一般質問でもあったんですけど、熊本市が人口５万人上方

修正された理由ははっきりわからんと、職員の方が言われていたと思うんですけど、こ

ういう事業一つ一つを検証しながら、一歩でも前に進めていくと、それがトータルし

て、効果が出てくると思います。 

 今回、フルマラソン事業、ふるさと納税、玉名市総合戦略と３項目について質問させ

ていただきましたけど、マラソン事業については、玉名市の本当継続的なイベントにな

っていくと思うんで、市長も力を入れておられるので、しっかり取り組んでいただきた

いなと思います。ふるさと納税においては、現在赤字というのは本当に玉名市としてし

っかり考えないといけないところだと思うんで、今から力入れていかれると思うんで、

しっかりこれも取り組んで、少しでも歳入、税収が上がるように取り組んでいただきた

いなと思います。この最後の創生戦略も、一つ一つの事業をしっかり本当検証して、さ

らに進んでいくという形の仕組みをとらないと、効果は出てこないと思うんで、市長が

目指す将来に希望が持てるようなまちをつくり、玉名市を人口１０万人規模の県北の拠

点都市にできるように、職員一同、大河ドラマもありますんで、みんなが一致団結し

て、同じ方向を向いて、玉名市がよりだれもが住みよいまちになりますように要望いた

しまして、私の一般質問を終わらせていただきます。 

 ありがとうございました。 

○議長（中尾嘉男君） 以上で、北本将幸君の質問は終わりました。 

 総務部長 西山俊信君。 
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○総務部長（西山俊信君） 午前中の田畑議員一般質問の中で、伊倉地区での避難体制

につきまして、答弁の補足、追加をさせていただきたいと思います。 

 ７月６日午後１０時に市の避難勧告の発令に伴いまして、伊倉地区の消防団が消防積

載車によりまして土砂災害警報等の注意喚起について午後１１時から午前０時の間、玉

名市福祉センターへの避難の呼びかけを行なったところでございますが、この間は、菊

池川の水位は避難判断水位の危険水位までは達しておらず、安全であったというふうに

認識をいたして、発令をいたしたところでございます。 

 また、翌日７日の午前２時１５分に避難指示を発令いたしましたけれども、伊倉地区

消防団が消防積載車による避難の指示及び啓発活動は行なっておりません。 

 いずれにいたしましても、このたびの避難勧告、避難指示の発令に対しまして、市民

の皆様にわかりづらい面も多々あったと思われますので、現在、見直し作業を進めてお

ります玉名市防災計画や避難勧告マニュアルを通して、よりわかりやすい避難の伝達、

避難行動のあり方等につきまして検討をいたしてまいりたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 議事の都合により、暫時休憩いたします。 

午後 ３時２２分 休憩 

―――――――――――――――――――――― 

午後 ３時４１分 開議 

○議長（中尾嘉男君） 休憩前に引き続き、会議を開き、一般質問を行ないます。 

 本日の会議時間は、議事の都合により、あらかじめ延長いたします。 

 １５番 江田計司君。 

［１５番 江田計司君 登壇］ 

○１５番（江田計司君） 皆さん、こんにちは。１５番、相変わらず無会派の江田でご

ざいます。福嶋議員の分まで一生懸命頑張ります。よろしくお願いいたします。最終

日の最後でございます。どうかもう少し御辛抱をお願いいたします。それから、傍聴

席の皆さん、最後までお付き合いありがとうございます。 

 １０日は、玉名中学校と岱明中学校の運動会がありました。本来ならば、９日だった

んですね。ところが、雨で１０日になったわけです。私も参加をいたしましたけども、

９日は相当悩まれたみたいですね。どうしようかと。続行しようかと。いろいろ悩まれ

た結果、ちょうど８日に福岡の高校が低体温症ですか、これで３６人が搬送されたそう

なんですよ。それで、子どもの安全を考えて、１０日にされたそうであります。結果

は、大変な好天気、大成功でありました。生徒さんたちも大変すばらしい思い出ができ

たんじゃないかと思っております。ただ、市長のメッセージですね、皆さん、初めてだ

から、楽しみにされていたみたいですね。新聞には１０日の市長の行動予定が午前９時
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から庁内協議となっとったんですね。だから、ひょっとするとあいさつだけ来られるん

じゃないかなと思われたみたいです。雨は想定されていなかったんじゃないかと思いま

すけども、その辺も皆さん楽しみにされていたことをどうかですね。庁内協議だから、

ちょっとぐらい遅らせてもよかったんじゃないかなとそういうふうに思っておりまし

た。どうかよろしくお願いいたします。 

 それでは、通告に従いまして、相変わらず岱明町公民館の建設について、この件につ

きましては、１２月議会でもお話をしましたので、議員さん方は何遍も聞かれたと思い

ますけども、執行部の方がまだ聞かれていない方もおられますので、くどいようであり

ますけども、今までの経過を再度お話をいたしたいと思います。 

 平成８年、旧岱明町で老朽化のために、岱明町公民館と岱明図書館、これを併合し

て、建設計画が決まりました。平成１０年には駐車場が少ないということで、土地の購

入の交渉が始まりました。地主の方が土地は売買は絶対だめと言われておりましたけど

も、岱明町公民館が建つならということで協力をいただいたわけです。平成１４年に道

路の西側、ここが約４８０坪、平成１５年には今の岱明町公民館の南側、約４３０坪を

購入することが決まりました。平成１７年４月２０日に岱明町公民館と岱明図書館、今

まで建っていました岱明図書館を併合した基本設計と実施設計を契約、５月からワーク

ショップで、要するに建設検討委員会とか、その人たちでそれぞれお話をされた。 

 ところが、１０月に１市３町が合併したわけですね。合併協議会では４億円の計画で

ありましたけども、ワークショップの計画でいろいろ大きくなって、１０億円とか、い

ろいろありました。最終的には６億７,０００万円に決定し、解体工事は平成１８年１

０月から、本体の着工は平成１９年５月で図面作成が進んでおりました。 

 ところが、ここで政権交代になったわけですね。平成２５年度着工予定の岱明中学校

体育館ですね、これが耐震診断をされていて、危険家屋になっとったわけですね。それ

で、結局、この岱明町公民館と岱明中学校の体育館が入れかわったわけです。 

 ところが、市長が交代されて、平成２５年に公共施設適正配置計画がありました。こ

れで、玉名市の新庁舎ができますので、岱明支所があくわけですね。結局、岱明支所に

２階に岱明図書館、そして３階に岱明町公民館を集約することが計画を発表されまし

た。そして、平成２６年に６月議会に岱明支所の２階に岱明図書館、３階に岱明町公民

館の実施設計の補正予算が提案をされました。しかし、２階の岱明図書館はいいが、３

階の岱明町公民館を利用される方たちの意見が強い反対がありました。やっぱり弱者が

公民館を使うわけですね。いざというときには、やっぱり避難が大変だということで、

結局、補正予算案は否決をされたわけですね。ところが、９月議会に実施設計の一部を

修正して、再び上程をされました。地元の利用者の了解が不十分ということで、再び議

会で否決をされました。そのあと、確かに執行部の方もいろいろ御苦労されて、夜、小
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学校校区で説明会などを開かれました。しかし、利用される方とか、協力を得られない

ということで、岱明支所の集約化を断念をされたわけです。 

 平成２７年１２月議会で、これ近松議員が質問されたことでですね、結局、今度は岱

明ふれあい健康センターの利用が悪かから、ここに岱明町公民館を併合したらどうだろ

うかという案が出ました。お互いに相乗効果があるということで、計画が発表されまし

た。しかし、その内容は、お粗末なものでした。岱明町公民館建設と岱明町の将来を考

える会と岱明ふれあい健康センターを利用する利用者の有志の会からは、平成２８年１

１月１４日付けで現地建てかえ案も考えてくださいという請願が出されました。明け

て、平成２９年２月９日付けで、今度は岱明町の区長さんたち、これは３３名おられる

中で２３名の方から岱明ふれあい健康センターに併設した岱明町公民館の早期建設に関

する請願が出されました。議会も大変紛糾いたしました。３月議会と６月議会で岱明ふ

れあい健康センターとの併設案の建設基本設計及び実施設計、駐車場用地測量設計、設

計事務等の補正予算が提出されましたけども、いずれも有志ある議員さんの御協力を得

まして、否決をされました。議会が反対するからいつまでも岱明町公民館ができない

と、あまり内容がわからない方たちからは、相当避難をされました。これも前にも何回

も言われましたね。結局、近松議員と江田が反対するけん、でけんじゃないかというよ

うなですね。相当言われました。しかし、私たちは、岱明町公民館をつくることには大

賛成だったわけですね。しかし、早く建設をしてほしいということは、望んでおりまし

た。しかし、その岱明町公民館を利用される方たちの声を全く無視して、行政の都合で

計画されたことに関して反対をしたところです。 

 そこで、平成２９年１０月、藏原市長が誕生されたわけでありますね。そして、今年

の３月議会において、近松議員が一般質問をされて、岱明町公民館建設事業について

は、市長就任後の重要な課題の一つとして、建設の現状を考え、早期の事業化が求めら

れる。早急に対応、これまでの経緯や状況、そして相反する陳情をなされたそれぞれの

思いや意見を把握し、昨年の１２月、利用者などによる岱明町公民館建設と岱明町の将

来を考える会の代表者の人たちの意見を聞き、そして同時に岱明ふれあい健康センター

併設案を希望された区長さんたちの思いや意見を一人一人と直接お話をされたわけであ

りますね。そして、熟考された結論として、岱明町公民館は現地に建てかえると大英断

をされました。これでやっと長い長い戦いも、そして岱明町も救われたわけでありま

す。大変ありがとうございました。 

 ところで、あれから半年たちました。その後の進捗状況はどうなっておりますか、お

伺いしたいと思います。 

○議長（中尾嘉男君） 教育部長 戸嵜孝司君。 

［教育部長 戸嵜孝司君 登壇］ 
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○教育部長（戸嵜孝司君） 江田議員の岱明町公民館建設の進捗状況についてお答えい

たします。 

 まず、岱明町公民館建設の進め方の基本的な考え方として、地域住民や利用者団体と

の意見の交換を行ない、機能面を重視した各部屋の面積や設備内容を積み上げていきま

す。また、周辺施設の機能も考慮した効率的で効果的な施設となることも重要な考え方

であります。このような考え方のもとに、現地建てかえに向けて、区長会、支館長、利

用者団体等に建設スケジュールや方向性について説明し、個々に意見交換を行なったと

ころであります。これらの地域住民の意見・要望を汲み取り、公民館としての機能が十

分に発揮される適正な規模及び設備等を精査するとともに、基本的な考え方でも申し上

げましたが、周辺施設の機能を考慮しつつ、岱明町公民館建設にするため、関係各課と

の協議を行なっているところでございます。岱明町公民館は、老朽化が著しいことや、

耐震性確保ができていないこともあるので、なるべく早期に基本実施設計に着手したい

と考えております。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 江田計司君。 

○１５番（江田計司君） 答弁をいただきました。 

 高齢化社会に対応するためには、地域コミュニティーを中心とした、地域的課題の解

決が不可欠であります。このような状況の中で、社会教育において岱明町公民館が果た

す役割は大変重要であります。まさに地域における学びの場、仲間づくりの場、世代間

交流の場、人と人とを結ぶ人づくりの場、そのためには、地域の人たちが気兼ねなく立

ち寄り、大きく変化している自分たちが住むまちについて学び、よく知り、地域づくり

を実践していこうと、みずから生涯学習に取り組む人たちもふえております。また、他

市から引っ越しをされて来られた方々にとっては、岱明町公民館でのサークル活動や講

座への参加を通し、地域の方々と顔見知りになるための交流の機会づくりの場となって

いるのが現状であります。 

 岱明町公民館が地域づくりの拠点であるとともに、市民グループや各種サークル活動

の場として、また研修室を安価にて貸し出し、多くの人たちに利用していただき、岱明

町公民館で出会った人同士が地域のさまざまな課題などについて学習し、ひいては、ま

ちづくりや地域の活性化につなげていくとこ。公民館を拠点として、社会教育に対する

市民ニーズは、近年、少子化など、社会の動向に応じて、せっかく建設するならば、利

用される人たちの要望に十分応えて、１００％まではいきませんけども、その辺を考慮

してほしいと思います。 

 例えば、横島町、そして今できました天水町公民館、大変使い勝手がよく、利用され

る方々から評判も聞こえてきます。岱明町公民館の大きさについては、天水町公民館
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は、人口約７,０００人弱ですね、対して、岱明町公民館は１,２５０平方メートル。横

島町人口は、６,０００人弱ですね。これは、横島町公民館のあれは１,７３８平方メー

トルと、部長言われてましたですね。これは、いろんな施設もちょっと入っているんじ

ゃないかと思いますけども、岱明町は１万４,０００人、今の岱明町公民館は１,０００

平方メートルちょっとなんですけども、利用される人たちの意見をいろいろ聞けば、や

っぱり最小限でも１,５００平方メートルぐらいは必要じゃないかと要望されていると

ころであります。だから、できましたら、この広さに近い状況でよろしくお願いしたい

と思います。 

 きょうは、議員さんたちからいろいろ定住化構想など、いろいろと言われておりま

す。特に、例えば岱明町で生まれて、よそに行って定年を迎えた方、その方たちが帰っ

て、活動しやすいような岱明町公民館をつくっていただきたいと思っております。岱明

町公民館建設事業は、文化事業であります。文化を大切にしなければ、発展はないとま

で言われております。どうかその点をよくよく考えていただいて、早急に建設に取り組

んでいただきたいと思います。 

 それでは次に、岱明ふれあい健康センターについてお伺いをいたします。利用状況が

悪いということで岱明町公民館と併設をしたら相乗効果が上がると言われることで計画

をされておりました。そもそもこの岱明ふれあい健康センターは、どういう目的でつく

られたのかということですけども、以前、私がお伺いをいたしたことがあります。岱明

ふれあい健康センターを併設した意図は、平成３年に使用開始、設置の経緯について

は、入浴施設があった岱明町老人憩の家の老朽化や乳幼児健診など、母子保健事業が行

なわれていた岱明ふれあい健康センターの老朽化、また各種健康診査業務など、そこで

保健と福祉の拠点施設として玉名市社会福祉協議会の管理業務で兼ねて建設をされたわ

けであります。利用状況が悪いということでいろいろ検討されておりますけど、どうす

れば利用状況がよくなるか、その辺をちょっと伺いたいと思います。 

○議長（中尾嘉男君） 健康福祉部長 松野信生君。 

［健康福祉部長 松野信生君 登壇］ 

○健康福祉部長（松野信生君） 岱明ふれあい健康センターの方向性につきましてお答

えしたいと思います。 

 岱明ふれあい健康センターは、これまで指定管理施設として玉名市社会福祉協議会に

管理運営をお願いしているところでございます。しかしながら、この岱明ふれあい健康

センターにつきましては、これから建設します岱明町公民館と機能性が重複することか

ら、今後の有効な利活用が求められているところでございます。 

 現在、庁内関係各課で方向性等を議論しているところでございますけれども、市民サ

ービスの堅持、公共施設配置の適正化、さらには予算の有効利用や地域の活性化等を考
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慮しながら、適切な方向性について検討をしてまいりたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 江田計司君。 

○１５番（江田計司君） 答弁をいただきました。 

 まず第一に、あまりにもこの岱明ふれあい健康センターが皆さんに知られていないん

ですね。岱明ふれあい健康センターという名前が、何か老人施設ではないかと思われて

いるのが現状なんですね。実際には、この岱明ふれあい健康センターを見てみればわか

りますと思いますけども、トレーニングルームの活用とか、定期的に実施されているサ

ークル活動、バドミントンなどのスポーツなどの活用、または多人数などで会議や飲食

など、特に子育て中の親にとっても入浴施設があって、赤ちゃんを寝かせる部屋などが

あって、すぐそばには子どもを遊ばせる、もってこいの施設ではないかと言われており

ます。 

 以前、旧庁舎の跡地ですね、ここに児童センターというのは、確か子育て支援センタ

ーですかね、これが何か４～５億円ぐらいで計画されたですね。ところが、この子育て

支援センターは、まさにこの岱明ふれあい健康センターと似とるわけですね。ですか

ら、あのときは、確か何か旧庁舎を解体するに当たって、要するにその解体費を合併特

例債を使うがために急遽何かいろいろ計画をされたみたいですね、これは。それで、結

局、慌てて玉名第一保育所を下に移して、そしてこの子育て支援センターをつくったわ

け。何か総額が２０億円ぐらいかかったつですよ。それで、結局、最終的には、それ

は、計画は中止になりましたけどですね。この岱明ふれあい健康センターを十分活用し

たら、恐らくそういうことは、利用状況によってはまだまだ活用方法はあるんじゃない

かと思いますね。 

 以前、あれは総務委員会、何か視察で、大阪府の箕面市に行ったんですね。この箕面

市は、人口は全部で１３万５千何百人ですね。面積は、４７万平方メートルぐらいで

す。玉名市の３分の１ぐらいですね。ところが、ここは、毎年毎年人口がふえとっとで

すよ。恐らくベッドタウンでしょうね。何でそこがふえて、そうなっているかと聞け

ば、「子育て、箕面市なら大丈夫」というキャッチフレーズですね。そして、子育てし

やすさ日本一を目指しとるわけですね。取り組んでおられて、大阪府内では６年間連続

第１位だそうです。これは、住みよさランキングなんですね。特に子育てには大変気を

遣っておられる。いろんな政策はあります。こういう「子育て応援ガイドブック」と

か、これはだから１回、こういうのはインターネットで調べてみられて、どういう取り

組みをされているか。やっぱり先ほどからいろいろ言われておりますけど、定住化とか

何とか、いろいろありますけど、やっぱり一番は、市長、子育てですよ。子育てがうま

いこといけば、そこに必ず定住がなるんじゃないかと思います。ですから、先ほど議員
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さんからいろいろありますけども、やっぱり一番は、子育て。子育てあったら、定住化

が、よそからも来られています。だから、そういう面に力を入れられてですね、どうか

と思います。 

 ただ、今の状況で指定管理者、要するに岱明ふれあい健康センターの指定管理者、平

成３１年度まであるわけですね。ですから、これをどうするかですね。極端に言います

と、岱明町の潮湯ですか、ここは民間に委託をされました。結果的には、結構よくなっ

とるわけですね。やっぱり今の玉名市社会福祉協議会さんでいろいろやっとると、いろ

んな縛られて、やりたくてもやれない、そういう状況で、これを民間に任せると案外こ

れだけのすばらしい施設だから、まだまだ活用方法はあるんじゃないかと思うんです

ね。だから、今恐らくできて２０年の中規模改修をされたわけですね。だから、あと２

０年たったら、今度これまた大規模改修せんといかんとですよ。だから、金はいるばか

りですね。だから、そういうことで恐らくその公民館とひっつけたらどうかということ

でいろいろあったけど、私は、岱明町公民館は岱明町公民館で利用方法はあるんじゃな

いかと思うんですね。ですから、その辺は、よくよく考えていただいて、来年度、平成

３１年度までありますので、検討されて、どうするか、そういうことを考えていただき

たいと思います。 

 ところが、この周辺のことを言いましたけども、要するに岱明町公民館を岱明ふれあ

い健康センターにひっつけたときに、道路をＢ＆Ｇまでの計画がされとったんですね。

利用者説明会のときに、ある課長さんが言われました。この併設ばせんと、道路もつく

ってやらんばいたと。公民館もつくらんばいたと。そういうことも言われたこともあり

ます。この道路は、ずっと昔から岱明町で計画をされているわけです。今度、この岱明

町公民館と併設がなくなったときは、この道路はどがんなっとでしょうか、お尋ねをし

たいと思います。 

○議長（中尾嘉男君） 企画経営部長 水本明子さん。 

［企画経営部長 水本明子さん 登壇］ 

○企画経営部長（水本明子さん） 江田議員の再質問にお答えいたします。 

 以前の岱明町公民館と岱明ふれあい健康センターの併設複合化計画にございました岱

明ふれあい健康センターから岱明中央公園やＢ＆Ｇまでの市道寺の前線の延伸について

お答えを申し上げます。 

 市道寺の前線の延伸につきましては、当時の併設複合化及び岱明中央公園、Ｂ＆Ｇな

どの近隣公共施設の一帯構想の中で計画をされておりました。それぞれの施設間の利便

性を相乗的に高める意味合いがあり、その必要性が高まっておりました。しかし、現在

は施設の集約を実施しないこととなったことにより、ほかの市道の道路改良等に比べ、

優先度が低いと判断しているところでございます。 
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 ただし、先ほど健康福祉部長が述べましたように、岱明ふれあい健康センターの有効

な利活用計画によっては、市道の延伸も含めて検討する必要があると考えているところ

でございます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 江田計司君。 

○１５番（江田計司君） ありがとうございました。 

 優先順番ですかね、優先順番は、どがんでんでくっとじゃなかろうかと思います。旧

岱明町時代から、この道路はどうしても必要ですね。だから、できたら、岱明町公民館

と併設せんけん、これはつくらんばいたということじゃなくて、その辺は頭の中によく

よく置いといていただきたいと思います。 

 やっぱりその地元の人たちは、この道路で相当賛成しなはったつですよ。ある人いわ

く、「道路は、馬の前に人参ばぶら下げとるとと同じこつ」と。しかし、道路は道路で

ですね、ぜひ協力をよろしくお願いしたいと思います。 

 終わりに、平成最後の年には、今年は大変な災害がありました。いろいろお話があり

ました。台風もきました。地震もきました。きのうだったですかね、吉田議員から言わ

れました。気象状況は、新たなステージに入ったと。これまでの経験は通用しないと。

確かに台風についても、それは本当、今度、今台風２４号ですか、これは日本には近づ

かないからいいけども、これは恐らく猛烈な台風になるわけですね。だから、場所によ

っちゃですね、ひょっとすると９００、あれですか、それぐらいのが直行する可能性も

あるわけです。やっぱり地球温暖化で、かなり気象状況いろいろあっております。だか

ら、今年の場合は、本当被災をされた方にはお気の毒ですけども、これは一つの教訓な

んですよ。ですから、特にこの岱明町は海岸線を備えております。大きな台風がきて、

そういう高潮になって、被害が出てくる可能性がある。そのためには、やっぱりしっか

りした岱明町公民館、そして岱明ふれあい健康センターですね、その辺をできるだけ頑

丈な建物ですね、そういうことを十分考慮していただいて、お願いをいたします。 

 以上をもちまして、私の質問を終わります。 

○議長（中尾嘉男君） 以上で、江田計司君の質問は終わりました。 

 これをもちまして、一般質問は、全部終了いたしました。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

日程第２ 議案及び請願・陳情の委員会付託 

○議長（中尾嘉男君） 日程第２、「議案及び請願・陳情の委員会付託」を行ないます。 

 議第９３号専決処分事項の承認について、専決第１０号平成３０年度玉名市一般会計

補正予算（第３号）、飛んで、議第１０３号平成３０年度玉名市一般会計補正予算（第

４号）から、議第１１７号教育委員会委員の任命についてまでの、市長提出議案１６件、
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請第２号家庭教育支援法の制定を求める意見書の提出に関する請願から、請第４号玉名

小学校跡地の譲渡に関する請願までの、請願３件、陳第２号本格的な憲法改正論議を国

会に求める意見書の提出に関する陳情の、陳情１件、以上の事件を、一括議題といたし

ます。 

 まず、先に、ただいま議題となっております事件のうち、議第１１７号教育委員会委

員の任命についての、人事案件１件の委員会付託を省略することについて、お諮りいた

します。 

 議第１１７号教育委員会委員の任命についての、人事案件１件については、議事の都

合により、会議規則第３７条第３項の規定に基づき、委員会付託を省略いたしたいと思

います。 

 これに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（中尾嘉男君） 御異議なしと認めます。 

 よって、議第１１７号の人事案件１件については、委員会付託を省略することに決定

いたしました。 

 議第１１７号の委員会付託を省略いたします。 

 議第１１７号については、２７日の閉会日にその審議を譲り、会議にて直接審議する

ことにいたします。 

 それでは、ただいま委員会付託を省略いたしました議案を除き、議題となっておりま

す事件につきましては、お手元に配付しております「議案及び請願・陳情付託表」のと

おり、それぞれ所管の常任委員会に付託をいたします。 

 

議案及び請願・陳情付託表 

総務委員会 

議第 ９３号 専決処分事項の承認について   専決第１０号 

平成３０年度玉名市一般会計補正予算（第３号） 

（総則・第１表歳入歳出予算補正 歳入の部） 

議第１０３号 平成３０年度玉名市一般会計補正予算（第４号） 

（総則・第１表歳入歳出予算補正 歳入の部・第１表歳入歳出予算 

歳出の部、②総務費、⑨消防費・第２表債務負担行為補正 追加

（１）・第３表地方債補正） 

議第１０７号 玉名市長等の給与の特例に関する条例の制定について 

議第１０８号 玉名市附属機関の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定

について 
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議第１０９号 玉名市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条

例の一部を改正する条例の制定について 

議第１１４号 地方独立行政法人くまもと県北病院機構設立組合規約の一部変更に

ついて 

議第１１６号 工事請負契約の変更について 

請第  ４号 玉名小学校跡地の譲渡に関する請願 

陳第  ２号 本格的な憲法改正論議を国会に求める意見書の提出に関する陳情 

 

建設経済委員会 

議第 ９３号 専決処分事項の承認について   専決第１０号 

平成３０年度玉名市一般会計補正予算（第３号） 

（第１表歳入歳出予算補正 歳出の部） 

議第１０３号 平成３０年度玉名市一般会計補正予算（第４号） 

（第１表歳入歳出予算補正 歳出の部、⑥農林水産業費、⑦商工費、

⑧土木費、⑪災害復旧費・第２表債務負担行為補正 追加

（２）） 

議第１０６号 平成３０年度玉名市九州新幹線渇水等被害対策事業特別会計補正予

算（第２号） 

 

文教厚生委員会 

議第１０３号 平成３０年度玉名市一般会計補正予算（第４号） 

（第１表歳入歳出予算補正 歳出の部、③民生費、⑩教育費・第２表

債務負担行為補正 追加（３）（４）（５）） 

議第１０４号 平成３０年度玉名市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 

議第１０５号 平成３０年度玉名市介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 

議第１１０号 玉名市家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関する条例の一部

を改正する条例の制定について 

議第１１１号 玉名市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予

防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法の基準に関す

る条例の一部を改正する条例の制定について 

議第１１２号 玉名市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営の基準

に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

議第１１３号 玉名市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運

営の基準等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 
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議第１１５号 熊本県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更について 

請第  ２号 家庭教育支援法の制定を求める意見書の提出に関する請願 

請第  ３号 玉名中学校体育館並びに技術室整備に関する請願 

 

○議長（中尾嘉男君） 各常任委員会におかれましては、会期日程に従い、審査をお願

いいたします。 

 以上で、本日の日程は、終了いたしました。 

 この際、お諮りいたします。委員会審査のため、明１４日から２６日までの１３日間

休会いたしたいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（中尾嘉男君） 御異議なしと認めます。 

 よって、明１４日から２６日までの１３日間休会することに決定いたしました。 

 ２７日は定刻より会議を開き、各委員長の報告を求めることにいたします。 

 本日は、これにて散会いたします。 

午後 ４時１８分 散会 



 

 

第 ５ 号 

９月２７日（木） 
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平成３０年第４回玉名市議会定例会会議録（第５号） 

 議事日程（第５号） 

平成３０年９月２７日（木曜日）午前１０時０２分開議 

        開 議 宣 告 

日程第１  委員長報告 

     １ 総務委員長報告 

     ２ 建設経済委員長報告 

     ３ 文教厚生委員長報告 

日程第２  質疑・議員間討議・討論・採決 

      （議第９３号、議第１０３号から議第１１６号まで、請第２号から請第４号

まで、陳第２号） 

 議第 ９３号 専決処分事項の承認について   専決第１０号 

        平成３０年度玉名市一般会計補正予算（第３号） 

 議第１０３号 平成３０年度玉名市一般会計補正予算（第４号） 

 議第１０４号 平成３０年度玉名市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 

 議第１０５号 平成３０年度玉名市介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 

 議第１０６号 平成３０年度玉名市九州新幹線渇水等被害対策事業特別会計補正予算

（第２号） 

 議第１０７号 玉名市長等の給与の特例に関する条例の制定について 

 議第１０８号 玉名市附属機関の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定につ

いて 

 議第１０９号 玉名市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の

一部を改正する条例の制定について 

 議第１１０号 玉名市家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関する条例の一部を改

正する条例の制定について 

 議第１１１号 玉名市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支

援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法の基準に関する条例の

一部を改正する条例の制定について 

 議第１１２号 玉名市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営の基準に関

する条例の一部を改正する条例の制定について 

 議第１１３号 玉名市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営の

基準等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

 議第１１４号 地方独立行政法人くまもと県北病院機構設立組合規約の一部変更につい

て 
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 議第１１５号 熊本県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更について 

 議第１１６号 工事請負契約の変更について 

 請第２号   家庭教育支援法の制定を求める意見書の提出に関する請願 

 請第３号   玉名中学校体育館並びに技術室整備に関する請願 

 請第４号   玉名小学校跡地の譲渡に関する請願 

 陳第２号   本格的な憲法改正論議を国会に求める意見書の提出に関する陳情 

日程第３  閉会中の継続審査の件 

日程第４  市長提出議案審議（質疑・議員間討議・討論・採決） 

      （議第１１７号） 

 議第１１７号 教育委員会委員の任命について 

日程第５  委員会の中間報告 

     １ 金栗四三地域創造戦略特別委員長報告 

日程第６  議員派遣の件 

        閉 会 宣 告 

‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ 

 本日の会議に付した事件 

        開 議 宣 告 

日程第１  委員長報告 

     １ 総務委員長報告 

     ２ 建設経済委員長報告 

     ３ 文教厚生委員長報告 

日程第２  質疑・議員間討議・討論・採決 

      （議第９３号、議第１０３号から議第１１６号まで、請第２号から請第４号

まで、陳第２号） 

 議第 ９３号 専決処分事項の承認について   専決第１０号 

        平成３０年度玉名市一般会計補正予算（第３号） 

 議第１０３号 平成３０年度玉名市一般会計補正予算（第４号） 

 議第１０４号 平成３０年度玉名市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 

 議第１０５号 平成３０年度玉名市介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 

 議第１０６号 平成３０年度玉名市九州新幹線渇水等被害対策事業特別会計補正予算

（第２号） 

 議第１０７号 玉名市長等の給与の特例に関する条例の制定について 

 議第１０８号 玉名市附属機関の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定につ

いて 
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 議第１０９号 玉名市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の

一部を改正する条例の制定について 

 議第１１０号 玉名市家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関する条例の一部を改

正する条例の制定について 

 議第１１１号 玉名市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支

援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法の基準に関する条例の

一部を改正する条例の制定について 

 議第１１２号 玉名市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営の基準に関

する条例の一部を改正する条例の制定について 

 議第１１３号 玉名市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営の

基準等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

 議第１１４号 地方独立行政法人くまもと県北病院機構設立組合規約の一部変更につい

て 

 議第１１５号 熊本県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更について 

 議第１１６号 工事請負契約の変更について 

 請第２号   家庭教育支援法の制定を求める意見書の提出に関する請願 

 請第３号   玉名中学校体育館並びに技術室整備に関する請願 

 請第４号   玉名小学校跡地の譲渡に関する請願 

 陳第２号   本格的な憲法改正論議を国会に求める意見書の提出に関する陳情 

日程第３  閉会中の継続審査の件 

日程第４  市長提出議案審議（質疑・議員間討議・討論・採決） 

      （議第１１７号） 

 議第１１７号 教育委員会委員の任命について 

日程第５  委員会の中間報告 

     １ 金栗四三地域創造戦略特別委員長報告 

日程第６  議員派遣の件 

日程第７  意見書案上程 

      （意見書案第２号及び意見書案第３号） 

 意見書案第２号 家庭教育支援法の制定を求める意見書の提出について 

 意見書案第３号 本格的な憲法改正論議を国会に求める意見書の提出について 

日程第８  意見書案審議（質疑・議員間討議・討論・採決） 

      （意見書案第２号及び意見書案第３号） 

 意見書案第２号 家庭教育支援法の制定を求める意見書の提出について 

 意見書案第３号 本格的な憲法改正論議を国会に求める意見書の提出について 
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日程第９  城戸淳君の議員辞職の件 

        閉 会 宣 告 

‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ 

出席議員（２１名） 

  １番 坂 本 公 司 君  ２番  田 真樹子 さん 

  ３番 吉 田 憲 司 君  ４番 一 瀬 重 隆 君 

  ５番 赤 松 英 康 君  ６番 古 奥 俊 男 君 

  ７番 北 本 将 幸 君  ８番 多田隈 啓 二 君 

  ９番 松 本 憲 二 君 １０番 德 村 登志郎 君 

 １１番 城 戸   淳 君 １２番 西 川 裕 文 君 

 １３番 嶋 村   徹 君 １４番 内 田 靖 信 君 

 １５番 江 田 計 司 君 １６番 近 松 惠美子 さん 

 １８番 前 田 正 治 君 １９番 作 本 幸 男 君 

 ２０番 森 川 和 博 君 ２１番 中 尾 嘉 男 君 

 ２２番 田 畑 久 吉 君 

‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ 

欠席議員（１名） 

 １７番 福 嶋 讓 治 君 

‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ 

事務局職員出席者 

事 務 局 長  堀 内 政 信 君    事 務局次長  荒 木   勇 君 
次 長 補 佐  松 野 和 博 君    書 記  松 尾 和 俊 君 
書 記  古 閑 俊 彦 君 

‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ 

説明のため出席した者 

市 長  藏 原 隆 浩 君    副 市 長  村 上 隆 之 君 

総 務 部 長  西 山 俊 信 君    企画経営部長  水 本 明 子 さん 

市民生活部長  村 﨑 信 介 君    健康福祉部長  松 野 信 生 君 

産業経済部長  松 本 忠 光 君    建 設 部 長  前 田 愼一郎 君 

企 業 局 長  松 本 優 一 君    教 育 長  池 田 誠 一 君 

教 育 部 長  戸 嵜 孝 司 君    監 査 委 員  元 田 充 洋 君 

会 計管理者  竹 村 昌 記 君     
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午前１０時０２分 開議 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

○議長（中尾嘉男君） おはようございます。 

ただいまから、本日の会議を開きます。 

 日程に入る前に申し上げます。「日本初のオリンピック選手」であり、「日本マラソン

の父」と称される本市の名誉市民、故・金栗四三氏を主人公とした２０１９年大河ドラ

マ「いだてん～東京オリムピック噺～」の放送開始まで、いよいよ３カ月であります。

「開会日」に引き続き、「閉会日」の本日も金栗四三氏のＰＲポロシャツを本会議の出

席者全員で着用し、さらなる機運の盛り上げに一役買ってまいりたいと思いますので、

どうぞ、よろしくお願いいたします。 

 それでは、これより議事に入ります。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

日程第１ 委員長報告 

○議長（中尾嘉男君） 日程第１、「委員長報告」を行ないます。 

 これより、各委員会に付託し、審査を終了いたしました事件の結果と経過について、

各委員長の報告を求めます。 

 議第９３号専決処分事項の承認について、専決第１０号平成３０年度玉名市一般会計

補正予算（第３号）、飛んで、議第１０３号平成３０年度玉名市一般会計補正予算（第

４号）から、議第１１６号工事請負契約の変更についてまでの市長提出議案１５件、請

第２号家庭教育支援法の制定を求める意見書の提出に関する請願から、請第４号玉名小

学校跡地の譲渡に関する請願までの請願３件、陳第２号本格的な憲法改正論議を国会に

求める意見書の提出に関する陳情の陳情１件、以上の事件を一括議題といたします。 

 お手元に配付しております委員会審査報告書の朗読は、これを省略いたします。 

 審議の方法は、各委員長の報告のあと、質疑、議員間討議、討論ののち、採決いたし

ます。 

 あわせて、継続審査の申し出があります陳第１号玉陵小学校及び玉陵中学校の駐車場

の見直しを求める陳情の陳情１件について、中間報告を行ないたいとの申し出がありま

すので、この際これを許します。 

 各委員長の報告を求めます。 

 総務委員長 内田靖信君。 

［総務委員長 内田靖信君 登壇］ 

○総務委員長（内田靖信君） おはようございます。 

 今期、総務委員会に付託をされました案件は、議案７件、請願１件、陳情１件であり

ます。委員会における審査の経過と結果について報告をいたします。 
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 まず、議第９３号専決処分事項の承認について、専決第１０号平成３０年度玉名市一

般会計補正予算（第３号）中付託分についてであります。 

 歳入歳出それぞれ１億４７８万円を追加し、総額を３２５億４,１７７万１,０００円

とするものであります。歳入は、１９款繰越金が１億４７８万円の追加で、財源調整分

であります。 

 まず、委員から、本市の激甚災害に対する災害補助の対応はとの質疑があり、執行部

から、激甚災害の対象となるものは４号補正で対応をしている。なお、災害査定の補助

率決定は年度末になる見込みとの答弁でございました。次に、委員から、本市は、本激

甚災害と局地激甚災害のどちらになる見込みかとの質疑があり、執行部から、本激甚災

害の対象であるとの答弁でございました。 

 以上、審査を終了し、採決の結果、議第９３号中付託分については、原案のとおり全

員異議なく承認すべきものと決しました。 

 次に、議第１０３号平成３０年度玉名市一般会計補正予算（第４号）中付託分につい

てであります。 

 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ７億７,０７４万円を追加し、総額を３３３

億１,２５１万１,０００円とするものであります。歳入の主なものは、国庫支出金、県

支出金、繰越金等の追加であります。歳出の内容について、２款総務費が５億２,５０

９万８,０００円の追加で、財政調整基金積立金が主なものであり、９款消防費は８９

７万円で防火水槽工事費の追加などであります。第２表債務負担行為補正は地域おこし

協力隊事業の追加、第３表地方債補正は追加２件及び変更２件の限度額を設定するもの

であります。 

 まず、委員から、地域おこし協力隊に関し、これまでの事業実績はどうかとの質疑が

あり、執行部から、平成２６年から平成２９年まで２名を採用し、薬草を活用したまち

づくり及び市内外への情報発信を担ってもらったとの答弁でございました。次に、委員

から、地域おこし協力隊は、今後も継続していくのかとの質疑があり、執行部から、今

回２名の採用を考えている。地域の発展及び活性化のための調査研究を行なう地域活性

化研究員、玉名の魅力を発堀し、情報発信を行なってもらうプロデューサー的な方を想

定しているとの答弁でございました。次に、委員から、これまでの定住促進に係る地域

おこし協力隊員は定住につながったのかとの質疑があり、執行部から、協力隊員のう

ち、１名は定住されているとの答弁でございました。さらに、委員から、これに関連

し、薬草を生かしたまちづくり事業の成果を検証しているのかとの質疑があり、執行部

から、継続する形を含めた上で、薬草も継続しながら玉名の魅力を発信していきたいと

の答弁でございました。次に、委員から、協力隊員の雇用形態はどうなっているのかと

の質疑があり、執行部から、雇用の部分は上限２００万円以内と考えているが、諸経費



 － 265 －

を合わせて１人当たり４００万円を債務負担でお願いしたいとの答弁でございました。

次に、委員から、協力隊員に対する今後の考え方はとの質疑があり、執行部から、今回

は２名を採用する計画だが、今後はふやしていきたいとの答弁でした。また、委員か

ら、薬草を生かした小岱山の魅力をもっとＰＲすべきではないか、地域おこしの照準を

見直してもいいのではないかとの意見がございました。次に、委員から、玉陵校区の小

学校跡地の公募は決定しているのかとの質疑があり、執行部から、選定委員会が開催さ

れてからとの答弁でございました。さらに、委員から、現時点で何社程度の打診があっ

ているのかとの質疑があり、執行部から、３社から問い合わせがあっているので、現地

案内や電話対応を行なったとの答弁でした。さらに、委員から、小学校跡地等活用事業

者選定委員会における弁当の支出は妥当なのかとの質疑があり、執行部から、長時間の

会合が見込まれるため、弁当代を予算化した。しかし、再度精査し、不適切であれば、

執行停止も検討するとの答弁でございました。次に、委員から、西日本豪雨に伴う災害

派遣は今後もあり得るのかとの質疑があり、執行部から、第４陣の派遣要請後はあって

いないとの答弁でございました。次に、委員から、旧市役所南側ブロック塀の危険箇所

はどうなっているのか、また三ツ川地区の市有地ののり面崩落箇所の面積はとの質疑が

あり、執行部から、面基準を満たしていない部分が存在するため、補強を行なう修繕で

ある。また、三ツ川地区は、山林で全体面積約１３万平方メートルのうち、１０平方メ

ートル程度であったとの答弁でした。次に、委員から、東京都文京区への旅費の目的は

何なのかとの質疑があり、執行部から、金栗四三氏と夏目漱石氏にかかわりをもつ文京

区との相互交流を一層促進していくためとの答弁でございました。次に、委員から、災

害時に派遣する職員の服装はどのように考えているのかとの質疑があり、執行部から、

防災服あるいはビブス等の統一したユニフォームで派遣したいとの答弁でした。さら

に、委員から、これに関連し、ユニフォームをつくる時期はいつごろになるのかとの質

疑があり、執行部から、１２月補正も含めて早急に検討しているとの答弁でございまし

た。また、委員から、機能性や安全性を第一に考えた服装を検討してもらいたいとの意

見がございました。次に、委員から、公共交通、不便地域のアンケート調査はどうなる

のかとの質疑があり、執行部から、豊水、伊倉、八嘉、玉陵、玉水、小天、小天東の７

小学校区のアンケート結果をもとに市全域での公共交通を模索していきたいとの答弁で

した。次に、委員から、交通不便地域のエリアの線引きはあるのかとの質疑があり、執

行部から、クローズアップされている地域もあるが、その地区も含めて対策を図ってい

きたいとの答弁でした。次に、委員会から、市としての方向性があってからの調査なの

かとの質疑があり、執行部から、バス路線の改正も含めた全域の検討を行なっていると

の答弁でした。次に、委員から、市歌になる「我ら故郷」のこれまでの選考経緯はとの

質疑があり、執行部から、平成２７年合併１０周年を機に市歌制定が決定した。その
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後、１０名の市歌選考委員会で協議され、本年７月に報告をされている。それを受け

て、来る１０月３日の合併記念日に市歌を制定する予定であるとの答弁でございまし

た。次に、委員から、消防団支援団員の現状はとの質疑があり、執行部から、６５歳未

満の方が対象で、現在１１名の団員がおられるとの答弁でございました。さらに、委員

から、これに関連し、支援団員の年齢制限を上げることへの考えはとの質疑があり、執

行部から、組織再編の中で協議を行なっていきたいとの答弁でした。また、委員から、

防火水槽を設置する際は、地盤や傾斜、強度等を優先的に考慮して、場所選定をしても

らいたいとの意見がございました。さらに、委員から、防火設備等を設置する上では、

十分な環境整備を図ってもらいたいとの意見や、適材適所の方法で検討され、適切な対

応をお願いしたいとの意見もありました。次に、委員から、県消防操法大会が２年後に

玉名市で開催予定だが、会場等の検討準備はとの質疑があり、執行部から、準備を進め

ている段階で、手狭ではあるが、市職員駐車場を検討しているとの答弁でございまし

た。次に、委員から、障がい者の法定雇用率に関して、市職員採用はどうなっているか

との質疑があり、執行部から、本年の採用試験でも１名枠を設けているとの答弁でござ

いました。次に、委員から、事業事務に係る外部評価委員会の状況はとの質疑があり、

執行部から、これまでの評価委員会の方法は見直しを行ないたいとの答弁でした。さら

に、委員から、これに関連し、どのような評価方法を見直すのか、新年度予算に反映で

きるような手法を検討してほしいとの質疑があり、執行部から、評価の方法は再度見直

しをしていきたい。新たな形で進めていきたいとの答弁でございました。次に、委員か

ら、市民会館建設に伴い、市役所一般駐車場の東側に隣接をしている調整地で玉名女子

高校吹奏楽部が練習をしている経緯はとの質疑があり、執行部から、建設場所が決定し

てからも玉名女子高校との協議は行なっている。現市民会館の解体が完了するまでは調

整地での練習になるのではないかとの答弁でございました。 

 以上、審査を終了し、採決の結果、議第１０３号中付託分につきましては、原案のと

おり全員異議なく可決すべきものと決しました。 

 次に、議第１０７号玉名市長等の給与の特例に関する条例の制定についてでありま

す。 

 これは、職員の不祥事に伴い、市長及び副市長の給与を減額するために条例を制定す

るもので、内容として、平成３０年１０月１日から同月３１日までの間、市長及び副市

長の給与を１００分の１０削減するものであります。 

 まず、委員から、先の６月定例会の不祥事に伴う減額条例と今回の案件は内容が違う

のかとの質疑があり、執行部から、６月定例会とは違う案件で、事務処理ミスによる減

額条例であるとの答弁でございました。また、委員から、職員の指導を徹底することが

より重要で、事務処理のチェック体制の強化を図る上、市長及び副市長の減額をもって
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道義的責任を問う方法には賛成できないとの意見がございました。次に、委員から、故

意でない行為と誤って行なった行為は区別して精査・判断すべきではないかとの質疑が

あり、執行部から、職員の不祥事が重なり、チェック体制が十分ではなかったことを猛

省し、今後においての人的ミスを防ぐため、過失と認識不足の両面からの事務処理ミス

と判断し、今議会への提案となったとの答弁でございました。次に、委員から、当事者

への対応はどうなったのかとの質疑があり、執行部から、まず始末書又は顛末書を提出

させているとの答弁でした。次に、委員から、チェック体制の強化策は具体的にどうな

っているのかとの質疑があり、執行部から、組織内でのチェック機能をより一層果たし

ていけるよう協議を済ませているとの答弁でした。次に、委員から、関係者のだれに始

末書等を提出させているのかとの質疑があり、執行部から、事務処理ミスがあった所属

課長からは、本人の聴取書、懲戒処分上申書、身上調査書の報告を求めているとの答弁

でした。次に、委員から、上司の部課長の管理監督の責任はどのような形で問うたのか

との質疑があり、執行部から、所属の上司である部長から係長までを訓告処分としたと

の答弁でした。また、委員から、今後は、信頼回復に向けて職員一丸となって取り組ん

でもらいたいとの意見がありました。 

 以上、審査を終了し、議第１０７号については、異議があり、挙手による採決の結

果、賛成多数で可決すべきものと決しました。 

 次に、議第１０８号玉名市附属機関の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制

定についてであります。 

 これは、玉名市玉陵中学校区旧小学校跡地等活用事業者選定委員会を設置するため、

条例の整備を図るものであります。 

 まず、委員から、地域の代表者は小学校区別に選考するのかとの質疑があり、執行部

から、４小学校区ごとに地域の代表者を選考したいとの答弁でした。次に、委員から、

選定が長引く場合は複数年度にまたがるのかとの質疑があり、執行部から、選定が終了

するまでの期間であるため、翌年度に入る場合も想定しているが、なるべく早く選考で

きるよう努めたいとの答弁でした。次に、委員から、行政で利活用する考えはないのか

との質疑があり、執行部から、公共施設等で利用できるのが選択肢の優先順位である。

その次が、地域の方々と事前協議を行ないながら、民間でも可能であるという地元の意

向ならば募集を進めていきたいとの答弁でした。さらに、委員から、これに関連し、第

一保育所の仮園舎の考えはないのかとの質疑があり、執行部から、仮園舎の問題もある

が、現時点ではあらゆる方向から検討を行なっているとの答弁でした。 

 以上、審査を終了し、採決の結果、議第１０８号については、原案のとおり全員異議

なく可決すべきものと決しました。 

 次に、議第１０９号玉名市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する
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条例の一部を改正する条例の制定についてであります。 

 これは、玉名市玉陵中学校旧小学校跡地等活用事業者選定委員会委員の報酬につい

て、条例の整備を図るものであります。 

 本件に関して、特に質疑もなく審査を終了し、採決の結果、議第１０９号について

は、原案のとおり全員異議なく可決すべきものと決しました。 

 次に、議第１１４号地方独立行政法人くまもと県北病院機構設立組合規約の一部変更

についてであります。 

 これは、現在の名称をくまもと県北病院機構設立組合に変更するため、規約の一部を

変更するものであります。 

 まず、委員から、病院機構に対して、どういった関与ができるのか、できないのかと

の質疑があり、執行部から、病院経営は病院の理事会で決定されるため、直接的なかか

わりはないとの答弁でした。次に、委員から、玉名市議会との関連性はどうなっている

のかとの質疑があり、執行部から、設立組合としての関係は当然あるとの答弁でした。

さらに、委員から、これに関連し、意志決定に関しては予算面における負担金の際に審

議するのかとの質疑があり、執行部から、これまでどおり病院事業負担金の中で審議し

てもらうことになるとの答弁でした。次に、委員から、病院機構で行なわれる事案に対

し、意見や異議を申し立てできるのかとの質疑があり、執行部から最終的には病院の理

事会及び議会で決定をされるが、設立母体である玉名市からの意見や進言はできるとの

答弁でした。 

 以上、審査を終了し、採決の結果、議第１１４号については、原案のとおり全員異議

なく可決すべきものと決しました。 

 次に、議第１１６号工事請負契約の変更についてであります。 

 これは、平成２９年１２月定例会議決の工事請負契約の一部を変更するものでありま

す。内容として、岱明玉名線道路改良工事において、地盤改良に係る現地の土の配合試

験の結果、配合量が少なく、また矢板の使用枚数の減に伴い、変更を行なうものであり

ます。 

 本件に関して、特に質疑もなく審査を終了し、採決の結果、議第１１６号について

は、原案のとおり全員異議なく可決すべきものと決しました。 

 次に、請第４号玉名小学校跡地の譲渡に関する請願についてであります。 

 請願の趣旨は、くまもと県北病院機構が平成３３年４月の開院に向け、新病院の建設

を進めている玉名小学校跡地の譲渡について、市に対し格段の御配慮を求めるものであ

ります。 

 まず、委員から、跡地を処分するに当たり、現時点での市の方針はあるのか、中央病

院東側駐車場との交換もあり得るのかとの質疑があり、執行部から、無償譲渡はなく、
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減額譲渡になると考えている。また、駐車場との土地の交換についても考えにくい条件

との答弁でした。次に、委員から、格段の御配慮ということであるため、この請願の趣

旨を鑑み、採択すべきではないかとの意見がありました。 

 以上、審査を終了し、採決の結果、請第４号については、願意妥当と認め、全員異議

なく採択すべきものと決しました。 

 次に、陳第２号本格的な憲法改正論議を国会に求める意見書の提出に関する陳情につ

いてであります。 

 陳情の趣旨は、我が国において国内外の情勢の変化にもかかわらず、一度も憲法の改

正が行なわれていない中、国会において衆参両院に憲法審査会が設置されたものの、い

まだ活発な議論が行なわれているとは言えない状況である。ついては、新たな時代にふ

さわしい憲法改正について、早急に憲法審査会において本格的な論議を行ない、国民み

ずからが判断する国民投票を速やかに実施できるよう、国への意見書の提出を求めるも

のであります。 

 まず、委員から、そもそも憲法改正を論議する必要が全くないし、間違っている。今

の自衛隊が海外の紛争に巻き込まれたり、負傷したりするのを警戒する。そういう危険

性が出る改正はしてはならないとの意見がありました。次に、委員から、自衛隊の存在

意義は国防の観点から必要である。現時点での地方自治体から意見書の提出を行なうの

は、いかがなものかとの意見がありました。次に、委員から、憲法改正については、さ

まざまな意見等あるものの、総務委員会としての意思統一を図るため採決をしたほうが

いいのではないかとの意見がありました。 

 以上、審査を終了し、陳第２号については、異議があり、挙手による採決の結果、賛

成多数で採択すべきものと決しました。 

 付託案件を終了し、今回、当委員会における政策課題、重点調査項目等の選定につい

て、あわせて協議を行なっております。 

議会基本条例の中に市民との対話並びに連携及び協力の推進が明記されておりま

す。議会は、市民との対話を不断に重ね、くみ取った民意を反映させた政策立案及び政

策提言の拡大を図るものとあり、市民と協働して地域社会の創造に取り組むこととなっ

ています。そのような中、当委員会の平成３０年度事業として、市民の方々との意見交

換又は対話集会等を実施することとなりました。総務委員会としましては、本年７月の

西日本豪雨災害における応急対策で論議がされてはいるものの、本市の災害時対応につ

いては不十分な点も見受けられるため、直接災害対応に携わっておられる陸上自衛隊、

警察、広域消防、消防団、九州電力、ＮＴＴ西日本等、公共的機関との意見交換を実施

し、専門的見地からの提言や協議を行なうことを申し合わせ、委員会を閉じました。 

 以上で、総務委員会に付託をされました案件の審査報告を終わります。 
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○議長（中尾嘉男君） 建設経済委員長 城戸淳君。 

［建設経済委員長 城戸淳君 登壇］ 

○建設経済委員長（城戸 淳君） おはようございます。 

 今期、建設経済委員会に付託されております議案３件について、委員会の審査の結果

と経過を御報告いたします。 

 まず、議第９３号専決処分事項の承認について、専決第１０号平成３０年度玉名市一

般会計補正予算（第３号）中付託分についてであります。 

 執行部から、農地農業用施設、林業施設災害復旧費、道路橋りょう災害復旧費、河川

災害復旧費及び公園施設災害復旧費について説明がありました。 

 委員から、ほとんどが激甚災害なので、補助金がくるのかとの質疑に、執行部から、

専決処分についてはすべて一般財源になり、第４号補正が国の補助事業で災害復旧を行

なうものとの答弁でした。 

 審査を終了し、委員間討議、討論はなく、採決の結果、議第９３号中付託分について

は、原案のとおり全員異議なく承認すべきものと決しました。 

 次に、議第１０３号平成３０年度玉名市一般会計補正予算（第４号）中付託分につい

てであります。 

 執行部から、土地改良費、林業振興費、観光費、勤労青少年ホーム費、金栗四三ＰＲ

推進費、農地農業用施設災害復旧費、林業施設災害復旧費、債務負担行為補正、金栗四

三地方創生循環バス運行業務、道路維持費、道路新設改良費、都市計画総務費、道路橋

りょう災害復旧費、河川災害復旧費について説明がありました。 

 委員から、農林水産業費は災害復旧がほとんどなので、迅速に復旧ができるようにお

願いしたいとの要望でした。委員から、九州観光推進機構の説明会で行なうプレゼンテ

ーションの内容はとの質疑に、執行部から、九州観光推進機構が主催する観光素材説明

会で、東京、大阪、名古屋、福岡の４カ所で開催される特別セミナーでプレゼンテーシ

ョンを行ない、玉名の位置や観光などを説明し、後半は金栗四三氏にまつわる説明を行

なうとの答弁でした。委員から、金栗四三ＰＲ循環バスの内容と、３カ月運行して様子

を見るほうがいいのではとの質疑に、執行部から、運営の期間は平成３１年１月の中旬

から１年間を予定している。ルートは、大河ドラマ館を起点に、小田ゆかりの地、玉名

温泉、新玉名駅などを巡回するルートで、平日で１時間に１便を予定している。また、

運行しながら、状況に応じて調整を図っていくとの答弁でした。委員から、「いだて

ん」の業務委託で今後のイベントの内容と広報手段はとの質疑に、執行部から、１１月

２３日からの３日間をいだてんまつりとして、２３日は玉名大俵まつりの中でブースを

設けて紹介していく。２４日は蓮華院誕生寺奥之院まで走るイベント、２５日はシンポ

ジウムを予定している。広報については、「広報たまな」やホームページ、またＪＴＢ
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等とも連携し、広く広報していきたいとの答弁でした。委員から、住家について詳しく

教えてほしいとの質疑に、執行部から、金栗四三氏の親族からＰＲ、また地域活性化の

ためにということで寄附をいただいたので、整備を行ない、誘客を図っていきたいとの

答弁でした。委員から、住家の中で団子などの販売はできないかとの質疑に、執行部か

ら、住家の離れをおもてなしのスポットとして考えており、その中で検討していきたい

との答弁でした。委員から、金栗氏の墓の下のシートはそのままか、また墓までの道が

狭いので、何か考えがあるのかとの質疑に、執行部から、景観上配慮して、人工芝にす

る予定である。また、離合場所については、土地の所有者に相談しているとの答弁でし

た。委員から、スーパー林道の木製のガードレールは変更できないのかとの質疑に、執

行部から、森林基幹道として主要な道路であり、県営事業で景観に配慮し、整備された

もので、金属製ではない、木製が採用されているとの答弁でした。委員から、木製で対

応年数はとの質疑に、執行部から、長いもので１０年以上経過しているが、腐食も進ん

でいるので、コストや安全性を考慮する必要があるため、今後、南関町と協議しながら

検討したいとの答弁でした。委員から、今回のスーパー林道の崩落は以前と同じ場所

か、また補修の方法はとの質疑に、執行部から、今回の崩落箇所については、平成２３

年度に崩落した個所とほぼ同じ箇所で、通常の土砂の崩落状態と考えられる。また、災

害復旧方法の選択には、原形復旧が前提にあることから、植生マット工による復旧を考

えているが、災害査定の際に話はしたいとの答弁でした。委員から、林道は現在玉名市

所有になっているのかとの質疑に、執行部から、県営事業で整備して、竣工後に玉名市

の所有になっているとの答弁でした。委員から、今回災害で土砂撤去はできていると思

われるが、樹木の撤去はどう考えているのかとの質疑に、執行部から、早急な復旧が必

要な箇所についてはほぼ完了しているが、残りについては９月議会承認後に予定してい

るとの答弁でした。委員から、玉陵中校区の小学校の跡地の件で民間にということだ

が、現在の進捗状況はとの質疑に、執行部から、企業誘致の点で数社から打診があり、

秋以降にプロポーザル方式で決定していくと聞いているので、参加してもらえるように

促しているとの答弁でした。委員から、土地等の準備を今後していく構想はあるのかと

の質疑に、執行部から、現在民有地を借りた形で紹介しているが、紹介できる土地を持

っていないのが現状で、今後については、市が独自で整備するのではなく、民間により

用地を整備できる企業を募集し、玉名市がその土地へのインフラ整備を幾分か行なうよ

うな検討をしているとの答弁でした。委員から、山部田奥野線の工事は災害復旧後に継

続で行なうのかとの質疑に、執行部から、被災した箇所は昨年度工事を行なった一部

で、復旧後は来年度完成するため、舗装工事まで行ないたいとの答弁でした。 

 審査を終了し、委員間討議、討論はなく、採決の結果、議第１０３号中付託分につい

ては、原案のとおり全員異議なく可決すべきものと決しました。 
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 次に、議第１０６号平成３０年度玉名市九州新幹線渇水等被害対策事業特別会計補正

予算（第２号）についてであります。 

 執行部から、歳入歳出において、利子及び配当金、基金繰越金等の調整であるとの説

明がありました。 

 委員から、基金残額が少ない中、年間３,０００万円ほど維持管理費がかかると残り

が不足すると思われるが、不足分の財源措置はとの質疑に、執行部から、当分基金で維

持管理費等を行なうが、基金がなくなった場合は、一般財源で維持管理を行なう予定で

あるとの答弁でした。委員から、３０年計画があるので、それに沿って地元にも説明す

るべきと考えるがとの質疑に、執行部から、今後の維持管理方法など、地元と協議し進

めていきたいとの答弁でした。 

 審査を終了し、委員間討議、討論はなく、採決の結果、議第１０６号については、原

案のとおり全員異議なく可決すべきものと決しました。 

 その他として、委員から、玉名市生活道路等整備の原材料支給及び機械借上げ要綱で

地域の改善、生活環境の整備、定住促進等、また個人負担の観点からも要綱を見直すよ

うに内容を詰めるべきとの提案に、執行部から、平成１７年までの合併協議会の中で決

められているものと思われるので、今後要綱を見直して、予算面も協議して、今後検討

していきたいとの答弁でした。委員から、市水の量と販売量はどれぐらいの余裕がある

のかとの質疑に、執行部から、溝上水源地の１日当たりの取水能力は１万８,０００ト

ン、１日当たりの配水量の平均は１万２,０００トンで、６,０００トンぐらい余裕はあ

るとの答弁でした。委員から、市水は使用料等をもって運営しているので、独立採算で

運営できると思われるがとの質疑に、執行部から、本年度から一般会計からの繰り入れ

を行なっていないとの答弁でした。委員から、水道管の今後の更新費用にどれぐらいか

かるのか、また余剰金がかなりあるため、経営は安定しているのではないかとの質疑

に、執行部から、水道管の法定対応年数は４０年を迎える管を更新するのに、約９０億

円かかる。今後も経年劣化を迎える管の更新費用は継続的に必要となるが、一方では経

営は今後人口減少等により増収が見込めないことや、施設の更新工事等は、やればやる

ほど経営は厳しくなるので、剰余金等を補てんしていくことになるとの答弁でした。 

 今期、建設経済委員会として、重要項目事項を「道の駅」をテーマに今まで研修等を

行なってきたことを踏まえ、玉名市内で農産物販売等を行なっている人のことも配慮し

ながら、内容をどうするか、玉名の土産を買う場所がないなどの観点から、新玉名駅周

辺への必要性、「たまララ」の使い勝手等を考慮し、いろんな団体等の意見を拝聴しな

がら、今後も調査研究を重ねていくことになりました。 

 以上で、建設経済委員長報告を終わります。 

○議長（中尾嘉男君） 文教厚生委員長 德村登志郎君。 
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［文教厚生委員長 德村登志郎君 登壇］ 

○文教厚生委員長（德村登志郎君） 今期、文教厚生委員会に付託されました、議案８

件、請願２件、継続審査としておりました陳情１件について、審査の経過と結果を報告

いたします。 

 初めに、議第１０３号平成３０年度玉名市一般会計補正予算（第４号）中付託分につ

いてであります。 

 ３款民生費で８９８万５,０００円の追加。主な内容は、放課後児童育成事業に係る

児童数増加に伴い、学童クラブを追加したことによる委託料の追加、また、母子家庭の

母又は父子家庭の父が、看護師や介護福祉士等の資格取得のため、修業期間中の生活の

負担軽減を目的に支給される母子家庭等高等職業訓練促進給付金の追加などによるもの

であります。１０款教育費で１,６２７万８,０００円の追加。主な内容は、玉陵中学校

校区６小学校のうち、玉名小学校を除く５小学校について、閉校後の跡地活用を進める

上で必要となる不動産鑑定業務委託、フルマラソン大会の開催に向けた研修旅行費等や

国際スポーツ大会キャンプ誘致等推進事業として、東京２０２０オリンピック・パラリ

ンピック競技大会に向け、アンゴラ共和国とキャンプ誘致の協議を始めるための旅費な

どであります。 

 まず、委員から、債務負担行為補正中、小学校スクールバス運行業務について、平成

３０年度は全路線一括発注であったと思うが、地元業者にも機会を与えるため、路線ご

とでの契約は考えていないのかとの質疑があり、執行部から、玉陵小学校区７路線につ

いては一括発注で考えている。運用上、安全性・路線の整合性を考えると、１つの業者

にお願いしたほうがよいと判断した。大浜小学校１区に関しては、１路線でもあり、地

元業者にも機会を与えるべきと考えるため、次の契約は、玉陵小学校区で１本、大浜小

学校区で１本と考えているとの答弁でした。次に、委員から、玉陵小学校区も菊池川の

右岸と左岸で分けるなどして、地元業者が手を挙げられて、かつ、金額が大幅に違わな

ければ、地元業者を優先的に使っていただきたいとの要望に、執行部から、本年度は７

路線７台で運用している。７路線をそれぞれ契約すると、それぞれに故障等で対応でき

るバスが必要となる。７路線を１つの業者にお願いすることで、車両のトラブルがあっ

た場合に、柔軟に対応できるというメリットもある。また、路線ごとに契約を行なった

場合、運用・安全面において、それぞれの業者で指揮命令系統が必要となる。今年度の

経験で、１人の責任者で７路線すべて対応していただいたことから、運用・安全面を考

えると１つの業者にお願いすることが望ましいと判断しているが、指摘いただいたこと

については、再度検討したいとの意見でした。続いて、委員から、玉陵小学校校区と大

浜小学校校区の予算の配分はとの質疑があり、執行部から、玉陵小学校が１億４,０３

７万９,０００円、大浜小学校が１,８３６万６,０００円であるとの答弁でした。次に、
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委員から、債務負担行為補正中、市教育振興基本計画策定業務について、４７９万７,

０００円とあるが、冊子をつくるために印刷製本まで委託する必要があるのかとの質疑

があり、執行部から、印刷製本については一部である。これまでの５年間の計画は職員

で作成していたが、合併後、同じようなつくり方をしており、総合計画との整合性がと

れていなかったこと、教育委員会４課がそれぞれ計画案を作成し、教育総務課でとりま

とめを行なっていたことで計画作成に相当の時間を要していたことから、業務委託を行

なうことが望ましいと判断し、このような形とした。今回指摘された、用紙と印刷代に

ついては再度検討したいとの答弁でした。次に、委員から、総合計画との整合性がとれ

ていないのは、業務を縦割りで行なうからではないのかとの質疑があり、執行部から、

横のつながりがなかったことについては反省すべき点である。本来であれば、市の最上

位計画に沿った形に教育委員会があわせるべきだった。平成３０年６月に第３期教育振

興基本計画が国において閣議決定されており、方向性が示されている。この国が示す基

本計画、総合計画に沿った計画をつくりたいとの答弁でした。次に、委員から、教育総

務課で検討されて、業務委託をした場合、経費がかからないとのことであれば、委託で

も構わないと思うが、基本計画は職員でしっかり把握して進めてほしいとの要望があり

ました。次に、委員から、債務負担行為補正中、岱明学校給食センター及び天水学校給

食センター調理運搬等業務について、限度額の年内別内訳が違うのはなぜかとの質疑が

あり、執行部から、消費税を８％から１０％に加味したところによる金額のずれである

との答弁でした。続けて、委員から、プロポーザル方式とのことであるが、公募の方法

は、また前回は何社ぐらい応募があったのかとの質疑があり、執行部から、公募はホー

ムページで行なっている。前回５年前は、４社公募があり、書類審査で２社に絞り、そ

の後、聞き取り等により１社に絞ったとの答弁でした。次に、委員から、今まで５年間

事業を行なってきて、食中毒関係も含めて事故などなかったのかとの質疑があり、執行

部から、この３年間の間は人命にかかわるような大きな事故は起こっていない。切り傷

や異物混入があったという事例はある。また、配達中の事故も知る限りではないとの答

弁でした。次に、委員から、３款中、社会福祉総務費の時間外勤務手当について、会計

検査がいつ入るか想定内だと思うが、実際会計検査が入ったときにこれだけの業務がふ

えるのかとの質疑があり、執行部から、今回の会計検査において県から文書が届いたの

が２月下旬であり、当初予算の時点では想定できていなかった。会計検査がくるかもし

れないとの予測はできるが、県内すべての自治体が対象であり、会計検査がどの自治体

に入るかは直前に決まるため、想定は困難であるとの答弁でした。次に、委員から、今

回は会計検査に対応するための補正なのかとの質疑があり、執行部から、今回の補正は

会計検査により当初予算の６５％を使用したため、その使用した分の補てんであるとの

答弁でした。次に、委員から、３款中、障害福祉費の扶助費について、自動車運転免許
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取得・改造助成事業の補助額とその内訳は、また予算がなくなれば、その年度は補助申

請ができないのかとの質疑があり、執行部から、通常の免許取得に係る経費として１０

万円を上限に補助している。自動車の改造に対する補助額も上限を１０万円としている。

内訳は、運転免許取得が３件、改造助成が２件の計５件である。予算については、申請

の状況に応じて補正で要求を行なっていくとの答弁でした。次に、委員から、３款中、

老人福祉費の繰出金について、市独自でシステムの委託をしていくということで、シス

テムの機能チェック体制をしっかりとお願いしたいとの要望があり、執行部から、十分

にチェック機能が果たせるようチェックマニュアル等の作成を行ない、間違いないよう

にしていきたいとの意見がありました。次に、委員から、３款中、児童福祉総務費の委

託料は、玉名小学校と築山小学校とのことだったが、他の校区の施設は、施設に対して

の児童の人数は適切なのか、またこの２校以外で自己負担による運営をされている学童

クラブはあるのかとの質疑があり、執行部から、児童の人数は、今のところは適切であ

る。また、２校以外で自己負担による運営をされている学童クラブはないとの答弁でし

た。委員から、玉名町小学校の学童クラブは、民家を借りているとのことだったが、家

賃と利用人数は、またその他の経費はとの質疑があり、執行部から、月額で４万円程度。

利用人数は１３人である。また、その他の経費は、学童クラブごとの登録人数で運営費、

基準額が決まる。今回追加する玉名町小学校の学童クラブに対する委託料は５５６万４,

０００円であるが、細かい内訳は把握していないとの答弁でした。次に、委員から、３

款中、ひとり親福祉費の扶助費、母子家庭等高等職業訓練促進給付金について、職業訓

練をされた人数、給付金の額は、また就職ができているのかとの質疑があり、執行部か

ら、当初１２名。今回の補正で４名追加の計１６名で、給付金としては１人当たり年間

８０万円程度になり、訓練終了後の就職はできているとの答弁でした。次に、委員から、

３款中、保育所費の負担金補助及び交付金について、保育所等事故防止推進事業補助金

は、無呼吸アラームを３カ所から購入希望とのことだが、ほかの保育所には整備されて

いるのか、また事故防止につながるのであれば、すべての園に導入する必要があるので

はとの質疑があり、執行部から、個別の把握はしていないが、既に使っている園、今回

は見送った園もある。また、無呼吸アラームについては、安全対策につながるため、個

別に把握を行ない、すべての園に導入することも検討したいとの答弁でした。次に、委

員から、１０款中、学校管理費の修繕料について、伊倉小学校のブロック塀が高さ３メ

ートルで違法建築物であったとのことだが、いつごろできて、なぜチェックができなか

ったのかとの質疑があり、執行部から、以前の工作物については台帳に記載する必要が

なかったこと、またサッカーや野球などの部活動で使用するため、地域の好意で設置さ

れたものもあることから、市として把握できていなかった。今回を機に調査をし、今後

は管理をしていくとの答弁でした。次に、委員から、今回の大阪の地震を機に総点検が
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なされたとのことなので、今後教育の現場にこのような違法建築物ができないようにし

っかりとした体制をとってほしいとの要望がありました。次に、委員から、１０款中、

公民館費の手数料について、横島公民館にはグランドピアノが設置できて、天水町公民

館には設置できないとのことだが、なぜ天水町公民館にはグランドピアノの計画がなか

ったのかとの質疑があり、執行部から、天水町公民館は、ステージの形状が狭く、グラ

ンドピアノの重さに耐えられる構造にしていないため、対応できないとの答弁でした。

委員から、今後、岱明町公民館も建設が計画されているので、あとで追加しなくてもい

いように最初から対応できる構造でお願いしたいとの要望がありました。委員から、１

０款中、保健体育総務費の旅費について、１２万円とのことだが、この金額で足りるの

かとの質疑があり、執行部から、数多く行ければ良いが、予算を伴う大会は２つ、予算

を伴わない大会の視察も計画している。また、職員は、九州管内を原則公用車で出張す

るため、交通費があまりかからないことから予算額もこのようになっているとの答弁で

した。委員から、マラソン大会については、先進地では、企業の協賛、大会後の検証ま

でされているところもあるので、先進地の知恵を借りて成功に導いてほしいとの意見が

ありました。 

 以上、審査を終了し、採決の結果、議第１０３号については、原案のとおり全員異議

なく可決すべきものと決しました。 

 次に、議第１０４号平成３０年度玉名市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２

号）についてであります。 

 歳入歳出それぞれ１,３０９万２,０００円の追加。主な内容は、平成２９年度の療養

給付費等交付金の超過交付に係る返還金であります。 

 本件に関しては、特に質疑もなく審査を終了し、採決の結果、議第１０４号について

は、原案のとおり全員異議なく可決すべきものと決しました。 

 議第１０５号平成３０年度玉名市介護保険事業特別会計補正予算（第２号）について

であります。 

 歳入歳出それぞれ１２５万７,０００円の追加。主な内容は、熊本県からの権限移譲

に伴う介護保険指定事業者等管理システム導入費等であります。 

 本件に関しては、特に質疑もなく審査を終了し、採決の結果、議第１０５号について

は、原案のとおり全員異議なく可決すべきものと決しました。 

 次に、議第１１０号玉名市家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関する条例の一

部を改正する条例の制定についてであります。 

 これは、家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準の一部改正に伴い、条例の整

備を図るものであります。改正の内容は、この条例で定めております小規模保育事業、

事業所内保育事業及び家庭的保育事業の認可、運営する際の基準について代替保育の提
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供に係る連携施設の確保義務の緩和、食事提供の特例に係る外部搬入施設の拡大、自園

調理に関する規定の適用を猶予する期間の延長等、所要の整備を行なうものでありま

す。 

 まず、委員から、玉名市には該当する施設はないとのことだが、待機児童が３１名い

ることを考えれば、この事業に取り組むことで待機児童の解消に役立つのではと思う

が、この事業はとりかかりやすいものなのかとの質疑があり、執行部から、もともとこ

の事業は、地域型保育事業で、今回の改正では、居宅訪問型保育事業は該当していない

が、待機児童対策は急務であるので、新規参入の事業所に対しても働きかけをするなど

の取り組みは必要であると考えているとの答弁でした。 

 以上、審査を終了し、採決の結果、議第１１０号については、原案のとおり全員異議

なく可決すべきものと決しました。 

 次に、議第１１１号玉名市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護

予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法の基準に関する条例の一部を改

正する条例の制定についてであります。 

 これは、指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る

介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準の一部改正に伴い、条例の整備を図

るものであります。改正の内容は、指定介護予防支援の具体的取扱方針等について、国

が定める基準の改正を踏まえた規定の整備を行なうものであります。 

 本件に関しては、特に質疑もなく審査を終了し、採決の結果、議第１１１号について

は、原案のとおり全員異議なく可決すべきものと決しました。 

 次に、議第１１２号玉名市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営の基

準に関する条例の一部を改正する条例の制定についてであります。 

 これは、指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準の一部改

正に伴い、条例の整備を図るものであります。改正の内容は、高齢者や障害者が共に利

用できる共生型サービスが地域密着型通所介護に導入されたことに伴う基準の整備、介

護保険施設の新たな類型として介護医療院が創設されたことに伴う所要の整備等、国が

定める基準の改正を踏まえた規定の整備を行なうものであります。 

 まず、委員から、社会福祉協議会との関係はとの質疑があり、執行部から、地域密着

型サービスに関しての条例の整備であり、社会福祉協議会との関連はないが、自主運営

をされているデイサービスとは関係してくるとの答弁でした。 

次に、委員から、社会福祉協議会に高齢介護課から委託している主な事業はとの質

疑があり、執行部から、地域包括支援センター、生活支援コーディネーター、認知症支

援事業等を委託しているとの答弁でした。次に、委員から、利用者が増加する中で職員

がふえないので、利用者の定員をふやすということなのかとの質疑があり、執行部か
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ら、そのように考えている、同時に障がい者等施設も基準が緩和されたとの答弁でし

た。さらに、委員から、介護職員は慢性的に不足しているのかとの質疑があり、執行部

から、施設・事業所に関しては、職員不足は深刻である。社会福祉協議会については、

把握していない。地域包括支援センターについては、常に職員を募集している状況であ

るとの答弁でした。 

 以上、審査を終了し、採決の結果、議第１１２号については、原案のとおり全員異議

なく可決すべきものと決しました。 

 次に、議第１１３号玉名市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び

運営の基準等に関する条例の一部を改正する条例の制定についてであります。 

 これは、指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地

域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準の

一部改正に伴い、条例の整備を図るものであります。改正の内容は、介護医療院の創設

及び介護保険法における認知症の定義の改正に伴う所要の整備等、国が定める基準の改

正を踏まえた規定の整備を行なうものであります。 

 本件に関しては、特に質疑もなく審査を終了し、採決の結果、議第１１３号について

は、原案のとおり全員異議なく可決すべきものと決しました。 

 次に、議第１１５号熊本県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更についてでありま

す。 

 これは、広域連合の規約を変更しようとするときは、地方自治法第２９１条の１１の

規定により議会の議決を経る必要があることから提案するものであります。改正の内容

は、熊本県後期高齢者医療広域連合の議会について、すべての構成市町村から１人ずつ

議員が選出されるよう、その定数を現行の３２人から４５人に改めるとともに、所要の

整備を行なうものであります。 

 本件に関しては、特に質疑もなく審査を終了し、採決の結果、議第１１５号について

は、原案のとおり全員異議なく可決すべきものと決しました。 

 次に、請願の審査について、請第２号家庭教育支援法の制定を求める意見書の提出に

関する請願についてであります。 

 これは、今日、核家族化の進行、地域社会のきずなの希薄化など、家庭を巡る社会的

な変化により、児童虐待相談件数の増加、過保護、過干渉、放任など、家庭教育力の低

下が強く指摘されるようになっている。現代は、若い父親・母親の出産や育児などが関

係の希薄化した社会におかれ、孤立してしまう状況がふえており、行政からのより積極

的な家庭教育への応援体制が必要である。また、教育基本法において、「国及び地方公

共団体は、家庭教育の自主性を尊重しつつ、保護者に対する学習の機会及び情報の提供

その他の家庭教育を支援するために必要な措置を講ずるよう努めなければならない」と
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規定されている。このことから、玉名市議会において、地方自治法第９９条の規定によ

り、国及び政府に対し、家庭教育支援法の制定を求める意見書の提出を求めるものであ

ります。 

 本件に関しては、特に質疑もなく審査を終了し、採決の結果、請第２号については、

願意妥当と認め、全員異議なく採択すべきものと決しました。 

 次に、請第３号玉名中学校体育館並びに技術室整備に関する請願についてでありま

す。 

 これは、玉名中学校の体育館並びに技術室は、昭和４８年に建築され、築４５年が経

過しており、老朽化が激しく、平成２８年熊本地震では、外壁・内壁・天井等の損傷に

より地域の避難所としての機能を果たし得ない状況であった。 

本請願は、これらの老朽化した施設が教育活動や部活動において大変危険であるこ

とから、大規模改修を最小限に抑え、安全性を最優先とした早急な施設整備を行なうこ

と、また、玉名市公共施設長期整備計画を見直し、前倒しして事業に着手することを求

めるものであります。 

 まず、委員から、玉名市公共施設長期整備計画では、平成２９年度より体育館は大規

模改修、技術室は建てかえとなっているが、実質的な予算・計画はどうなっているのか

との質疑があり、執行部から、体育館の大規模改修、技術室の建てかえについては、玉

名市公共施設長期整備計画に基づき、平成２９年度に予算計上まで行なったが、同時に

学校施設長寿命化計画の策定を本年度取り組んでいる。これを策定すれば、施設整備に

対し、起債の対象となり財源的に有利になるため、計画を先送りにしている状況であ

る。ただし、計画の順位は変わりないので、学校施設長寿命化計画策定後、財政課と協

議しながら進めていきたいとの答弁でした。次に、委員から、玉名中学校の施設は、避

難所でもあり、重要な施設である。玉名中学校近くの境川付近は水没も考えられること

から、この請願はきっちり受けとめて進めてもらいたいとの要望がありました。 

 以上、審査を終了し、採決の結果、請第３号については、願意妥当と認め、全員異議

なく採択すべきものと決しました。 

 次に、継続審査としておりました陳第１号玉陵小学校及び玉陵中学校の駐車場の見直

しを求める陳情についてであります。 

 まず、執行部から、６月３０日に小中合同の授業参観が実施されている。学校から、

当日は、京写と旧玉名小学校を駐車場として借りたが、特に支障もなく、混乱もなかっ

たとの報告を受けている。今後は、９月３０日に小学校の運動会が予定されており、そ

の際、再度検証を行ないたいとの報告がありました。 

 本件については、特に質疑もありませんでしたが、陳第１号については、９月３０日

に小学校の運動会を控えていることから、その様子を注視し、その結果をもって判断す
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べきとの理由から、継続審査を求める意見が出され、採決の結果、全員一致で継続審査

とすべきものと決しました。 

 次に、そのほかとして、第一保育所の建てかえ計画、ランドセルの重さ、小中学生の

学力、小学校におけるまるつけボランティア、学校再編の進捗状況、桃田体育館の空

調、夏休みのプール開放、小中学校トイレの洋式化、玉名市歴史博物館こころピアの一

部閉鎖など、多岐にわたっての質疑がありましたので、あわせて御報告いたします。 

 最後に、文教厚生委員会において、議会基本条例第３１条第４項に基づく討議を行な

うための調査研究について、全国的に人口減少が進む中、本市においても、合併後、毎

年５００人ほど人口が減少しているような状況であるが、人口が著しく減少していない

自治体は子育てに力を入れているところが多く見受けられることから、子育て支援に関

することを政策課題、重点調査項目とし、各種団体等の意見を拝聴しながら、今後も調

査研究を重ねていくこととしました。 

 以上で、今期、文教厚生委員会に付託されました案件の審査報告を終わります。 

○議長（中尾嘉男君） 以上で、各委員長の報告は終わりました。 

 議事の都合により、暫時休憩いたします。 

午前１１時０５分 休憩 

―――――――――――――――――――――― 

午前１１時２１分 開議 

○議長（中尾嘉男君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

日程第２ 質疑・議員間討議・討論・採決（議第９３号、議第１０３号から議第１１６

号まで、請第２号から請第４号まで、陳第２号） 

○議長（中尾嘉男君） 日程第２、「質疑・議員間討議・討論・採決」を行ないます。 

 これより質疑に入ります。 

 ただいままでの各委員長の報告について、質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（中尾嘉男君） 質疑なしと認めます。 

 これより議員間討議に入ります。 

 議員間討議はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（中尾嘉男君） 議員間討議なしと認めます。 

 これより討論に入ります。 

 討論の通告がありますので、発言を許します。 

 １８番 前田正治君。 
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［１８番 前田正治君 登壇］ 

○１８番（前田正治君） こんにちは。日本共産党の前田正治です。 

 私は、本議会に提案してあります議案の中で、議第１０３号平成３０年度玉名市一般

会計補正予算（第４号）、議第１１５号熊本県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更

について、請第２号家庭教育支援法の制定を求める意見書の提出に関する請願、陳第２

号本格的な憲法改正論議を国会に求める意見書の提出に関する陳情、以上につきまし

て、委員長報告はいずれも可決でありましたが、私は原案に反対をいたします。 

 今からその理由を述べます。 

 議第１０３号についてであります。この一般会計補正予算には、先の災害対応に関す

る予算など、必要不可欠なものが含まれておりますが、債務負担行為補正予算として、

岱明学校給食センターと天水学校給食センターの調理運搬業務が５年間予算化してあり

ます。給食センターの業務請負委託契約ですが、給食をつくる給食センター施設や設備

は、玉名市教育委員会が業者に無償で提供をしております。そこで使用する光熱費も玉

名市が業者に無償で提供しております。給食献立は玉名市が作成をして、食材の購入に

ついても玉名市であります。これらを考えますと、給食調理の請負委託契約は、限りな

く偽装請負の疑いを免れません。したがって、給食センターの調理運搬業務は、玉名市

の直営に戻すことが必要であると考えます。この予算に反対をいたします。 

 議第１１５号についてであります。後期高齢者医療広域連合議会議員の定数及び選挙

方法の変更であります。改正前は、議員の構成は、市長、町村長、市議会、町村議会、

それぞれ８名、合計３２名選出してありました。改正後は、各市町村の首長及び議員か

ら１名、全部で４５名になります。改正前より定数が１３人増加するということは、住

民の意見を反映するパイプが大きくなり、一定の評価もできます。しかし、この規約変

更により議員に選出される４５名は、首長が多数を占める可能性も否定できません。各

市町村におきましては、後期高齢者医療特別会計の執行機関の長であります首長が広域

連合議会で多数を占めることになれば、執行上のさまざまな矛盾から広域連合議会での

議論が形骸化する懸念があります。したがって、この規約変更については、反対であり

ます。 

 請第２号についてであります。請願文書には、現代は若い父親、母親の出産や育児な

どが関係の希薄化した社会におかれ、孤立してしまう状況がふえており、行政からのよ

り積極的な家庭教育への応援体制が必要なときであると考えますとして、国及び政府に

おいて家庭教育支援法を制定せよというものであります。家庭教育支援法は、自民党が

国会提出を意図しているものであります。請願者が、国及び政府に対して求める家庭教

育支援法の内容はどのようなものか不明でありますが、自民党が意図する法案が成立す

れば、公権力による家庭教育への介入が危惧されるものであり、私は反対であります。
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家庭教育の重要性はすでに玉名市では認識されており、平成１８年、家庭教育憲章の制

定がなされ、それらに基づく熱心な取り組みが実施をされております。したがって、私

は、この請願に反対をします。 

 陳第２号についてであります。陳情者が求める憲法改正の内容は、陳情書の文面にあ

るように、自衛隊の存在を憲法に明記することであり、それは紛れもなく憲法９条に自

衛隊を明記することであります。自衛隊については、国民の中では、合憲あるいは違

憲、それぞれ世論は分かれていると思いますが、自衛隊の存在そのものについては、今

や世論は容認しております。違憲と思う人も、合憲と思う人も、共通していることは、

自衛隊が海外での紛争に巻き込まれて負傷したり、命を落としたりすることには絶対反

対であります。自衛隊が９条に明記されれば、自衛隊も憲法９条２項の縛りから開放し

て、海外での無制限な武力行使に道を開くことになります。自衛隊が海外で殺し、殺さ

れる極めて重大な事態が切迫いたします。国民は、今、憲法改正を希望しているのであ

りましょうか。先ほど行なわれました自民党総裁選挙直後の世論調査で、安倍内閣が最

も優先して取り組む課題は何だと思いますか、２つまで答えてくださいの設問に、憲法

改正は７.２％、８番目であります。総裁選前の調査と同様の結果が出ております。ほ

かの設問では、安倍首相は、自民党として憲法改正案を次の臨時国会で提出できるよう

に取りまとめを加速すべきだとの意向を示しています。この首相の意向に賛成ですか、

反対ですかには、賛成３５.７％、反対５１.０％であります。今、国民は憲法改正より

も、景気、雇用、経済対策、年金、医療、介護、子育て、少子化対策、財政再建、外

交、安全保障、震災復興、防災対策、地域活性化などを優先して取り組むことを望んで

おります。９００億円もの税金を費やし、国民投票を速やかに実施することについて、

国民の意思はノーであります。したがって、私は、この陳情に反対をいたします。 

 以上です。 

○議長（中尾嘉男君） 通告による討論は終わりましたが、ほかに討論はありません

か。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（中尾嘉男君） これにて討論を終結いたします。 

 これより採決に入ります。 

 まず、専決処分予算議案の採決に入ります。 

 議第９３号 専決処分事項の承認について   専決第１０号 

       平成３０年度玉名市一般会計補正予算（第３号） 

 以上、専決処分予算議案１件について、採決いたします。 

 ただいま採決に付しております議第９３号に対する各委員長の報告は、いずれも承認

であります。各委員長の報告のとおり決定することに御異議ありませんか。 
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［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（中尾嘉男君） 御異議なしと認めます。よって、議第９３号については、承認

することに決定いたしました。 

 続いて、予算議案の採決に入ります。 

 議第１０３号 平成３０年度玉名市一般会計補正予算（第４号） 

 以上、予算議案１件については異議がありますので、あとに譲り採決いたします。 

 議第１０４号 平成３０年度玉名市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 

 議第１０５号 平成３０年度玉名市介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 

 議第１０６号 平成３０年度玉名市九州新幹線渇水等被害対策事業特別会計補正予算

（第２号） 

 以上、予算議案３件について、一括して採決いたします。 

 ただいま採決に付しております議第１０４号から議第１０６号までの予算議案３件に

対する各委員長の報告は、いずれも可決であります。各委員長の報告のとおり決定する

ことに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（中尾嘉男君） 御異議なしと認めます。よって、議第１０４号から議第１０６

号までの予算議案３件については、いずれも原案のとおり決定いたしました。 

 議第１０３号平成３０年度玉名市一般会計補正予算（第４号）について、採決いたし

ます。 

 本案は、起立表決により採決いたします。 

 ただいま採決に付しております議第１０３号に対する各委員長の報告は可決でありま

すが、異議があります。 

 各委員長の報告のとおり決定することに、賛成諸君の起立を求めます。 

［賛成者起立］ 

○議長（中尾嘉男君） 起立多数であります。よって、議第１０３号については、原案

のとおり決定いたしました。 

 続いて、条例議案の採決に入ります。 

 議第１０７号 玉名市長等の給与の特例に関する条例の制定について 

 以上、条例議案１件について異議がありますので、あとに譲り採決いたします。 

 議第１０８号 玉名市附属機関の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定に

ついて 

 議第１０９号 玉名市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例

の一部を改正する条例の制定について 

 議第１１０号 玉名市家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関する条例の一部を
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改正する条例の制定について 

 議第１１１号 玉名市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防

支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法の基準に関する条

例の一部を改正する条例の制定について 

 議第１１２号 玉名市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営の基準に

関する条例の一部を改正する条例の制定について 

 議第１１３号 玉名市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営

の基準等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

 以上、条例議案６件について、一括して採決いたします。 

 ただいま採決に付しております議第１０８号から議第１１３号までの条例議案６件に

対する各委員長の報告は、いずれも可決であります。各委員長の報告のとおり決定する

ことに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（中尾嘉男君） 御異議なしと認めます。よって、議第１０８号から議第１１３

号までの条例議案６件については、いずれも原案のとおり決定いたしました。 

 議第１０７号玉名市長等の給与の特例に関する条例の制定について、採決いたしま

す。 

 本案は、起立表決により採決いたします。 

 ただいま採決に付しております議第１０７号に対する委員長の報告は可決であります

が、異議があります。 

 委員長の報告のとおり決定することに、賛成の諸君の起立を求めます。 

［賛成者起立］ 

○議長（中尾嘉男君） 起立全員であります。よって、議第１０７号については、原案

のとおり決定いたしました。 

 続いて、その他の議案の採決に入ります。 

 議第１１５号 熊本県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更について 

 以上、議案１件については異議がありますので、あとに譲り採決いたします。 

 議第１１４号 地方独立行政法人くまもと県北病院機構設立組合規約の一部変更につ

いて 

 議第１１６号 工事請負契約の変更について 

 以上、議案２件について、一括して採決いたします。 

 ただいま採決に付しております議第１１４号及び議第１１６号の議案２件に対する委

員長の報告は、いずれも可決であります。委員長の報告のとおり決定することに御異議

ありませんか。 
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［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（中尾嘉男君） 御異議なしと認めます。よって、議第１１４号及び議第１１６

号、議案２件については、いずれも原案のとおり決定いたしました。 

 議第１１５号熊本県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更について、採決いたしま

す。 

 議案は、起立表決により採決いたします。 

 ただいま採決に付しております議第１１５号に対する委員長の報告は可決であります

が、異議があります。 

 委員長の報告のとおり決定することに、賛成諸君の起立を求めます。 

［賛成者起立］ 

○議長（中尾嘉男君） 起立多数であります。よって、議第１１５号については、原案

のとおり決定いたしました。 

 続いて、請願の採決に入ります。 

 請第２号   家庭教育支援法の制定を求める意見書の提出に関する請願 

 以上、請願１件については異議がありますので、あとに譲り採決いたします。 

 請第３号   玉名中学校体育館並びに技術室整備に関する請願 

 請第４号   玉名小学校跡地の譲渡に関する請願 

 以上、請願２件について、一括して採決いたします。 

 ただいま採決に付しております請第３号及び請第４号の請願２件に対する各委員長の

報告は、いずれも採択であります。各委員長の報告のとおり決定することに御異議あり

ませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（中尾嘉男君） 御異議なしと認めます。よって、請第３号及び請第４号の請願

２件については、いずれも採択することに決定いたしました。 

 請第２号家庭教育支援法の制定を求める意見書の提出に関する請願について、採決い

たします。 

 本件は、起立表決により採決いたします。 

 ただいま採決に付しております請第２号に対する委員長の報告は採択でありますが、

異議があります。 

 委員長の報告のとおり決定することに、賛成諸君の起立を求めます。 

［賛成者起立］ 

○議長（中尾嘉男君） 起立多数であります。よって、請第２号については、採択する

ことに決定いたしました。 

 続いて、陳情の採決に入ります。 
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 陳第２号   本格的な憲法改正論議を国会に求める意見書の提出に関する陳情 

 以上、陳情１件について、採決いたします。 

 本件は、起立表決により採決いたします。 

 ただいま採決に付しております陳第２号に対する委員長の報告は採択でありますが、

異議があります。 

 委員長の報告のとおり決定することに、賛成諸君の起立を求めます。 

［賛成者起立］ 

○議長（中尾嘉男君） 起立多数であります。よって、陳第２号については、採択する

ことに決定いたしました。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

日程第３ 閉会中の継続審査の件 

○議長（中尾嘉男君） 日程第３、「閉会中の継続審査の件」を議題といたします。 

 まず、付託事件の閉会中の継続審査について、お諮りいたします。 

 文教厚生委員長より、目下、文教厚生委員会において審査中の陳第１号玉陵小学校及

び玉陵中学校駐車場見直しを求める陳情の陳情１件について、会議規則第１１１条の規

定により、お手元に配付しておりました申出書のとおり、閉会中の継続審査の申し出が

あります。 

 お諮りいたします。 

 委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続審査に付することに御異議ありません

か。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（中尾嘉男君） 御異議なしと認めます。よって、委員長からの申し出のとお

り、閉会中の継続審査に付することに決定いたしました。 

 続いて、各常任委員会の所管事務の閉会中の継続審査について、お諮りいたします。 

 各常任委員長から所管事務のうち、議会基本条例第３１条第４項に規定の重点調査項

目に設定した事項について、会議規則第１１１条の規定により、閉会中の継続審査の申

し出があります。 

 お手元に配付しております閉会中継続審査申出書の内容を職員に説明させます。 

 議会事務局次長 荒木 勇君。 

［議会事務局次長 荒木 勇君 登壇］ 

○議会事務局次長（荒木 勇君） 命によりまして、各常任委員会より申し出のありま

す所管事務の事項につきまして朗読いたします。 

 議会基本条例第３１条第４項において、委員会は所管事務を初め、市民の意見等を考

慮した政策課題、重点調査項目等について調査研究を行なうと規定しております。 
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この規定に基づき、各常任委員会が、それぞれに所管事務の中から重点調査項目を

設定し、各種団体との意見交換会の開催など、会期による時間的制約を超えて柔軟に対

処するため、地方自治法第１０９条第８項の規定により、閉会中の継続審査事件として

議決を求めるものであります。 

 総務委員会において設定された重点調査項目は災害対策に関する調査、建設経済委員

会において設定された重点調査項目は道の駅構想に関する調査、文教厚生委員会におい

て設定された重点調査項目は子育て支援に関する調査、それぞれ調査終了まで閉会中の

継続審査とする旨の申し出があっております。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） お諮りいたします。 

 各常任委員長から申し出のとおり、それぞれ調査終了まで閉会中の継続審査に付する

ことに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（中尾嘉男君） 御異議なしと認めます。よって、各常任委員長から申し出のと

おり、それぞれ調査終了まで閉会中の継続審査に付することに決定いたしました。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

日程第４ 市長提出議案審議（質疑・議員間討議・討論・採決）（議第１１７号） 

○議長（中尾嘉男君） 日程第４、「市長提出議案審議」を行ないます。 

 議第１１７号 教育委員会委員の任命について 

 以上、市長提出議案１件を議題といたします。 

 これより委員会付託を省略しておりました、議第１１７号の人事案件１件の審議に入

ります。 

 審議の方法は、質疑、議員間討議、討論の後、採決いたします。 

 これより質疑に入ります。 

 議第１１７号について、質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（中尾嘉男君） 質疑なしと認めます。 

 これより議員間討議に入ります。 

 議第１１７号について、議員間討議はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（中尾嘉男君） 議員間討議なしと認めます。 

 これより討論に入ります。 

 議第１１７号について、討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 
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○議長（中尾嘉男君） 討論なしと認めます。 

 これより採決に入ります。 

 議第１１７号教育委員会委員の任命について、採決いたします。 

 議第１１７号については、原案に同意することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（中尾嘉男君） 御異議なしと認めます。よって、議第１１７号については、原

案に同意することに決定いたしました。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

日程第５ 委員会の中間報告 

○議長（中尾嘉男君） 日程第５、「委員会の中間報告」を行ないます。 

 金栗四三地域創造戦略特別委員会に付託中の審査事項については、会議規則第４５条

第２項の規定により、同委員会より中間報告を行ないたいとの申し出がありますので、

この際これを許します。 

 金栗四三地域創造戦略特別委員長 江田計司君。 

［金栗四三地域創造戦略特別委員長 江田計司君 登壇］ 

○金栗四三地域創造戦略特別委員長（江田計司君） こんにちは。金栗四三地域創造戦

略特別委員会の中間報告を行ないます。 

 第３回定例会６月議会において設置されて以来、これまで週１回のペースで今日まで

１３回の会議を重ねてまいりましたので、その中で議論された内容について御報告をい

たします。 

 まず、調査項目として、１、大河ドラマ館を活用した地域活性化に関すること、２、

金栗四三にかかわる地域振興及び集客・誘客施策に関すること、３、金栗四三を起点と

した各種事業に関することの３点とし、金栗四三ＰＲ推進事業をよりスピード感をもっ

て展開させるべく、議会の政策立案及び政策提言による事業への参画と協力支援並びに

金栗四三氏を活用した議会独自の地域創造戦略の構築による魅力あるまちづくりの実現

を目指し、調査研究を行なってきました。委員会では、情報発信による誘客活動、観光

客の受け入れ体制とおもてなしなど多岐にわたるため、委員会内にＰＲ宣伝部会、観光

部会、飲食おもてなし部会を設け、委員が個々に研究した提案内容を委員全員で検討し

てまいりました。また、金栗四三氏の人生についても学芸員などから話を聞き、認識を

深めてまいりました。 

 次に、これまで１３回にわたる特別委員会での主な検討項目とその内容を御報告しま

す。 

 まず、玉名市にお越しいただいた観光客が気軽に玉名市を満喫してもらえるように、

大河ドラマ館や金栗四三氏の住家、玉名温泉などを結ぶシャトルバス運行の意見があり
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ました。次に、大河ドラマ館において、地元の盛り上がりと来場者がゆっくり過ごして

もらうためにステージの設置や飲食物の設置など議論され、常設のステージを設置すべ

きとの意見がありました。次に、トラックなど運送業界と連携して、運送などで各地を

走るトラックにラッピングを施し、情報発信を行なうと幅広い宣伝効果につながるので

はと意見が出されました。次に、観光客がゆっくりと玉名を楽しんでもらうため、回遊

性のある金栗四三氏の住家と大河ドラマ館、玉名市の草枕温泉や蓮華院誕生寺奥之院な

ど、観光施設を結んだ観光周遊バスや荒尾市の万田坑などを含めて、広域周遊観光バス

運行の意見もありました。次に、観光客などが少しでも長く玉名市を楽しんでもらい、

ゆっくり滞在してもらうため、金栗四三氏と認定を受けた日本遺産や夏目漱石といった

玉名市に関連があり、話題性のあるものをあわせた展示などをドラマ館予定地のすぐそ

ばの玉名市文化センターにどうかと意見がありました。次に、対外的な情報発信もだ

が、玉名市民に周知が浸透しているとは言いがたく、市民総参加の盛り上がりとおもて

なしができるような施策が必要ではないかとの意見がありました。 

 以上の検討結果を踏まえ、特に早急に取り組んでほしい項目について、大河ドラマ館

と金栗四三氏を結ぶ取り組みとしてラッピングを施したシャトルバスの運行や、タクシ

ーやレンタカーとの連携、玉名市の誘客のための取り組みとして、ＰＲ動画の作成、運

送トラックなどのラッピングによるＰＲ、玉名市金栗四三ＰＲ大使の任命、来訪者への

おもてなしの取り組みとして、大河ドラマ館隣接地に常設ステージ設置や飲食店、観光

施設を紹介した看板の設置など、７項目について議長に報告するとともに、９月２７

日、本日提言書にまとめ、市長に提案しました。また、今回の絶好の機会に少しでも協

力ができるように玉名市の認知度向上と情報発信を行ない、また玉名市を売り込むた

め、全員参加によるＰＲ広報の作成を行なっているところであります。１０月の完成を

目指し、作成しておりますので、少しでも誘客につながればと考えているところであり

ます。 

 最後に、これまでの議論を重ねたものは２０項目に及びますが、今後も研究を重ね、

玉名市の誘客と地域振興のために努めてまいりたいと思います。 

 以上で、金栗四三地域創造戦略特別委員会の中間報告を終わります。 

○議長（中尾嘉男君） 以上で、金栗四三地域創造戦略特別委員会の中間報告は終わり

ました。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

日程第６ 議員派遣の件 

○議長（中尾嘉男君） 日程第６、「議員派遣の件」を議題といたします。 

 お手元に配付しております派遣の内容について、職員に説明させます。 

 議会事務局次長 荒木 勇君。 
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［議会事務局次長 荒木 勇君 登壇］ 

○議会事務局次長（荒木 勇君） 命によりまして、派遣の内容につきまして御説明申

し上げます。 

 派遣目的 第２６８回熊本県市議会議長会への出席のため 

 派遣場所 熊本県八代市 

 派遣期間 平成３０年１０月１１日から１２日までの２日間 

 派遣議員 近松惠美子副議長 

 地方自治の確立と都市の交流発展を目的に熊本県下１４市の議長をもって組織されま

す熊本県市議会議長会につきまして、毎年秋に開催されます総会には慣例によりまして

正副議長が共に出席されることとなっております。よって、副議長の派遣が必要なた

め、議員派遣をお諮りするものであります。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 以上で、派遣の内容の説明は終わりました。 

 お諮りいたします。 

 お手元に配付のとおり、地方自治法第１００条第１３項及び会議規則第１６７条の規

定により、議員を派遣することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（中尾嘉男君） 御異議なしと認めます。よって、議員を派遣することに決定い

たしました。 

 この際、お諮りいたします。 

 ただいま議決した事項について、諸般の事情により変更する場合は、議長に一任を願

いたいと思いますが、御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（中尾嘉男君） 御異議なしと認めます。よって、議決した事項について、諸般

の事情により変更する場合は、議長に一任することに決定いたしました。 

 議事の都合により、休憩いたします。 

午前１１時５９分 休憩 

―――――――――――――――――――――― 

午後 １時１６分 開議 

○議長（中尾嘉男君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 日程の追加についてお諮りいたします。 

 日程第７ 意見書案上程 

  意見書案第２号 家庭教育支援法の制定を求める意見書の提出について 

  意見書案第３号 本格的な憲法改正論議を国会に求める意見書の提出について 
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 日程第８ 意見書案審議 

 以上、日程に追加いたしたいと思います。これに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（中尾嘉男君） 御異議なしと認めます。よって、日程に追加することに決定い

たしました。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

日程第７ 意見書案上程（意見書案第２号及び意見書案第３号） 

○議長（中尾嘉男君） 日程第７、「意見書案上程」を行ないます。 

 これより意見書案を上程いたします。 

 意見書案第２号 家庭教育支援法の制定を求める意見書の提出について 

 意見書案第３号 本格的な憲法改正論議を国会に求める意見書の提出について 

 以上、意見書案２件を一括議題といたします。 

 お手元に配付しております意見書案の朗読は、これを省略いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただいま議題となっております意見書案第２号及び意見書案第３号の意見書案２件に

ついては、議事の都合により、会議規則第３７条第３項の規定に基づき、提案理由の説

明及び委員会付託を省略したいと思います。これに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（中尾嘉男君） 御異議なしと認めます。よって、意見書案第２号及び意見書案

第３号の意見書案２件については、提案理由の説明及び委員会付託を省略することに決

定いたしました。 

 意見書案第２号及び意見書案第３号の意見書案２件についての提案理由の説明及び委

員会付託を省略いたします。 

意見書案第２号及び意見書案第３号の意見書案２件については、日程に従い、引き

続き会議にて直接審議を行ないます。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

日程第８ 意見書案審議（質疑・議員間討議・討論・採決）（意見書案第２号及び意見

書案第３号） 

○議長（中尾嘉男君） 日程第８、「意見書案審議」を行ないます。 

 改めて、意見書案第２号家庭教育支援法の制定を求める意見書の提出について及び

意見書案第３号本格的な憲法改正論議を国会に求める意見書の提出についての意見書案

２件を一括議題といたします。 

 これより、ただいま議題となっております意見書案２件の審議に入ります。 

 審議の方法は、質疑、議員間討議、討論の後、採決いたします。 
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 これより質疑に入ります。 

 意見書案第２号及び意見書案第３号の意見書案２件について、質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（中尾嘉男君） 質疑なしと認めます。 

 これより議員間討議に入ります。 

 意見書案第２号及び意見書案第３号の意見書案２件について、議員間討議はありませ

んか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（中尾嘉男君） 議員間討議なしと認めます。 

 これより討論に入ります。 

 意見書案第２号及び意見書案第３号の意見書案２件について、討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（中尾嘉男君） 討論なしと認めます。 

 これより採決に入ります。採決は、１件ずつ行ないます。 

 意見書案第２号家庭教育支援法の制定を求める意見書の提出について、採決いたしま

す。 

 意見書案第２号については、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

［「異議あり」と呼ぶ者あり］ 

○議長（中尾嘉男君） 本案には異議がありますので、起立により採決いたします。 

 意見書案第２号については、原案のとおり決定することに賛成諸君の起立を求めま

す。 

［賛成者起立］ 

○議長（中尾嘉男君） 起立多数であります。よって、意見書案第２号については、原

案のとおり決定いたしました。 

 意見書案第３号本格的な憲法改正論議を国会に求める意見書の提出について、採決い

たします。 

 意見書案第３号については、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

［「異議あり」と呼ぶ者あり］ 

○議長（中尾嘉男君） 本案には異議がありますので、起立採決いたします。 

 意見書案第３号については、原案のとおり決定することに賛成諸君の起立を求めま

す。 

［賛成者起立］ 

○議長（中尾嘉男君） 起立多数であります。よって、意見書案第３号については、原

案のとおり決定いたしました。 
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 議事の都合により、休憩いたします。 

午後 １時２２分 休憩 

―――――――――――――――――――――― 

午後 １時４７分 開議 

○議長（中尾嘉男君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 先ほど、城戸淳君から議員の辞職願が提出されました。 

 お諮りいたします。 

 この際、城戸淳君の議員辞職の件を日程に追加し、直ちに議題にいたしたいと思いま

す。これに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（中尾嘉男君） 御異議なしと認めます。よって、城戸淳君の議員辞職の件を日

程に追加し、直ちに議題とすることに決定いたしました。 

 ここで、城戸淳君の議員辞職の件を議題とする前に申し上げます。城戸淳君が自己の

一身上に関する事件で退席をいたしますが、城戸淳君は今期定例会の会議録署名議員に

指名されております。したがいまして、会議録署名議員が１名欠員になりますので、ま

ず会議録署名議員の追加指名を行ないます。 

 会議録署名議員は、会議規則第８８条の規定により、議長において指名をいたしま

す。 

嶋村徹君、以上、１名を追加指名いたします。 

 それでは、議事を進めます。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

日程第９ 城戸淳君の議員辞職の件 

○議長（中尾嘉男君） 日程第９、「城戸淳君の議員辞職の件」を議題といたします。 

 なお、城戸淳君は、地方自治法第１１７条の規定に基づき、除斥の対象として当該議

事には参与いたしませんので、あらかじめ御了承願います。 

 まず、その辞職願を職員に朗読させます。 

 議会事務局次長 荒木 勇君。 

［議会事務局次長 荒木 勇君 登壇］ 

○議会事務局次長（荒木 勇君） 命によりまして、朗読いたします。 

 平成３０年９月２７日、玉名市議会議長 中尾嘉男殿。 

 玉名市議会議員 城戸淳。 

 辞職願。このたび、一身上の都合により、議員を辞職したいので、許可されるよう願

い出ます。 

 以上でございます。 
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○議長（中尾嘉男君） これより、城戸淳君の議員辞職について、採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 城戸淳君の議員辞職を許可することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（中尾嘉男君） 御異議なしと認めます。よって、城戸淳君の議員辞職について

は、許可することに決定いたしました。 

 以上で、今期定例会に付議されました事件は、すべて議了いたしました。 

 ここで、市長より発言の申し出があっておりますので、これを許可いたします。 

 市長 藏原隆浩君。 

［市長 藏原隆浩君 登壇］ 

○市長（藏原隆浩君） 平成３０年第４回の定例議会の閉会に当たりまして、ごあいさ

つをさせていただきます。 

 議員の皆様方におかれましては、残暑厳しい中ではございましたが、期間中、御出席

をいただき、今議会に提案をさせていただきました平成３０年度補正予算初め、条例関

係など、慎重に御審議をいただき、議決、承認を賜りまして、厚くお礼を申し上げま

す。大変ありがとうございます。 

 そして、今ほど議決されました城戸議員の辞職につきましては、これまで長年にわた

り市政の発展に御尽力を賜りましたこと、心より感謝を申し上げますとともに、今後も

ますます御活躍されますことを心より御祈念を申し上げたいというふうに存じます。 

 さて、開会のあいさつでも申し上げましたが、今年の夏の猛暑は、命にかかわる危険

な暑さという表現でこれまでにない酷暑を経験いたしました。このところ、あいさつの

たびに異常気象や災害の話をしている状況でありますが、今議会が開会してすぐの９月

４日にも台風２１号の上陸、９月６日には震度７の揺れに見舞われた北海道胆振東部地

震が発生し、再び多くの犠牲者が出ております。改めまして、お亡くなりになった方や

御家族へ心よりお悔やみを申し上げますとともに、被害に遭われた皆様にお見舞いを申

し上げさせていただきたいというふうに存じます。また、さらには台風２４号も発生

し、進路を変え、接近する恐れもありますので、これ以上被害がないことを祈るばかり

であります。 

 閉会となりますと、これより実りの秋を迎えるわけでございますが、新玉名駅北側の

「いだてん」の文字と「くまモン」の絵を描いた田んぼアート、これも間もなく稲刈り

の時期を迎えます。「いだてん」の文字は、見られなくはなりますが、議員の皆様も特

別委員会を中心にして、金栗先生のＰＲに力を入れていただておりますように、大河ド

ラマの放送までいよいよあと３カ月となり、市としましてもＰＲ活動をどんどん加速さ

せていかなければならない時期にきていると認識しております。１０月以降より年度末
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まで玉名市内、そして県内外まで金栗先生を、そして玉名市を知っていただき、地域の

活性化につなげていくために総力でさまざまな取り組みを行なってまいります。どうか

議員の皆様方におかれましても、今後とも御協力をよろしくお願い申し上げたいという

ふうに思います。 

 少しずつ過ごしやすい季節となってまいりましたけれども、議員各位におかれまして

も、風邪など引かれないよう御自愛いただきますとともに、休会中にもいろんな角度か

ら御指導、御支援を賜りますよう切にお願いを申し上げまして、第４回定例議会の閉会

に当たっての御礼のごあいさつにかえさせていただきます。 

 大変ありがとうございました。 

○議長（中尾嘉男君） これにて本会議を閉じ、平成３０年第４回玉名市議会定例会を

閉会いたします。 

午後 １時５５分 閉会 
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地方自治法第１２３条第２項の規定により、ここに署名する。 
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